






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ハンターとなり、アルファと出会い、その実力を着実に伸ばし続けているアキラは、賞金首の騒ぎが終わったことで未発見の遺跡探しを再開した。だが外れ続きの状況に、一度ミハゾノ街遺跡で遺物収集をすることになった。

　そこで今度は遺跡の騒動に巻き込まれる。アキラは旧世界製の装備を身に纏まとうモニカと戦い、あと少しで殺されるところまで追い込まれたが、アルファのサポートのおかげで何とか撃破した。そして旧世界製の装備の性能を実感した。

　アルファの依頼を達成するには、あれだけ高性能な装備が無ければ駄目なのか。そう聞いたアキラに、アルファはあの程度の性能では全く足りないと答えた。自分に求められている力の大きさに驚きながらも、いつかアルファの依頼を完遂する為ために、更なる力を求めるアキラのハンター稼業が続く。
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　アキラ達によって撃破されたモニカは賞金首の扱いとなり、それを倒したアキラ達には都市からその賞金として桁違いの金が支払われることになった。

　しかし実際に賞金を得るまでにはもうしばらく時間を必要とした。モニカが使用していた旧世界製の装備の所有権を巡って、都市やドランカム、エレナやキャロルが熾し烈れつな交渉を繰り広げているからだ。

　それでも大金を得られること自体に変わりは無い。アキラはモニカとの戦いで主要な銃を全て失ったこともあり、賞金で装備一式を買い換えるまで未発見の遺跡探しを再び中断することにした。

　そのアキラにカツラギから遺物販売に関する資料が情報端末経由で届く。

「遺物販売店の計画資料……？」

　心当たりの無かったアキラは首を傾かしげながら資料を読んだ。そして以前にシェリルに頼んだこと、ヨノズカ駅遺跡で収集した遺物の換金を、シェリルは自分から遺物の販売を頼まれたと解釈していたのだと、ようやく理解した。

　アキラが以前シェリル達と一緒に遺跡から持ち帰った大量の遺物は、今もアキラの自宅の車庫に積まれている。

　それらを売る為に、その内シェリルが取りに来るだろう。そう思っていたアキラは、一向に取りに来る気配の無いシェリルに、一度状況を聞いたことがあった。

　その時はシェリルから、もうしばらく掛かると謝られた。アキラも別に遺物の換金を急ぐ理由は無く、高く買ってくれる買取先を探すのは大変なのだろうと思って、急がなくて良いとだけ答えていた。

　まさかシェリルがカツラギと組んで遺物販売店を作ろうとしていたとは思っていなかった。

「……道理で時間が掛かる訳だ」

　納得しつつも、もっとちゃんと言っておけば良かったかと思うアキラに向けて、アルファが笑う。

『あの時のアキラは、シェリルのホットサンドの販売についても口に出していたわ。それで勘違いしたのかもしれないわね』

「そうか。……まあ、シェリルも頑張ってるみたいだし、集めた遺物が高値で売れるなら何でも良いいや。カツラギも随分協力してるみたいだしな」

　送られてきた資料には読み終わったら連絡が欲しいと書かれていた。アキラがカツラギに連絡を入れると、商売人の明るい声が返ってくる。

「アキラか！　資料は読んだか？　どうだ？」

「読んだけど、読んでも俺にはよく分かんないって。まあ任せるからシェリルと一緒に頑張ってくれ」

「任せとけ！　……それでちょっと頼みがあるんだが、お前の所で保管している遺物を先に渡してくれないか？」

　今回の遺物販売店の計画には知人の商売人にも声を掛けて協力を頼んでいるが、現物を一度見ておかないことには協力できないと言う者も多い。

　アキラとシェリルが噓うそを吐いているとは言わないが、やはり自分も一度遺物をしっかり見ておかないと、商売仲間への説得力が違ってくる。

　だから何とかならないか。そうカツラギはいろいろ理由を並べ立ててアキラを説得した。

「なあ、アキラ。良いだろ？　お前も俺達に任せてくれるって言ったじゃないか」

「分かった。じゃあ取りに来てくれ。量が多いから俺が持っていくのは無理だ」

「よし！　今から行く！　待っててくれ！」

　カツラギの嬉うれしそうな声を聞きながら、アキラが釘くぎを刺す。

「あ、でも一応言っておくぞ？　カツラギの頼みで遺物を預けるんだ。何かあったらカツラギに責任を取ってもらう。それで構わないよな？」

　返事までに間が開く。そして先程の上機嫌な声ではなく、商売人の真面目な声が返ってくる。

「……それは、俺とシェリルにって意味じゃなくて、俺だけにってことか？」

「そうだ」

「……責任って、具体的には？」

「それは何かあった時に考えるよ」

「…………一回切るぞ。すぐにかけ直す。ちょっと待ってろ」

　１分後、再びアキラに通信を入れたのはカツラギではなくシェリルだった。そのシェリルのどこか思い詰めたような声がアキラに届く。

「シェリルです。カツラギさんから話は聞きました。先程の件ですが、改めて私から頼みます。責任も出来る限り私が取ります。それでは、駄目でしょうか？」

「いや、大丈夫だ。取りに来てくれ」

「ありがとうございます」

　通信越しにシェリルの安あん堵どの息がアキラにも届いた。それを聞いたアキラが少々苦笑して付け足す。

「ああ、一応言っておくけど、さっきの責任云うん々ぬんの話は、シェリルはそこまで気にしなくて良いぞ。あれはカツラギに対しての話だからな」

　先程の話はカツラギが自分に頼んだことだ。だから何かあったら責任はカツラギにある。

　しかし遺物販売については自分がシェリルに頼んだことだ。だから自分が頼んだことの一環で何かがあったとしても、その責任をシェリルだけに押し付ける気は無い。

　最悪、預けた遺物を全部盗まれたとしても、元々のシェリルの取り分と、あの時の迷惑料を合わせた分で相殺したとでも思ってくれれば良い。

　自分がシェリルに遺物収集の手伝いを頼んだ所為で、シェリルにはヨノズカ駅遺跡の遺物を狙ったハンター達に拠点を襲われたり、シェリル自身も攫われたりと、随分迷惑を掛けたから。

　アキラは軽い調子でそう話してから続ける。

「まあそうは言っても、何かある前提で考えてもらっても困るけどな。何かあったら俺にすぐに連絡してくれれば、俺が何とか出来ることなら何とかするよ。一応、シェリルが攫われた時も何とかしただろ？」

　あれを、何とかなった、の範はん疇ちゅうに含めても良いのだろうか。いや、良いはずだ。そうアキラは何となく内心で自問自答しながら軽く笑って話していた。

　シェリルも明るい元気な声を返す。

「そうですね。分かりました。私も何も起こらないように出来る限り頑張りますが、その時はお願いします。では今からカツラギさん達と一緒にそちらに向かいます。それでは失礼します」

　シェリルとの話を終えたアキラはそのまま車庫に向かった。そこにはヨノズカ駅遺跡から持ち帰った大量の遺物が、段ボール箱に詰め込まれて積まれたままになっている。

　その遺物の山を見てアキラが苦笑する。

「これが５０００万オーラムぐらいになっても驚かない……か」

　目の前の遺物を手に入れた時、アキラはそれらの価値をそれぐらいだと見積もった。その時のアキラには、５０００万オーラムは大金だった。

　だがその後の賞金首の騒ぎでは１億オーラム以上稼いだ。更にミハゾノ街遺跡での稼ぎは、まだ確定していないものの、それを超える額であることは間違いない。

　もう５０００万オーラムなど、今のアキラにはそこまでの大金ではない。だからこそシェリルにも、仮に遺物を全部盗まれたとしても、まあ仕方が無い、で済ませるという甘いことを言っていた。

　短い期間で大分変わってしまった自身の金銭感覚に、アキラは妙な実感を覚えていた。
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　アキラとの話を終えたカツラギが、横にいるシェリルに意外そうな顔を向ける。

「お前、結構真面目に贔ひい屓きされてるんだな」

「恋人ですから」

　シェリルは自慢気に笑って返した。

　商売人と徒党のボスが互いに相手の目を見る。自身の内心を表に出さないように気を付けながら、相手の内心を見透かそうとする。

　カツラギは見抜けなかった。

（アキラがこいつにそこまで入れ込んでるとは思ってなかったが……、見誤ったか？　この遺物販売店の計画の主導権は俺が握っておきたかったんだが、この様子だと難しいか……）

　幾ら有能とはいっても、現状のシェリルはスラム街の弱小徒党のボスでしかない。遺物販売店のノウハウや伝など無いに等しい。そこでそれらの知識や伝を持つ自分が遺物販売店の主導権を握れば、今後もアキラが持ち込むであろう遺物売買の利権に大きく食い込める。カツラギはそう考えていた。

　今回アキラに遺物を先に自分に渡してもらうように頼んだのも、その布石だった。遺物を預かってさえしまえば、実物を実際に手元に持っている者の強みで、各種の利害調整を案外どうとでも出来ることは多いからだ。

　しかしアキラに、何かあったら責任を取ってもらう、と釘を刺されたことでカツラギも怯ひるんだ。そこでシェリルに代わりに頼んでもらった。シェリルから頼まれればアキラも少しは譲歩するだろう。そう思ったからだ。

　だが預けた遺物を全部盗まれたとしても許すほどアキラがシェリルに甘いとは、流石さすがに予想外だった。

（アキラも自分の女には甘いってことか？　まあ、それならそれでやりようはある。じっくりやるか）

　カツラギはシェリルの価値を見直しつつ、今後の計画を練っていた。

　一方シェリルは、アキラがそこまで自分に甘いとは全く思っていなかった。内心で気を引き締める。

（この対応はアキラが私に甘いからじゃない。アキラが自分から頼んだことだから、対応の基準がアキラ自身と同じになっているだけ。相手が私だから甘い対応をしている訳じゃない。それを勘違いしたら、まずいわ）

　そう自分を戒めた上で、懸念を高める。

（それに失敗しても良いと本気で思われているのなら、それはそれでまずいわ。アキラが私に価値を見み出いだしていないってことだもの。失敗しても失望すらされないのなら、見切られる以前の問題よ）

　期待されていないのであれば、期待されなければならない。期待されているのであれば、その期待に応えなければならない。

　この遺物販売店を成功させて、自分には価値があると、アキラに認めてもらわなければならない。さもなくば、アキラから本当に切り捨てられてしまう。

　そう思い、決意を新たにする。アキラに切り捨てられ、見捨てられるなど、シェリルにとって死と同義だった。

「……カツラギさん。アキラを待たせたくありません。急ぎましょう」

「そうだな」

　シェリルとカツラギは互いに平静を装いながら、遺物を運搬する準備を急いで始めた。
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　カツラギ達がアキラの家に遺物を取りに来た。車庫に山積みされている大量の段ボール箱を、シェリルの徒党の子供達がカツラギのトレーラーに積み込んでいく。

　箱の中身は以前にヨノズカ駅遺跡で収集した遺物だ。その遺物収集に参加していた子供も多く、高価な遺物を手荒に扱って壊してしまえばアキラに殺されかねないと思い、慎重に丁寧に運び続けていた。

　カツラギがその箱の一つを開けて中身の遺物を見る。ヨノズカ駅遺跡の存在が他のハンター達に知られていない頃に収集された物だけあって、良質な遺物が数多く入っていた。

　無意識に中身の遺物の値段を算出し、その上で次々に運ばれてくる段ボール箱に視線を向ける。他の箱の中身も同程度の価値があるのだろうと思い、合計額を思わず算出する。頭に浮かんだその売買金の総額に、カツラギは思わず目を丸くした。

「アキラ……、お前……、これだけの質と量の遺物を隠してたのか？」

「別に隠してた訳じゃない」

「じゃあ何で……、いや、そもそもどこから……」

　まだ手付かずの状態だったヨノズカ駅遺跡から持ち出した、などと正直に言う訳にもいかない。アキラが少し目を鋭くしてカツラギの疑問を握り潰す。

「俺にもいろいろあるんだよ」

「そ、そうか……」

　カツラギもアキラを怒らせたくはない。訳有りの遺物だと解釈して、それ以上の追及を止めた。




　アキラの遺物は都市の市街区画とスラム街の境にある倉庫に運び込まれた。

　シェリルの頼みで同行したアキラが、トレーラーから降ろされていく自分の遺物を見ながら、既にそこに積まれていた他の遺物を見て少し驚く。

「あの資料にシェリル達の方でも販売用の遺物を集めてるって書いてあったけど、随分あるんだな」

「量だけです。安い物でも商品としては必要ですから。質はアキラの物とは全然違いますよ」

　アキラは持ち込んだ遺物のリストを作り終わるまで一緒にいることになった。

　アキラの遺物が段ボール箱から取り出され、床に並べられていく。次にカツラギ達がそれらを撮影して記録に残し、後でその情報を纏めてリストにする。

　アキラはその作業の様子を少し珍しそうに見ていた。するとそのアキラの視線を変に勘繰ったカツラギが、念を押すように告げる。

「そんなに見なくても、記録を改かい竄ざんして遺物をちょろまかしたりなんかしねえよ。そこは流石に信用してくれ」

「いや、そうじゃない。いろいろあるんだなって思っただけだ」

　そのアキラの軽い返事に、カツラギは怪け訝げんな顔を浮かべた。

「……ちょっと待て、お前が集めた遺物だろ？　何でそのお前が知らねえんだよ」

　ヨノズカ駅遺跡から遺物を運び出したのはシェリル達であり、アキラは遺物の実物をほとんど見ていない。大量の段ボール箱のごく一部を興味本位で開けて見ただけだった。

「……俺にもいろいろあるんだよ」

「……、そうか」

　そのアキラの雑なごまかし振りに、カツラギはこれらの遺物をますます訳有りの品だと判断した。

　もっともそれでもこの遺物の販売から手を引こうとは思わなかった。遺物の質と量にそれだけ欲を刺激されていた。




　アキラの自宅から運び込まれた遺物のリスト作成を半分ほど済ませた辺りで、カツラギに呼ばれた商売仲間達が倉庫に現れる。彼らはそれらの遺物を見て、カツラギ以上に驚いていた。

　今までカツラギから遺物の話を聞かされてはいた。だがその実物をいつまで経たっても見せようとしない様子から、思いっ切り誇張して話しただけだろうと思っていた。

　そこに大量に並べられた高価な遺物を見せ付けられ、驚き、狼狽うろたえ、目の色を変える。

「カツラギ！　お前、これだけの遺物をどうやって手に入れたんだ!?」

「前にも話したハンター達の伝だ」

「だがこの量は流石に……」

「多すぎて俺だけだと手に余るから、お前達にも声を掛けたんだろうが。信じてなかったのか？」

「い、いや、そういう訳じゃ……」

　カツラギ自身も驚いた側なのだが、そこは俺を疑っていたのか、と凄すごんでごまかした。商売仲間の男も、実は疑っていた、とは言えず、詳しい入手経路をうやむやにさせられてしまう。

　それでも遺物の出所が気になることに違いは無い。商売人達は視線をそれらの遺物の入手元と聞かされたアキラ達に向けた。少し離れた場所で雑談しているアキラとシェリルの様子を見て、各々が持つ情報からいろいろと推察する。

　そしてその一人がシェリルの服に注目した。

「カツラギ。あのシェリルってやつが着てる服……、まさか、旧世界製か？」

「いや、あれは旧世界製の服を素材にして仕立て直した物だ。だから厳密には現代製だ」

　想像以上の返事に、尋ねた男が余りの驚きで声を大きくする。

「旧世界製の服を素材に!?　そんな真ま似ねしたら遺物の価値が消し飛ぶぞ!?」

　カツラギが内心でほくそ笑みながら軽く答える。

「そんなこと気にしないやつってことだよ」

「そ、そこまで金持ってんのか……」

　自分の感覚では有り得ない金の使い方に、それを可能とする者の資産を想像して男は吞のまれていた。

　次に別の者が困惑を露あらわにする。その男は以前にカツラギから紹介されてシェリルを知っていた。

「あの……、カツラギさん。あの子はどこかの個人店舗の娘だと聞いた記憶があるんですが……」

　カツラギが難しい顔で小声を出す。

「……私も滅多なことは言えないんです。一応、出来る限りのヒントは出したつもりですよ？」

　男はそれでその時にカツラギから、シェリルはある結構大きな企業の御令嬢で、経営の勉強の一環としてホットサンドの販売をやっている、と匂わされたことを思い出した。

「……そ、そうでしたね。ああ、言えないんですか」

　そしてシェリルのことをどこかの御令嬢だと完全に勘違いすると、あの時にシェリルに対して失礼なことをしてしまっていないかと不安に思い、冷や汗をかいていた。

「はい。言えないんです。あとは察してください」

　そう訳有り顔でごまかしたカツラギだったが、内心では相手と同じように、シェリルに対して軽くたじろぎ冷や汗をかいていた。

（やっぱり見抜けねえか……。まあ、シェリルは前にミズハとかいうドランカムの幹部も騙だまし切ってたんだ。事前に知ってなきゃ見抜くのは無理だよな）

　下手をすると、シェリルのことはアキラ以上に警戒した方が良いかもしれない。カツラギは仲間の商売人達の態度から、改めてそう認識した。

　別の商売人が今度はアキラに注目する。

「うーん。そんな金持ちと付き合いがあるような凄いハンターには見えないんだが……。カツラギ。例のハンターって本当にあいつなのか？　別のやつが持ち込んだ遺物を、あいつが持ち込んだってことにしてるだけじゃないのか？」

「……どこの誰が持ち込んだ遺物だろうがお前達には関係ねえだろう。関係あるのは遺物を持ち込まれた俺だけだ。おい……、その伝を横取りする気じゃねえだろうな？」

「そうじゃねえけど、出所ぐらいははっきりしておきてえんだよ。あいつのハンターランクを調べたけど、23じゃねえか。その程度のやつが集められる質と量の遺物じゃねえだろう。有り得ねえよ」

「そういう表面上の情報だけで判断するからだ。あいつの強化服を見てみろ。たかがハンターランク23が持てる装備か？」

「それこそ表面上の情報だろう。どっかの御令嬢との伝があるなら装備ぐらいどうとでもなる。あのアキラってやつ自身が、なんか強そうに見えねえんだよ」

「そこを含めて察しろってことだ。その辺の詳しい事情は俺の口からは言えねえって何度も言ってるだろうが」

「……そうか？　うーん」

　詳しいことは言えないが察しろ。カツラギに呼ばれた商売人達は、その便利な言葉に惑わされていた。

　言葉だけならばともかく、質を保った大量の遺物と、高価な服を着た少女、そして高そうな強化服を着た少年という要素がある。軽く考える者も深読みする者も、各自が保持している情報と照らし合わせ、一致したりしなかったりで翻弄されていた。

　また、カツラギも適当なことを言ってごまかすしかなかった。本当の事情など、カツラギ自身も知らないからだ。
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　アキラがシェリルと雑談しているとエレナから連絡が入った。一応はまだ都市の秘匿情報であるモニカの賞金絡みの話ということで、シェリルに席を外してもらって話を聞く。その内容はかなり意外なものだった。

「賞金の支払をドランカムが立て替えるって……、そんなことあるんですか？」

「普通は無いわ。でもドランカムはそんな真似をしてでも交渉の主導権を握りたいのでしょうね」

　賞金首として扱われることになったモニカの賞金額は、そのモニカが使用していた旧世界製の装備の所有権を巡ってのこともあって、複雑な交渉を必要としていた。更に都市、アキラ達、ドランカムの交渉担当が駆け引きを続けている所為せいで、ややこしいことになっていた。

　そこでドランカムは交渉を自分達の優位な状態で進める為に、アキラ達に交渉の場から外れてもらうことを提案した。

　見返りは賞金の立て替えであり、先払いだ。これによりアキラ達は延々と続きそうな交渉の成立を待つ必要が無くなる。賞金はドランカムに所属していないハンター達へ個別に支払われ、アキラへの提示額は６億オーラムだった。

「ろ、６億ですか……」

「うん。一応、アキラの承諾さえあればすぐに支払われる状態になってるわ。私達は良い条件だと思ってるし、キャロルも雇い主のアキラの意向に合わせるそうよ。無理強いする気は全く無いけど、悪くない額だと思うわよ？　どう？」

「エレナさんの感覚で妥当な額なら問題ありません。でもドランカムは何でそこまでするんですかね？」

「その辺はドランカムとクガマヤマ都市だけでやる組織間の交渉にした方が、ドランカムにとって利益が大きいからでしょうね」

　極端な話、都市がモニカの賞金額を最終的に１００億オーラムにしたとしても、支払相手がドランカムだけであれば１オーラムも支払わずに済ませることは可能だ。その場合にドランカムが得るものは、１００億オーラムの賞金首撃破という名声と、都市からの１００億オーラム分の優遇となる。

　依頼の斡あっ旋せん等で都市から優遇されるだけでも、本来ならば長年の実績と信用を大前提とする極めて利益の高い依頼に関わりやすくなる。もし都市間輸送の主要ルートの警備業務等に食い込むことが出来れば、その長期的な利益は計り知れない。ハンター徒党として１００億オーラムの価値は十分にある。

　しかしドランカム以外の者が交渉の席にいると、その手の調整が非常に難しくなる。利権の調整はただでさえ難しいからだ。

　加えて個人として参加しているアキラ達には利益が薄い。しかも最終的に交渉が決裂してしまった場合に、自棄やけになって旧世界製の装備の所有権の譲渡を拒否する恐れすらある。組織として交渉しているドランカムとは異なり、個人であるアキラ達には組織のしがらみなど無いからだ。

　そこでドランカムが賞金の支払を立て替える。アキラ達も一度金を受け取ってしまえば、後になってから金は返すから所有権を返せとは言えなくなる。賞金の先払いは、チーム内で分散してしまっている所有権をドランカムに集める為でもあった。

　また、それらの裏事情をエレナがアキラに話しているのは、仮に都市とドランカムの交渉によりモニカの表向きの賞金が本当に１００億オーラムになったとして、後でそれを知ったアキラが自分の取り分が少なすぎるとごねるのを防ぐ為でもある。

　表記上は１００億オーラムであっても、それは取引上、会計上の額であり、実際に１００億オーラム支払われた訳ではないからだ。賞金を先払いする条件には、それらに関する納得も含まれていた。

　そしてアキラも不満は無かった。支払を催促する気は無いが、装備を早めに更新したいのも確かであり、賞金を早く受け取れるのは有り難いからだ。

「分かりました。俺も承諾します。あ、でも何か注意点とかあったら教えてください。その、俺はその手の常識に疎いので」

　アキラが苦笑しながらそう言うと、エレナからも半分冗談のような声が返ってくる。

「そうね。ドランカムが賞金を立て替えるとはいっても、まだモニカが賞金首に正式に認定された訳じゃないわ。だから、あいつを倒したのは俺だ、なんて自慢気に吹聴すると、モニカのことなんてハンターオフィスのサイトにも載ってないから、噓うそ吐つき呼ばわりされちゃうかもよ？」

「分かりました。気を付けます」

「まあ、凄い強いやつを倒したんだって自慢するぐらいにしておきなさい。それじゃあアキラも承諾したって伝えておくわね。すぐに支払われると思うわ」

「はい。お願いします。それでは」

　エレナとの通話を終えたアキラが嬉しそうに笑った。アルファも合わせて機嫌良く笑う。

『アキラ。良かったわね』

『ああ。振り込まれたら早速シズカさんのお店に行こう。６億オーラムもあれば、旧世界製の装備とまではいかなくても、かなり良い装備が買えるな』

『嬉しいことを言ってくれるのね。その調子で頑張ってちょうだい』

　アキラが少し不思議そうにする。

『俺、何かアルファを喜ばせるようなことを言ったか？』

『アキラがハンター稼業に前向きなのは、私としても助かるということよ』

『ああ、そういうことか』

　アキラはそれで納得し、それ以上は気にしなかった。

　そこらのハンターにとっても、今のアキラにとっても、６億オーラムは十分に大金だ。

　それだけの大金を即座に全額装備代に当てるなど、一般人とは大分掛け離れているハンターの感覚でも真面まともではない。普通は娯楽や生活環境の改善、或あるいは休息期間の生活費など、他の用途にも使用する。

　しかしアキラは他の使用用途など存在しないかのように全く迷わなかった。それはアルファにとって非常に都合が良く、嬉しいことだった。




　席を外していたシェリルが、情報端末を仕舞ったアキラを見て側に戻る。そして機嫌の良さそうなアキラに合わせて微ほほ笑えんだ。

「上機嫌ですね。良い連絡だったんですか？」

「ああ。ミハゾノ街遺跡で稼いできたってちょっと話しただろ？　その稼ぎは全部支払われるまで時間が掛かるはずだったんだけど、さっきの連絡ですぐに受け取れるようになったんだ」

「それは良かったですね。それで、幾らぐらい稼いだんですか？」

　その質問はシェリルにとって、そんなに稼いだなんて凄いですね、とアキラを褒ほめ称たたえる為の取っ掛かりにすぎなかった。だが続くアキラの返事を聞いてそれどころではなくなる。

「ん？　６億オーラムぐらいだ」

　シェリルは思わず吹き出してしまうのをギリギリで堪えた。

（……ろ、６億!?）

　そしてそう思わず大声を出してしまいそうになったのを、今自分は他の者からどこぞの御令嬢として見られているという意識で何とか抑え切った。

　それでも内心の驚きまでは消えない。シェリルの笑顔が少し硬いものになる。

「ろ、６億オーラムぐらい……、ですか。ぐらいということは、正確にはもう少しで６億といったところですか？」

　それは、そうであってほしいという無意識の願望だった。だがあっさり否定される。

「いや、正確にはもうちょっと多い。四捨五入すると７にはならないぐらいだ」

　６億オーラムはモニカの賞金額だ。そこにキャロルに補填してもらった遺物の代金と、エレナ達と一緒にやった救援依頼の報酬、加えて工場区画調査の報酬を足し、そこから弾薬費と壊れた銃の代金などの経費を差し引くと、まあ、それぐらいだろう。アキラはその程度の感覚で答えていた。

　シェリルはアキラの様子から、適当な誇張などしていないと軽く見抜いた。それだけに驚きながらも、何とか答える。

「そ、そうですか。凄く稼いだんですね」

「ああ。その分、凄く苦労したけどな」

　アキラの実感の伴った言葉も、シェリルの動揺を抑える効果はもたらさなかった。アキラが１週間程度で最低でも６億オーラム稼いだ事実に変わりは無いからだ。

　今回の遺物の価値をアキラは５０００万オーラムほどと見積もった。だがシェリルは遺物販売店を上手うまく軌道に乗せれば１億オーラムを超えても不思議は無いと考えていた。

　そしてそこからカツラギ達や徒党の取り分に加えて店の運営費用などの経費を抜いても、６０００万オーラムぐらいはアキラに渡せると思っていた。

　シェリルは以前にホットサンドの販売の稼ぎから１５０万オーラムほどをアキラに渡そうとしたことがあった。だがアキラが回復薬に１０００万オーラムを軽く支払ったのを見て、今更１５０万オーラム程度の小銭を渡しても大した意味は無いと考え直し、渡すのをやめていた。

　自分達にはアキラが支援するだけの価値がある。そう思われる為にはアキラにとっての小銭など渡しても意味が無い。そう判断したからだ。

　それでも６０００万オーラムならば、流石にアキラの歓心を得られるだろう。その為にも今回の遺物販売店の計画は絶対に成功させなければならない。そう思って気合いを入れていたところに、アキラから短期間で６億オーラム稼いできたと聞かされた。それだけに、シェリルの驚きと焦りは大きかった。

　大金の感覚は本人の稼ぎに比例する。今のアキラにとって６０００万オーラムは大金か。シェリルには判断がつかなかった。

　シェリルが平静さを保つ為に素知らぬ振りで雑談を続けていると、アキラが一度情報端末を取り出し、通知の内容を確認して嬉しそうに笑った。

「シェリル。用事が出来たから俺は帰る。遺物のリスト作成とかはもうシェリル達に任せるよ。カツラギにもそう言っといてくれ」

「分かりました。良ければまたいつでも顔を出してください。お待ちしています」

　シェリルはアキラを笑って見送った。そしてアキラの姿が倉庫から消えるのと同時に、表情を引き締める。

「絶対に成功させないと……」

　仮に既にアキラにとって６０００万オーラムは大金ではなくなっていたとしても、金は稼がなければならない。その程度の金も稼げないようでは、ハンターとして加速度的に成り上がっているアキラに追い付けないからだ。

　アキラに追い付く為にも自身の徒党を更に発展させなければならない。遺物販売店の成功はその足掛かりになる。絶対に失敗する訳にはいかないと、シェリルは更なる覚悟を決めていた。

　そしてカツラギ達の下に行くと、遺物販売店を成功させる為に、強大な力を持つ令嬢の演技で笑顔を浮かべた。

　そのシェリルの余りの気迫に、カツラギ達がたじろいでいた。
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　シェリルと別れたアキラはその足でシズカの店に向かった。通知はドランカムからで、６億オーラムの振込完了を知らせるものだった。

『すぐに支払われるって言ってたけど、本当にすぐだったな』

　上機嫌のアキラに向けて、アルファも機嫌良く微笑む。

『ドランカム側も交渉の席からそれだけ早くアキラ達を外したかったのでしょうね。まあ、私達にとっては助かるわ』

『全くだ。……６億オーラムの装備か。どんなのになるんだろうな』

　アキラは期待に胸を膨らませてシズカの店に入った。そしていつものように快く迎えてくれたシズカに雑談を交えて用件を伝える。するとシズカは少し難しい表情を浮かべた。

「エレナ達からも話は聞いていたけど……、アキラ、本当に大変だったのね」

「はい。本当に大変でした」

　今回ばかりは無理をしたことも無茶をしたことも流石に隠しようが無く、何を言ってもごまかせない。そしてそれ以上に、本当に大変だった。アキラはその思いから、思いっ切り心情の滲んだ声を出していた。

「やっぱり装備の基本性能の根本的な違いは大きいです。相手の装備が旧世界製だったこともありますけど、こっちのチームの方も対力場装甲アンチフォースフィールドアーマーの近接装備とか弾とか普通に持ってましたからね。それが無かったら多分死んでました。装備は大切だって、改めて身に染みました」

　心情を吐き出して少し気が楽になったアキラが、雑談から意識を切り替えて笑う。

「そういう訳ですので、また装備一式の相談をお願いしたいんですが、構いませんか？」

　そう頼みながらも、アキラは断られるとは思っていなかった。だが難しい顔のままのシズカを見て少したじろぐ。

「あの……、駄目……でしょうか」

「アキラ。今回の予算は？」

「あ、はい。６億オーラムぐらいでお願いします」

「それ、アキラがミハゾノ街遺跡で稼いだ報酬全部なの？」

「いえ、６億はモニカの賞金の内の、俺の取り分です。エレナさん達と一緒に救援依頼をやった分とかがまだあります」

「……、そう」

　シズカはそれだけ答えて、まだ難しい顔をしていた。アキラが少し不安になってくる。

「あの、シズカさん……？」

　そしてアキラがどこか恐る恐るそう尋ねた時、シズカはいつものように優しく微笑んだ。

「分かったわ。予算は６億オーラムね。私のお店で扱える商談かちょっと迷っちゃったけど、頑張ってみるわ」

　アキラも安心して笑って返す。

「はい。お願いします」

「あと、確かに装備も大切だけど、一番大切なのはそれを使うアキラ自身だってことを忘れないこと。ミハゾノ街遺跡では大変だったんでしょう？」

「はい。大変でした」

　アキラを窘たしなめ気遣うようにシズカが笑う。

「それならちゃんとゆっくり休んで、心身共にきちんと整えなさい。装備の整備と一緒よ。休む時はしっかり休ませておかないと、いざって時に上手く動かないわ。良いわね？」

「はい」

「よろしい。それじゃあ、装備の要望とかを聞きましょうか。６億オーラムもあるんだもの。たっぷり我わが儘ままを言ってちょうだい」

　シズカの態度は自分を心配してのものだった。アキラはそう捉えて嬉しそうに笑うと、そのまま装備の相談に入った。




　実際にシズカはアキラを心配していた。しかしアキラの捉え方とは食い違っている部分もあった。シズカはアキラの金の使い方そのものに懸念を抱いていた。

　賭け事で勝った金を全額次の賭け金に乗せて勝ち続ければ途方も無い大金が得られる。しかしその方法で成功を得られる者は、本当にごくわずかな例外だけだ。基本的には全員破滅する。

　時に賭け事とも称されるハンター稼業で、アキラは同じことをしている。

　高性能な装備で安全を買っているのであればシズカも心配などしない。しかしアキラは初めて会った時から、その時の装備では死にかねないほどの死地に遭遇し、無茶をして、生き残り、大金を得ていた。そしてその金を装備代に、次の賭け事の賭け金に注ぎ込み続けている。

　６億オーラムも稼いだのだ。ここで一度その繰り返しを止めても良いのではないか。シズカはそれをアキラに言うべきかどうか迷って難しい顔をしていた。

　だが迷った末に、言うのはやめることにした。恐らく言ってもアキラは聞かないと、自身の勘で何となく察したからだ。

　だから代わりに、体をしっかり整えろと注意するのに留とどめた。装備の整備と一緒だと言えば、装備は大切だと改めて身に染みたと言っていた今ならば、アキラも強く納得するだろう。それはきっと無理や無茶をしない理由になる。そう期待して釘を刺した。

　恐らくアキラはこれからも賭け続ける。次の賭け事、望まなくとも命賭けになるハンター稼業に、今までのように命を賭ける。それならば、せめてその戦いに万全な状態で挑めるようにと、シズカはアキラに出来る限りの休息を勧めていた。




　その後アキラはしばらくシズカと装備の相談を続けた。その様子を、アルファはじっと見ていた。
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　アキラの遺物のリストを作り終えたカツラギは、シェリルと一緒に倉庫の一室で商売仲間達と今後の計画を話し合っていた。

　アキラの遺物の入手経路には不可解な点が多いものの質と量は十分だ。その遺物が今までカツラギの話の中にしか存在していなかった所為でいろいろ疑っていた者達も、実物を見たことで遺物販売店の計画への参加に俄が然ぜんやる気を出している。

「それでカツラギ、店舗の場所だが、本当にスラム街にするのか？　いや、訳有りの遺物を捌さばくならそっちの方が都合が良いってのも分かるんだが、治安とかさ……」

「その辺りはシェリルさんが、出店場所の周辺を縄張りにするスラム街の徒党と話をつけるから大丈夫だ」

　商売人達の視線がシェリルに集まる。シェリルは余裕の微笑みを浮かべていた。

「あと、俺からもハンターを出して警備に就ける。出来ればお前達からも出してほしい。そこまですれば流石に問題ねえはずだ」

「まあ、そういうことなら……」

　そこでカツラギが思い出したように口にする。

「ああ、そうだった。トメジマさん。悪いんだが、今回あんたは外れてくれ」

「はぁっ!?　何だと!?　そっちから誘っておいてどういうことだ！」

　怒りを露わにするトメジマに、カツラギは難しい顔を向けた。

「思い出したんだよ。あんた、アキラと揉もめたんだって？　それも見付け次第ぶっ殺すって感じで揉めたって聞いたぞ？」

　そう指摘されたトメジマがたじろぐ。

「そ、それは俺じゃ……」

　トメジマはアキラがカツラギに誘われて賞金首討伐戦に参加した時に、その追加要員の手配の交渉の場でアキラと会っていた。そしてその追加要員として用意したカドルという男がアキラに喧けん嘩かを売り、返り討ちにあって殺されかけたことは事実だった。

　つまり厳密にはアキラに狙われているのはカドルであってトメジマではない。だがカツラギはそれを分かった上で首を横に振る。

「そんなのアキラが気にするかよ。さっきはあんたに気付いてなかったみたいだが、もうあんたのことを忘れてたとしても、いつ思い出しても不思議はねえんだ。俺はアキラを怒らせたくない。巻き込まれるのは御免だ」

　アキラの機嫌を損ねて折角の遺物を引き上げられでもすれば、今回の遺物販売店計画の根幹が崩れてしまう。他の商売人達もトメジマを庇かばえなかった。

　カツラギがトメジマを気遣うような口調で言う。

「俺も出来ればあんたに参加してほしいんだぜ？　あんたのとこ、借金抱えたハンター連中集めて遺物収集をやらせてるんだろ？　遺物の仕入れ元にも売り先にも、店舗や倉庫の警備にもなる。だから誘ったんだ」

　そして残念そうに続ける。

「でもアキラと揉めてるなら無理だ。悪いな。諦めてくれ」

　トメジマが他の商売人達を見渡す。しかし味方はいなかった。

「まあ、もし、あんたが自力でアキラと交渉して、遺恨無しってことになったら別だ。だが俺は仲介できねえ。何度も言ってるが、アキラを怒らせたくない。悪いな」

　カツラギはそれでトメジマとの話を終わらせた。これ以上話しても無駄だと判断したトメジマが険しい表情で退出していく。

　少しざわついた空気が流れる中、カツラギがその空気を払拭するように敢あえて笑う。

「トメジマさんにはああ言ったが、あそこまで揉めてなければ俺が何とかする。俺はアキラと一緒に死線を潜った仲なんだ。安心してくれ」

　それで商売人達も多少落ち着きを取り戻した。

「そ、そうか。まあ、そういうことなら……」

「よし。じゃあ話を続けよう。警備に出すハンターだが、俺の当ては……」

　この流れで話の主導権を握ったカツラギは、そのまま自分の都合の良いように話を進めていった。

　尚なお、カツラギは初めから追い出すつもりでトメジマを誘っていた。それに気付いていたのはシェリルぐらいだった。




　倉庫から出たトメジマが未練がましく振り返る。

「クソッ……！　あの馬鹿が仕出かしやがったことが、こんなところで関わってくるなんて……！」

　倉庫の外ではコルベが待っていた。

「荒れてるな。どうした？」

　話を聞いたコルベは、自身もカドルの件の時にその場にいたこともあって、すぐに事情を理解した。

「馬鹿がやらかした所為で大変だな。で、どうするんだ？　カドルの居場所をアキラに教えて機嫌でも取るのか？」

「いや、流石にそこまでは……」

　トメジマもカドルをこの件で恨んではいる。死んでも構わないぐらいには思っている。

　だが殺したいとか、死んでほしいとかまでは思っていない。消極的であっても、殺意には至らない。その程度の良識は持っていた。

　その感覚もあって、殺害補助を容易たやすく口にしたコルベのハンターとしての感覚に、トメジマは難色を示していた。

「なあコルベ。お前、あの時にアキラと話してたよな？　知り合いなら示談の仲介をしてくれねえか？」

「無理だ。アキラとは面識があるってだけで、別に友人って訳じゃねえからな。それにその面識も、俺の連れがあいつに迷惑を掛けた時のものだ。示談の仲介なんか出来ねえよ」

「そうか……。なあ、何か良い方法はねえか？　遺物販売店は成功すれば相当な金になるんだ。それをあの馬鹿の所為で失うのは惜しいんだよ」

「良い方法は知らねえな」

「悪い方法なら知ってるって言いたいのか？」

「まあな。手段を選ばねえならヴィオラにでも頼めよ。あの女なら何とかするんじゃねえか？」

　それはコルベにとっては、俺に聞くな、という意味での軽い冗談だった。

　だが軌道に乗った遺物販売店がどれだけの金を生むのかよく知っているトメジマは、それだけの利権を惜しむ余りに、コルベの冗談を真面目に検討していた。
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　アキラは浴室でゆっくり湯に浸つかりながら、少し難しい顔を浮かべていた。

「うーん。さっぱりだ」

　アキラを唸うならせているものは浴室の空中に浮かぶ大量の銃器だ。本物ではなく、アキラの拡張視界にアルファのサポートで表示されているだけだが、細部まで精巧に描画されているのでアキラには本物にしか見えない。

　アルファは先程からそれらを一つずつ手に取り、構えて使い方などを見せながら、銃の細かなスペックなどを説明していた。浴室で対モンスター用の大型銃を軽々と扱う裸の美女という、嗜し好こうによっては色気に満ちた光景がそこにあった。

『さっぱりだ、で終わらせずに、しっかり考えなさい。アキラが命を預ける装備なのよ？』

「分かってるけどさ」

　これらの銃はシズカがアキラの新しい銃として取とり敢あえず選んだ品々だ。シズカも流石に予算６億オーラムの装備の選別を自分だけですぐに決める訳にはいかず、まずはアキラの要望と予算を基にして自分なりに選んだ上で、基本取り寄せになる商品のリストをアキラに送っていた。

　アキラがその中から気に入ったものや興味を持ったものを選び、シズカがそれを基に更に詳細に絞ったり新たな銃をリストに加えたりする。それを繰り返してより適したものを選ぶ手て筈はずとなっていた。

　今はその一回目だ。現状の予算ではこういうものが買えるという感覚と、欲しい銃の方向性を摑つかむ為のものでしかない。それでもアキラは大量に存在する選択肢に圧倒され、どれを選べば良いのか全く分からずに唸っていた。

「今まではシズカさんのお勧めをそのまま使ってたけど、今までも本当ならこの中から自分で選ばなくちゃいけなかった訳か」

『そして変なものを勧めてしまうと、後で客から苦情が来る。或いは顧客が死ぬ。ハンター相手の客商売も大変でしょうね』

「全くだ」

　アキラは今までどれだけシズカの世話になっていたのかを、改めて実感しながら銃選びを続けていく。

　空中に並ぶ銃はどれも複合銃と呼ばれる多機能銃の一種だ。それは装備の要望に対してたっぷり我が儘を言ってくれというシズカの言葉に従って、アキラが本当に言うだけ言ってみた結果だった。

　ＣＷＨ対物突撃銃のように強力な弾丸を使用可能で、ＤＶＴＳミニガン並みに連射も出来て、更には狙撃銃並みの射程と精度を持ち、Ａ４ＷＭ自じ動どう擲てき弾だん銃じゅうのように擲弾まで撃てる銃が良い。

　つまり、今まで主力にしていた全ての銃の上位互換となる都合の良い代物が欲しいと、アキラは試しに言ってみた。

　言った本人もそんな都合の良い物は無いだろうと思っていたのだが、予想に反して存在していた。それが多機能銃と呼ばれるこれらの銃だ。

　この手の銃の欠点として、様々な機能を一つの銃に纏めた所為で、個別の機能はその機能に特化したものに劣ってしまうことがある。

　更にどうしても複雑な機構になるので製造コストが高くついてしまい、値段の割には全体的に微妙な性能という、器用貧乏な製品になることが多い。

　しかしそれでも高価格帯の品ともなると、それぞれの機能も一定の性能を超えている。値段に目を瞑つぶれば、器用貧乏ではなく万能と呼ぶに足る銃となる。

　そしてそれらの機能を十全に扱える者であれば、各種の銃の長所のみを敵に押し付けることが出来る。ある意味で実力者向けの銃でもあった。

　状況に合わせて装備を調えるのもハンターの力量だ。だが様々な状況を突発的に一人で対処しなければならないアキラにとっては、この手の多機能銃は良い選択肢だった。

　アルファが空中から２挺ちょうの銃を選んでアキラに銃口を向ける。右手の銃は銃口が一つだが、左手の銃には口径の異なる２つの銃口があった。

『アキラ。今日は取り敢えず、このどちらを選ぶかの二択ぐらいは決めておいたら？　擲弾までは撃てなくて良い、の選択を含めれば三択ね』

　片方の銃は銃口が通常弾用と擲弾用に別れている。もう片方の銃は口径そのものが可変することで通常弾にも擲弾にも対応している。

　可変式の銃口は単純に擲弾も撃てるという機能ではなく、様々な大きさの特殊弾に柔軟に対応できる汎用性の為の機能だ。便利だが、単に擲弾を撃ちたいだけならばそこまでの機能は不要でもある。また、複合銃で無理に擲弾を撃つ必要も無い。擲弾用に自動擲弾銃などを別に持てば良いだけだ。

　だがそれでは持ち運ぶ銃が増えてしまう。ＣＷＨ対物突撃銃とＤＶＴＳミニガンとＡ４ＷＭ自動擲弾銃に加えて、それらの弾薬を持ち運ぶという荷物の多い状態を避ける為の、複合銃という選択だ。擲弾使用の為に持ち運ぶ銃を増やしては、その選択の意味が薄れてしまう。

　そもそも擲弾を使わないという選択もある。強力な銃弾を連射すれば、別に擲弾に頼る必要も無い。

　だが擲弾を使えれば便利なことも確かだ。だからこそアキラは補助アームまで買って、追加でＡ４ＷＭ自動擲弾銃を持ち歩いていた。

「うーん……」

　全ての選択に利点と欠点がある。加えて値段の問題もある。大まかな三択すら決められず、アキラは唸り続けていた。

　そこにシズカから連絡が来た。アルファに頼んで情報端末からの通話を中継してもらう。

「はい。アキラです」

『シズカよ。今時間ある？』

「大丈夫です。何でしょうか？」

『銃のリストを送ったでしょう？　ゆっくり見てもらって構わないのだけど、もう見たのなら感想を聞いておこうと思ってね。一応アキラの要望に応えて選んでみたつもりなんだけど、私の勘違いで全然違うものを選んでいたら大変だから』

「あー、それは、今見てはいるんですが……」

　アキラは選択肢が多すぎて選び切れないことなどを正直に話した。すると苦笑気味の声が返ってくる。

『それは、不満は無いようで何よりって言うべきか判断に困るところね。銃以外にも強化服の話もしないといけないんだけど……』

「そ、そうですね」

　選ばなければならない物が増えたことにアキラは少々たじろいでいた。

『予算の配分の方は私が決めたので大丈夫なの？　もうちょっと高い価格帯の銃も見てみたいのなら、それに合わせてリストを送り直すけど』

「いえ、大丈夫です。そこはシズカさんの判断を信じます」

　この言葉に噓は無い。だがアキラは今からそこを変更してしまうと選択肢が更に増えてしまうと思い、シズカへの信頼で予算配分を固定した。

　シズカの方もそれぐらいは察した。少し楽しげな苦笑を返す。

『それは良かったわ。まあ、ゆっくり決めてちょうだい』

「はい。あ、そうだ。銃選びの基準とか指針とかがあれば、何となくでも良いので教えてもらえませんか？　どんな基準で選べば良いのか、その辺りから躓つまずいてるんです」

『そうねえ……』

　シズカは少し考えた。そして、この返事がアキラを焚たき付つけてしまうことを恐れて、わずかに迷う。その上で自身の勘に従った。

『……いっそ、大物殺しに特化する選択も有りかもしれないわね』

「大物殺し、ですか」

『ええ。あのモニカって人にはアキラの攻撃がほとんど効かなかったんでしょう？　大物殺しに特化させた銃なら、似たような相手でも少しは効果があるかもしれないわ』

　普通の弾など全く通じない非常に強固な相手であっても、相手の防御を揺るがす一撃さえあれば戦況は大きく変わる。とても勝てない相手であっても、上手く使えば逃げる隙を生み出すことぐらいは出来るようになる。

　その為にも、新しい銃は弾薬等も含めてとにかく威力を基準にするという選択もある。シズカはそうアキラに語った。

『６億オーラムの予算の配分だけど、強化服に４億オーラム、銃に１億オーラム、エネルギーパックとかも含めた弾薬費に１億オーラムって話したでしょう？』

「はい。弾薬費に１億オーラムってのはちょっと驚きました」

『あれは高い銃で安い弾を撃っても大して意味は無いってこともあるんだけど……』

　シズカはそこでまた一度言葉を句切った。それは口に出してしまうことで、その備えが必要な事態が現実になるのではないか、という漠然とした不安からだった。しかし、だからこそその備えが要る、という気持ちに変えて口に出す。

『……それとは別にね？　ミハゾノ街遺跡であれだけ苦労したのなら、もう保険だと思って、コストパフォーマンスなんて言葉は忘れて、物もの凄すごく高いけど物凄い威力の弾を少しぐらいは用意しておいた方が良いんじゃないかって思ったからなのよ』

　アキラもそれで納得した。弾薬費にしては随分高いが、シズカの勧めだからそれだけの意味があるのだろう。そう思って深く考えていなかったのだが、ようやく理解して頷うなずく。

「あー、確かにそうかもしれませんね」

『まあ、そういう選択もあるにはあるってだけよ。私としては、その保険が必要な事態にならないように、アキラには無茶をしないよう日頃から気を付けてほしいわ』

「えっと、俺も、一応、気を付けてはいるんですけどね……」

　アキラは自分で言っておいて少し無理があると思い、苦笑いを浮かべていた。

　そのアキラの内心を声色から察したシズカが苦笑気味に微笑む。そしてシズカはアキラ自身も無茶をするのは嫌だと強く思っているとして、取り敢えず、今はそれで良しとした。




　シズカとの話を終えたアキラが銃選びに戻る。

「大物殺しか……。アルファ。さっきの三択だけど、威力重視だとどれになるんだ？」

『強きょう靱じんな個体への殺傷能力という点なら、擲弾の使用を捨てて、標的の防御を突破する貫通力特化の弾を撃てる銃を選んだ方が良いわね』

「よし。そうしよう。アルファ。それ以外の銃を消してくれ」

　浴室に浮かんでいる銃から条件に一致しない物が消えていく。それでもかなりの数が残っていた。

「まだこんなにあるのか……」

『まあ、ゆっくり選びましょう』

「そうだな」

　急ぐことはないと、アキラは気を切り替えた。そして銃を選びながら、入浴をゆっくりと楽しんだ。
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　クガマヤマ都市の下位区画にある雑居ビル、その一室でヴィオラが客と情報端末越しに話している。

「ええ。勿もち論ろん、お望みとあれば請け負うわ。それで、どこまでをお望み？　アキラとの交渉の席を用意するまで？　それとも示談交渉の代行までをお望み？　お勧めは後者よ？」

　ヴィオラの楽しげな声は、そのまま通話先の相手であるトメジマの不安要素となった。

「交渉の席を用意してくれれば良い。あとはこっちでやる。余計なことはするんじゃねえ」

「あらそう？　遠慮しなくて良いのに。確かに後者の方が大変だから、その分だけ頂くものは頂くけれど、その程度の手間賃を惜しんでいられる状況なの？」

「ふん。お前に交渉まで任せたら、お前の都合の良い結果になるに決まってる」

「まあ無理強いはしないわ。それで、交渉の席を用意するのは構わないけど、あなたの命の保証は別料金よ？」

「……どういう意味だ？」

「だってあなた、アキラに狙われてるんでしょう？」

　トメジマの絶句が間を開けた。その所為で返事が大分遅れる。

「ちょっと待て！　だからあいつと揉めたのは俺じゃなくてカドルで……」

「そんなのアキラが気にするかよ。カツラギって人がそう言ったのは、そういう意味じゃないの？　違うのなら私の勘違いね。ごめんなさい」

　そう言ったのが勘違いなのか、そういう意味なのが勘違いなのか、どうとでも解釈できる言葉にトメジマが揺さぶられる。指摘され、不安を植え付けられれば、もうあとはヴィオラの思うがままだった。

「……それで、その別料金ってのは幾らなんだ？」

「そうね。10億オーラムって言いたいところだけど、私とあなたの仲だし、ちょっとしたお願いを聞いてくれればそれで良いわ」

「何だ？」

　ヴィオラはとても楽しげな声で、ある頼み事を口にした。

　トメジマは何らかの裏があるとは思いながらも、ヴィオラの頼みを引き受けた。頼まれた内容自体は難しいことではなかったからだ。
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　シェリルから暇なら顔を出してほしいと頼まれたアキラは、軽く準備を済ませて家を出た。

　そこらの建物など素手で倒壊させられる強化服を着用し、ただでさえ強力な対モンスター用の銃を更に改造、強化した物を２挺身に着け、予備の弾薬を入れた小さめのリュックサックを背負って、シェリルの拠点を目指してスラム街を歩く。

　荒野に出る訳でもないので、この程度の軽い装備で十分だろう。自然にそう思ってしまうぐらいには、武装に対するアキラの感覚は順当におかしくなっていた。

　確かにＣＷＨ対物突撃銃やＤＶＴＳミニガンやＡ４ＷＭ自動擲弾銃のような分かりやすく強力そうな重火器は持っていない。それらを銃座に取り付けて荒野仕様車両で移動する姿や、補助アームに装着して歩く姿に比べれば、今のアキラの姿は慎つつましくもある。

　しかしそれでもスラム街の基準では、十分に武装している危険人物の姿だ。通りを行き交う人々の中には、面倒事を避けてアキラから距離を取る者も多い。

　だがそのアキラには、自分が危険人物として見られている自覚は余り無かった。その所為で、武装した危険人物から距離を取ろうとする者がちらほらする中、逆に偶然を装って近付いてくる男を、アキラは不自然だとは思わなかった。

　そしてその男がアキラとすれ違った。

　次の瞬間、アキラが男の腕を摑む。男の手には、強化服に付けている小物入れから抜き取られたアキラの財布が握られていた。

　驚く男へ、アキラが上機嫌にも不機嫌にも見える複雑な表情を向ける。そして財布を取り返すと、強化服の身体能力で男を路地裏へ蹴飛ばした。

　加減して蹴ったこともあり、男は死なずに済んでいた。それでも防護服も着ていない者にとっては致命的な一撃だ。血ち反へ吐どを吐いて地面を転がっている。

　その半死半生の様子を見て、アキラは財布を仕舞いながら強く蹴りすぎたと判断した。

『加減したつもりだったんだけど、ちょっと強すぎたか』

　アルファも軽く同意を示す。

『腕の方も潰れているし、まだまだ強化服の操作が甘いわね。高出力だからこそ、微細な操作が必要なのよ？』

『はいはい。精進します。行くか』

　アキラは男を放置してその場を立ち去った。今回は財布を盗まれるのを自力でしっかり阻止できた上にちゃんと一撃入れたこともあって、男に対してそれ以上の興味は持たなかった。

　殺す気は無いが、死んでも構わない。その感覚で少し強く蹴りすぎた。それだけだった。




　路地裏に転がる男の口から、呻うめき声に混じって言葉が漏れる。

「……話が……違うじゃ……ねえか」

　その声は死にかけている所為でごく小さく、聞き取れる者はいなかった。





◆






　シェリルが拠点の自室で徒党のボスとしての仕事をしていると、部下であり徒党の幹部でもあるアリシアからアキラが来たことを告げられる。思わず笑顔を輝かせたシェリルだったが、アリシアから追加で妙なことを言われて少し怪訝な顔を浮かべた。

「アキラの様子が変だって、どういうこと？」

「何ていうか、結構落ち込んでる感じに見えたの。よく分からないけど、今は遺物販売店のことでいろいろあるんでしょ？　ボス。気を付けてね」

　シェリルは少し気を引き締めて、アリシアと一緒にアキラの下に向かった。

　応接間にはソファーに座っているアキラの他に、エリオ、ナーシャ、ルシアの三人がいた。

　エリオとナーシャはアリシアと同じく徒党の幹部であり、幹部としてそろそろアキラの応対に慣れた方が良いというシェリルの判断で呼ばれていた。ルシアを呼んだのはナーシャだ。緊張の滲んだ震える手で、アキラにコーヒーを出している。

　シェリルが離れた位置からアキラの様子を窺うかがう。確かに少し項うな垂だれ気味で、どことなく気落ちしているように見えた。

　何にせよ、アキラの様子が普段とは異なっていることに違いは無い。注意して応対しなければならないと、シェリルは気を引き締めた。アキラの前に座り、笑顔を向ける。

「お待たせしました。わざわざ顔を出していただいてありがとうございます」

「ん？　まあ、暇だったしな」

　そう言って、アキラは出されたコーヒーを少し飲んで溜ため息いきを吐いた。それはシェリルにはどことなく重いものに感じられた。

　そこでシェリルが迷う。アキラとは歓談を交えて徒党の状況や遺物販売店の進捗などを話そうと思っていた。だがその前にアキラが気落ちしている理由などを聞いた方が良いかもしれないと考える。

　今のところアキラに金銭面では何も返すことが出来ていない。それならば精神面の方で何とかならないか。そう思う。

　以前にシェリルはカツヤの相談に乗り、シェリル自身すら不自然に思うほど異様に元気付けることが出来た経験があった。

　アキラにも同じことが出来れば、アキラがあの時のカツヤのように自分を見詰めてくれればどれほど素晴らしいか。シェリルはその欲に釣られて判断の天てん秤びんを傾かせた。非常に心配しているような表情でアキラに話しかける。

「アキラ。随分元気が無いように見えますけど、何かあったんですか？」

「……、ああ。ちょっとな」

「その、ちょっと、というようには見えませんけど」

「いや、大したことじゃない。気にしないでくれ」

　普段のシェリルならアキラから余計な反感を買わないようにここで引き下がっていた。しかし今は踏み込む。

「無理にとは言いませんが、大したことではないのなら聞かせてほしいです。誰かに話すだけでも気が楽になることもあります。下らない内容でも気になることが解決すれば、気懸かりが消えると思いますよ？」

　アキラはシェリルの様子を少し不思議に思ったものの、別に言いたくない訳ではなく、本当に大したことではないと思っていただけだったので、そこまで聞くのならと口を開いた。

「いや本当に大したことじゃないんだ。ここに来る途中でスリに遭っただけだよ」

　それを聞いたルシアが大きく反応した。以前にアキラの財布を盗んだ所為で殺されかけたこともあり、隠し切れない震えを出してしまう。

「まあ今回はちゃんと防いだから大丈夫だったけど、何ていうか、それでも狙われたことに違いは無いだろ？　それで、ちょっとな」

　口に出したことでアキラはそれを改めて意識した。無意識に表情を少し険しくする。

「なあシェリル。この際だからちょっと聞いておくけどさ、俺って、そんなに弱そうに見えるのか？」

「いえ、そんなことは……」

「噓は吐くなよ？」

　アキラに真面目な顔で釘を刺されて、シェリルは思わず返事を止めてしまった。その反応をしてしまった時点で失態だと分かっていたが、返事に困って言葉に詰まる。それは、そんなことはない、と断言した場合、どちらかといえば噓になると理解しているからだ。

　じっと自分を見るアキラの目を見て、シェリルはもし噓を吐けば確実に見破られると何となく理解する。

　噓を吐けばアキラの機嫌を大幅に損ねる。だが正直に答えても、それはそれでアキラの機嫌を損ねる。沈黙も消極的な肯定であり、やはり機嫌を損ねることになる。

　手詰まり。だがアキラの機嫌を損ねる訳にはいかない。何か上手い言い訳を。シェリルはそう考えながらも、内心の焦りの所為で思考が空回りしてしまい、良い返答を思い付けないでいた。

　シェリルから返事が無いことで、アキラが何となく他の者にも視線を向ける。するとちょうどそこにいたルシアがあからさまな動揺を見せた。

「えっと、ルシア、だっけ？　ほら、お前の時はさ、確かにあの時の俺は強化服も着てなかったし、銃も全然使ってないＡＡＨ突撃銃だけで、あ、こいつカモだ、って思われても、今考えれば仕方が無いって思えるんだよ」

　そうですね、とは答えられないルシアが沈黙を貫く中、アキラが一度溜め息を吐いてから自分の強化服を指差す。

「でもさ、今はこうやって強化服を着てるし、銃だってほら、２挺どっちも改造済みで、ヤラタサソリぐらいは軽く倒せるやつなんだぞ？」

　アキラはそう言ってＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃をルシア達に見せ付けるように両手に持った。そして視線を今度はエリオに向ける。

　アキラがその２挺の銃で、ヤザンという者が率いていたスラム街の中規模の徒党を強化服も無しに壊滅させたことは、エリオもよく知っている。どことなく不機嫌なようにも見えるアキラがそれを握っている所為で、エリオは少し冷や汗をかいていた。

「前の俺なら分かるんだ。でも今の俺はこの銃と強化服を装備してるんだぞ？　そんなやつ、普通スリが狙うか？」

　今日はルシアの時のような無様は晒さらさず、アルファから教えられるまでもなく、スリを自力でしっかりと撃退できた。アキラもそのこと自体は喜んだ。

　しかし同時に、自分はいまだにスリから狙われる程度の存在であり、道端に落ちている財布と同じ扱いなのかと、非常にモヤモヤとしたものを感じていた。

「実際、どうなんだ？　俺、そんなに弱そうに見えるのか？」

　エリオとルシア、以前にアキラに対して仕出かした者達に、アキラは自分としては軽いつもりで聞いていた。

　しかし尋ねられている二人にとっては、一度済んだ話を蒸し返されたようなものだ。迂う闊かつなことを言ってしまえば大変なことになると思い、緊張を隠し切れない様子を見せている。

　アリシアがエリオを心配する横で、ナーシャもルシアの身を案じて何か良い方法は無いかと考えていた。また、この場にルシアを同席させたのは失敗だったと後悔していた。

　ルシアがアキラの財布を盗んだことは、禊みそぎを済ませたことで既にアキラからも許されている。しかし一度アキラを激怒させたことに変わりは無く、徒党の者達がルシアに向ける視線にはまだまだ厳しいものがあった。

　そこでナーシャは、この場にルシアを同席させてもアキラは気にも留めなかった、という実例を作っておこうと考えた。そうすれば徒党の者達のルシアへの視線も多少は和らぐだろう。そう思い、ルシアを説得して何とか連れてきていた。

　それがまさかこんなことになるとは。ナーシャはそう頭を抱えながら事態の改善を模索する。

　だがその前に、ルシアが意を決して口を開いた。

「すみません。私達はアキラさんが物凄く強いことをもう知ってるから、今更客観的に見るなんて無理です」

　一理あると、アキラは無意識に軽く頷いた。

「あと、強化服とか銃とか言われても、それがどれぐらい凄いものなのかなんて分かんないです。強化服とか銃とかの詳しい知識なんて持ってないし、それっぽいものを身に着けてる人もいるし、見分けなんてつかないです」

　なるほどと、アキラはまた軽く頷いた。

「凄く大きくて重そうな銃とかなら、そんな物を持てる人は凄いって思うけど、それぐらいの大きさの銃だと、私達でも持てるかなってぐらいしか……」

　実際にＡＡＨ突撃銃は、強化服無しのアキラでも持ち運べる重さだ。しかしＣＷＨ対物突撃銃やＤＶＴＳミニガンは無理だ。

　強化服を当たり前のように着用するようになり、それらの重い銃器を軽々と振り回していたことで、自分はそういう感覚に鈍感になっていたのだと、アキラは今更ながら気付いた。

「あの時の俺が分かりやすくデカい銃、例えば大物殺し用の大型銃とかを持っていたら、ルシアは俺を狙わなかったってことか？」

「はい。私も流石にそんな物を持ってる人を狙うなんて絶対しません」

　アキラが改めて自分の装備を見ながら思う。

　自分はこの装備の性能をよく知っている。だがそれを知らない者がこれらの装備を見て、どの程度強そうに見えるかは分からない。

　強いと強そうは別だ。キャロルの旧世界風の強化服も、旧世界風のデザインが武力的なハッタリになるのは、その手の知識を持っている者だけだ。知らない者にとっては単に蠱こ惑わく的な服でしかない。

　では、その手の知識を正しく持っていないであろうスラム街の住人が、今の装備の自分の姿をざっと見た場合、どの程度強そうに見えるのか。

　そう考えた結果、アキラとしては、ギリギリ狙われても不思議は無いか、という判断になった。

「なるほど……。そういうことか……。ん、参考になった。ありがとう」

「ど、どう致しまして……」

　ルシアに礼を言ったアキラが視線をエリオに移す。

「エリオもそんな感じか？」

　エリオは首を激しく何度も縦に振った。

「そうか。シェリルは？」

　ルシアの話を聞いて思考の方向性を得たシェリルが笑顔を輝かせる。

「そうですね。アキラの強さには私も含めて皆驚いています。私達が想像も出来ないほどにアキラが強いという意味では、実際の実力より弱そうに見えるというのも、間違ってはいないと思います」

　シェリルは、まずはアキラが強そうには見えないことへの擁護を噓ではない範囲で入れた。その上で続ける。

「でもそれは、アキラがそれだけ強いからです。私達がアキラの強さを見抜けないのも、それだけ強いのだから仕方が無いこと。そう思ってもらえると助かります」

　噓を吐かず、アキラが弱そうに見えることを認めた上で、実際にはアキラはとても強く、一見弱そうに見えるのはその弊害だと、シェリルはアキラの実力を出来る限り称賛した。

　これでどうだと、シェリルがアキラの反応を窺う。

　アキラが他者から強そうに見られない自分に何らかの劣等感を覚えており、そのことについて悩んでいたのであれば、恐らくこれで解決したはずだ。

　そしてその悩みを解決してくれた自分に強い好意を抱いても不思議は無い。あの時のカツヤのような目を自分に向けてくれるかもしれない。

　シェリルは内心でそう思い、期待していた。

「……、そうか」

　だがアキラの反応はたったそれだけのあっさりしたものだった。

　期待が外れたことに、その期待が大きかったこともあって、シェリルがその笑顔を少し微妙なものに変える。

「あー、はい。まあ、そういうことです」

　普段の様子に戻ったアキラが軽く言う。

「うん。分かった。駄目元でも聞いてみると意外に解決するもんだな。助かったよ」

「いえいえ、お力になれたのなら良かったです」

　シェリルは表向き何でもないように振る舞っていたが、内心では上手くいかなかったことにかなりがっかりしていた。

（駄目か……。カツヤの時はあんなに上手くいったのに、本当に手て強ごわいわ……。それに私の話よりもルシアの話を評価していたように見えた。どういうことなの？　アキラ自身の実力を褒めるより、装備の性能を褒めた方が良いってことなの？　分からないわ……）

　アキラがルシアの返答の方を重視したのは、自身の実力に対するアキラの考え方によるものだ。

　他者から見たアキラの実力とは、基本的にアルファのサポート込みの実力だ。それを褒められても、アキラは別に嬉しくない。

　それでも以前の自分と比べれば格段に強くなったと思っていた。だからこそ、それでも自分がまだスリに狙われる程度の者でしかないとみなされていることに不満を覚えていた。

　そしてアキラがスリに狙われた理由を、ルシアはアキラの装備の所為だとして説明し、シェリルはアキラの実力が高すぎる所為だとして答えた。

　しかしシェリルの返事では、単にアキラの自力での実力を見抜かれたから狙われたとも解釈できる。それにより、アキラはシェリルの褒め言葉を全く喜べなかった。

　その二人の認識の食い違いが、今日もシェリルのアキラ攻略を困難にしていた。

　そこで徒党の子供が応接間に入ってくる。カツラギ達が来たという知らせで、アキラがいるのならついでに遺物販売店のことで一緒に少し話したいという内容だった。

　意識と部屋の空気を入れ換えたかったシェリルはそれを受けた。そして徒党の幹部とはいえエリオ達に遺物販売店の詳細を把握させる必要はまだ無いと考えて退出させた。




　応接間から出たエリオ達が、申し合わせたように安堵の息を吐く。

「危なかった……。ちょっと話しただけでこれかよ。誰も幹部になりたがらない訳だな」

　その幹部であるエリオの言葉に、同じく幹部であるアリシアとナーシャも溜め息と苦笑いで同意を示した。

　シェリル達の徒党は縄張りの広さこそ弱小徒党の範疇だ。だが構成員の規模や影響力などの点では既に中規模の徒党に近付いている。それだけ徒党への加入希望者が多いのだ。

　それはアキラという非常に強力な後ろ盾の存在が大きい。劣悪な治安のスラム街で、大勢の子供達がその庇ひ護ごを求めて徒党への加入を希望した。

　組織の構成員が増えると、普通はその中で上を目指す者も増える。幹部になれば待遇も変わる。得体の知れない配給食で命を繫つなぐ必要も無くなる。

　徒党の幹部の席は、スラム街では頑張れば手が届くかもしれない現実的な成り上がり先であり、殺し合ってでも奪い合う価値があるものだ。

　だがシェリル達の徒党では、その幹部の席が非常に人気が無かった。理由は単純で、幹部になると、アキラと直接関わる機会が激増するからだ。

　以前にアキラはシジマの徒党の構成員と揉めたことがあった。その時には乗り込んできた構成員を殺し、その死体を引ひき摺ずって相手の拠点に乗り込んでいた。

　また、ヤザンという中規模の徒党を率いている者の手引きで、シェリルの徒党の者に裏切り者が出たことがあった。アキラはその裏切り者達を皆殺しにすると、更にヤザンの拠点に一人で乗り込み、そこにいた者達もほぼ皆殺しにしてヤザンの徒党を壊滅させた。

　それらの過去もあって、アキラはシェリルの徒党の子供達から頭のおかしい実力者だと思われている。庇護は欲しいが、直接関わるのは出来るだけ遠慮したい。怖いが頼もしい、ではなく、頼もしいが怖い、という扱いだ。

　アキラの直接の対処は徒党のボスであるシェリルとその直近の部下である幹部達にお願いして、徒党の一員として間接的にアキラの恩恵を受けたい。幹部の地位と待遇は魅力的だが、命は惜しい。徒党の子供達の大半は、そういう考えを持っていた。

　勿論、それを分かった上で幹部の地位を求める者も、少数だが存在する。しかし意欲だけで能力が追い付いておらず、徒党の幹部は今のところ元々幹部の扱いだったエリオとアリシア、そしてルシアを護まもる為に徒党内の地位を欲したナーシャの三人だけとなっていた。

　ナーシャがまだ緊張気味のルシアを宥なだめるように微笑む。

「ルシア。あの返答は凄く良かったわ。ボスの前でアキラさんからお礼も言われたし、これでルシアの立場はもう大丈夫なはずよ」

「ほ、本当？」

「多分だけどね。エリオとアリシアはどう思う？」

「ん？　まあ、大丈夫だろう」

「うん。私もそう思う」

　エリオ達からも同意を得られたことで、ルシアは嬉しそうに笑った。

「よ、良かったー」

　しかしそこでエリオが思ったことを口に出す。

「でもあそこまでアキラさんを言い包くるめられるなら、ボスから無理矢理幹部扱いにされたりしないかな？」

「や、やだー」

　アキラには一度殺されかけたこともあり、ルシアは本気で嫌がっていた。

　ナーシャがルシアの肩を叩たたく。

「ルシア。その時は一緒に頑張りましょう」

　ルシアが弱々しく唸る。親友からそう言われるとルシアも嫌だとは言えなかった。しかし頑張るとも言えなかった。

　そこでアリシアが似たようなことを言って微笑む。

「エリオ。一緒に頑張りましょうね」

「ああ。頑張ろう」

　エリオも笑って答えた。

　アキラのことを除けば徒党の幹部として一定の生活と安全を得ているのは事実であり、エリオはアリシアの為に、アリシアはエリオの為に、今更幹部の地位は捨てられない。これからも二人で頑張っていこうと見詰め合う。

　その様子をナーシャとルシアに温かい目で見られたエリオが、開き直ることも出来ずに照れのごまかしも兼ねて口に出す。

「それにしても、シェリルはそのアキラさんの相手をずっとやってるんだよな。アキラさんを説得して徒党を作ったのもシェリルだし、どういう度胸してるんだか……。やっぱり徒党のボスになるやつは違うってことなのかな」

　それを聞いたアリシアもナーシャもルシアも、そしてそれを言ったエリオ自身も、シェリルへの評価を苦笑いにも似た難しい表情で顔に出す。

　恐ろしく強く、どちらかといえば破綻した人格の持ち主で、何が逆げき鱗りんに触れるのか想像も出来ない人物。そのアキラの相手を、シェリルはずっと嬉き々きとして続けている。

　軽く話しただけで地雷原に踏み込んだような錯覚を味わい、その地雷原から脱出した者達は、そのアキラの相手を今までも、そしてこれからも進んでするのであろうシェリルに、呆あきれにも尊敬にも似た感情を覚えていた。
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　エリオ達が離脱した地雷原である応接間で、その地雷の対処に比較的手慣れている方であるカツラギが、アキラに向けて不満げな声を出していた。

「お前さ、だから少しは俺の店で買えよ。短期間で６億オーラムも稼いだのは凄すげえし、その金を即全額装備代に注ぎ込む躊ちゅう躇ちょの無さも凄えけどさ、６億もあるなら少しぐらい俺から買っても良いだろう？」

「悪いな」

　取り付く島も無いアキラの態度に、カツラギはわざとらしく項垂れながら大きな溜め息を吐いてみせた。そしてアキラの様子をチラッと確認すると、手応え無しと見てもう少し踏み込む。

「あのな、分かってると思うが、俺がお前との取引でシェリルに協力してるのは、お前がこうやって凄く稼ぐハンターになった時に、装備調達のお得意様になってもらうのを期待してでもあるんだぞ？　俺は約束通り、ちゃんとシェリルに協力してるぞ？」

　アキラとの取引と約束を持ち出し、自分は約束を守っていると揺さぶって、カツラギがアキラの様子を窺う。アキラは少し難しい顔を浮かべていた。

　ここでカツラギが、お前がその態度なら俺もこれ以上シェリルの面倒は見ない、と言ってしまえば、アキラは、そうか、と答えて縁を切る。それを分かっているカツラギはこれ以上踏み込まず、態度を変えて軽く下手に出る。

「なあ、６億も稼いだんだろ？　いや、実際には更にもうちょっと稼いだって聞いたぜ？　そんだけあるなら俺からもちょっとぐらい買ってくれても良いじゃねえか。頼むよ。な？」

　そう言って懇願するように愛想良く笑うカツラギの態度に、アキラも妥協した。

「分かった。じゃあまた回復薬を売ってくれ。今回は２０００万オーラム分だ。あと、次に持ち込む遺物は、遺物販売店で扱うか普通に買い取るかをカツラギが決めて良い。これでどうだ？」

「良し！　そうこなくっちゃな！」

　カツラギは途端に機嫌を良くして豪快に笑った。

「しかし今回は２０００万か。この前１０００万オーラム分買ったばっかりなのに、あの高い回復薬をそんなに使ってるのか？　まあ、６億稼ぐぐらいだ。それだけ大変なんだろうが……」

「まあな。だから出来るだけ高性能なやつが欲しい。前のやつは一箱２００万オーラムだったけど、もっと高性能なやつがあるなら、そっちを仕入れてほしい」

「任せとけ。すぐに手配する」

　高額な品ほど利益率も高い。カツラギは上機嫌だった。アキラに支払をこの場で先に済ませてもらい、２０００万オーラムの売上が確定したことで更に機嫌を良くする。

「お前に投資して大正解だった。これからも頼むぜ？」

「ん？　俺、何かカツラギから投資されたっけ？」

「おっと、お前じゃなくてシェリルにだったな。まあ似たようなもんだろ？　ちゃんと面倒を見れば利益も出る。投資みたいなもんだ」

　カツラギはそう言って、アキラに自分はシェリルの面倒をしっかり見ていると暗に示した。そのまま話を続ける。

「それでだ。お前も投資だと思ってちょっと協力しないか？　なに、金を出せって訳じゃない。ちょっと手伝ってくれれば良い」

　カツラギの本題は遺物販売店にアキラも巻き込むことだった。自身も投資し、商売仲間達も巻き込んだこの計画を成功させる為に、カツラギはそのままアキラに熱弁を振るった。
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　今日もアキラが入浴しながら、空中に並ぶ装備の品々を見て唸っている。昨日は銃だけだったが、今日は強化服も並んでいた。

「これが４億オーラムの強化服か……。実はキャロルのやつみたいなデザインだったらどうしようとかちょっと思ってたんだけど、これなら大丈夫だな」

　アキラもハンターとして性能の為ならデザインには目を瞑れるとはいえ、限度というものはある。自身のファッションセンスは酷ひどく鈍いと自覚しているが、それでも避けたい格好というものはあった。

　全裸で浴室に浮かんでいるアルファが、並べられた強化服から一着選ぶ。そしてアキラが着用した状態を表示した。

『アキラ。これも大丈夫なの？』

　その強化服は強化インナーに近い非常に薄手のもので、着用するとぴっちりと肌に張り付いて、筋肉の細かな造形まではっきりと見ることが出来る代物だった。

「それは選ばないから大丈夫だ」

　そう断言したアキラへ、アルファがからかうように笑う。

『あら、シズカが選んでくれた物なのにそんなに嫌なの？』

「こういうのもあるってだけの参考例だろう。それにこの強化服は上に防護服とかをいろいろ重ね着して使うやつだ。その分の予算は無いよ」

　実際にシズカも恐らくこれは選ばれないだろうと思ってリストに載せていた。

　だが動きやすさという点では全裸並みに動きやすいのも事実だ。エレナも似たような強化服を、上に防護コートを羽織って使用していたことがあった。

　よってアキラがこの手の強化服を許容できるのであれば、選択肢ではあるとも思っていた。追加で購入する防護服などは、銃と弾薬の予算を削れば調整できる。そう考えて一応リストに載せていた。

「でも４億オーラムの強化服にもいろいろあるんだな。俺はこれが４億の強化服って知ってるから強そうにも見えるけど、知らなかったら、うーんってデザインの物もある。あいつの言ってた通り、そういうことに詳しくないやつが、強化服の見た目だけで相手の強さを見抜くのは難しいんだろうな。やっぱりデカい銃が要るか」

　アキラはルシアから言われたことを思い返しつつ、今日スリに狙われたのもその所為であり、仕方が無い部分もあった、と自分を改めて納得させていた。

　そこに新たな要素が加わる。キャロルから連絡が入ったのだ。

「キャロルか。どうした？」

『アキラ。今日スリに狙われたでしょう？』

「……何でそんなこと知ってるんだ？」

『まあ今はそこは置いといて。でもそんなに強いのにスリに狙われるなんてアキラも大変ね。一見強そうに見えないけど実は凄く強いってのは、相手の油断を誘えて良い点もあるけど、こういう時に面倒よね』

　キャロルの楽しげな口調に、アキラも少し不機嫌になる。

「そんなどうでも良いことを話したいだけならもう切るぞ」

『まあまあ、そんなに怒らないで。一応情報を提供しようと思って連絡したの。今日アキラがスリに狙われたのには裏がある。そう言ったら、興味ある？』

　余りに予想外なことを言われたアキラが驚く。その驚きで途切れた会話は、キャロルにアキラの驚き振りを十分に伝えていた。

『興味はありそうね。それなら明日会って話さない？』

「今話せないのか？」

『それは駄目よ。全く、女性からのデートのお誘いなんだから素直に喜ぶぐらいの反応は欲しいところなのに、相変わらずね』

　キャロルの呆れたような、しかしどこか楽しげな声を聞いて、アキラは何を言っても無駄だと判断した。軽く溜め息を吐く。

「……分かった。会うよ」

『そうこないと。それで待ち合わせの場所と時間だけど……』

　この場で聞き出すのを諦めたアキラは、そのまま明日の時間と場所を決めて話を終えた。

『それじゃあ、明日のデート、楽しみにしてるわ。またね』

　上機嫌のキャロルは最後にそう軽く告げて通話を切った。

　アキラが怪訝な顔をアルファに向ける。

「アルファ。裏があるって、何だと思う？」

『何とも言えないわ。アキラを呼び出す口実で、物凄く下らないことかもしれないしね』

「それもそうか」

　明日になれば分かること。アキラはそういうことにして、今は装備選びに戻った。
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　浴槽に身を浸したキャロルが通信越しに友人と話している。

「ええ。取り敢えず明日アキラと会う約束は取り付けたわ。そこで一応提案はしてみるけど、アキラが頷くかどうかはアキラ次第よ？」

「あら、キャロルにしては弱気な発言ね。最近ハンター稼業の方で随分稼いだようだけど、そっちに精を出しすぎて、男を籠絡する技術の方は錆さび付ついちゃったの？」

　通信相手からの楽しげにからかう声にも、キャロルは余裕の笑顔を浮かべていた。

「何事にも例外はあるってことよ。そう。例外がね」

　言い返しもしないキャロルの態度に、相手も無駄な挑発を抑える。

「そう。まあ何でも良いわ。それじゃあ、明日は頼んだわよ？」

「やってはみるわ。じゃあね」

　通信を切ったキャロルが心ここ地ち好よさそうに息を吐く。そして明日のことを考えて妖艶に笑った。








第[image: ]話　稼いだ金の使い方






　都市の下位区画の商店街で、アキラはキャロルを待っていた。

　防壁に近い立地ということもあり、辺りには高級店が並んでいる。客層も相応に裕福な者達だ。警備の者達もお客様に不要な警戒感を与えないよう配慮した武装をしている。スラム街の住人やハンター崩れ、過剰に武装した者など、分不相応な者は立入禁止の領域だ。

　その場にアキラは強化服とＡＡＨ突撃銃だけを身に着けて立っている。下位区画とはいえ富裕層向きの区画を護る警備員達は、アキラの排除は不要と判断した。

　それでもここは基本的に強化服を着て訪れるような場所ではない。少々場違いな者であることに変わりは無く、アキラは少し目立っていた。

　そのアキラの隣で、他者から視認されればアキラとは比べ物にならないほど注目される格好のアルファが、からかうように意味有り気に笑っている。

『何だよ』

『何でもないわ。目立つのが嫌なら、もう少し格好に気を配ったらって思っただけよ』

『……考えとく』

　そこにキャロルがやってくる。

「もう来てたのね。待たせたかしら？」

　キャロルは肌の露出を抑えた清せい楚そな服を身に纏っていた。表情や仕草、歩き方も服装に合わせた清らかなものだ。アキラへ向ける笑顔にも、色気ではなく上品な雰囲気が漂っている。艶あでやかな旧世界風の強化服を着ている時とは正反対の姿だった。

　それは普通の者ならば荒野の時とは全く違うキャロルの雰囲気にまずは驚き、そしていつもの妖艶な色気を振りまく姿を思い出すことで、その著しい雰囲気の差に後の欲情を搔かき立たてられる効果をもたらしていた。

　だがアキラには効果が無かった。

「10分前だ。問題無い」

　キャロルが分かってはいたとばかりに苦笑する。

「そこは、今来たところだ、ぐらいは言えないの？」

「待ち合わせの時刻の15分前には来てたぞ？」

「そうじゃなくて、デートの常じょう套とう句くよ。そういう遣やり取とりを楽しむのもデートの楽しみ方でしょう？」

　それは単に二人で会っているのではなく、今、自分達はデートをしているのだ、という認識を相手に持たせることで、自分を相手に意識させて相手の思考を誘導する為の言葉でもあった。

　しかしアキラの反応は皆無だ。

「キャロルがどう思ってるか知らないけど、俺は話を聞きにきただけだ」

「……、そのようね」

　キャロルはあからさまな溜め息を吐いた。

　ここを待ち合わせの場所に指定したのにもかかわらず、強化服と対モンスター用の銃でしっかり武装して現れたアキラに、その手の期待があるようにはキャロルにも見えなかった。

「そうだとしても、服ぐらい何とかならなかったの？　強化服で来る場所じゃないわよ？」

「まあ良いじゃないか。警備にも追い返されなかったし……」

「あ、分かった。アキラ。面倒だからって、出歩く服を強化服で済ませてるタイプでしょう。ひょっとすると部屋着も、使い古しの防護服とかで済ましてるんじゃない？」

　アキラが目を逸そらした。

「やっぱりね。アキラ。駄目よ？　稼いだ金はちゃんと使わないと」

「いや、ちゃんと使ってるぞ？」

「どうせ全部装備代に注ぎ込んだりしてるんじゃない？　そんなのじゃ、ちゃんと使った内には入らないわ。もっと真面で有意義な生活を送る為にも使わないとね」

　そう言ってキャロルが少し諭すように笑って話していく。

　無駄使いしろとは言わない。無駄に散財しろとも言わない。しかししっかり稼いだのであれば、その金は衣食住の向上にも充てるべきだ。そうやって有意義な贅ぜい沢たくをしてこそ、危険な荒野で命を賭けてまでハンター稼業をする意味があり、価値がある。

　そうでなければ、ただひたすらに荒野と都市を往復し、稼いだ金を装備に換え続ける機械に成り下がってしまう。非常に強く装備も強力だが、只ただだからとスラム街の路地裏で配給食を食べて日々を過ごすことが最適解となってしまう。

　そのような者など真面なハンターではない。荒野ではない場所での生活も充実させてこそ、そうなりたいと誰もが成り上がりを夢見る真っ当なハンターだ。そうキャロルは笑って語った。

「良い装備だけじゃなくて、良い服を着て、良い物を食べて、良い所に住んで、心身共にきちんと整えるの。装備の整備と一緒よ。アキラぐらい稼ぐ人間を支える心身だもの。その整備に少々お高い費用が掛かっても不思議は無いでしょう？　アキラも、もう少し自分にお金を掛けても良いと思うわよ？」

　キャロルの言う充実した生活には女性との付き合いも含まれている。その辺りから異性に付け込むこともキャロルは得意としているからだ。しかしアキラに対しては効果が薄いこともあって、今はその辺を口に出すのは抑えていた。

　そしてアキラはキャロルの話を好意的に捉えた。心身共にきちんと整える。装備の整備と一緒。そのようなことをシズカからも言われていたからだ。

「……まあ、考えとくよ」

　そう言って軽く笑ったアキラに、キャロルも笑顔を返した。

「そうしなさい。じゃあ、行きましょうか。話を聞きに来ただけっていっても、ここで立ち話も何でしょう？　食事をしながらゆっくり話しましょう」

　そのままアキラ達は歩き出し、キャロルの案内で近くの店に入った。




　高級店が並ぶ通りのレストランということもあり、メニューに並ぶ料理の値段もそこらの店より桁が多い。そのメニューを見てアキラが少し楽しげに唸っている。

　誘ったのは自分だから奢おごると言ってくれたキャロルの言葉を気持ちだけ受け取り、アキラは自腹で料理を選んでいた。

　自分で稼いだ金で良い物を食べる。アキラの稼ぎから考えればささやかな、アキラ自身の金銭感覚ではかなり贅沢な選択を、アキラは楽しんでいた。

　悩んだ末に注文した料理の総額は５万オーラムほどになった。これが今のアキラが自分で選べる贅沢の限界だ。

　それを自覚してアキラが軽く笑う。アルファもその笑顔の理由を察して笑った。

『少し前に２０００万オーラム出して回復薬を買ったハンターの贅沢としては、微妙かもしれないわね』

『全くだ』

　一回の食事代と、自分の命を支える回復薬の代金だ。一概に比較は出来ない。アキラはそう思いながらも、自分の金銭感覚に苦笑にも似た笑みを零こぼしていた。




　注文した料理が揃そろったところで、キャロルが本日の本題に入る。

「アキラがスリに狙われたのには裏がある。ここまでは良いわね？」

「ああ。それで、どんな裏があるんだ？」

「ここから先は取引になるわ。それも良い？」

「取引？　情報料ってことか？　幾らだ？」

「ちょっと違うわ。先に言っておくと、私が知っているのはその件には裏があるってことまでで、それがどんな内容なのかは知らないのよ」

「えー？」

　呼び出しておいてそれは無いだろう、という心情を顔に出したアキラに、キャロルが言いたいことは分かると補足していく。

　スリの件の裏の具体的な内容を知っているのは付き合いのある情報屋で、自分はその情報屋から取引を頼まれた。その内容は交渉の仲介だった。

　アキラがトメジマという男との交渉の席に着くこと。そして交渉中にトメジマに危害を加えないこと。この要求を吞んでくれれば、交渉の成否にかかわらず情報を渡す。そうアキラに伝えてくれと頼まれたのだと、キャロルはアキラに説明した。

「そういう訳で、私が知っているのはスリの件には裏があるってことと、その内容を情報屋が知っているってことまでなの。それで、どうする？」

　アキラは怪訝な顔を浮かべていた。

「どうするって言われても、そもそもそのトメジマって誰だよ」

「あれ？　知らないの？　前にアキラと揉めたって聞いたけど……」

　キャロルから追加で説明されて、アキラもシカラベに呼ばれて行った酒場での出来事、トメジマとカドルのことを思い出した。

「ああ、あの時のやつか。でも俺と揉めたのは別のやつだぞ？」

「そうなの？　まあそれなら、連れがアキラと揉めたから仲介者として責任を取るつもりとか、そんなんじゃない？」

「ふーん」

「それで、どうするの？　今まで忘れてたぐらいどうでも良いと思ってるのなら、交渉の席に着くだけで情報を貰もらえるんだし、悪くない話だと思うけど」

　アキラが少し考える。

「一応聞くけど、それを受ける懸念とかって何かあるか？」

「そうね。アキラの立場で考えるなら、得体の知れない人物から持ち掛けられた怪しげな取引に乗って交渉場所にのこのこと向かうこと自体が、そもそも懸念だと思うわ」

　あっさりそう言われたことで、アキラは思わず軽い警戒と非難を顔に出した。

「おい、そんな話を俺に持ち掛けたのか？」

　しかしキャロルは逆にアキラに笑いかける。

「逆に聞き返すけど、アキラはそんなに私を信じてくれるの？　私を信じてる。だからこの話を信じるし、私の仲介で取引を持ち掛けた情報屋も、その内容も信じる。そう言ってくれるの？」

「いや、そう言われても……」

「言ったでしょ？　アキラの立場で考えるならって。私はまだ、そこまでアキラに信頼してもらえるほど仲良くなったとは思ってないわ」

　微笑みながらもどこか真面目な、相手の真意を見透かすかのような目をキャロルから向けられて、アキラは難しい顔で唸った。

　言われてみれば確かにその通りだとアキラも思う。不信ありきでは取引など出来ない。しかし他者を巧みに騙そうとする者は幾らでもいることも知っている。

　キャロルに指摘されるまでその話を正しいものとして聞いていた自分は、余裕を得て成長したのか、或いは余裕を得た所為で間抜けになったのか、アキラには判断がつかなかった。

　だが話を受けるかどうかは決めなければならない。アキラはキャロルに真面目な目を向けた。

「確認する。答えてくれ。少なくとも、この件で、キャロルは、俺を騙す気は無い。本当か？」

「本当よ」

　キャロルは断言した。断言できた。

　だがアキラには分からなかった。そうであってほしいと望むことと、それを信じられることは全く別のことだ。そこを同一視できるのであれば、アキラはスラム街の路地裏を一人で生きてなどいなかった。

　少し迷い、アルファに頼む。

『……アルファ』

『噓は言っていないと思うわ』

『……、そうか』

　アキラは軽く息を吐いた。それは曲がりなりにも一緒に死地を潜くぐり抜ぬけた者さえ容易に信じられない自身に対してのものだった。

　しかし噓ではないと分かったことも事実なので、今は気を切り替える。

「分かった。信じる。取引も受けるよ。スリの件に本当に裏があるなら知りたいしな」

「……、分かったわ。伝えておくわね」

　キャロルは情報端末を操作して情報屋にその旨を送信すると、アキラをじっと見る。

「ねえアキラ。さっきのやつなんだけど、ミハゾノ街遺跡でもやってたやつよね？　それ、何か噓を見抜くコツみたいなものなの？」

「まあ、そんなところだ」

「ふーん」

　キャロルは深く聞くと藪やぶ蛇へびになりそうだと思い、それ以上は聞かなかった。代わりに愛想良く笑う。

「アキラが承諾したことはもう伝えたから、後で連絡が行くと思うわ。これでアキラの用事は一応終わった訳だけど、この後の予定はどうなってるの？　暇なら私に付き合わない？」

「悪いな。新しい装備を調達するまでは、ハンター稼業は休業中だ」

「そうじゃなくて」

　不思議そうな顔を浮かべたアキラに、キャロルは苦笑いを向けた。

「デートよ。一緒に商店街を見て回ろうって誘ってるの」

　アキラも軽く笑って返す。

「遠慮しとく。この辺は強化服姿でうろちょろする場所じゃないらしいからな」

「全く、つれないわね」

　それで信じる信じないの話はうやむやとなり、アキラ達はそのままデートのように食事と歓談を楽しんだ。




　アキラの前に並べられた料理が半分ほど胃に収まった頃、たわい無い雑談の中で遺物販売店の話になった。

「それで、そのシェリルがカツラギ達と一緒に遺物販売店をやろうとしてるんだけど、実際どうなんだ？　普通に遺物を売るより儲もうかるものなのか？」

「その辺は商才次第でしょうけど、確かに当たれば儲かるわよ？　そのお店、スラム街の裏店舗でしょう？　遣やり手てが経営を上手く軌道に乗せれば、この辺の店の売上を軽く超えるでしょうね」

「そんなに儲かるのか？　スラム街の店なのに？」

「その辺りはむしろスラム街の店だからってところね。言ったでしょう？　裏店舗だって」

　思わず意外そうな顔を浮かべたアキラに、キャロルが得意げに笑ってその詳細を話していく。

　遺物販売店は東部の発展を支える遺物を取り扱うだけあって盛況している。顧客も個人から企業まで様々だ。防壁内にも店舗は多く、防壁外でも防壁の側という極上の立地で大規模な高級店を営む企業も珍しくない。

　そして遺物販売店はスラム街にも存在する。それらはスラム街という劣悪な治安環境の中で敢えて経営しているだけあって、後ろ暗い需要を満たす為のいわゆる闇市場、裏の店だ。それらの店にハンターが遺物を買う側で関わることも多い。

　統とう企き連れんは高ランクハンターを優遇する。それは危険な遺跡から貴重な遺物を持ち帰ってもらう為だ。遺物を買取所で売るとハンターランクが上がるのは、その遺物が、そのハンターには危険な遺跡からそれを持ち帰ることが出来るだけの実力がある、という証拠として扱われるからでもある。

　しかし遺物を売った金で別の遺物を買い、それをまた買取所に持ち込むような真似を繰り返せば、表面上は遺跡から大量の遺物を持ち帰った者となり、実際の実力以上の者だと装うことが出来る。

　このような真似が横行するとそのハンターの実力を示すハンターランクの意味が大きく揺らぐ。そこで統企連も一応対策をしている。

　ハンターオフィスと提携した店で遺物を売らないとハンターランクが上がらないのも、この対策の一環だ。遺物の売買を記録して、同じ遺物が何度も買取所に持ち込まれていないか確認しているのだ。

　よって金でハンターランクを買いたい場合は、その売買記録の無い遺物、足の付かない物をどこかから調達しなければならない。その調達元は大抵スラム街の遺物販売店だ。

　またハンターには一定量の遺物を定期的に納める契約を企業としている者もいる。だが実際にどれだけの遺物を手に入れられるかは、やってみなければ分からない。どうしても遺物が見付からず、不足してしまうこともある。

　そして契約上、納品数が足りないと報酬を大幅に下げられたり、多額の違約金を請求されたりすることもある。それを防ぐ為には不足分の遺物を何とかして調達しなければならない。その調達先としてスラム街の遺物販売店を利用する者もいる。

　逆に遺物を予想外に多く手に入れることもある。そして契約上、遺物を全て持っていかれてしまう上に報酬も全く増えないこともある。

　それを嫌がり、企業には契約内容より少し多いぐらいの量を報告して、残りをスラム街の遺物販売店に売り払う者もいる。真っ当な買取所で売ると、その売却履歴から露見してしまう恐れがあるからだ。

　またスラム街の大規模な徒党は、組織の戦力として雇っているハンター達に、報酬として金ではなく遺物を渡すことも多い。

　ハンターにとっては遺物を売れば金になりハンターランクも上がる。徒党にとっても高ランクのハンターを多数抱えていることは対外的な戦力の誇示になる。どちらにも利点が大きい。

　そしてその報酬用の遺物も、大抵はスラム街の遺物販売店で調達される。徒党の構成員を遺跡に派遣して自力で集めるより手っ取り早いからだ。

　ハンターオフィスがそれらの問題を全て取り締まるのは、可能ではあるが多額の費用が掛かり割に合わない。そこで遺物売買の循環を抑制する程度に留めて、ある程度は黙認していた。

　遺物売買の循環さえ抑えてしまえば、統企連にとって価値のある遺物が延々と裏市場に溜とどまり続けるのは避けられる。また、どこであれハンター達が遺物を売れば、何らかの事情で遺物を手元にいつまでも置いておく者も減るからだ。

　スラム街の遺物販売店はその手の公には出来ない需要を満たすことで、非常に大きな利益を生み出していた。

　それらの話を聞いたアキラが興味深そうに頷く。

「なるほど。そういうことだったのか。道理でカツラギがやる気を出す訳だ。そんなに儲かるなら納得だな」

「まあ、遺物を純粋に金に換えたい人にとっては、真っ当な買取所に持っていってもハンターランクの上昇分だけ遺物を安く買かい叩たたかれてる訳でもあるし、それならそっちで売っちゃえって人も多いでしょうね」

「でも高ランクハンターになればいろいろ恩恵もあるんだろ？」

「あるわ。ただ、その恩恵を実感できるほどハンターランクを上げるのは大変だし、純粋に遺物収集で稼ぐ人にとっては企業からの依頼をハンターランクで制限されても関係無いし、ハンターランクによる装備や弾薬類の購入制限が足あし枷かせになるのは、それこそ……」

　そこでアキラの情報端末にシズカから通知が入った。内容を軽く確認すると弾薬類の見積もりで、総計が３０００万オーラムを超えていた。

　弾薬費に１億オーラムの予算を割り振ったこともあって、大物殺し用に特別に高い弾丸を計上したのだろう。アキラはそう思い、見積もりの中身にもう少し詳しく目を通す。

　そして思わず吹き出した。

「１発５００万オーラム!?」

「ちょっとアキラ。どうしたの？」

　突然声を上げたアキラの様子に、キャロルも流石に驚いていた。我に返ったアキラが動揺を残しながらも何とか落ち着こうとする。

「あ、何でもない。いや、俺がいつも装備調達を頼んでるお店から弾薬類の見積もりが届いたんだけど、対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の値段が１発５００万オーラムになってたんだ……」

「まあ、そんなものでしょうね」

　キャロルがあっさり肯定したことで、１発５００万オーラムという値段は何らかの間違いではないと確定した。その驚きでアキラが絶句する。

「アキラ。大丈夫？」

「だ、大丈夫だ。……そうか。対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾ってそんなに高いのか。……そうすると、俺はあの時、そんな高い弾をあんなに撃ってたのか……？　いや、でも、キャロルだってあんなに撃って……、え？　キャロルってそんなに金持ってたのか？」

　アキラはモニカとの戦いでキャロルから分けてもらった対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾を連射していた。そこらの弾より高いだろうとは思っていたが、そこまで高い弾だったとは全く思っていなかった。

　そのアキラの慌て振りに、キャロルが楽しげに苦笑する。

「それなりにお金を持っているのは否定しないけど、アキラが思ってるのとはちょっと違うわね」

「どういうことだ？」

「確かにそこらのハンターが対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾を買うと１発５００万オーラムになるの。でもね？　ハンターランク50のハンターなら、１発５００オーラムで買えるのよ」

　アキラはまた吹き出した。予想通りの反応にキャロルが笑う。

「あ、一応言っておくけど、私のハンターランクは50じゃないわ。流石にそこまではね」

「どういうことなんだよ……」

　１発５００万オーラムの対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾が５００オーラムで買えることも、キャロルが実はランク50の凄すご腕うでハンターだったと思って驚いた途端に、それをあっさり否定されたことも、アキラの困惑と混乱を深めていた。

　キャロルが笑って答える。

「ハンターランクが50になるとね？　ハンターオフィスからの支援で、弾薬等を大幅に割り引いた金額で買えるのよ。そして対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾とかの特定の強力な弾は、その支援が極端なの。それこそ５００万オーラムの弾丸を５００オーラムで買えるぐらいにね」

「でもキャロルはランク50じゃないんだろう？」

「そうよ。でもランク50の人から分けてもらうことは出来るの。アキラが私から分けてもらったみたいにね」

　アキラはそれを聞いて一応納得し、ある程度は落ち着きを取り戻した。キャロルはそのアキラの様子を楽しげに見ながら説明を補足していく。

　東部の銃弾の価格は統治側の都合で決められている。スラム街に安い弾が溢あふれているのも、その都合によるものだ。

　都市を襲う小規模のモンスターに対する肉盾となり、それらを撃破してもらう為。そしてその戦闘で技術を磨き、いずれはハンターとして遺跡から遺物を持ち帰ってもらう為。それらを促す経費として、スラム街には安価な弾が不自然なほどに供給されている。

　そしてそれらの弾は都市に対して全く脅威にならない。その程度の銃弾では、力場装甲フォースフィールドアーマーを搭載した都市側の装備の防御を貫くことは絶対に出来ないからだ。嵐のように浴びても掠かすり傷一つ負うことはない。

　ある意味でスラム街はその絶対的な戦力差のおかげで都市から存在を許されている。いつでも灰かい燼じんに変えられるからこそ、そこの住人達が武装していることを、その武力を許されていた。

　対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾が１発５００万オーラムもするのは、それらの弾をスラム街に流通させない為でもある。安価で流通させてしまえばスラム街の徒党が対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾で武装し、都市の部隊に抗あらがえるようになってしまうからだ。

　しかしその価格設定のままでは、力場装甲フォースフィールドアーマー機能を持つモンスターなどと戦う高ランクハンターも流石に十分な弾薬を得られない。そこでハンターオフィスが弾薬費を支援する形で、対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾などの高額な弾丸を安価で手に入れられるようにしていた。

　これはその優遇処置によりハンターランクの価値を高めることで、それを与えるハンターオフィスの力も高める為でもある。ハンターオフィスに刃向かうような者はハンターランクを上げられず、いつまで経っても安く弱い弾で戦う羽目になる。

　この支援を受けられるのがハンターランク50からとなっているのは、そこまでランクを上げたハンターならば都市とも折り合いをつけられる者が大半で、都市の敵に回る恐れが低いからだ。

　またその辺りのハンターランクの者であれば、対アンチ力場装甲フォースフィールドアーマー弾が無くとも他の武装で何とか出来る実力者であることが多いので、対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の所有を制限する意味が薄いからでもある。

　尚、支援を得られる基準は都市ごとに異なっている。クガマヤマ都市の周辺ではランク50となっているだけで、さほど強くはないが力場装甲フォースフィールドアーマー機能を保持するモンスターだらけの地域などでは、その環境に応じて基準を引き下げたり、別の環境では逆に上げたりもしている。

　アキラはそれらの話を興味深く聞いていた。

「そういう仕組みになってるのか。それでキャロルはそのランク50のやつから分けてもらったってことか」

「そういうこと。もう少し付け加えると、そっちの入手方法にも一応制限があるのよ？」

　５００オーラムで買った対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾をそこらのハンターに５万オーラムで売って儲けるような真似をすると、最悪の場合ハンターオフィスに目をつけられて賞金を懸けられる。

　また譲渡もチームの者に分ける程度に留めておかないと、注意や警告を挟んでから処罰を受ける羽目になる。そこが無制限では強力な弾の流通を価格の調整で制限しても意味が無いからだ。

　もっとも友人に多めに渡すぐらいであれば、高ランクハンターの特権として黙認されている。その利害関係は高ランクハンターをトップとした集団の形成を促すからだ。ハンターの集団が組織化されるのは、ハンターの管理の面でもハンターオフィスにとって都合が良いので見逃されている。

「そういう理由もあって、そう簡単には手に入らないのよ？」

「へー。キャロルは高ランクハンターがいるチームに入ってるのか」

「いいえ。別にどこかのチームに所属してる訳じゃないわ」

「えっ？　じゃあどうやって？」

「その辺はやりようがあるのよ。一応言っておくと、アキラには無理な方法よ？」

　アキラは不思議に思ったが、妖艶に笑ったキャロルの様子から何となく察した。

　実際にキャロルは副業の伝でそれらの弾を得ていた。高ランクハンターと一時的にチームを組んで、銃弾を分けてもらってから解散するだけの簡単な手口だが、ハンターオフィスもそのような細かいところまでは調べないので、貰った弾を大量に転売するなどしなければ問題は無かった。

「ねえアキラ。私と組まない？」

「何だ急に」

「さっきも言った通り、仲間内で分けるぐらいなら問題無いのよ。私と組めば、アキラも対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾とかを気軽に使えるようになるわ。どう？」

「俺と組んでキャロルに何の得があるんだ？」

「何言ってるのよ。アキラぐらい強くて信頼できるハンターと組めるのよ？　得しかないと思うけど」

「ランク50のハンターと伝があるのに？　そっちと組めば良いんじゃないか？」

「副業の伝とハンター稼業の伝は別よ。そこまで高ランクのハンターが、私をハンターとして真面に相手すると思う？」

「あー、そういうことか」

「それに私はアキラが良いの。強いかどうかと、信頼できるかどうかは別よ。アキラは私をちゃんと護ってくれた。だから誘ってるのよ」

「……、そうか」

　アキラは少し真面目な顔をキャロルに向けた。

「悪いな。断る」

　流石にキャロルも表情を曇らせる。

「かなり良い話を持ち掛けたつもりなんだけど、私がそんなに信じられない？」

「いや、そういう話じゃない。俺は一人で動くのが性に合ってるんだ」

「エレナ達とは一緒に依頼を受けたのに？」

「稼ぎの良い依頼に誘われれば、状況次第で受けるぐらいはするよ。でも基本一人で動いてるんだ。ミハゾノ街遺跡の工場区画でキャロルに初めて会った時も俺は一人だっただろう？　そういうことだ。悪いな」

　少しすまなそうな顔のアキラを見て、キャロルも自分への不信や不満で断られたのではないと理解した。軽く笑って空気を和らげる。

「色気で誘っても駄目。戦力の支援でも駄目。食い気の方は自分で払うようになっちゃった。手詰まりね。全く、ここまで手強い人は初めてだわ」

　アキラも調子を合わせて軽く笑う。

「世界は広いんだ。そういうやつもいるさ」

「仕方無いわね。それなら、せめてここを出るまでは付き合ってちょうだい。食べ終わったからって、とっとと出ていこうとしないでよ？　それぐらいは良いでしょう？」

「分かったよ」

　軽く笑い合ったアキラ達はそのまま食事と談笑を続けていく。傍はた目めからはデートと呼んで差し支え無い光景がそこにあった。

　歓談が続き、今度は遺跡の話題になった。アキラがキャロルの話を興味深く聞いている。

「へー。遺跡って空にもあるんだ」

「ええ。旧世界の浮遊要塞とか、巨大な航空機とか、東部の空にはいろいろ浮かんでるらしいわ」

　東部には雲一つ無い快晴の空にもかかわらず、地上を巨大な影が覆い、見上げても何も見えない時がある。それは迷彩状態で空を飛ぶ巨大な何かの影だと言われている。

　また、その時に色無しの霧の濃度が急激に高まった場合、それはその何かが色無しの霧を散布しているからだとも言われていた。

「空の遺跡か。そこまで行ければ凄い遺物があるんだろうな」

「空の遺跡を目指すハンターは結構多いって聞くわ。地上の遺跡探索とは別物の難易度で、調査隊には高ランクのハンターが多数参加しているとか。やっぱりロマンみたいなものがあるのかしらね」

「ロマンか……。分かるような分からないような」

「アキラも大きくなれば分かるかもね」

「そうかな？」

「そうよ。アキラも行くなら気を付けてね。副業の客に、俺も空を目指すって言ってた人が３人ぐらいいたけど、今のところ生還者ゼロだから」

　そう言ってからかうように笑うキャロルに、アキラは苦笑を返した。

「そうだな。気を付けるよ」

　アルファから依頼されている遺跡がそんな所にあったら大変だと考えながら、何となく思う。

「でもどうやって行くんだろうな。いや、空にあるんだし、飛んでいくのは分かるんだけどさ」

「遺跡の位置が分かってるのなら、一度東部西端の飛行場まで行って、そこから飛行機で向かうのが基本らしいわ」

　アキラがかなり不思議そうな顔をする。

「……何でそんな遠回りするんだ？」

「何でって、そうしないと危ないでしょ？」

「えっ？」

　キャロルはその反応からアキラの常識不足を察すると、苦笑しながらその前提知識を補足した。

　東部のモンスターの強さには地域によって大きな違いがあるが、一応大まかな目安が存在する。

　一つは場所の東西によるもの。より東に行くほど強くなる。もう一つは場所の高度によるもの。モンスターは空にも当たり前のように棲せい息そくしており、より上空に棲すむものほど強力になる。

　そしてモンスターとの遭遇率にも大まかな目安がある。より大きなものが、より速く移動するほど、モンスターと遭遇する確率が上がるのだ。

　つまり東部の空を高速で移動すると、非常に強力なモンスターとの遭遇率を致命的に上昇させることになる。時には場違いなまでに強力なモンスターを上空から引き寄せることもある。

　東部の物資輸送で空輸がほぼ行われていないのもこの所為だ。空を飛ぶのは東部において自殺と変わらず、地上を走って運んだ方が安全であることは、その結論が出るまでに積み上がった死体の山が証明していた。

　都市の周辺では航空機の類いの使用が大抵禁止されている。無許可で使用した場合、強力なモンスターを都市に引き寄せようとしていると判断され、都市の防衛隊などに問答無用で撃ち落とされることもある。

　また、地上から真上に飛んで空の遺跡を目指すのは非常に危険だ。横方向に速い状態より、上方向に速い方が、その方向のモンスターとの遭遇率を上げてしまい、更に上空に棲む異常なまでに強力なモンスターと戦う羽目になる。

　ゆっくり上がるのも、強力なモンスターが棲息する空にその分だけ長時間留まることになるので同様に危険だ。

　よって空の遺跡を目指す時は、たとえ遠回りになろうとも、比較的モンスターの弱い西の空を進んで近付くのが基本となっていた。

　それらの話を興味深く聞いたアキラは、アルファに頼まれている遺跡が地上にあることを願った。

　聞いても教えてくれないと思っているので、アルファに尋ねるのはやめておいた。
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　日の落ちた繁華街でアキラがキャロルと待ち合わせをしている。昼に防壁近くの商店街で会った時とは異なり、ここは武力面での配慮は余り要らない場所なので、強化服に２挺の銃、予備の弾薬等を詰めたリュックサックと、今回はしっかり準備を調えた状態だ。

　そこにキャロルが現れる。

「待った？」

「今来たところだ。これで良いか？」

　軽い苦笑を浮かべたアキラに向けて、キャロルが満足そうに笑う。

「余計な言葉が無ければ満点だったわ。じゃあ行きましょうか」

　アキラはそのままキャロルの案内で、トメジマとの交渉場所に向かった。




　繁華街では多くの男と擦れ違ったが、キャロルに向けられる視線は荒野の時ほどではない。キャロルは旧世界風の強化服ではなく、上下一体型のボディースーツを着ていた。

　目立つ配色のファスナーが首元から下へ伸びている。それは下腹部を通り過ぎてそのまま裏側に回り、腰を上って背中を通り首まで続いている。光沢を放つ少し厚めの生地には体の線が強く出ており、起伏に富んだ造形を分かりやすく表していた。

　旧世界風の強化服に比べれば地味なデザインのボディースーツだが、着用者の体の造形の力もあって十分な艶なまめかしさを放っている。

「アキラ。この格好をどう思う？」

「ん？　うーん。何となくだけど、強化服には見えないな。防護服か？　下に強化インナーを着てるのか？」

「……、どうしてもそういう評価になるのね」

「何の話だよ」

「何でもないわ」

　実はアキラは過度に扇情的な服だと逆に萎える嗜好の持ち主ではないか。キャロルはそう考えて、昼の商店街では敢えて清楚な格好をしてみた。しかしアキラの反応は相変わらず鈍かった。

　そこで今回は程々の色気に抑えてみた。だがアキラの反応は全く変わらなかった。

（予想はしてたけど、これはもう服の趣味がどうこうって話じゃないみたいね。どうしようかしら）

　今まで籠絡してきた数多くの男達とは全く異なるアキラの態度にキャロルは内心で頭を抱えつつ、アキラが今までの者とは全く異なることを期待しながら、どこか嬉しそうに微笑んだ。

「一応言っておくと、この格好は私がアキラの相手を優先してるからでもあるのよ？　この場所で旧世界風の強化服だと、そこらの男からの誘いを断るのも大変だからね。アキラの案内を優先して控えめな格好をしてるのよ？」

「そりゃあどうも」

　軽く笑って話を流したアキラの態度に、キャロルはやれやれといった笑顔を返した。




　トメジマとの交渉場所として案内されたのは、以前にシカラベに呼び出された酒場だった。アキラが軽く顔をしかめる。

「またここか。ハンターに歳としは関係無いからって、こういう店を交渉場所にするのはどうなんだ？」

「あら、意外ね。アキラがそういうのを気にするとは思わなかったわ」

　キャロルは普通に驚いていた。アキラが軽く溜め息を吐く。

「俺がっていうか、ここはお前みたいなガキが来る場所じゃねえって、前に来た時に追い返されそうになったんだよ」

「ああ、そういうこと。それなら今日は大丈夫よ。入りましょう」

　あっさりそう答えたキャロルと一緒にアキラも酒場に入る。出入口に近いカウンターには以前にもいた酒場の主人がいて、入ってきた子供に険しい顔を向けた。

　だがキャロルに気付くと途端に慌て、たじろぎ、その顔を引きつらせる。

「酷いわね。そんな顔しなくても良いじゃない」

「な、何しに来やがった」

「単なる案内と付き添いよ。トメジマって人がいるはずなんだけど、どこ？」

「……２階の奥だ」

「ありがと。アキラ。行きましょう」

「お、おい、頼むから騒ぎを起こすんじゃねえぞ」

　焦りながらも険しい顔の店主に、キャロルが笑って返す。

「私は騒ぎなんて起こさないわ。アキラもね」

「そ、そうか……」

　店主はわずかに安堵を滲ませた。だが続けて言われた内容に、その安堵を吹き飛ばされる。

「まあ、他の人が起こした騒ぎに巻き込まれるかもしれないけど」

「おいっ!?」

「その辺は、他の人が行儀良くしてることを期待してちょうだい。じゃあね。アキラ。こっちよ」

　キャロルの後に続いたアキラが何となく振り返る。店主は非常に心配そうな顔をしていた。アキラのことを気にする余裕など、どこにも無い顔だった。

「キャロル。前に何かあったのか？」

「副業絡みのいざこざでちょっとね。私は悪くないわ」

「あの店主、そういう態度には見えなかったぞ？」

「アキラだって前にここで何かあったらしいけど、アキラは悪くなかったんでしょう？　同じよ。同じ」

　そう言われるとアキラも言い返せず、まあ良いかと気を切り替えて、キャロルと一緒に２階に上がっていく。

　そのアキラ達の後ろ姿に、店主が不安そうな視線を向けていた。
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　トメジマは酒場の２階の奥の席で不安といらだちの両方を顔に出していた。

　近くに座っているヴィオラがその様子を見て軽く嘲るように笑う。

「もっと落ち着いたらどう？　冷静さを欠くと、纏まる交渉も纏まらないわよ？」

　そのヴィオラの態度にトメジマがいらだちを高めた。不機嫌そうに舌打ちする。

「分かってる。黙ってろ」

　そして自身のいらだちを抑えようと大きく息を吐いた。そう一応落ち着く努力をした上で、険しい声を出す。

「……同席は許可したが、絶対に余計なちょっかいを出すんじゃないぞ。何かあったら責任を取ってもらうからな」

「分かったわ。何があっても黙ってます」

　ヴィオラはからかうように笑って口を噤つぐんだ。

　そのわざとらしい態度に、トメジマは何らかの言質を与えてしまったかと不安になった。だが首を横に振り、意識を切り替える。

（落ち着け……。冷静に考えれば大した交渉じゃない。こいつが場を搔かき回まわさない限り大丈夫だ。それにあいつもここなら無茶はしないはず……）

　この酒場を交渉の場に決めたのはトメジマだ。

　敵対するスラム街の徒党の拠点に一人で乗り込み、その場にいた者を皆殺しにして壊滅させるような危険人物。アキラのことを軽く調べたトメジマは、交渉相手がそのような者だと知って震え上がった。

　この酒場は、そのアキラが殺しを躊躇した場所だ。自分には分からないが、恐らくこの店にはあのアキラさえ躊躇ためらわせる何かがあるのだろう。トメジマはそう期待していた。

（ヴィオラにもアキラが俺に危害を加えないように頼んである。質の悪い女だが、情報の正確さと取引の腕だけは確かだ。問題無い。大丈夫だ）

　トメジマは半ば自己暗示のように自身にそう言い聞かせていた。

　そこにアキラ達が現れる。トメジマは立ち上がって愛想良くアキラを迎え入れた。
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　アキラは無愛想な顔でトメジマの向かいに座った。

「それで、交渉って何だ？」

　不機嫌と呼ぶほどではないが、交渉に前向きとは思えないアキラの態度に、トメジマが気後れしないように笑う。

「あ、ああ。聞いているとは思うが、これはまあ、あの時に俺の連れが迷惑を掛けた詫わびみたいなもんで、交渉って呼ぶほど大おお袈げ裟さなものじゃ……」

「聞いてない。俺が聞いたのは、俺と交渉したいって話だけだ」

　トメジマが驚いてヴィオラを見る。ヴィオラは口を手で塞ぎながら楽しげに笑っていた。

　交渉の場を台無しにしない為にトメジマは歯を食い縛った。そして自身を落ち着かせる為に再度大きく息を吐く。

「そうか。聞いてると思ってたんだがな。まあ、あれだよ。あの時、俺の連れが騒ぎを起こしただろ？　シカラベ達にはその詫びを入れたんだが、あんたにはまだだったと思ってな」

　アキラは相あい槌づちすらせずに黙ってトメジマを見ている。

「詫びが遅れた理由だが、あの時の俺はあんたのことをシカラベが雇った追加要員ぐらいにしか思ってなかったんだ。でも実は凄いハンターらしいじゃないか。俺がそれを知ったのは最近でさ、こうやって慌てて場を設けた訳だ」

　トメジマは何とか穏便に話を進めようとしていた。

「交渉ってのは言葉の綾あやみたいなもんだ。ハンター相手にも商売してるくせに、そんな凄いハンターに迷惑掛けて詫びも入れないやつってなると、商売に差し支えるんだよ。ちゃんと詫びを入れて話を通しました。相手もそれを受け入れました。その程度の話を、ちょっと大袈裟に交渉って呼んでるだけだ」

　話を聞いてはいる、という程度の反応しか示さないアキラに、トメジマは内心で焦りを覚えつつ申し訳無さそうな態度を出していた。

「そうそう。あんたの恋人が遺物販売店を始めるんだろう？　迷惑を掛けた詫びに俺も協力するよ。開店には金が掛かるだろう？　出来る限り援助する。それで一つ、どうかな？」

「……、それだけか？」

　ここで、それだけだ、と答えていればトメジマの希望は叶かなっていた。しかしトメジマは興味の薄そうなアキラの態度を不信や不満と捉えてしまい、判断を誤った。

「わ、分かってるって」

　トメジマはそう言って札束入りの封筒を取り出してテーブルの上に置くと、その開け口から中身の１００万オーラムを見せながらアキラの前に差し出した。

「あんたにとっちゃ小銭なんだろうが、そこはまあ気持ちってことで。でも俺にとっては大金なんだ。そこを汲くんで、これであのことは忘れるっていうか、無かったことにしてくれないか？」

「……それは、あの時のことを全部無かったことにしろってことか？」

「ああ。頼むよ」

　ここでトメジマはまた間違えた。違うと言って解釈のズレを事細かに説明していれば回避できたが、アキラの認識を認める言葉を言ってしまった。

　アキラが明確に不機嫌になる。

「断る」

　そしてその一言で席を立った。

　そのまま帰ろうとするアキラを、トメジマが慌てて呼び止める。

「ちょ、ちょっと待て！　た、足りないのか!?　幾らなら……」

　アキラは一度だけ振り返った。その顔には不快感が強く表れていた。アキラの内心の滲んだ強い視線を浴びたトメジマが口を閉ざす。

「そういう話じゃねえんだよ」

　最後にそれだけ答えたアキラは、そのまま帰っていった。キャロルも笑ってアキラの後を追う。

　テーブルには固まっているトメジマと、笑いを堪えているヴィオラだけが残っていた。
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　酒場を出て不機嫌な顔のまま繁華街を歩いていくアキラに、キャロルが笑って声を掛ける。

「アキラ。どうして断ったの？　一応向こうの方が下手に出てたと思うけど」

「……、俺を殺そうとしたことを、あんなもので無かったことにされて堪たまるか」

　アキラはそう吐き捨てるように答えた。

　もっともこれはアキラの早とちりだ。トメジマはアキラにそこまで求めていない。

　俺は悪くない。俺はカドルを連れてきただけで、悪いのは勝手なことをしたカドルだ。だから全ての責任はカドルにある。俺の所為じゃない。

　でもそのカドルを連れてきたのは確かに俺なので、その点に関してだけは謝る。

　トメジマがそう半ば開き直るように答えていれば、アキラはそれを受け入れていた。

　無かったことにする。その言葉の意味がアキラとトメジマの交渉を決裂させた。トメジマは遺恨を残さないという程度の意味で言ったのだが、アキラは事態の抹消と解釈した。

　自分を殺そうとしたことを、金を積めば消せる程度の取るに足らないこととして、雑に扱われた。それがアキラを怒らせた。

「キャロル。一応確認するぞ。交渉の成否にかかわらず、情報は貰えるんだよな？」

　アキラは内心を反映した機嫌の悪い声を無意識にキャロルに向けていた。アキラもキャロルに非がないことは分かっている。だがその自覚を以もって、落ち着いて口調を整える余裕は、今のアキラには無かった。

　そのアキラに、キャロルは非常に機嫌良く笑って返した。

「勿論よ。情報屋が、交渉が成立しなかったから情報は渡さない、なんて言ってきたら、私がしっかり取り立ててあげるわ」

「そ、そうか」

　その予想外の反応にアキラが軽くたじろぐ。それは今の不機嫌な自分を思わず忘れるほどだった。

「アキラはコロンを提示されても意志を変えないんだもの。今更あんな端はした金がねで流される訳無いわよね？」

「ま、まあな」

「情報屋には早く情報を渡すように私から言っておくわ。安心して」

「あ、ああ。頼んだ」

「アキラを殺そうとしたのはカドルって人だっけ？　殺したいのなら居場所の情報とかも一緒に渡してもらえるように頼んでおこうか？」

「いや、そこまでしなくて良い。あいつに関しては見掛けたら殺そうってだけだ。こっちからわざわざ探すほど殺したいって訳じゃない」

　そもそもアキラは指摘されるまでカドルのことを忘れていた。どこかでカドルを見掛けても、その時に思い出さなければ、それで終わった話だった。

「あいつを見付けても気が乗らなきゃ放ほっとくよ。あいつを殺すかどうかは俺が決める、それだけの話だ。それを横からゴチャゴチャ言われるのが嫌だったってだけだ」

　アキラはそう自分の考えを口に出すことで、改めてそれを自覚した。それで落ち着きを取り戻し、顔から不機嫌さを消して、普段の様子に戻る。

　一方キャロルは上機嫌なままだ。冷静さを取り戻したアキラが不思議に思うほどに機嫌が良い。

「なるほど。アキラはそういう考えの持ち主なのね。良いと思うわ。アキラは一度交渉を成立させたらそれをしっかり守る。誰かから金やら何やらで促されても絶対に反ほ故ごにしない。だから安易に頷かない。そういうことでしょう？」

「うーん。まあ……、そういうことかな？」

　アキラは少し唸りながらも、どちらかといえば肯定する言葉を返した。

「そうよ」

　そうであってほしい期待を声にわずかに滲ませながらも、キャロルは表面上は何でもないことのように答えた。そして近くの自動販売機で飲み物を買うと、アキラに軽く放って渡した。

「それじゃあ今日はここまでね。スリの裏の件は私から情報屋に催促して、手に入ったらすぐにアキラに送るわ。あとそれは、トメジマとの交渉でアキラに嫌な思いをさせたことへの、私からのささやかなお詫びよ。仲介人としての分のね」

「本当にささやかだな」

　笑いながらそう冗談を言ったアキラに、キャロルが誘うように笑って返す。

「あら、お詫わびに奢るって言ったら、ちゃんと奢らせてくれるの？」

　色気は通じず、食い気の方も自分で支払うようになった。手詰まり。手強い。アキラはキャロルがそう冗談のように言っていたことを思い出した。そして頼めば色気の方でも食い気の方でも本当に奢ってくれるのだろうと思いつつ、笑って返す。

「遠慮しとく。悪いな」

「やっぱり手強いわね。じゃあアキラ、またね」

　キャロルは笑ってそう言い残し、軽く手を振って去っていった。

　アキラも家に帰る。貰った飲み物を飲みながら少し機嫌良く繁華街を歩くアキラの様子を、アルファがじっと見ていた。





◆






　酒場で頭を抱えるトメジマに向けて、ヴィオラが楽しげに笑う。

「交渉、決裂しちゃったわね。だから私に任せておけば良かったのに」

「うるせえ！　そもそもあいつが交渉内容を知らなかったってどういうことだ!?」

「交渉内容を伝えるのも交渉の内でしょう？　余計なことはするなって言ったのはあなたよ？　むしろ何の交渉かも知らされていない相手を交渉の席に着かせた私の腕前を褒めてほしいところだわ」

　トメジマがヴィオラを睨にらみ付つける。だがヴィオラの笑みは全く崩れなかった。

「それで、どうするの？　アキラと再交渉するのなら請け負うわよ？　ただ、前より状況が悪化した状態で請け負う訳だから、その分だけ貰うものは貰うけどね」

「頼むとでも思ってるのか？」

「別に良いわよ？　善意で言っただけだし、無理強いはしないわ。じゃあね」

　ヴィオラはあっさりそう言って帰っていく。

　残されたトメジマの顔は、苦く悶もんと不安で溢れていた。




　酒場を出たヴィオラはそのまま自分の事務所に向かった。繁華街の近くにある雑居ビルの中で、外の喧けん噪そうを眺めながら人を待つ。

　そして程無くして現れた来客を笑顔で迎えた。

「いらっしゃい」

　入ってきたのは上機嫌に笑うキャロルだった。





◆






　酒場の１階でシカラベはクロサワと吞んでいた。ドランカムに残った者と出ていった者ではあるが、ハンターとしても友人としても付き合いは残っている。情報交換も兼ねてゆっくり吞んでいた。

　クロサワはシカラベからミハゾノ街遺跡の工場区画でのことを聞くと、グラスを置いて難しい顔を浮かべた。

「そんなことがあったのか。それはまた、揉めそうだな」

「まあな。まあ都市と交渉するのは幹部連中の仕事だ。頑張ってもらうさ」

「それもだが、お前らの派閥争いもだよ。事務派閥の子飼いの連中がセランタルビル周辺の制圧に成功しただろ？　都市絡みの仕事だし、あの功績で事務派閥の優位はもう決まったようなもんだと思ってたんだがな」

　他人ひと事ごとのように語るクロサワの態度に、シカラベが苦笑する。

「その指揮を執ったお前が言うのかよ」

　クロサワも軽く笑って返した。

「仕事は仕事だ。私情は持ち込まねえ。お前だってそうだろ？」

「まあな」

　ハンターとしては正しい。だが互いに思うところもある。シカラベ達はグラスに残った酒を一気に吞んで空にした。そこに新しい酒を注いで気を切り替える。

「まあシカラベ、それでだ。事務連中が頑張って稼いだ功績も、お前達の功績で相殺。これで、ぐだぐだの派閥争い続行は確定だな」

「……分かってるさ」

　内部の争いが激化するほど、組織の機能不全は悪化する。シカラベがやったことはある意味でその助長だ。

　しかしそれを分かっていても、事務派閥を指揮系統の上位とした組織の再編成を受け入れられるほど、シカラベは割り切れなかった。

　ちょうどその時、酒場を出ようとするアキラとキャロルの姿がシカラベ達の視界に入った。クロサワがそのアキラを見て軽く言う。

「あいつは……。お前の話だと、あのモニカとかいうやつを倒したのはあいつだったな」

「ああ、何で倒せたのかはあいつにも分からんらしいが」

「倒したことに違いはねえさ。たとえ偶然でも、運も実力の内ってやつさ。少なくとも旧世界製の装備のやつの懐に潜って一発入れてんだ。そこは運は関係ねえよ」

　クロサワは笑ってそう言った後、少し険しい顔をした。

「しかしあいつ、そんなに強かったのか……。前に軽く会っただけとはいえ、全然気が付かなかった。あいつとは別の件もあったし、俺の勘も鈍ってきてるのか？　気を付けねえと」

「ん？　何かあったのか？」

「ああ、ミハゾノ街遺跡の市街区画の作戦で、あのカツヤってやつの部隊を指揮したんだが……」

　シカラベが不機嫌そうに口を挟む。

「そいつの話はよせよ。酒が不味まずくなるだろ？」

「そう言うなって。お前が最近ちょくちょく話題に出してる勘の話でもあるんだ。聞いとけよ」

　シカラベもそう言われると嫌だとは言えなかった。興味が湧いたこともあって、グラスの酒を一口吞んで聞く体勢に入る。

「お前はあのアキラってやつの実力を見抜けずに勘が鈍ったって言ってるが、そんなのはまあ、世の中にはそんなやつもいるさってだけの話だろ？　要はそいつ個人の話だ」

　それだけの話にするには度が過ぎているので、自身の勘を疑う羽目になっている。シカラベはそう思ったが、今は口には出さずに話を聞く。

「だがカツヤの場合は違うんだよ。あれはどう考えても、個人の範疇を超えてる。変だ」

　クロサワは険しい表情でその詳細を話し始めた。

　シカラベは自分がアキラの実力を見誤ったこと、自身の勘が相手をその実力からは考えられないほどに弱そうに捉えてしまうことで、自身の勘を疑った。

　カツヤに対してクロサワはアキラとは逆の印象を持った。しかし弱そうに見える訳ではないので、実際の実力との差異はアキラと比較すれば少ない。また、実際にカツヤが高い実力を持っていることもあって、将来の伸びを少々強めに評価しているとも考えられる。

　そこまではクロサワも、カツヤのことをアキラと同様に、世の中にはそのような者もいる、で片付けることが出来た。

　だがカツヤには、その個人の範疇では片付けられない別の要素があった。カツヤが率いる一部の部隊の連携練度が異常なほどに高いのだ。

　別に部隊の実力そのものが高い訳ではない。部隊員の個々の動きにもまだまだ拙いところが多い。

　しかし部隊全体の連携、各自がタイミングを合わせて突入する動きの精度などだけが、不可解に思えるほどに高水準だったのだ。

「……シカラベにいちいち説明することじゃねえが、精密な部隊行動ってのは指揮者の能力だけじゃ駄目だ。指示を受ける側の実力も絶対に必要になる。指揮者がどんなに的確な指示を出しても、指示される側が間抜けじゃ真面な連携なんて出来ねえ」

　クロサワがそこまで言って頭を抱える。

「百歩譲って、カツヤには異常なまでの指揮の才能があって、俺がそれを見抜けなかった間抜けだとしても、部隊単位で見誤るなんて有り得ねえよ。どうなってんだ……。勘が鈍ったなんて話じゃなくなってるぞ……。クソッ」

　自分の口で事態を説明したことで、その深刻さを改めて認識したクロサワは険しい表情を浮かべていた。

　有能な指揮者には、自身が指示を出す者達の実力を見抜き、把握する能力も必要だ。自分はそれを持っている。クロサワは今までそう思っていたのだが、このカツヤの一件で、今はその自信が揺らいでいた。

「シカラベ。何かその理由に心当たりはないか？　お前はカツヤの引率役っていうか、指導役だったんだろ？」

「そう言われてもな。俺はあいつに部隊の指揮なんてさせなかったし……、まあ、数名のチームの指揮ぐらいはやらせたが、その程度じゃ比較には……」

「何でも良いから何か無いか？　外部のやつには言えない何かとかさ」

「それを俺が知ってたとして、もう外部の人間のお前に内部情報を渡すのは限度があるぞ？」

「別に事細かに教えろとは言わねえよ。カツヤ達の連携の異常な精度には何らかの理由がある。それだけ分かれば十分だ」

　少し必死にも見えるクロサワの態度に、シカラベも唸りながら考えてみた。

「……そうだな。確か連中の装備は最近一新されたはずだ。事務連中が交渉して、どこかの企業の、まだ開発中の強化服を支給してもらったらしい。機領の総合支援強化服……だったかな？　それが理由じゃねえか？」

「総合支援強化服か……。確かに部隊行動用に調整すれば多少は動きも良くなるだろうが、そこまでの効果があるものか？　俺も指揮官として部隊の装備の資料は見たが、部隊の連携についていけなくて足を引っ張っていたやつもいたし……」

「だから、そこが外部には教えられない情報ってことだよ。多分、強化服の支給は商品モニターを兼ねてるんだろう。我が社の強化服を使えばガキ連中でもここまで戦えますって宣伝したい訳だ」

　それは思い付き程度の推察だったのだが、シカラベも自分で言って有り得ると思い、話を続けていく。

「お前に見せた装備の資料には大分低めの数値を載せて、実際には特注品の次世代装備を貸し出してるんじゃねえか？　足を引っ張ってるやつは、まあ、流石に特注品を全員分揃えるのは無理だったんで、足りない分は旧式っていうか、資料通りの性能の装備を渡されたんだろう」

「なるほど……。そういうことか……」

　とにかく理由を欲しがっていたクロサワは、シカラベの説明を同じく十分有り得る話だと思って受け入れていた。

「格段に高性能な支援付きの強化服、加えて連携の邪魔になる人員の除去、その相乗効果ってことか？　それなら分からないでもない……、か？」

「ん？　人員の除去って何だ？」

「ああ、カツヤ達の指揮を引き受けるってことで、そいつらの戦歴とかが載ってるドランカムの内部資料を見たんだが、その戦闘記録に、どう見ても死なせる気だろっていう恣意的な人員配置の痕跡があったんだ」

　ドランカムの過合成スネーク戦の資料を閲覧したクロサワは、作戦前にカツヤと揉めたリリーという少女の配置が急きゅう遽きょ変更された記録を見付けた。

　その後リリーは過合成スネークに対して危険な突撃を行って死亡している。そしてその起因となった配置変更は、現地にいた事務派閥の幹部によって実施されていた。更に同様の配置換えが他にも幾つか見付かった。

　カツヤに逆らって部隊連携を乱すやつを前線に配置。成果をそそのかして突撃させる。成功すればカツヤの功績。失敗すればその失態を理由にして、カツヤを介して若手連中を掌握するのに邪魔な人間を排除できる。そんなところだろうと、クロサワは軽く語った。

　シカラベも流石に顔をしかめる。

「あいつら、そんなことまでやってたのか？」

「記録を見る限りは、カツヤの指示を聞かずに突っ込んだやつらが死んだ後に、部隊全体の連携が明確に向上してたからな。まあ、効果的な手段ではあったんだろう」

「そういう問題かよ。第一、あれは下手をすれば部隊が壊滅してたって聞いたぞ？　その被害を許容してでも邪魔なやつを排除したかったって言いたいのか？」

　その場合、壊滅するのは事務派閥の武力面での主力であるカツヤ達の部隊全体だ。だからそれは流石に無理がある。シカラベはそう思った。

　だがクロサワにあっさりと答えられる。

「そこまでの被害が出るとは思ってなかっただけじゃないか？　ろくに荒野にも出ずに安全な都市の中であーだこーだ言ってる連中だぞ？　戦闘の恐怖や高揚による判断ミスを甘く見たんだろうな」

　シカラベが黙る。それは無い、とは言えなかった。

　クロサワが少し真面目な態度を取る。

「俺は組織の都合で死ぬのは御免だ。だからドランカムを抜けた。あのままだと、いずれそうなりそうだったからだ。……シカラベ。気を付けろよ？　派閥争いだって、組織の都合に変わりはねえんだぞ？」

「……、分かってるさ」

　胸中を語る少しの間の沈黙を置いて、シカラベ達はグラスになみなみと注いだ酒を吞み干した。そして大きく息を吐き、軽く笑って意識を切り替える。

「クロサワ。話は変わるんだが、メイド服風の戦闘服ってお前的には有りなのか？」

「何だ急に。メイド服風の戦闘服？」

「いや、お前はそういうのに変な拘こだわりがあっただろ？　俺がミハゾノ街遺跡の工場区画で戦った時に、同行者にメイド服を着てるやつがいたんだよ。で、どうなんだ？」

「無しだな。そういうのは本職の人間から漂う雰囲気とか、総合的なものが重要なんだ。どうせ旧世界製のメイド服を戦闘服代わりにしてるだけだろ？　そういうのは分かってないやつがやること……」

「いや、多分だが本職なんじゃないか？　レイナってやつの付き人らしいが、詳しいことは俺も知らん。形式上はドランカム所属のハンターってことになってる」

「ドランカムにメイド服を着てるやつが１人いるって話は知ってたが……、そいつ、本職だったのか？　一概には信じられんが……」

「１人じゃない。２人だ。まあ、本職っぽいのはその内の１人だが……」

「２人？　そんなやつがドランカムに２人もいるのか？　おい、俺が出ていってからドランカムに何があったんだよ……」

「いろいろだ」

「いろいろって、お前な、そこを詳しく……」

　意図的に馬鹿な話題を持ち出したシカラベは、そのまま息を合わせて友人との酒を楽しんだ。

　尚、予想以上の食い付きを見せたクロサワの様子に話題を間違えたと思ったが、そこは後の祭りだった。
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　アキラはスリの裏の件の情報を受け取りに家を出ようとしていた。キャロルから伝えられた受取場所を少々妙に思いながらも、トメジマとの交渉を決裂させて受け取ることもあって深くは聞かなかった。

　しかし場所が場所なので一応しっかり準備を整える。強化服を着用し、２挺の銃を身に着ける。予備の弾薬もリュックサックに詰めて荒野仕様車両に積み込んだ。そして車庫から出ようとすると、シェリルから連絡が入る。

「シェリルか。どうした？　拠点に顔を出してほしいって話なら、今からちょっと用事があるから無理なんだけど」

「あ、そうなんですか？　いえ、遺物販売店の件でシジマと交渉するので、アキラに付き添っていただけないかと思ったのですが、用事があるのでしたらまた今度にします」

　シェリル達は以前にシジマの徒党と揉めたことがあったが、その時の交渉で一応協力関係を結ぶことが出来ていた。また、アキラがヤザンの徒党を壊滅させた時にその縄張りをシジマに売るなどして、徒党間の関係を深めている。

　シェリル達の徒党は結成時に比べて随分大きくなったが、それでもスラム街で遺物販売店を自力で経営できるほどの力は持っていない。アキラが拠点に常駐してくれるのであれば話は別だが、それが無理なことはシェリルもよく分かっていた。

　そこでシジマの徒党に協力を求めることにした。しかし普通に頼んでも、徒党の力関係で足下を見られるのは間違いない。

　だがその交渉の場にアキラがいれば別だ。隣で黙って座っていてもらうだけでも十分な圧力になる。シェリルはそれを頼もうと思ってアキラに連絡したのだが、用事があるのならば仕方が無いと諦めた。

　しかしアキラから意外な返事が返ってくる。

「ああ、それなら大丈夫だ。俺もシジマに用があるんだ。ついでに一緒に送ってくよ」

「ありがとうございます。……でもアキラがシジマに用があるんですか？」

「ああ、ちょっとな」

　アキラがキャロルから指定された情報の受取場所は、シジマの拠点だった。





◆






　シジマが自身の拠点で通話相手に怒鳴り散らしている。

「ヴィオラ！　どういうことだ!?　あの件をアキラが知っただと!?　どうなってる！」

「うるさいわね。貴重な情報を提供してあげた恩人に向かって、その態度はどうなの？」

　ヴィオラの戯おどけたような声が、シジマの顔に追加の怒気を注ぎ込む。しかしそれでも、その表情の大半は焦りで歪ゆがんでいた。

「ふざけるな！　そもそもあれは大分前に止めたはずだ！　何で今更……」

「直接指示を出したんじゃなくて、噂うわさを流して促したんだもの。流すのを止めたって、出回った話まで消える訳じゃないわ」

「……だとしても、俺が裏にいたなんってアキラがどうやって知るって言うんだ？　……まさか、テメエが漏らしたんじゃねえだろうな？」

「半分合ってるわ。厳密にはこれから漏らすの」

「何だと!?」

　余りの返事にシジマの顔が驚きに染まった。その顔が激怒に満ちる前に、ヴィオラの話が続く。

「私にも守秘義務があるから詳しいことは言えないんだけど、ある人がアキラとある交渉をした結果、そういうことになったのよ。私も事情があってね。ごめんなさい」

　気は進まなかったが、その誰かに逆らえず仕方が無かった。暗にそう言っているヴィオラの返事から、シジマは激情するのをギリギリで抑えた。

「……お前にどんな事情があろうが、それで俺がお前をただで済ますと思ってるのか？」

「思ってないわ」

　予想通りの返事に、シジマが落ち着きと余裕を取り戻す。自分にわざわざ連絡してきたのだ。事態を穏便に済ませる手段も用意してあるのだろう。思った通りだった。そう安堵する。

「そうか。それで、どうするつもりなんだ？」

「さっきも言った通り、詳しいことをアキラに話すのはこれからなの。それでね？　その情報の受け渡し場所を、あなたの拠点にしたの」

「何？」

「あなたがただで済ましてくれないのなら、私はアキラがそこに着いた途端、アキラに連絡を入れていろいろ言ってしまうわ。それであなた達はお終しまい。30億オーラムの賞金首を実質４人で倒したハンター相手にあなた達がどこまでやれるのか、楽しませてちょうだい」

　余りの内容にシジマは絶句した。その後で、何とか言葉を絞り出す。

「30億……だと？　何の話だ！　あの賞金首騒ぎの最高額が30億オーラムだが、あの討伐にアキラは関わってねえはずだし、そもそも都市のハンター徒党総出で倒したはずだ！　それが実質４人？　アキラがその内の１人？　ふざけたことを抜かすな！」

「それとは別件よ。最近ミハゾノ街遺跡で新たな賞金首が出たの」

「それが本当なら、そこらで絶対話題になってるはずだ。俺が知らねえってことは有り得ねえ」

「まだ公表前の情報だからね。送ってあげるわ。サービスよ」

　送信されてきた資料を見たシジマの顔が著しく険しく歪む。それはモニカの件に関する資料の抜粋で、都市の内部情報であり、ヴィオラの話を裏付けるものだった。

「ヴィオラ……、テメエ、アキラを利用して俺達を潰す気か？　誰に頼まれた？」

　そのシジマの声には焦りが多分に滲んでいた。それに対して、ヴィオラの楽しげな声が返ってくる。

「早はや合が点てんは良くないわ。言ったでしょう？　あなたがただで済ましてくれないのなら……ってね」

「……何が言いたい」

「ただで済ましてくれるのなら、私が今からそっちに行って、アキラにちゃんと説明してあげるわ。穏便に済むようにね」

「……どうやってだ？」

「あなたの所為でアキラがスリに狙われたのは確かよ。でもアキラを明確に狙ってのものか、それともその気は無かったけど巻き込んでしまっただけなのかには、解釈の余地があるとは思わない？」

　シジマが険しい顔で悩む。ヴィオラの話が事実であれば、断れば自分達は破滅する。それはシジマも分かっている。

　だがそう思わされているだけの可能性も十分にあった。不安を煽あおり、真に受けさせて、自分の都合の良いように相手を操る。ヴィオラがその手のことを平然と行う質の悪い女であることは、シジマもよく知っていた。

　しかしその逆の恐れも十分にあった。

　断れば破滅する話を敢えて信しん憑ぴょう性に欠けるように話し、疑わせて、断らせて、破滅させる。

　そして、だから言ったのに、とほくそ笑み、言い触らし、自分の話を断った愚か者の実例にして、他の者に自分の話を断らせないように仕向ける。

　そのような真似も同じく平然と行う非常に質の悪い女であることも、シジマはよく知っていた。

　迷い続けるシジマに、ヴィオラから煽るような楽しげな声が掛けられる。

「それで、どう？」

　その煽りが話を受けさせる為のものなのか、断らせる為のものなのか、シジマには分からない。ただそのどちらであっても、ヴィオラが楽しんでいることだけは分かった。それがシジマの表情を更に歪めさせた。

　そこに部下からシジマに連絡が入る。

「ボス。シェリルとアキラが来ました。どっちもボスに用があると言ってますが、どうします？」

　思わず硬直してしまったシジマに、ヴィオラの残念そうな声が届く。

「あら、時間切れみたいね。それじゃあ、さようなら」

「待て！」

　思わずそう叫んでしまった声が、そのままシジマの決断となった。無言を返す通信の向こう側でヴィオラがほくそ笑んでいるような気がしたが、既にシジマにはどうしようも無かった。
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　シジマの部下に拠点の応接間まで通されたアキラは、シェリルと一緒にそこで待たされていた。

「遅いな……」

「連絡も無しに押し掛けたみたいですからね。仕方が無いと思います」

「それはそうだけど……」

　シェリルはアキラがシジマに用事があると言っていたので、シジマには既に話が通っていると思っていた。アキラは情報の受取場所にシジマの拠点を指定されたことで、同じく話が通っていると思っていた。

　しかしどうやら違ったようだ、と二人が気付いたのは、門番の男の態度を見てからだった。

　シェリルが長椅子にアキラと一緒に座りながら、横目でアキラを見て思う。

（連絡無しに押し掛けても門前払いにはならない。悪くない待遇だけど、私一人だったら多分追い返されてたわね）

　同じ部屋に通され、同じ長椅子に座っているが、立場の差は余りにも大きい。手を伸ばせば届く距離を酷く遠く感じてしまう。

　それを自覚してしまうと、アキラがどんどん遠くなり、もう追い付けなくなってしまう気がして、シェリルは焦るよりも少し憂鬱になった。６億オーラム稼いできたと先日あっさり言われたことも、その気持ちに拍車を掛けていた。

　シェリルが無意識にアキラに手を伸ばす。その手がアキラに届く前に、アキラがそれに気付いた。

「シェリル。どうした？」

「あ……、いえ……」

　思わず手を止めてしまったシェリルは、そのまま手を戻した。

「……何でもないです」

　手を伸ばせば触れられる距離にいる者に、シェリルは触れることが出来なかった。

「そうか」

　他者の機微に疎いアキラは、それだけを返した。

　無駄に落ち込んでも仕方が無いと、シェリルが敢えて明るく笑う。

「そういえば、アキラの用事って何だったんですか？」

「ああ、前にスリに狙われた話をしただろう？　あの件の情報をここで貰えるって話だったんだ」

「スリの情報？　あの話って、何か追加の情報が必要な話だったんですか？」

「いや、実はあの件には裏がある、みたいな話をちょっと聞いてさ……」

　それを聞いたシェリルが不思議そうな顔で詳しい話を聞こうとした時、シジマが部屋に入ってくる。

「待たせたな」

　そしてアキラ達の正面に座り、スリの話題で話が弾みそうなアキラ達の雑談を無理矢理止めた。




　アキラ達の向かいに座ったシジマは、徒党のボスの威厳を出しながら、アキラ達の格好をさりげ無く確認した。

（強化服に銃が２挺。改造済みのＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃か……。俺の調べだと、こいつはＣＷＨ対物突撃銃とＤＶＴＳミニガンも持っていたはずだ。車にも積んでなかったのは確認した。こいつにしては軽めの武装と考えて良いだろう。……ってことは、戦意は、薄いか？）

　既にヴィオラにいろいろ吹き込まれて戦闘前提で来た訳ではなさそうだと、シジマはアキラに関してはひとまず良しとした。

（こっちは……、確か旧世界製の服を素材にした仕立て服だったか。単に一張羅として着てるんならそれで良いんだが、素材が旧世界製だけあって並の防護服より頑丈で、そこらの銃弾ぐらい弾くらしいな。銃撃戦前提でここに来たのならまずいが……）

　不安要素はあるが下手に探って藪蛇になってはより悪いと、シジマはシェリルに関してもひとまず置いた。愛想良く話を始める。

「さてシェリル。お互い徒党のボスなんだ。そっちの用事から済ませよう。今日は何の用だ？」

「既にご存じかもしれませんが、私達は遺物販売店の開店を計画しています。シジマさん達にもその協力をお願いできればと思いまして、少しお時間を頂ければと」

「分かった。じゃあ早速話を……」

　シジマはそのままシェリルと話を続けようとしたが、それをシェリルに遮られる。

「いえ、先にアキラの用事の方をお願いします」

　シジマが笑顔を硬くする。ヴィオラの到着までシェリルと話して時間を稼いでおきたかったからだ。

（お前に話を振ったことから察しろよ。いや、察した上でアキラを優先したのか？　クソッ）

　促されたアキラは、シジマの様子を少し怪訝に思いながらも話に入る。

「俺はここである情報を受け取ることになってるんだが……、聞いてないのか？」

「……いや、こっちも把握してる」

「じゃあ渡してくれ」

「まあ待てって。そんな急ぐことでもねえだろ？」

　そのシジマの態度に、アキラも流石に不審に思い始めた。

「……なあ、そうやって説明も無しに時間を稼がれると、俺も不安になってくるんだけど……」

　疑念から不審に、不審から警戒に、そして警戒から敵対に。シジマを見るアキラの目が徐々に変わり始めていく。

　元々スリの件の裏事情という心地好い話ではない事柄でのこともあって、キャロルから伝えられたという分の信用はそろそろ尽きかけていた。

　それを徒党のボスの嗅覚で察したシジマが内心で焦り始める。

「落ち着けよ。お前もそこらのチンピラじゃねえんだ。少し大人しくしてれば何の問題も無く手に入る情報を、無駄に揉めて不意にするなんて馬鹿らしいだろ？」

　シジマはそう言って軽くアキラを窘めた。

　だがアキラはスラム街の路地裏で培われた被害妄想にも似た思考、全ての交渉事は自分を陥れる為にある、という考えがまだ完全には薄れていない所為で、短慮な面が強い。話を切り上げに入る。

「その時は情報を諦めて、スリの件の裏にいたのはお前だってことにして、終わりにする」

　アキラはそれを別に脅しの意味で言った訳ではなかった。

　だがシジマにとっては十分に脅しとなった。余裕の仮面に小さなひびが入り、そこから内心の焦りがわずかに漏れる。しかもそれをアキラに気付かれた。

「……そうなのか？」

　アキラの目が、敵を見る目に変わり始める。それに気付いたシジマは内心で焦りを強めながらも、全てをごまかす為に態度を取り繕った。あからさまに大きな溜め息を吐き、非常に面倒そうな表情をありありと浮かべる。

「お前がそういう態度だから、ちょっとした説明にも複雑な手順が必要なんだよ。……詳細を知ってる情報屋が説明しにもう少しでここに来る。それまで待ってろ」

「何でわざわざここで話すんだ？」

「お前と別の場所で会ったり、詳しい説明も無しに情報だけ渡したりしたら、短慮を起こしたお前に殺されるとでも思ってるんじゃねえか？」

　そう言われるとアキラも言い返せなかった。少し意気を落としたアキラに、シジマが畳み掛ける。

「知ってるぞ？　お前は酒場でカドルってやつと揉めて騒ぎを起こしたし、今もそいつを殺そうって狙ってるんだろう？　そんなやつ相手にデリケートな情報を渡すんだ。用心して当然だろうが」

「…………、分かったよ。大人しく待ってる。先にシェリルと話してくれ」

　アキラは軽く息を吐いて普段の雰囲気に戻った。シジマもこっそり安堵の息を吐く。

「よし。シェリル。話の続きだ」

「……、分かりました」

　シェリルはシジマの焦りと安堵に気付いていたが、藪蛇にならないように下手に口出しするのはやめておくことにした。

「それで遺物販売店だが……」

　シジマはアキラの様子を気にしながらシェリルと話しつつ、なかなか現れないヴィオラに内心で愚痴を吐いていた。
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　ヴィオラはシジマの拠点のすぐ近くにある建物の部屋で、のんびりとお茶を啜すすっていた。

　一緒にいるキャロルが少し不思議そうな顔をする。

「ヴィオラ。行かなくて良いの？　待たせてるんでしょう？」

「良いのよ。あと10分ぐらい待って、あそこで殺し合いが起こっていなかったら行きましょう」

「相変わらず良い性格してるわね」

　キャロルの楽しげな苦笑に、ヴィオラも笑って返す。

「その辺はお互い様でしょう？」

「否定はしないわ」

　ヴィオラ達は顔に悪女と書いてあるような笑顔を互いに向け合った。そして10分後、シジマの拠点から銃声などが聞こえないことを確認してから部屋を出た。
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　シジマの部下からヴィオラ達の来訪がアキラ達に告げられる。シジマは安堵といらだちの両方が滲んだ顔で、ヴィオラ達を連れてくるように部下に指示を出した。

　応接間にヴィオラと一緒に入ってきたキャロルを見てアキラが少し驚く。それに気付いたシジマが顔を険しくした。

「アキラ。こいつらを知ってるのか？」

「ああ。キャロルとはミハゾノ街遺跡で一緒にハンター稼業をやってたんだ。もう一人の方は、前に一回会ったことがあるだけだ」

「……、そうか」

　実は裏でアキラがヴィオラと組んでいるのではないか。シジマは一瞬そう疑ったが、アキラはその手の策謀が出来るような者ではないと考え直した。

「そいつはヴィオラだ。情報屋で非常に質の悪い女だが……、今のところは生かしておく価値があると思われてるからまだ生きている。そういうやつだ」

「あら酷い。用済みになったら殺されちゃうの？」

　ヴィオラは軽い冗談のように笑ってそう答えたが、シジマは本気の目を返した。

「怖い怖い。それなら、生かしておく価値があると思われるように、しっかり仕事をしましょうかね」

　ヴィオラがシジマの隣に座る。キャロルはそのヴィオラ達が座る長椅子の後ろに立つと、今日はこちら側とでも言うようにアキラへ向けて軽く手を振った。

「さて、初めまして、ではないけれど、改めまして、私はヴィオラよ。よろしく」

「アキラだ。それで、スリの件の裏ってのは何なんだ？」

「簡単に説明するとね。あなたの偽物を釣ろうとしたら、本物を釣ろうとした馬鹿が出たってだけなのよ」

「は？」

　余りに予想外の内容に困惑するアキラに、ヴィオラは楽しげに微笑みながらその詳細を話し始めた。




　劣悪な治安状態のスラム街だが、多くの者が暮らしている以上、完全に無秩序ということはない。その秩序を生み出しているものは、派手な騒ぎを起こせばそこを縄張りにする徒党を敵に回すという抑止力だ。

　少し前にその派手な騒ぎを起こした者が出た。スラム街の路地裏とはいえ、対モンスター用の銃を乱射しながら下位区画に向かった者がいたのだ。

　そのような真似をすれば、問題はスラム街の範疇では済まない恐れがある。下手をすれば下位区画の警備を敵に回す。最悪の場合、都市がスラム街を焼却する口実になりかねない。それほどの暴挙だ。

　シジマや近隣の徒党のボス達は、当然ながらその騒ぎを起こした者を探した。そしてその者がアキラ、らしいというところまでは摑んだ。

　そこでシジマが口を挟む。

「らしいってのは、そいつがガキのハンター相手にすごすご引き下がったって話が出たからだ。俺の部下を殺して、その死体を引き摺って拠点まで乗り込んでくるようなやつが、そんなんで引き下がる訳ねえじゃねえか。偽物だ」

　いや、俺がやった、とは流石にアキラも言い難にくかった。黙って話の続きを聞く。

　アキラの偽物が出現したこと自体は、シジマも別に不思議には思わない。弱い子供がアキラの振りをして大人の脅迫から逃れたり、或いは逆に脅して金を巻き上げたりと、理由は幾らでも思い付く。その程度のことなど騙された馬鹿が悪いとして、いちいち調査などしない。

　だが今回はそれでは済まない。アキラの偽物にここまでの騒ぎを自分達の縄張りで起こされたとなれば、シジマも対処が必要だ。自分達とアキラを敵対させる為の工作の恐れもある。その点を含めての調査が必要だった。

　しかし調査といっても、アキラと同じ年頃の子供などスラム街に幾らでもいる。実行犯など、そう簡単には見付からない。そこでシジマは似たような事例を敢えて行うことにした。

　誰かの工作であれば同様の騒ぎを起こす恐れもある。それに乗り、情報を流してスリにアキラの偽物を狙わせ、逃げるスリを追わせて、逆に捕まえる。そしてまた銃を乱射するようであれば、以前の騒ぎの実行犯として潰す。

　捕まえたのが別の模倣者や以前の件とは無関係な偽物であっても、自分達の縄張りで騒ぎを起こした者の末路という見せしめには十分だ。ちゃんと対処したという姿を他の者に見せれば面目は立つ。

　そしてそのスリがアキラの偽物ではなく、アキラ本人を狙ってしまった。それが今回の件の裏だ。ヴィオラはそう説明を締しめ括くくった。

　話を聞き終えたアキラが軽く唸ってシジマを見る。

「要は、あのスリの裏にはシジマがいたんだけど、別に俺を狙った訳じゃないってことか？」

「まあそういうことだ。お前を巻き込んだのは悪かったが、そんな馬鹿が出るとは思わねえだろう。お前に手を出したらまずいってことぐらい、財布に手が届くまで近付けば流石に分かるだろうが。全く……」

　いや、そんなことはない、とは流石にアキラも言い難かった。代わりに別のことを尋ねる。

「その程度のことなら普通に話せば良かったんじゃないか？」

「俺の拠点に死体を引き摺って乗り込んだり、話がちょっとスムーズに進まなかっただけで、情報は諦めて全部お前の所為にして終わりにするなんてことを言い出したりするやつにか？」

　アキラが黙って目を逸らす。雄弁な返答だった。

　シジマが溜め息を吐く。

「前にも似たようなことを言ったはずだが、話の結論は同じでも、経緯をしっかり聞くことで全体の印象は変わるもんだ。お前はもう少し人の話をゆっくり聞いた方が良い」

「……気を付けるよ」

　溜め息を吐くアキラを見て、ヴィオラが楽しげに笑っていた。
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　用事を済ませたアキラと、取り敢えずの話を終えたシェリルが帰った後の応接間で、シジマとヴィオラが向かい合って座っている。

　シジマの背後には呼び寄せた多数の武力要員が険しい顔で立っている。一方ヴィオラの背後では、キャロルが一人で笑っていた。

　その表情の差が、戦力的に有利なのがどちらであるかを分かりやすく示していた。

「上手くいったわね。満足してもらえたかしら？」

　愛想の良い笑顔を向けてきたヴィオラに、シジマが不機嫌な顔を返す。

「ふん。お前が余計な真似さえしなけりゃ元々俺だけで対処できた。満足もクソもあるか」

「手厳しいわね」

　ヴィオラはわざとらしく拗すねるように微笑んだ。

　シジマ達がアキラにした説明は、行為にこそ噓は無かったが、思考や動機はほぼ噓だった。

　シジマはアキラがカツヤ達に引き下がったことを知った時、それをアキラの偽物がやったこととは思わなかった。逆に今までアキラを過剰に評価して無駄に警戒していたのではないかと思い、アキラの実力を確かめる為にスリの件を手配した。

　そして確認した結果、実はアキラは思ったほど強くなかったと判明した時点で、ホットサンドの販売等で随分と羽振りの良くなったシェリル達を武力で支配下に置く予定だった。

　だがそちらの結果が出る前に、アキラは賞金首討伐戦で活躍したり、ヤザン達の徒党を一人で壊滅させたりと、シジマにむしろ今まで自分はアキラを過小評価していたと思わせる成果を出した。

　その時点でシジマはスリの件の中止をすぐに手配した。そしてアキラに余計な手出しをしてしまう前に止められて良かったと安堵していた。

　その中止したはずの件が今頃になって動くなど、シジマの感覚では少々不自然に思えた。

　シジマがヴィオラに、お前が余計な真似さえしなければ、と言ったのは、止めたはずのスリの件が継続するようにヴィオラが裏で手を回していたのではないか、という探りでもあった。

　そして実際にヴィオラは裏で手を回していた。だがそれをおくびにも出さないヴィオラの態度と、当たり前のように謀はかりごとを巡らす質の悪い人物という評価を逆手に取って、何事にも意味有り気に笑って相手を惑わすヴィオラの技量が、シジマの疑念をそれ以上には発展させず、疑念の域に留めさせていた。

「……ヴィオラ。そうやって良い気になるやつは、決まって早死にするんだぜ？」

　そうシジマが凄んでも、ヴィオラの余裕は欠片かけらも揺るがない。

「よく言われるわ。でもそういうことを言う人に限って私より早く死ぬのよねー」

　そのヴィオラの余裕が何らかの明確な根拠を基にしたものなのか、或いはただのハッタリなのか、それもシジマには見抜けない。キャロルの実力も、その装備が本当に高性能な物なのかも、厳密には交戦するまで分からない。

　いらだちをごまかすように、シジマは大きく舌打ちした。

「用事は済んだんだ。とっとと帰れ」

「そんなに急いで追い返さなくても良いじゃない。少し話さない？」

「帰れ」

　仕方が無いといった様子でヴィオラが席を立ち、キャロルと一緒に応接間から出ていく。

　自分の話を吞まないと破滅させる。そう脅された相手を黙って立ち去らせなければならないことに、シジマは不機嫌を露わにしていた。
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　シェリルがアキラと一緒に拠点に戻ると、アリシアから来客があったと伝えられた。客はトメジマで、シェリルにアキラとの仲介を頼みたいという話だった。

　それを一緒に聞いたアキラが、少し唸ってからシェリルに頼む。

「シェリル。その仲介なんだけど、俺の代わりにいろいろ聞いてみてもらえないか？」

　アキラはそう言って先日のトメジマとの交渉の話をシェリルに軽く説明した。そして自分に何らかの誤解や早とちりがあったかもしれないからと、その辺の詳細を代わりに聞いてもらうように頼んだ。

　シェリルにアキラの頼みを断る理由など無い。笑顔で快諾する。

「分かりました。任せてください」

「頼んだ。じゃあ俺はそこら辺の部屋にいるから。何かあったら連絡してくれ」

　アキラと別れたシェリルは、これも自分の力をアキラに示す重要な仕事だと気合いを入れた。そしてトメジマが待つ部屋に入る。

「お待たせしました。お話をお聞かせください」

　覇気すら放つほどに笑顔を輝かせるシェリルの様子に、トメジマが少したじろいでいた。




　トメジマはシェリルと一通りの話を済ませた。あとは結果を待つだけ。向かいの席で情報端末越しにアキラと話しているシェリルを見ながら祈る。

「……ええ、はい。トメジマさんは別にカドルの助命をしたつもりは無かったようです。彼の死でその債権が消えるのを惜しんだとか、そういう意図も無いようですね。…………はい、わかりました」

　アキラとの話を終えたシェリルが息を吐いた。トメジマの緊張が高まっていく。

　そしてシェリルはトメジマに微笑んだ。

「アキラはあなたの詫びを受け取ったと言っています。カドルとのいざこざについて、あなたに関しては、遺恨無しと考えて良いでしょう」

　トメジマが安堵の息を吐く。

「……そ、そうか。助かった」

「遺物販売店への参加も問題無いと思います。私からカツラギさんに伝えておきます」

「ありがとう。あ、これはアキラへの詫びとあなたへの仲介料だ。受け取ってくれ」

　トメジマはそう言ってテーブルの上に札束が入った分厚い封筒を置くと、シェリルへ差し出した。中身は２００万オーラムだ。

　しかしシェリルはそれをトメジマに突き返した。トメジマが慌て出す。

「た、足りないか？」

「いえ、アキラは要らないと言っています。私もアキラとの仲介で稼ぐ気はありません。ですから不要です」

「し、しかしだな……」

「決まりが悪いのであれば、トメジマさんは私達の遺物販売店に御協力いただける御様子ですので、そちらの資金に充ててください。遺物販売店が成功すればアキラも喜びます」

「……そ、そうか。分かった。そうしよう」

「では、申し訳無いのですが本日はここまでとさせてください。私も忙しくて」

「いえいえ、こちらこそ急に押し掛けて申し訳無かったです。では、これで失礼します」

　カツラギには頼めず、ヴィオラに２度頼む度胸は無く、最後の手段としてシェリルの下に来たが大成功だったと、トメジマは上機嫌だった。その機嫌の良さでシェリルに少し遜へりくだるような態度で退出していく。

　同席していたエリオ達はその様子を見てかなり驚いていた。それなりの商売人がスラム街の子供に頭を下げる。その意味は大きかった。
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　シェリル達は遺物販売店の商品である大量の遺物を、都市の市街区画とスラム街の境にある倉庫に保管していた。その倉庫の立ち位置はスラム街側だ。治安等の秩序もそちら側に準じる。

　そのような場所に大量の遺物を保管している以上、しっかり守らなければたちまち奪われてしまう。カツラギ達もそれぐらいは分かっているので、倉庫にしっかり警備をつけている。

　その警備の一員であるレビンが、倉庫の敷しき地ちで辛気臭い溜め息を吐いていた。

「何でこんなことになったんだか……」

　その理由はレビンも分かっている。だがその理解が現状の慰めになることはなかった。




　ヨノズカ駅遺跡でアキラ達に緊急依頼を頼んだことで借金を背負ったレビン達は、その返済をアキラから催促されるよりはましだという判断から、カツラギの誘いに乗って借金の借り換えを行った。

　そのおかげでアキラへの借金は完済となり、非常に強力な上にスラム街の倫理で動くハンターから、恐ろしい取り立てを受けることは無くなった。

　しかし引き替えにカツラギが提示した厳しい条件を吞まざるを得なくなっていた。装備や弾薬等の購入先の指定、遺物収集に向かう遺跡の選択、遺物の売却先の限定、現在位置の定時報告、などなどだ。

　もっともその程度の条件ならば、多額の借金を背負ったハンターに課せられるものとしては珍しくもない。遺物の売却金を借金返済に充てずに豪遊したり、借金を抱えたまま逃げ出したりされては困るからだ。レビン達も少々厳しい条件だとは思いながら受け入れた。

　それだけならばレビン達は多少時間を必要とするものの借金を十分に返済できた。しかしそこにカツラギの策略が突き刺さる。カツラギはレビン達の遺物収集に、彼らの実力では少し手に余る難易度の遺跡を指定した上で、金利の引き下げと一緒に高性能な装備の購入を言葉巧みに勧めていた。

　俺は金利で儲けるつもりなんて欠片も無い。お前達に死なれたら俺も困るから代金は後で構わない。良い装備さえあれば借金返済も捗はかどる。だから返済が終わるまで、俺の店を御贔屓に頼む。

　そう言って愛想良く笑うカツラギの様子を、レビン達は顧客獲得に必死な商売人としか思わず、悪い話ではないと誘いに乗った。つまり、装備の購入の為に借金を上乗せした。

　そして高性能な装備を得たレビン達の稼ぎは確かに向上した。曲がりなりにも、強化服も無しにヨノズカ駅遺跡の騒ぎから、一応は生還した実力の持ち主だ。そこに強力な装備が加われば遺物収集の効率が一気に上がるのは当然のことだった。

　そしてカツラギはレビン達を大いに称賛した。その上で、称賛と桁違いの成果に浮かれるレビン達に、更に高難度の遺跡での遺物収集と、更に高性能な装備の購入を勧めた。

　あとはその繰り返しだ。レビン達の稼ぎはそのままカツラギの店の売上となり、借金の返済が鈍り始める。そして遺物収集も常に順調とは行かない。返済は滞る。

　それでもカツラギは更なる装備を勧めた。次の遺物収集で取り返せば良い。今度はもっと稼げば良い。その為にも、次は失敗しないように、更に強力な装備を用意した方が良い。そう言って装備の購入を促し続けた。

　高性能な装備の力。それが生み出す稼ぎの味。それを知ってしまったレビン達から自制心は失われていた。賭けに負けても、次の賭け金を倍にして勝てば問題無い。その心境で装備の為に借金を増やしていく。

　レビン達が流石にまずいと思った時には手遅れだった。レビン達の借金は、既にかなりの量の遺物を売却したのにもかかわらず、返すどころか倍以上に増えていた。

　それでも高性能な装備のおかげで強力な力を手に入れたことに違いは無い。その武力を使って債権者に強気に出るという手段も、この手の揉もめ事ごとには珍しくない。

　だがレビン達には無理だった。カツラギから、もし下手にごねて借金を踏み倒すような真似をしたら、アキラに取り立てを頼むと言われているからだ。

　手詰まり。この時点でレビン達は、膨れ上がった借金を返す為に、とにかくひたすら稼がなければならなくなった。

　こうなっては仕方が無い。気を切り替えて返済しよう。そう考えて何とかやる気を取り戻したレビン達に更なる事態が発生する。遺物販売店の計画に巻き込まれ、倉庫の警備を指示されたのだ。

　多額の借金を抱えているレビン達に拒否権など無かった。




　現状の認識がレビンの溜め息を深く重くする。強力な装備があっても倉庫の警備では宝の持ち腐れ。契約上、勝手に遺物収集にも出られない。

　こんなハンター崩れのような日々を送る為にハンターになった訳ではないのだと、レビンは不満を募らせていた。

　そのレビンの視界に子供達の姿が映る。その子供達は全員同じ格好で、一見すると同一の強化服を着ているように見える。

　しかし実際には強化服どころか防護服ですらなく、アキラの強化服と同じ外見なだけの、ただの服だ。重そうなリュックサックを背負っている者もいるが、膨らんでいるだけで実際には軽い。そう見えるようにしているだけだ。

　その子供達はシェリルの徒党の構成員だった。武力的なハッタリの為に、シェリルの指示でアキラの振りをして警備に交じっていた。衣装に近い装備品はカツラギ達が手配した。

　レビンも警備の者としてそれを知っていた。そして、所詮は歩く案山子かかしであり、警備の戦力としては何の役にも立たない者達だという思いが、自身の現状の所為もあって少々レビンをいらだたせた。たまたま近くにいた子供に向けて、少しきつい声を出してしまう。

「おい！　うろちょろしてんじゃねえぞ！」

「……悪かったな」

　声を掛けられた子供はそう言って不機嫌な顔をレビンに向けた。その途端、レビンが慌てた顔で大きくたじろぐ。

　その子供はアキラの偽物ではなく、本物のアキラだった。
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　アキラはシェリルの頼みで遺物販売店の倉庫に足を運んでいた。ただし用は無い。強いて言えば倉庫にいるのが用事だ。アキラの偽物達の中には本物も交じっている。その認識を広める工作の一環だった。

　取り敢えず倉庫にいて、あとは適当に過ごしていてくれれば良い。シェリルからそう言われたアキラは、本当に適当に過ごしていた。

　その様子は警備を怠って倉庫をうろちょろしている一部の子供達と変わりなく、レビンから怒られるぐらいに自然に溶け込んでおり、ちょうど良い工作となっていた。




　倉庫内の棚に並ぶ遺物を何となく見て回っていたアキラが、自分と同じ格好をしている他の子供達を見て軽く唸る。

『アルファ。こいつらが俺の偽物で通じるってことはさ、俺もこいつらと似たように見られてるってことだよな？』

『そうなるわね』

『だよな。……スリに狙われる訳だ』

　自分と同じ格好の他者を介して自身を客観視したアキラは、相手の実力を見た目だけで判断する難しさを改めて理解した。

　もっともその客観視も結局はアキラの主観でしかない。これなら狙われても仕方が無いとアキラが思っただけであり、実際にはそれがハッタリであれ一定の効果が存在していた。

『やっぱりデカい銃が要るな。絡んでくるやつをいちいち返り討ちにしてたら切りが無い』

『見た目だけで装備を選択されても困るのだけれどね。まあ、要望に一致する銃はもう注文済みなのだから、ゆっくり待ちましょう』

『そうだな。それまでゆっくりするか』

　アキラは既に新装備の注文を済ませており、あとはシズカの店に届くのを待つだけの状態だ。その装備一式が届いてハンター稼業を再開するまでは、休息をかねて荒野には出ずに、シェリル達の遺物販売店の準備に付き合うつもりだった。




　倉庫内の棚にはアキラ達の遺物の他に、カツラギ達が手配した遺物も数多く並んでいる。それらを含めて多種多様な遺物が並ぶ棚は、ちょっとした展示会のようにも見える。他のハンターが収集した遺物を見る機会などほとんど無いアキラは、それらを興味深く眺めていた。

　そこでアキラは倉庫内の遺物を自分と同じように興味深い目で見ている者に気付いた。

「この遺物、恐らくヨノズカ駅遺跡の物……。そうすると、あの時の連中はやっぱり……ん？」

　相手もアキラに気付いた。そして少し驚いた様子を見せる。

「お前は……」

　その人物は、アキラがシェリル達と一緒にヨノズカ駅遺跡の遺物収集をした時に出会った、デイルというハンターだった。

「久しぶりだな。……っていうか、俺のこと覚えてるか？」

「ああ。確か……デイル……だったよな？」

「そうだ。こんな所で会うなんて奇遇だな……と、思ったんだが、そうでもないのかな？」

　そう意味深なことを言うデイルの態度に、アキラが不思議そうな顔を浮かべる。

「何のことだ？」

「その態度が演技なら大したもんだ。いや、もしかして知らされてないのか？」

　怪訝な顔をするアキラに、アルファから助言が入る。

『アキラ。全く知らないのは逆に不自然だから、そのまま恍とぼける演技をしておいて』

『だから何をだよ』

『彼はあの時に私達がヨノズカ駅遺跡で遺物収集をしていたことに気付いているのよ。その時に集めた遺物がこの倉庫にあることにもね』

　それでアキラの表情に変化が出る。デイルもそれに気付いた。

『アキラ。顔に出すぎよ』

『そう言われても……』

『仕方が無いわ。適当にごまかしましょう』

　デイルが予想通りだと笑う。

「やっぱりそうなんだな？」

「……一応忠告しておくぞ。下手に探らない方が良い。俺から聞き出そうとしたことは黙っててやるからさ」

「未発見の遺跡の情報なんて、そう簡単には出回らない。それをあの時点で知ってたってことは、相当深い情報を得られる立場の人がいるはずだ。あのシェリルって人か？　あの人だけかなり高そうな服を着ていたし、どこかの企業の人でも不思議は……」

「だから、そういう話を俺に振るな。俺から漏れたなんて誤解されたら大変なことになるんだ。これ以上ゴチャゴチャ言うようなら、俺も相応の対処が必要になるぞ」

　アキラがデイルに軽く凄む。それでデイルも引き下がった。少し慌てた顔で首を横に振る。

「分かった。分かったよ」

　その後で、頼み込むように軽く笑った。

「でも俺だってハンターなんだ。そんな凄い情報を得られる立場の人とは伝を持っておきたい。それも分かるだろ？」

「そう言われてもな……」

「あの時はクソ仲介の所為であんな仕事をやらされる羽目になって、今回も別のクソ仲介の所為で、言っちゃ悪いがこんな怪しげな倉庫の警備をやる羽目になったんだ。それを嘆いてたらこんな奇遇が起こったんだ。この機会を逃したくないんだよ。頼むよ。な？」

　必死に頼み込むデイルの姿を見て、アキラが少し迷う。

　以前にアキラ達がヨノズカ駅遺跡の側の荒野でデイル達と会った時、その場にいたギューバはアキラを脅そうとしたが、デイルは声を荒らげてギューバを止めていた。

　それを覚えていたアキラは、その恩と呼ぶには弱い何かの分だけ、デイルの頼みをあっさり断るのを躊躇っていた。

　その躊躇いがアキラに別の思考を生む。既にデイルは中途半端にいろいろ気付いている。その辺の辻つじ褄つま合わせをするのは自分ではなくシェリルの仕事だろう。そう考えてデイルの対処をシェリルに任せることにした。

「……ちょっと待ってろ。一応シェリルに連絡してみる」

　アキラはそう言って情報端末を取り出し、そのままシェリルに連絡を入れた。

　デイルが驚きと期待を顔に出す。駄目で元々と頼んでみただけだったのだが、予想以上に上手くいきそうな気配を出し始めたことに、期待も急激に膨らんでいく。

　そしてシェリルと話し終えたアキラが情報端末を仕舞った。

「……今からこっちに来るってさ。あとは自分で何とかしてくれ」

「そうか！　助かった！　ありがとう！」

　デイルは非常に喜んでいた。

　一方アキラは何らかの詐欺に手を染めたような気がして少し微妙な気持ちになった。

　もっとも、それを相手に教えるほど善良でもなかった。
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　アキラに呼ばれたシェリルは嬉々として倉庫に向かった。

　アキラには敵対者達を惑わす為に偽物達の中に交ざってもらっているのに、自分がそのアキラの側にいては簡単に見分けがついてしまう。それではまずいと思い、シェリルはしばらく敢えて拠点の方で仕事をするつもりだった。

　だがアキラに呼ばれたのならば仕方が無いと、その口実を存分に利用して機嫌良くアキラの下に行く。それでも満面の笑みでアキラの側にいれば自分がアキラの発見器になってしまうと考えて、頑張って表情を引き締めた。

　その状態でデイルの前まで来たシェリルが、格上の立場の人物である雰囲気を出して微笑む。

「デイルさん。お久しぶりですね。私にお話があるとか」

　シェリルが身に纏う一見して高価なものだと分かる仕立て服。部下のようにさりげ無く一歩下がったアキラの動き。それらがシェリルの演技を引き立てる。その雰囲気に押されたデイルが思わずたじろぐほどに。

「あ、ああ……」

　シェリルがどこかの企業の令嬢だというデイルの予測、誤解は、より一層強固なものになった。




　デイルと談笑するシェリルの様子を一歩引いた位置から見ていたアキラは、そのシェリルの腕前に軽く戦慄して少し硬い表情を浮かべていた。

『……何か、凄いな』

　事前に知っていなければ、自分もシェリルがスラム街の住人とは絶対に思わないだろうと、アキラはシェリルの演技に感心を超えて少し怖いとすら感じていた。

　更にシェリルは巧みな話術でデイルから様々な情報を抜き出していた。

　遺物に記されている旧世界の企業ロゴの意味や、そのロゴが付いた遺物の価値の相場、更には現代製の物に同じロゴを印刷して作成した偽物の遺物の見分け方など、本来ならば多額の情報料が必要な情報さえ、話し、促し、微笑むだけで引き出していく。

　加えてシェリルは自身の正確な情報をデイルに全く与えていない。それも単にごまかしたり口を閉ざしたりするのではなく、ごく自然に、守秘義務や立場の差、一時的な雇用者には伝えられないなどというもっともらしい理由で、相手に不信感や違和感を覚えさせずに、渡す情報を制限していた。

　シェリルのそれらの技術は、自分を売り込みたいデイルが下手に出ている分を差し引いても、交渉事の素人のアキラにすら分かるほどに並外れていた。

　アルファも軽く笑って同意を示す。

『確かに大したものね。これなら遺物販売店も上手くいきそうね』

『……、そうだな』

　目の前の事態を些さ細さいなこととして扱ったアルファの態度に、アキラも落ち着きを取り戻した。

（まあ、気を付ければ大丈夫だろう）

　ひょっとしたら自分もシェリルの都合の良いように動かされているのではないか。わずかに湧いたその不安は、アキラの中で杞き憂ゆうとして処理された。

　シェリルがそのアキラも驚く技術を以てアキラを攻略しようとしながらも、そのとてつもない難易度に打ちひしがれていることなど、アキラは全く気付いていなかった。
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　不ふ貞て腐くされながら警備を続けるレビンに、笑って声を掛ける者達がいた。

「ようレビン。しけた顔してんな」

「お前らか……。ハザワ。コルベ。何の用だ？」

　不機嫌そうな顔のレビンに向けて、ハザワが軽く笑う。

「そんな顔するなよ。手伝いに来てやったんだぜ？」

「手伝い？　ああ、お前らも警備に参加するのか」

「そういうことだ。これでお前らも楽になるんだ。もっと喜べよ」

「増えたところで２人じゃなぁ……」

　自分達が警備から一時的に抜けても大丈夫なぐらいの人数であれば、それを根拠に警備を１週間単位ぐらいでの交代制にして、その間に遺物収集に行くことも出来るだろう。だが２人では流石に無理だ。そう思い、レビンは不満そうな顔を浮かべていた。

　そのレビンにコルベが言う。

「いや、もうちょっといる」

「そうなのか？」

「ああ。ガキが４、５人いたはずだ」

　レビンが溜め息を吐く。一瞬の期待がすぐにぬか喜びに終わった分だけ、たっぷり吐き出していた。

「これ以上ガキを増やしてどうするんだよ。あれだけいるのに、まだデコイが足りないってか？　何考えてんだ。それともあれか？　全員アキラぐらい強いガキなのか？」

　そう愚痴まで一緒に吐いたレビンの態度に、コルベが軽く苦笑する。

「あんなやつがそんな何人もいる訳ねえだろう。だがそれなりに戦えるガキらしいぞ？　トメジマがそう言ってた」

「そうなのか？　まあデコイのガキ連中にも、多少はましなやつを交ぜておかないと流石にまずいってことか」

　何にせよ、その程度の追加戦力では警備の仕事から抜けられることはなさそうだと、レビンの顔は冴さえないままだった。
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　倉庫の中にはシェリルの徒党の者ではない子供がアキラ以外にもいた。トメジマ経由でコルベ達と同時期に警備に参加した少年達だ。

　その少年達も他の偽アキラと同じ格好をしている。しかし着用しているのはただの服ではなく強化服であり、銃も改造済みのＡＡＨ突撃銃で、情報収集機器も装備している。見た目は同じでも装備としては別物だ。

　そして実際にハンターとして荒野で活動している点でも他の子供達とは別物であり、明確な戦力だった。

　その１人であるティオルという少年が倉庫内をうろうろしている。その挙動に、単純に警備を怠っているだけではない不審なものが見え隠れしているのは、やましいことをしているという本人の自覚の表れだった。

　ティオルは金で頼まれて倉庫の遺物を調べていた。情報収集機器がティオルの視線に連動して遺物を捉え、その情報を記録していく。

（これ、やっぱりヤバい品なんだろうな）

　倉庫の位置はスラム街。警備にも余り真っ当とは思えない雰囲気の者が多い。金に釣られて引き受けたが危ない橋を渡りすぎてしまったかと、ティオルは少々後悔していた。

　その時、後ろから声を掛けられる。

「見ない顔ね。どちら様？」

　露見したらまずいことをしているという自覚の分だけティオルの驚きは大きく、思わず振り返る。

　そこで更なる驚きがティオルを襲う。そこにいたのは、アキラとデイルを連れたシェリルだった。
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「その格好をしているけれど、私の部下ではないわよね？　私、一応、全員の顔を覚えているつもりなの。あなたの顔は知らないわ」

　ティオルは返事を返せなかった。シェリルが微笑みながらも、不審者へ追及の視線を向ける。

「それに私の部下にも、ここには勝手に入らないように言っているの。こんな所で何をしているの？」

　ティオルはそれでも返事を返せなかった。シェリルが表情を少し険しくする。

　だがその後、シェリルは怪訝な顔を浮かべると、更に軽い困惑を見せた。

「…………あの、聞いてる？」

　シェリルに見み惚ほれていたティオルは話を聞いていなかった。一ひと目め惚ぼれだった。

　デイルがティオルの肩を揺さぶる。

「おい、聞いてるのか？」

「…………はっ!?　えっ？　あ？」

　それで我に返ったティオルだったが、今度は慌てふためいて真面に返事もできないままだった。

　そのティオルの見覚えのある様子、自分に見惚れていた者達によくある態度に毒気を抜かれたシェリルは、軽く息を吐いて警戒を下げた。抑圧的な笑顔ではなく、苦笑混じりの笑顔を浮かべる。

「それで、あなたはどちら様？」

「あ、俺はティオルです！　初めまして！」

「……あー、そのね？　そういうことを聞いているのではないのよ。分かる？」

「えっ？　えーと、ああ、はい！　えっとですね、トメジマって人の伝で今日からここの警備に加わったんですけど、聞いてませんか？」

「ああ、その人達の一人なのね。ここには入るなって聞かされていなかったの？」

「す、すみません……」

　聞いていなかったことへの謝罪か、知っていた上で入ったことへの謝罪か、どちらにも取れる言葉の追及を、毒気を抜かれていたシェリルは怠った。

「取り敢えず、出ていって。分かった？」

「はっ、はい！」

　ティオルは慌ててその場から立ち去った。




　ティオルの背を見送ったシェリルが、気を切り替えてデイルに微笑む。

「この辺りに保管している遺物が、高価格帯の品になります。ではあなたの鑑定眼がどの程度のものなのか確認する為にも、鑑定をお願いします」

「任せてください。ハンター稼業で食っていけなくなったら、遺物の鑑定で食っていこうと思うぐらいには目利きに自信があるんです。俺を雇えば役に立つと思いますよ？」

「期待させていただきます」

　そのまま遺物の鑑定を始めたデイルが軽く言う。

「さっきの子供ですけど、あれ、シェリルさんに見惚れてましたね」

「そのようですね。幸いにも容姿には恵まれている方ですので、よくあることです」

　シェリルはあっさりそう答えた。アキラを攻略する為にその手の技量を磨いていることもあって、そう言えるだけの根拠はあった。

「よくあるんですか。凄いですね。いや、その容姿であれば不思議でもありませんか」

「不思議ではない、驚くほどでもない、その程度にはよくあること、という意味ですよ。誰にでも、という意味ではありません」

「そうすると、手強い相手でもいらっしゃるので？」

　軽くそう言ったデイルに、シェリルは返事を返さなかった。

　話題を誤ったと感じたデイルも、それで雑談を切り上げて鑑定に集中した。

　アキラだけが、話が止まった理由に気付けずに少し不思議そうにしていた。

　アルファはその横で、いつものように笑っていた。




　倉庫の外まで出たティオルが大きく息を吐く。

「あ、危なかった……。だ、大丈夫だったかな？」

　本来ならばティオルはここで終わっていた。あの場にいた理由を問いただされ、金を貰って倉庫を探っていたことを見抜かれていた。

　しかしティオルがシェリルに一目惚れしたことが、それを覆した。異性に慣れていないある意味で純情な子供が、非常に魅力的な少女に突如話しかけられて戸惑い、慌てふためくその姿が、ティオルの不審な部分を覆い隠して軽減していた。

　勿論それで立入禁止の場所にいた事実が消える訳ではない。だがそれでも、金を貰ってシェリル達の倉庫を探りに来た者という、知られれば致命的な部分は見抜かれずに済んだ。

　立入禁止の場所に思慮の浅い子供が入っただけ。ティオルはシェリルに余りにも強く見惚れたことで、ただそれだけの者として死地から抜け出していた。

　もっともティオルにその自覚は無い。自分がどれだけ危機的な状況だったかにも気付かずに、シェリルの姿を思い返して顔を緩ませる。

「綺き麗れいだったなー。いるんだな。あんな子も」

　ティオルの顔は事情を知ったトメジマが怒鳴り込んでくるまで緩んだままだった。
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　スラム街と荒野の境にある大邸宅の一室、調度品の質などからそこに住む人間の高い財力を容易に想像させる部屋で、組織の幹部の雰囲気を出す者達が大きなテーブルを囲んでいた。

　手元の情報端末、装着型の表示装置、テーブルの立体映像、拡張視界上の表示など、各自が多様な手段で同一の映像を見ている。

　それはシェリル達の倉庫内の映像で、ティオルの情報収集機器から送信されたものだった。

「この遺物、かなりの量だな」

「質も高い。どうやって手に入れたんだか」

「そりゃ後ろ盾になってる例のアキラってハンターからだろう」

「そんなことは分かってる。どこの遺跡かってことだ」

「品揃ぞろえからヨノズカ駅遺跡だろう。それぐらい分からねえのか？」

「あぁ？　テメエこそ何言ってやがる。あの騒ぎの中で運び出せる量じゃねえだろうが。しかもヴィオラの情報だと、あいつは初日の騒ぎじゃドランカムから緊急依頼を受けてて、遺物収集なんてろくにしてねえって話だぞ？　だよな、ヴィオラ」

　テーブルの席の者達の視線が、同席しているヴィオラに集まる。スラム街を暴力で牛耳る二大徒党の片方、その幹部達の視線を受けても、ヴィオラは平然と笑っていた。

「厳密には、その場にいたレビンというハンターからの緊急依頼よ。それにアキラはドランカム所属の別のハンターの頼みで別行動を取っているわ。まあ、アキラに遺物収集を長時間する余裕は無かったという意味では同じだけれど」

　補足を入れられた男が少々不機嫌な態度を見せる。

「……ふん。要点が合ってりゃ良いんだよ。重要なのは、そのアキラってやつには、ヨノズカ駅遺跡からそれだけの遺物を集めるのは無理だったってことだ」

「だが実際に遺物はあるぞ？」

「だから、どうやって手に入れたんだって言ったんだろうが。テメエの耳は故障中か？　この席に座ってるってのに、修理代も払えねえほど貧窮してんのか？」

「あぁ!?」

　いらだち、煽り、そのまま怒声が飛び交いそうな気配が高まっていく。

　その時、上座に座っていたドーラムという男がテーブルを軽く叩いた。

　その小さな音が、激げき昂こうしかけていた者達を我に返らせた。言い争っていた者達は即座に口を閉ざし、椅子に座る姿勢をわざわざ正す。そうやって、自分達はちゃんと態度を改めたと、自身のボスに示していた。

　ドーラムはスラム街の二大徒党の片方であるハーリアスのボスだ。お飾りや弱い立場のボスではなく、巨大徒党に明確に君臨している強者であることは、軽い緊張を覚えながら冷や汗をかく幹部達の態度からも明らかだった。

　ドーラムの、その地位に相応ふさわしい声が響く。

「重要なのは、そのアキラってやつには、それだけの遺物を集められる力があること。そしてその力で今回と同等の質と量の遺物を、今後もその遺物販売店に提供する可能性があること。そして何よりも、その遺物販売店の利益がエゾントの連中に行ってしまう恐れがあることだ。だろう？」

「は、はい」

「それをどうしようかって会議だ。重要じゃないどうでも良い部分のことで熱くなるなよ。なあ？」

「は、はい」

　ドーラムがその視線を、萎縮した幹部達からヴィオラに移す。

「それでだ。他に何か情報は無いのか？　例えばさっきそいつも言ってた遺物の入手方法とかさ。その辺を俺達が知ってるかどうかでも、対処は変わってくるんだ」

「そう言われてもね」

「でもあいつらのとこに、お前の手駒を潜入させるのには成功したんだろう？　だから倉庫内の情報を持っている。そうだろ？」

「その手駒を潜り込ませたのは今日なの。流石に他の情報までそんなにすぐには入ってこないわ。バレないように手て間ま隙ひまも掛けたしね」

「ふーん」

　探る視線と、受け流す微笑みが、テーブルを挟んで相手を揺さぶり、惑わせていた。

　尚、ティオルは自分が調べた内容がドーラム達に流れていることなど全く知らない。またトメジマも、トメジマにティオル達を紹介した別の仲介屋も、同じくこの件を全く知らない。ティオルに調査を頼んだ者も、ヴィオラと直接関わりは無い。

　ティオルを拷問して口を割らせても、ヴィオラやドーラム達に繫がる情報は欠片も出てこない。そういう工作、手間隙が十分に行われていた。

「ところでさ、何でわざわざ外部のガキを潜り込ませたんだ？　徒党のガキに金を摑ませる、じゃ駄目だったのか？」

「少し前ならそれでも良かったんだけどね。アキラがヤザンの徒党を壊滅させたでしょう？　あれであそこの子はみんなアキラを怖がっちゃって、情報を売っても良いって子がいなくなっちゃったのよ」

「ふーん。ところでヤザン達って何で死んだんだ？　誰かがあいつらのことをアキラにバラしたのか？」

「さあね。少なくとも私じゃないわ」

「ふーん」

　ヴィオラの感覚でも、アキラがあの時点でヤザン達を殺しにいくのは不自然に思えた。

　裏切り者のゼブラ達を殺した直後にヤザン達を殺しにいくなど、何らかの方法で事前に情報を得ていなければ難しい。それならば、アキラはその情報を得る何らかの手段を持っているのではないか。ヴィオラはそう疑っていた。

　ティオルを潜り込ませるのに念入りに手間隙を掛けたのも、その点を考慮してのことだった。自分達の存在が絶対に露見しないように、念の為に何重にも手を加えたのだ。

　一方ドーラムはヴィオラを疑っていた。自分の存在をアキラに摑ませないように、アキラにヤザン達の情報を流して殺させたのではないか。そう考えていた。

　それを今回の場合に当あて嵌はめると、アキラに襲われるのは自分達となる。それを含めて疑っていると、ドーラムは視線でヴィオラに伝えていた。

　巨大徒党のボスから疑いの目を向けられても、ヴィオラは余裕の微笑みを崩さない。他の幹部達は戦々恐々としていた。

「まあそれはいいや。でさ、他に何か情報は無いのか？　知ってるぜ？　シジマにはサービスして、アキラが30億オーラムの賞金首を倒した男だって教えてやったんだろう？」

「あら、サービスしてあげたってのに口の軽い男ね。困ったものだわ」

　シジマの徒党は縄張りの位置関係から判断すれば、スラム街の二大徒党のもう片方であるエゾントファミリーに属している。そしてシジマからその話を直接聞いたのか、或いはシジマに近い位置に内通者を送り込んでいるのか、ヴィオラはいちいち指摘しなかった。

「なあ、俺達にもサービスしてくれよ。あっちにもサービスしたんだ。良いだろ？」

　お前がエゾントファミリー側だけにサービスするのなら敵とみなす。そう暗に脅してきたドーラムに向けてヴィオラは少し顔を険しくした後、仕方が無いというように溜め息を吐いた。

「……分かったわ。じゃあその情報に少し補足をしてあげる。その30億オーラムの賞金額だけど、ドランカムが都市と交渉して大分水増しした表向きの額よ。実際にはもっと少ないんじゃない？」

「30億はドランカムの宣伝工作か。だが実際にアキラに６億支払われたって聞いてるぜ？　その辺はどうなんだ？」

「アキラに６億支払われたのは確かよ。でも表向きは30億ってしたんだもの。それぐらい払っておかないと不自然じゃない？」

「30億オーラムの賞金首を倒せるほど強くはないってことか？」

「そもそも彼一人で倒した訳じゃないし、倒した時に主に戦ってたのはドランカムのハンター二人で、彼は援護射撃をしてただけらしいし、止めを刺したのは彼だけど半ば偶然みたいなもので、本人もどうして倒せたのか不思議に思っていたそうよ」

「ふーん。他には？」

　追加を催促するドーラムに向けて、ヴィオラが首を横に振る。

「サービスはここまで。もっと知りたいのなら、払うものを払ってもらわないとね」

　ドーラムは冷たい真面目な顔で、ヴィオラは微笑みを浮かべながら、互いに無言で目を逸らさずに相手をじっと見る。

　他の幹部達も黙っている。ここで余計な口出しをすると、ドーラムの不興を買うと分かっているからだ。

　そしてドーラムが先に表情を和らげた。

「そこまで知りたいことでもないし、そっちはいいや。金は出すが、それはエゾントの連中の調査料だ。前払いしたが、追加しといてやる。調べとけ」

「了解よ。金払いの良いお客様で助かるわ」

「それじゃあ、ここから先は身内の話だ。お前は帰りな」

　ドーラムの部下達がすぐにヴィオラの左右に立つ。

「そう？　それじゃあね」

　ヴィオラは全く動じずに立ち上がった。そしてそのまま部屋の外へ案内された。

　幹部の一人が少し険しい顔をドーラムに向ける。

「ボス。あの女、信じて良いんですか？」

「欠片も信じない」

「えっ？　じゃあ何で……」

「あの女は欠片も信じられないが、あの女の情報は信じられる。自分が提供する情報の精度が、俺達が自分を生かしておく価値だと、あの質の悪い女は理解している」

「それは、そうですが……」

「付け加えれば、信じられるのは情報だけだ。感想や推測、推察の類いは当てにならない。さっきも、じゃない？　とか言ってただろう。その口調で言われた部分は信じるな」

　ドーラムにそう指摘された者達がヴィオラの話を思い返す。そしてその部分を無意識に正しい情報だと判断していた者達が顔をしかめた。

「常に間違ってるとも言わないがな。そこが質の悪い部分でもある。提供した情報だけは常に正しい。あの女が別の情報を隠し持っていて、そちらの内容と突き合わせると別の意味になるとしても、提供した部分だけは正しい。あの女の情報は、そこまで考えて初めて真面な意味がある。だからこっちでも別解釈を前提にした裏取りはしておけ」

「分かりました。手配します」

「まあ、火遊びが大好きなあの女のことを、お前達が警戒するのは分かる。その火遊びでエゾントの連中を燃やしている間は見逃しておくってだけだ」

　軽くそう言ったドーラムの目が鋭くなった。ボスの威厳が周囲に滲にじみ出でる。

「こっちまで延焼させるようなら即殺す。その見極めを兼ねての裏取りだ。ちゃんとやっておけ」

「りょ、了解です」

「それじゃあ、この遺物販売店、いや、メインはアキラってハンターの方か。それをどうするか決めるぞ。デカい抗争を控えてるんだ。出来ればこっちに引き込みたいが、エゾントの連中に利用されるぐらいなら潰す。その前提でな。意見を言え」

　ドーラムの意向を踏まえての、幹部達の必死な会議が始まった。





◆






　ヴィオラが邸宅の外に出ると、すぐにキャロルが車で迎えに来た。そのまますぐにハーリアスの拠点から離れる。

「ヴィオラ。護衛無しで大丈夫だったの？」

「問題無いわ。むしろあれは私が護衛を付けていると機嫌を損ねるタイプだからね。一人の方が安全なのよ」

「あら、護衛がいない方が安全なんて、私じゃ力不足ってこと？」

　そう言ってからかうように笑ったキャロルに、ヴィオラも調子良く笑って返す。

「何言ってるのよ。キャロルに護衛の仕事をさせたら、追加料金をたっぷり請求されちゃうじゃない」

「稼がせてくれないと、私も拗ねるわよ？」

「それは大変。まあもうちょっと待ってなさい。いろいろ仕込んであるから」

「また火遊び？」

「ええ」

　とても楽しげに笑うヴィオラの顔から、キャロルはその火遊びの規模をある程度正しく推測できた。

　それでも不快感を示さないぐらいには、キャロルはヴィオラと同類だった。








第[image: ]話　不可解な侵入者






　シェリル達の倉庫にシジマが物騒な格好の部下達を連れてやってくる。その姿を見て、アキラの振りをしている子供達が慌てて道を空けた。

　シジマが舌打ちする。

「おい、何やってる。俺に道を譲るな」

「え、でも……」

「お前らはアキラの振りをしてるんだろうが。アキラがそんな真似をすると思ってるのか？　ビビらずに、もっと堂々としてろ」

「す、すみません」

「口調もだ」

「わ、分かった」

　不機嫌な顔で注意を済ませたシジマは、そのまま現地の部下達の下に向かった。シェリルとの交渉で遺物販売店の計画に乗ったシジマは、自身の徒党の武力要員をしっかり武装させて派遣していた。

「それで、状況は？」

「ボス。それが……」

　部下から説明を受けながら案内された場所には死体が積まれていた。倉庫の遺物を狙って始末された者達だ。

　その死体の数に、シジマが顔を険しくする。

「今日だけでこれか？」

「はい」

「どうなってやがる……」

　死体の数は５体。シジマの感覚では有り得ない数だった。




　スラム街の遺物販売店が多額の金を生む以上、その経営には当然ながら後ろ盾が必要になる。

　店の稼ぎに応じた後ろ盾が無ければ、遺物も金も店も奪われる。よってある意味で店の後ろ盾の力は、その店の稼ぎの上限でもあった。

　シジマも小規模の遺物販売店の後ろ盾となり、事実上その店を経営している。その稼ぎは徒党の資金となり力となっているが、それでも現在の規模を維持するのが限界だった。

　そしてそれは経営の才能以上に武力面での問題が大きかった。中途半端な武力では、更に大規模な組織から目を付けられて潰される恐れが高いからだ。

　その意味では、シェリルから遺物販売店への協力を求められたのは、シジマにとって好都合でもあった。アキラという戦力を、自分達の遺物販売店の後ろ盾として利用できる機会でもあるからだ。

　シェリルの店と自身の店を上手く混同させるか、或いは共同経営の形に持っていけば、アキラの管理をシェリルに任せつつ、30億オーラムの賞金首を撃破した力だけを活用できる。そう考えたシジマはアキラが側にいて元々断り難い状況だったこともあり、シェリルの話に逆に積極的に乗った。

　そして後の利益の為にもまずはシェリルの遺物販売店を軌道に乗せようとしたのだが、それを頓挫させかねない事態がいきなり発生していた。

　モニカが30億オーラムの賞金首になった件は既に公表されている。もっとも既に撃破済みということで賞金首速報などは出されておらず、モニカの存在はそこまで周知されていない。ドランカムの広報は自分達の成果として伝えているのでアキラの話など出てこない。

　そこでシジマはアキラが30億オーラムの賞金首を撃破したチームの一員であったことと、シェリル達の後ろ盾として倉庫の警備をしていることの情報をスラム街に流していた。

　これにより倉庫の遺物を狙う自殺者は激減し、倉庫は安全になる、はずだった。




　シジマが目の前に積まれた死体を見て顔を険しくする。

「どうなってやがる……。30億オーラムの賞金首を倒したハンターが後ろ盾になってるんだぞ？　その倉庫を狙う馬鹿がなぜこんなに出る。情報は流したはずだ。広まってないのか？」

「何人か嬲なぶって吐かせてみたが、知ってたやつと知らなかったやつは半々だった」

「知ってた？　そいつはどういう馬鹿だ」

「どうも話を余り信じてなかったらしい。いけると思ったんだとよ」

　シジマが面倒そうに顔を歪める。だが原因不明の不可解な事態から、一応は根拠ありの事態になったことで、落ち着きも取り戻した。

「情報の信憑性か……。スリの件で流したアキラの情報が変に歪んで残ったか？　クソッ、面倒臭えな。次の馬鹿は適当に嬲ってから生かして帰して話を広めさせておけ。生かして捕らえようなんて思わなくて良い。偶然生きてたやつでやれ」

「了解だ」

「それでシェリルは？　……おっと、ここではシェリルさんか」

　そう言って軽く笑ったシジマに、部下の男も合わせて笑う。

「シェリルさんなら中でお待ちですよ？　ボス」

「それはそれは。では、これ以上お待たせしないようにしないとな」

　シジマはシェリルとの事前の打ち合わせにより、どこかの令嬢として振る舞っているシェリルに合わせて、自分達もそれに合わせた演技をするように部下達に指示していた。

　あくまでも演技であると、シジマは部下達と一緒にふざけたように笑った。相手にアキラという武力があったとしても、シェリル達とは最低でも協力関係であり、下についた訳ではない。そう部下にも自身にも示していた。




　倉庫内の会議室でシジマはシェリルと現状の問題点を軽く話して共有した。

「それでだ。現状でまだ大きな問題は出ていないが、早めの対処はしておきたい」

「早めの対処に異議はありません。ですが、どうします？　30億オーラムの賞金首を撃破できる実力者でなければ対処できない襲撃者をアキラに倒してもらえば確実ですが、私達がそれほどの襲撃を期待するのは本末転倒です」

「それはまあ、そうなんだが……」

　小物を倒してもらってもアキラの実力の証明にはならない。むしろ小物の対処に駆り出される程度なのだと、逆に軽んじられる恐れもある。いろいろ難しいと、シジマとシェリルは意見を言い合っていた。

「取り敢えず、カツラギさん達にも何か良い方法が無いか私から聞いてみます」

「頼んだ。ああ、連中と言えば、トメジマってやつはもう呼び出したのか？」

「はい。直じきに来ると思います」

　トメジマの来訪を知らせる連絡が入ったのは、ちょうどその時だった。




　シェリルに呼び出されたトメジマは、通された部屋にいたシジマを見て少し驚いていた。どう見ても堅気の者ではない上に、そこらの小物でもない雰囲気を漂わせていたからだ。

　しかしそれでも少し驚く程度の反応で済んでいたのは、自身もその手の者と付き合いがあるから、という理由だけではなかった。

（まあ、シェリルさんは表向きスラム街の徒党のボスってことになっているらしいし、いろいろあるんだろうな）

　スラム街の徒党のボス、ということになっている。ある企業の令嬢、ということになっている。シェリルはその言い訳を使い分けることで、自身の立ち位置を都合の良いように操作していた。

　そしてトメジマもあっけなく騙された。だからこそ、アキラとの交渉の仲立ちを頼もうとスラム街にあるシェリルの拠点へ足を運んだ時も、そのような場所にシェリルがいることを不思議には思わなかった。

　アキラのような凄腕のハンターが、スラム街のたかが弱小徒党の後ろ盾になっている。その余りに不自然な状況も、何らかの理由で自身の徒党を立ち上げたシェリルが、自分で用意したアキラという人員を配置したと考えれば辻褄が合う。

　そう考えたトメジマは、シェリルがどこかの訳有りの令嬢だということを全く疑っていなかった。

（カツラギはあの遺物をアキラの伝で手に入れたって言ってたが、あれだけの質と量だ、本当はシェリルさんの伝なんだろう。実際に遺物収集をしたのがアキラだったとしても、それをカツラギに流す理由は無いはずだ）

　カツラギが本当にアキラとそこまでの伝を持っているのならば、アキラの装備の手配などにも関わって、遺物と引き替えに装備代の割引交渉などをしているのが自然だ。

　しかしアキラは装備を別の店で買っている。カツラギからは回復薬ぐらいしか買っていない。トメジマはそれをカツラギから愚痴という形で聞いており、やはり実際にはシェリルの伝なのだろうという考えを強くしていた。

「シェリルさん。少し話があるとのことでしたが、どのような話でしょうか」

「実はそちらのシジマさんから、トメジマさんに少し伺いたいことがあると頼まれまして」

　そう言われたトメジマがシジマを見ると、シジマから徒党のボスの威厳を込めた視線を浴びせられた。思わず軽くたじろぐ。

「シジマさん。遺物販売店の資金提供者を怖がらせてもらっては困ります」

「……、失礼」

　そのシェリル達の軽い遣り取りも、シジマとシェリルのどちらが上位者であるかをトメジマに印象付けた。トメジマが安堵して話に入る。

「それで、俺に聞きたいことってのは？」

「ああ、大したことじゃない。ヴィオラのことは知ってるな？　あの質の悪い女のことだ。あんたは先日アキラと交渉した際に、そのヴィオラに仲介を頼んだと聞いた。確かか？」

「確かだ。もっともその時の交渉は失敗して、改めてシェリルさんに仲介を頼むことになったが……」

「ヴィオラに見返りに何を支払った？　答えろ」

「……悪いが、そういうことは話せない。俺にも守秘義務みたいなものはあるんだ」

「先日、あんたの仲介で警備に参加したガキが、倉庫の立入禁止の場所を探ってたって話を聞いた。答えてもらえねえと、あんたがヴィオラと組んで俺達を探ってるって話になるんだけどな」

「あ、あれはあのガキが勝手に……！」

「あの女の質の悪さはあんたも知ってるはずだ。疑えば切りがねえとはいえ、疑いを晴らす努力もしねえとなると、疑いたくなるんだよ」

　ヴィオラの質の悪さはトメジマもよく知っていた。反論できずに黙ってしまう。

　更にシジマが続ける。

「実はあのガキ達が警備に加わった日から倉庫を襲う馬鹿どもが増えてな？　死体の処理が面倒なんだ。あんたが答えてくれないと、偶然の一致にはならねえんだがな」

　トメジマが助けを求めてシェリルを見る。だがシェリルは微笑むだけで口を挟まない。それでトメジマも諦めた。

「……分かった。話すよ。だが口外しないでくれよ？　俺にも立場ってものがあるんだ。ヴィオラから頼まれたのは融資の口利きだ」

「おい、あの女との取引で、そんなものが条件になるとでも思ってるのか？」

「額と貸し先と使用目的が問題なんだ。エゾントファミリーとハーリアスが近々やり合うらしいって噂はあんたも聞いてるだろう？　俺の推測も混じるが、金は多分、その費用だ」

　二大徒党に直接融資した訳ではないが、配下の組織やその関係者、または勝ち馬に乗りたい徒党などに、他の仲介者を介して貸している。トメジマはそう軽く説明した。

「流石に貸し先は言えねえ。具体的な額もな。そこは勘弁してくれ」

「分かってる。お前がエゾントファミリーとハーリアスのどっちに肩入れしたかは知らねえが、それがバレたらもう片方から敵視されるんだ。俺も聞かねえし、知りたくねえ」

　知らなかったと、知っていて黙っていたでは意味が大きく異なる。エゾントファミリーとハーリアスのどちらが勝つにしろ、シジマもその抗争とは距離を取っておきたかった。

「オーケーだ。ガキのやらかしにヴィオラが絡んでねえなら問題ねえ。疑って悪かったな」

　本当に無関係かどうかはシジマにも分からない。しかし本人は無関係、最低でも自覚が無い以上、これ以上トメジマを疑う意味は無かった。

　誤解が解けたトメジマは安堵の息を吐いた。そして念の為に尋ねる。

「一応聞いておくが、あんたはどっち側なんだ？　言いたくないならそれで良いが、言える立場なら、俺もいろいろ考えないといけなくなる」

　シジマ達が、或いはシェリルも含めてこの遺物販売店の関係者が、エゾントファミリーとハーリアスのどちらかに明確に属しているのであれば、トメジマも対応が必要だった。

「返事は、聞くな、だ。巻き添えにはなりたくねえとだけ言っておく」

「十分だ」

　二大徒党の抗争になど関わりたくない。勝敗が決まった後に、勝者に頭を垂れれば良い。シジマもトメジマもその点は同意を取れたと考えていた。
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　アキラはシズカから注文の品が届いたという連絡を受けると、早速シズカの店に向かった。店の裏手、倉庫側に荒野仕様車両で乗り付けると、シズカが笑顔で出迎えてくれる。

「アキラ。いらっしゃい。こっちよ」

　倉庫を開けたシズカに続いて、アキラも車から降りて倉庫に入る。そのままシズカに案内された場所には、クローゼットにも似た機械的な戸棚、格納棚が鎮座していた。

　シズカがその格納棚の前に立ち、手元の端末を操作して格納棚を開く。そしてアキラに少し大袈裟に恭しく頭を下げた。

「改めまして、御来店ありがとうございます。こちらが御注文の品、アキラ様の強化服になります」

　格納棚が自動で開いていく。シズカは笑ってその中をアキラに手で示した。そこには黒を基調とした強化服が、付属品である防護コートを羽織った状態で収められていた。

　強化服は厚手のボディースーツ風で、表示装置を兼ねたヘッドギアに似た頭部装備が付属しており、胴体部と首の背中側の部位で繫がっている。

　防護コートは黒い布地と六角形の金属片を組み合わせて作られている。内側に銃器類や予備の弾薬等を格納する前提の造りで、かなりゆったりとしたサイズだ。

　強そう、そして高そう、という雰囲気を一見で感じられる一段上の強化服を見て、アキラが嬉しそうに思わず小さな声を出す。

「おー」

　そのアキラの様子にシズカも満足そうな顔を浮かべた。少し子供っぽいアキラの様子を微笑ましく思いながら、普段の調子で商品の説明に入る。

「ＴＬ系２Ａ型２Ｎ強化服、販売名ネオプトレモスよ。オプション品も含めて４億オーラム。高いだけはある性能の品よ」

　億未満の価格帯の強化服とは文字通り桁の違う出力の身体能力に加え、力場装甲フォースフィールドアーマーの実装による高い防御力を備えている。更にその身体能力を十全に活用する為の機能も追加されている。

　情報収集機器との統合型ではないが、オプション品の情報収集機器はこの強化服に特化した設計で、望遠や集音などの個々の性能も、そこらの専用機器より高性能だ。

　防護コートも力場装甲フォースフィールドアーマーによる高い防御力を持ち、重火器等を装着可能なほどに頑丈だ。六角形の金属片を力場装甲フォースフィールドアーマーで固定化することで簡易な補助アームとしても使用できる。

　専用の格納機器には簡単な自動メンテナンス機能も付いている。強化服も防護コートも多少の損傷程度ならば修理に出す必要も無く、格納中に修復可能だ。

　一式４億オーラム。今までアキラが使用していた強化服を安物と称するに足る性能が揃っていた。

　一通りの説明を終えたシズカが微笑む。

「アキラ。早速着てみる？」

「はい」

　新しい強化服に着替える為に下着姿になったアキラは、自分をどこかじっと見ているシズカの様子に気付いた。

「シズカさん？　何ですか？」

「ん？　アキラも随分成長したなって思ってね」

「そうですか？　うーん。自分ではよく分からないですけど……」

　実際にアキラの体格は以前と比べて見違えるほど良くなっていた。既にアキラの体は、スラム街から抜け出したばかりの栄養不良の子供のものではない。鎧よろいのような筋肉とまではいかないが、鍛え上げた逞たくましさが見て取れた。古傷も消えている。

「うん。背も伸びてるし、体付きも前に見た時よりかなり良くなってるわ」

「まあ、これでも稼いでしっかり食えるようになりましたし、ハンター稼業で鍛えてますからね。そのおかげかもしれません」

　シズカに褒められたと感じたアキラは、少し得意げに笑って返した。

　軽くそう答えたアキラだったが、シズカはその裏にあるものを察して、ほんのわずかだけ微笑みを陰らせた。

　降りかかれば呪うに足る苦難を、乗り越えれば称賛に足る苦境を、アキラは軽く流している。それは慣れによるものだ。程度の差はあれど類似の出来事を、今まで何度も繰り返してきた証拠だ。

　恐らくはハンターになるずっと前から。それらが諦念や諦観へ変わり、それはそういうものだと、自覚すら出来ないただの慣れになってしまうほどに。

　シズカはそう推察した。そしてよく当たる自分の勘は、その推察を肯定していた。

　それほどまでに苦労して、これほどまでに稼いだのだ。もうハンターを辞めても良いのではないか。そのような言葉が口から出かかったが、シズカは口を閉じた。言っても無駄だと、何となく分かっているからだ。

　試しに冗談っぽく言ってみるような真似もしない。口に出せば、アキラはそれを真面目に捉える。そして不要な負担を与えてしまう。それもシズカは分かっていた。

　内心の思いがシズカの明るい雰囲気をわずかだが乱している。他者の機微に疎いアキラだが、普段と違うシズカの様子に気付くことぐらいは出来た。不思議そうに声を掛ける。

「シズカさん……？」

　シズカはそれで我に返った。笑ってあっさり取り繕う。

「ごめんなさい。ちょっと見み蕩とれてたわ。しっかり鍛えた異性の体なんて、私も滅多に見るものじゃなくてね？」

「そ、そうですか……」

　照れた様子など全く無いシズカの態度から、アキラもからかわれただけだとは分かっていた。それでも少し顔を赤くしていた。

「それじゃあ、目に毒だからさっさと着てもらいましょうか。はい。腕を上げてー」

　アキラはそのままされるがままにシズカに新しい強化服を着せてもらった。

　着用者の体型に合わせて可変する強化服がアキラの体をしっかりと包み込む。防護コートまでアキラの身長に合わせて伸縮した。その姿を鏡越しに見て、アキラも満足そうな様子を見せる。

「うん。アキラ。格好良いわよ」

「ありがとうございます」

　そう言って軽く頭を下げたアキラに、シズカが笑いながらも少し強い口調で言う。

「これでアキラも一段と強くなった訳だけど、調子に乗らないこと。無茶をする為の装備じゃなくて、無茶をしないで済む為の装備だと思いなさい」

「はい。分かってます」

「強化服だけ先に届いたから渡したけど、ハンター稼業を始めるのは銃の方も届いてからにしなさい。万全の状態で始めること。良いわね？」

「勿論です。進んで無理なんてしません」

　しっかり頷いたアキラを見て、シズカも満足げに笑う。

「よろしい。……ハンターは体が資本だってよく言うわ。大切にしなさい。頑張ってね」

「はい。頑張ります」

　シズカの言葉に気を良くしたアキラは元気良く笑った。

「そのハンター稼業を頑張るのは、装備が全部揃ってからにするのよ？」

「……分かってます」

　そう釘を刺されて、アキラは笑顔を苦笑に変えた。
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　自宅に戻ったアキラは車庫に強化服の格納棚を設置すると、強化服も脱いで中に仕舞った。

「アルファ。これで良いんだよな？」

『ええ。強化服の調整は私の方でやっておくわ』

　格納棚のシステムはアキラの情報端末を介して既にアルファの制御下にある。強化服の制御ソフトの書き換え等も、その格納棚を介してアルファが実施することになっていた。

「よし。あとは銃が届くのを待つだけか。届いたらまた未発見の遺跡探しだな。……見付かるかな？」

　荒野を幾ら探しても全然見付からず、ミハゾノ街遺跡の探索に切り替えたことを思い出し、アキラが軽く唸る。

『そのことだけれど、アキラ、今度はクズスハラ街遺跡の奥部に行きましょう』

「ん？　でも前に俺の実力じゃ危ないから駄目だって言ってなかったか？」

『あの時のアキラならね。６億オーラムかけて装備を調えた今なら大丈夫よ。アキラ自身も強くなったしね』

「そうか。分かった。次はクズスハラ街遺跡の奥部だな」

　自分はそれだけ強くなったのだ。アキラはそう思って喜びながらも、次の探索場所はそれだけしっかり準備を調えなければ危ない場所だとも思い、そこに挑む為に少し意気込みを必要とした。

『欲を言えば高性能なバイクも欲しいところね。車両で進むのは難しい場所もあるし、徒歩で進むのは大変だから』

「それなら何とか調達するか。装備代に預金のほとんどを使ったから高いのは買えないけど、まあ別の場所での遺物収集を挟めば大丈夫だろう」

『やる気たっぷりね。良いことだわ』

「無茶はしないぞ？　シズカさんからも注意されたからな」
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『分かってるわ』

　分かっていても無茶をせざるを得ない状況が、今まで何度あったのか。そう言いたそうなアルファの微笑みに、アキラは苦笑いを返した。
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　スラム街のある倉庫、格納庫のような場所に十数人の男達がたむろっていた。

　全員しっかり武装しており、装備だけ見ればありふれたハンターに見える。だがその雰囲気は倫理と良識を荒野に捨て去ったハンター特有の物騒なものだ。

　荒野でモンスターを狩り、遺跡で遺物を集めるよりも、いわゆる犯罪組織に雇われて人を狩った方が楽で楽しめると知ってしまった者達。同じハンター崩れでも、武力的にはハンターとして何の問題も無く、倫理と良識にのみ問題があるハンター崩れ達だ。

　その一人に連絡が入る。

「ザルモ。出番だぞ」

「ん？　もうか？　派手にやるのはもう少し後だって聞いてたぞ？」

「なに、前ぜん哨しょう戦せんみたいなもんだ。もっともそれで潰れるようなら、本番では使い物にならねえがな」

　そのまま仕事内容がザルモに告げられた。

「分かった。で、どの程度やれば良いんだ？」

「好きにしろ。これが連中への脅しになるのか、それとも連中以外への脅しになるのかは、お前らと向こうの頑張り次第だ」

「つまり潰して良いってことだな？　手加減しなくて良いなら楽で良い。なあ、潰して良いなら、連中の遺物は俺達への報酬ってことで、こっちで貰っちまって構わねえよな？」

「構わん」

「オーケー！　話が早いぜ！　すぐに準備に入る！　期待して待ってな！」

　通信を切ったザルモが他の者達へ向けて笑いながら叫ぶ。

「お前ら！　仕事だぞ！　本番でクライアントに高値で雇って欲しけりゃ、ここでしっかり実力を見せ付けろ！　死ぬ気で稼ぎな！」

　ザルモの扇動で他の男達が意気を上げた。粗暴で乱雑な叫び声が倉庫に響き渡る。

　その格納庫のような倉庫には本来スラム街などに存在するはずがない物、体長８メートルほどの人型兵器が鎮座していた。
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　再びシェリル達の倉庫に来たシジマが頭を抱えている。

「……増えてるって、どういうことだ？」

　倉庫の外に積まれた死体、撃退された襲撃者や侵入者達の山は、以前よりその高さを上げていた。

　シジマの部下が険しい顔で首を横に振る。

「分からねえ。ボスの指示通り、何人かは嬲るだけで解放した。警備の人員も増やした。目立つ武装を取り付けた荒野仕様車両も停とめてある。だが……」

「それでもか。これはもうアキラが舐なめられてるとか、そういう話じゃねえな」

「ああ。俺達込みで舐められてるとしても、この死体の山を見りゃ躊躇うだろう。それでも遺物を盗みに来るなんて異常だぜ」

　シジマが更に顔を険しくする。

「何人かは口を割らせたんだろう。動機は？　ここを狙った理由は何だったんだ？」

「借金だ。盗んだ遺物を売って返済するつもりだったらしい。そりゃ遺跡に行くよりはここの方がチャンスはあるだろうが、でもなぁ……」

　シジマも部下と同意見だった。自分達が舐められているという理由だけでは、納得できない不気味さがあった。

「ボス。何かヤバいぜ。俺達は一回退くってのもありなんじゃねえか？」

　本来ならば、ふざけたことを言ってるんじゃねえと、シジマはその弱気な部下を叱しっ咤たしていた。だが今は迷った。その上で首を横に振る。

「……駄目だ。それは流石に俺達のメンツに関わる。対処できねえほどに襲撃されて退いたってのならまだしも、今退いたらそこら中の連中から舐められる。出来ねえ」

「じゃあ、あれだ、アキラに家に帰らせねえで、ここで寝泊まりさせるように出来ねえか？　何か、あいつがここにいない時に限って狙われてる感じなんだよ。いや、何となくだけどさ」

　事実であれば、それは倉庫にアキラがいるのかどうかの情報を、侵入者達に摑まれていることを意味する。同時に、その労力を費やせる者が相手の裏にいることも意味する。シジマの中で嫌な予感が膨らんでいった。

「……分かった。俺からシェリルに言っておく」

「頼んだぜ。ボス」

　まずいことに首を突っ込んでしまったかもしれない。シジマはそう思いながら倉庫に入ると、直接その話をする為にシェリルを呼び出した。
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　自殺と変わらない侵入者が増えているという不穏な気配はあるものの、その侵入者達もレビン達にとっては取るに足らない者達でしかない。レビンは今日も面倒そうに倉庫の警備を続けていた。

　そのレビンと一緒に警備をしているハザワが、雑談の中で何となくアキラを話題に出す。

「それにしても、あいつがあそこまで成り上がってたとはな。大したもんだ」

　ハザワは過去に都市周辺の巡回依頼でアキラと一緒の車両に乗っていた。そしてそこでの印象深い出来事のおかげでアキラのことを覚えていた。

　感心したような口調のハザワとは異なり、レビンはどこか吐き捨てるように言う。

「ああ、大したもんだな」

「不満そうだな。アキラ達に助けてもらったんだろう？」

「そうだけどよ。あいつらが緊急依頼に５０００万オーラムなんて言わなきゃ、俺はこんな目になんか遭ってなかったんだよ」

　ハザワがレビンの強化服を見て軽く笑う。

「その所為でデカい借金背負ったのは知ってるけどよ、良かったんじゃねえの？」

「何がだ」

「お前は幾ら稼いでも、いつも酒と女に使っちまって装備代なんて無くなってたからな。そのお前がそんな良い装備を使えるようになったのは、ある意味でその借金の縛りのおかげだろ？」

「だとしても、借金抱えたのを喜ぶ気にはなれねえよ」

　不貞腐れたレビンがハザワに食ってかかる。

「お前こそ、何でこんな所で警備なんてやってるんだ？　遂ついに荒野に出るのも怖くなったのか？」

　ハザワが苦笑する。

「そう言うなよ。俺も最近は遺跡でちゃんと稼いでるんだぜ？」

　ハザワはそう言って自分の強化服を指差した。それを買えるだけの稼ぎを、今のハザワは出していた。

「……ふん。臆病者はやめたのか。じゃあ尚なお更さら、何で倉庫の警備なんて依頼を受けたんだよ」

「金の切れ目が縁の切れ目って言うだろ？　前みたいに稼ぐようになったら、切れてた縁もまた繫がってな。その付き合いみたいなもんだ」

「ふーん」

　実力はあったが弱気に押し潰された者。実力はあったが金遣いが荒すぎた者。アキラとの出会いで良くも悪くもその後を変えた者達は、アキラを話の種に雑談を続けていた。
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　ティオルが倉庫の警備を続けながら溜め息を吐く。

「今日もいないなー」

　シェリルに一目惚れしたティオルは、何とかお近付きになりたいと思っていた。

　だが今のところシェリルとの接点はほぼ無い状態だ。唯一の接点はこの倉庫の警備だけ。それも先日の件で首になりかけて、トメジマに頼みに頼んで何とか見逃してもらっていた。

　ティオルも一応は子供にしては戦える貴重な戦力であり、首にしてしまうと証拠隠滅と思われるのではないかというトメジマの不安もあって、ティオルの首はギリギリで繫がっていた。

　それでも倉庫内への立入は禁止されており、今度勝手に入ったら人生を終わらせるに足る違約金を支払わせると、念入りに脅されながら契約させられた。シェリルとの接点を失いたくないティオルは、それを渋々受け入れた。

「今は頑張るしかないかー。しっかり仕事を熟して認められれば、シェリルにもっと近付けるかもしれないしな」

　ティオルはそこに希望を見出して警備を続けながら、シェリルがここに来た時に姿ぐらい見えないかとキョロキョロしており、若干不審者になっていた。

　そこにシジマ達の車両に乗ってシェリルが現れた。車から降りたシェリルの姿を見て、ティオルが見蕩れて顔を緩ませる。

「やっぱり、綺麗だなー」

　ティオルは想おもいを募らせていた。




　そのティオルの姿を遠距離から見ている者がいた。ザルモだ。

　一緒にいる部下の男が、ゴーグル型情報端末の表示内容を見て笑う。

「よし。ガキの情報収集機器のログを調べた。多分だが、アキラはいないな」

　それを聞いたザルモは、どこか拍子抜けの様子を見せた。

「何だ、いないのか」

「……？　好都合だろ？」

　不思議そうな様子の男に、ザルモも気を切り替えたように調子良く笑う。

「そうだな。よし！　始めるぞ！」

　その指示でザルモ達が動き出す。複数のトラックがシェリル達の倉庫に向けて勢い良く走り出した。
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　シジマに呼び出されて倉庫で会議をしているシェリルがその議題に難色を示している。

「……一応アキラに言ってはみますが、無理だと思いますよ？　ここは倉庫で、寝泊まりする場所ではありませんから」

「それは分かってる。だがな……」

　議題はアキラを倉庫に常駐させられないかというものだ。シェリルもシジマもそれが難しいとは理解しているが、撃退した侵入者達の死体が積み上がっていることもあり、何とかならないかと険しい顔を浮かべていた。

　その雰囲気を吹き飛ばす事態が始まる。非常に険しい顔で現れたエリオがシェリルに向けて叫ぶ。

「ボス！　襲撃だ！　ヤバいぞ！」

　シェリルは一瞬、またか、と思ったが、エリオの慌て振りから今までとは違うと判断した。

「落ち着いて報告して。アキラを呼ばないと危ないぐらい強い人が襲撃者の中にいたの？」

「違う！　モンスターの襲撃なんだ！　しかもそこらの雑魚じゃないんだよ！」

「何ですって!?」

　余りに予想外の事態に、シェリルもシジマも驚きを隠せなかった。





◆






　事態の始まりは倉庫に突っ込んできた大型トラックだった。警備からの警告を無視して突撃し、銃撃されても止まらず、そのまま倉庫近くの荒野仕様車両に激突してようやく停止した。

　すぐにシジマの部下達やシェリルの部下達が銃を構えてトラックを取り囲む。

「舐めた真似してんじゃねーぞ！　ぶっ殺されてーのか！」

「とっとと降りろ！　今ならまだ嬲るだけで済ませてやるぞ！」

　恫どう喝かつを兼ねた降伏勧告の怒号にも、トラックの運転手は全く反応しない。その騒ぎの中、トラックの荷台からけたたましい音が響いた。

「何だ？　何の音だ？」

「荷台からだ。おい、荷台が……」

　荷台の扉が解錠され、ゆっくりと開いていく。そしてそれが開き切る前に、内側から扉を破壊して巨大な肉食獣、生物系モンスターが飛び出した。

「モンスター!?」

　警備の者達も敵襲は覚悟していたとはいえ、その相手は人間を想定していた。そこに突如モンスターが出現したことで混乱する。

「……う、撃ち殺せ……、……!?」

　我に返って発砲しようとしたが手遅れだった。驚きと混乱で動きを止めてしまっていた者達に、モンスターが巨大な体たい軀くで襲い掛かる。近くにいた者の胴体を爪で貫き、別の者の頭部を食い千切った。

　男が半狂乱になりながらモンスターを銃撃する。全弾命中したが、致命傷には程遠い。モンスターは着弾の衝撃で肉片をまき散らし、血を吹き出しながらも、怒りの咆ほう哮こうを上げて周囲の者に襲い掛かった。




　トラックはその一台で終わりではなかった。次々に現れて倉庫や周囲の車両に激突し、荷台からモンスターを出現させる。

　荷台に１体しか入れられない大型モンスターも、十数体詰め込まれていた小型モンスターも、近くにいた者達を手当たり次第に襲い始めた。

　そして本来ならば周囲に散らばっていくモンスターの群れは、荷台に設置された敵寄せ機の効果でその場に留まり続けていた。
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　レビンが周囲のモンスターを排除していく。シジマの部下達のようなハンターではない者達とは異なり、レビンはハンターだ。このような場所にモンスターが突如出現したことに困惑は覚えながらも、それだけで恐怖は覚えない。普通に撃退に移る。

「全く、どうなってるんだ……」

　そして周囲の敵を倒し終えると、トラックの運転席でぐったりとしたままの男を、容疑者として一応確保しようとした。

　その時、男が突如動き出してレビンに銃を向ける。男は気絶した振りをしていただけで、レビンの隙を窺っていた。

　だが男は引き金を引く前に、レビンに同行していたハザワに撃ち殺された。

「レビン。油断しすぎじゃねえか？」

「ふん。殺さずに捕まえようとしただけだ。俺だけで対処できたよ」

　減らず口を叩くレビンの様子に、ハザワは問題無さそうだと軽く笑った。
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　シェリルの仲介でカツラギ達から雇われる形で警備に参加しているデイルが、モンスターを倒しながら周囲の子供達に叫ぶ。

「戦えねえやつは倉庫の中に避難しろ！　そこらで喚わめきながらうろちょろしてても、アキラの振りにはならねえぞ！　いるだけ邪魔だ！」

　勝手に持ち場を離れるのはまずいのではないか。そう思って動けないでいた子供達が、動く理由を手に入れたことで急いで倉庫に避難していく。

　デイルがそれを援護する。子供達を襲おうとするモンスターを優先的に銃撃し、撃破した。

「……結構強いな。こいつら、どこのモンスターだ？」

　対モンスター用の銃弾を胴体部にかなり被弾させても死なず、動きを鈍らせてから頭部を集中的に撃ってようやく息絶える。

　それほどの生命力を持つ生物系モンスターは、都市の周辺には棲息していない。巡回依頼などで駆除されている。よって都市からそれなりに離れた荒野にしかいない。

　そのようなモンスターを捕獲し、トラックでここまで運ぶだけでもかなりの労力だ。誰が何の為にこのような真似をしたのか、デイルには全く分からなかった。

　それを奇妙に思いながらも、取り敢えず仕事を熟こなしていく。状況は既にスラム街の撃ち合い、小競り合いの域を超えており、ハンターの領域となっている。それならばと、ハンターとして仕事をしていた。

　そして他のハンター達の状況はどうなっているかと思い、比較的近場にいたはずのコルベの様子を探った。そのデイルの顔が怪訝に歪む。

「……あいつは何をやってるんだ？」

　コルベは少し離れた場所で戦っていた。既に周囲のモンスターを倒し終えているのだが、大型モンスターの死体を今も叫びながら撃ち続けている。

「死ね！　くたばれ！　くたばりやがれ！」

　肉食獣の死体が至近距離から強力な銃弾を浴び続けて原形を失い始めている。それでもコルベは撃ち続けていた。

　デイルが慌ててコルベに駆け寄る。

「おい！　何やってる！　もう死んでるぞ！」

　そう強めに呼びかけられてコルベは我に返った。撃つのをやめて荒い息を続ける。明らかに平静を欠いていた。

「……なあ、大丈夫か？」

「あ、ああ……。悪い。大丈夫だ……」

　コルベはそう答えたが、デイルから見ても憔しょう悴すいしているのは明らかだった。

「何だか知らねえけど、真面に戦えそうにないなら倉庫内の連中の支援に回ってくれ。あっちはガキばっかりだからな」

「…………分かった。すまん。外は頼んだ」

「よし。気を付けろよ」

　デイルはそう言い残すと、他のモンスターを倒しに離れていった。

　残ったコルベは深い溜め息を吐き、少しの間だけその場に留まった。そして軽く頭を抱えながら、どこかふらつく足取りで倉庫に向かっていく。

　そのコルベを襲撃者達の一人が狙っていた。この程度の戦闘で慌てふためく格下と侮り、笑って引き金を引こうとする。

　だが次の瞬間、逆にコルベに眉間を撃ち抜かれて即死した。

　敵をあっさりと、先程までとは全く違う落ち着いた様子で殺したコルベは、こちらは問題無く殺せた自分に、もう一度深い溜め息を吐いた。
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　シェリルの徒党の子供達の内、アキラの偽物として呼ばれただけの戦えない者は倉庫内に避難した。

　だが曲がりなりにも戦力として呼ばれた者達は、逃げ出す訳にはいかなかった。エリオを始めとする徒党の武力要員達だ。シジマの部下達に交じって怯おびえながらも応戦している。

「クソッ！　エリオ！　どうなってるんだよ！　何でモンスターが!?」

「俺が知るか！　良いから撃ち続けろ！　アキラさんが来るまでの辛抱だ！　残弾なんか気にせずに撃ちまくれ！」

「いつだ!?　いつ来るんだ!?」

「……もう少しだよ！」

　実際にはエリオもアキラがいつ来るかなど分からない。だが今はそう答えるしかなかった。

　エリオ達は、格好だけアキラに似せた他の子供達とは異なり、徒党の武力要員としてしっかり武装している。安物とはいえ強化服を着ており、銃もカツラギの手配で良い物を用意してもらった。

　だがそれだけでハンターのように戦えるのであれば苦労は無い。エリオ達は恐怖を嚙かみ殺ころしながら車両の陰に隠れつつ、拙い動きで戦うのが限界だった。

　そのエリオ達の視線の先で、勢い良く打って出てモンスター達を倒す別の少年達の姿があった。ティオル達だ。ハンターだということもあってこの状況でも臆さずに戦っている。

　特にティオルは張り切っていた。ここで活躍すればシェリルに認められる。想い人と親密になる切っ掛けになる。その思いで死力を尽くしていた。

　エリオ達がその様子を見て呟つぶやく。

「……あいつら、凄えな」

「ああ。やっぱりハンターってのは違うな。……なあエリオ。ここはあいつらに任せてさ、俺達は倉庫に戻らないか？」

　そう言った仲間をエリオが見る。逃げ出したいという気持ちが顔に出ていた。武力要員がそんな考えでどうするという思いもあったが、気持ちは分かるという思いも同じくあった。

「……そうだな。お前達は一度戻ってボスに状況を報告しろ。その後はボスの指示に従え」

「エリオ。お前は？」

「俺は残る。流石に俺達が全員離脱するのはヤバいからな。シジマのところの連中も戦ってるってのに、ここで俺達だけ逃げ出したら、アキラさんの後ろ盾があってもシジマに徒党ごと乗っ取られちまうよ」

　だからお前らも残って戦え、とはエリオも言えなかった。モンスターに襲われるのがどれだけ怖いかは自分でもよく分かっているからだ。

　だがそれでも、自分は残ると言うことが出来た。自分の為に、そして恋人のアリシアの為に、エリオは自らの徒党を守ろうとしていた。

　エリオの仲間達が顔を見合わせる。そして半分は倉庫に戻り、残り半分はこの場に残った。

　予想以上に残った仲間達の心意気に、エリオが力強く笑う。

「大丈夫だ。アキラさんが来るまでの辛抱だ。もうすぐだ。やるぞ！」

　エリオの覇気の籠もった号令で、エリオ達はそのまま頑張って戦い続けた。
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　余り良いとは言えない状況に、シジマは倉庫の中で顔を険しくしていた。

「シェリル。アキラはどうなってるんだ？」

「救援ならもう頼みました。こちらに向かっている途中でしたので、もうすぐ来ると思います」

「そうか。それまで何とか保たせるしかねえな」

　そこにシジマの部下が慌てた様子で報告に来る。

「ボス！　敵に倉庫内に侵入された！」

「モンスターが倉庫に入ってきたのか!?　外の連中は何やってる！」

「違う！　遺物を狙った連中だ！　外の騒ぎに乗じて入り込みやがった！　数も多いし、そこらのゴミどもじゃねえ！　しっかり武装してやがる！」

「何だと!?」

　倉庫の内も外も騒ぎは拡大の一いっ途と。その事態に、シジマとシェリルは徒党のボスとしての力量を試されていた。
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　倉庫に侵入した襲撃者達はそこに並ぶ遺物を見て嬉しそうに笑った。

「期待以上の量だな」

「そりゃ遺物販売店を始めようってんだ。ある程度の在庫がねえと話にならねえよ」

「よーし！　根こそぎ貰おうぜ！」

　男達が近くの遺物を手当たり次第に大型のバッグに詰め込んでいく。その間にもシジマの部下達が迎撃に現れるが、装備と実力の差で片手間に処理していく。

　その最中、男達の一人がザルモに連絡を入れた。

「ザルモ。お前はこっちに来ないで何やってんだ？」

「俺はアキラに備えて待機中だ。何だ、俺を呼ぶほど苦戦中か？」

「冗談言うな。遺物詰め放題の楽しみに誘ってやっただけだよ」

「悪いな。俺の分までたっぷり詰め込んでおいてくれ。クライアントを満足させるようにな」

「了解だ」

　男は笑って通信を切ると、遺物を詰め込む楽しみに戻った。




　倉庫内の男との通信が切れた後、ザルモが不敵に笑う。

「ようやく来たか。ちょっと遅いんじゃないか？」

　そして別の男に指示を出す。

「来たぞ！　起動させろ！」

　その指示で、ザルモの背後の巨大な人影が動き出す。

「さて、お手並み拝見だ」

　楽しげに笑うザルモの拡張視界には、荒野仕様車両で先を急ぐアキラの姿が映っていた。
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　シェリル達の倉庫が襲われているという連絡を受けたアキラは、急いで現場に向かっていた。

「シェリルか？　……ああ、もうそっちに向かってる。もう少しで着く。急いでるんだ。追加の情報が無いなら切るぞ。……ああ、逃げるなり籠城するなりして、何とか持もち堪こたえてくれ。じゃあな」

　アキラはシェリルとの通話を切ると、助手席のアルファに険しい顔を向けた。

『アルファ。向こうの状況は？』

『警備のハンターはモンスターの相手で手一杯。シジマの部下達は襲撃者達に押されているわ。厳しい状況ね』

『……とにかく急ぐしかないか。新しい強化服の性能を確かめる機会がこんなに早く来るなんてな。どうせなら銃も届いてからにしてくれれば良かったのに』

　そう言って苦笑したアキラに、アルファが笑って返す。

『まあ、今日は４億オーラムの強化服の性能を実感する機会ってことにしましょう。敵を凄い銃で倒しました、では強化服の力を実感し難いでしょう？』

『そうだな。……見えた！　おお、随分派手なことになってるな』

　情報収集機器の望遠機能で表示される倉庫周辺の戦闘の様子は、既にスラム街の抗争の域を逸脱していた。警備のハンター達が強力なモンスターと戦う光景は、荒野の戦闘を思わせる激しいものだ。

　アキラが車上で立ち上がり、ＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃を構える。そして集中し、しっかりと狙い、遠方の標的の頭部の中身、頭蓋の内側の脳に照準を合わせた。

　不規則に揺れる車上から撃ち放たれた銃弾は、その悪条件を物ともせずにモンスターに着弾した。更に敵の頭蓋骨に穴を開け、弾頭から伝でん播ぱする衝撃で脳を蹂じゅう躙りんする。

　体に風穴を開けられようが、その飛び抜けた生命力で継戦能力を失わない生物系モンスターも、その体を動かす指揮系統の基を失えばどうしようも無い。そのまま崩れ落ち、息絶えた。

　この射撃を、アキラは自力で行った。

『お見事。アキラもこれぐらいは自分で出来るようになったわね。大したものだわ』

『運転はアルファに任せたんだ。完全に自分でやった訳じゃないけどな』

『それでも確かな向上よ。アキラは間違いなく強くなっているわ。この調子で行きましょう』

　アルファに褒められたアキラが少し上機嫌になる。そしてそのまま他のモンスターも倒そうと次の標的に狙いを定めた。

　そのアキラの顔が怪訝なものに変わる。

『……あれは、えっ？』

　シェリル達の倉庫から少し離れた場所に、一台のトラックが停まっていた。その荷台が左右に開いていく。現れたのは横たわった巨大な人型の物体、白い人型兵器だった。

『……あれって人型兵器だよな。何でこんな所に？』

　スラム街には似つかわしくない大型兵器の登場にアキラが困惑する。その間に白い機体は身を起こして荷台から降りると、荷台に一緒に格納してあった人型兵器用の巨大な銃を手に取った。

　そして、その銃口をアキラに向ける。

『避けなさい！』

　その指示と同時に、アルファの運転で車が横に大きく進路を変える。アキラはその慣性に耐えながら素早く身を低くした。

　わずかに遅れて白い機体が発砲する。砲弾並みに巨大な弾丸が大口径の銃から撃ち出され、宙を穿うがって飛んでいく。そしてアキラに躱かわされ、その後方にあった建物に直撃。一発で家屋を倒壊させた。

　アキラが思わず顔を険しくする。

『こんな場所で撃ちやがった……！　何考えてやがる……！』

　アキラの自宅から倉庫へ向かう最短の道は下位区画を通るルートだが、急ぐからとそのルートで荒野仕様車両で速度を出すと、通過地域の民間警備会社を刺激して停められてしまう恐れがある。

　そこでアキラは多少遠回りになるが一度荒野を出るルートで倉庫に向かっていた。それによりアキラの背後もスラム街であり、そこの建物を倒壊させようと、下位区画の民間警備会社の警備範囲外ではある。

　だからといって、こんな場所で人型兵器を使うなど有り得ない。それがアキラの感覚、常識だった。

　スラム街の徒党が大規模な血ち塗みどろの争いをしようとも、銃の範囲での戦闘。兵器の出番は無い。その常識を覆す出来事にアキラは驚きょう愕がくしていた。

　一方アルファはいつも通りの笑顔を浮かべていた。大したことでもないように軽く提案する。

『敵で確定ね。ちょうど良いわ。アキラ。あれを倒して、新しい強化服のウォーミングアップをしましょう』

『えっ？　あれを倒すって……、人型兵器だぞ？』

　アキラと人型兵器の体格差は、大人と子供どころか巨人と子供だ。その相手に挑むのは流石に無理があると思い、アキラは軽く困惑していた。

　だがアルファは余裕の笑みを浮かべている。

『何を言ってるのよ。ちょっと前に旧世界製の装備の相手を倒したばかりでしょう？　それに比べれば大した相手ではないわ』

『いや、だからって……』

『それならこう考えて。あれが賞金首なら幾らになる？　１０００万？　２０００万？　そしてアキラは今まで何億オーラムの賞金首と何度戦ったと思ってるの？　それらと比べれば、怖おじ気け付づく要素なんてどこにも無いでしょう？』

　アキラはそう言われて、白い機体を改めて見た。

　賞金首戦の時とは、装備も人数も違うと言い返すことも出来る。だが強化服だけならば、むしろ性能は格段に向上している。自分の実力もあの時より上がっていると言い切れる。

　そして何よりも、アルファから言われた認識で改めて見た人型兵器は、恐れるほどの敵ではなくなっていた。アルファもいつものように笑っている。それならば、アキラが臆する理由などどこにも無かった。意気を上げて笑う。

『……そうだな。やるか！　４億オーラムの強化服なんだ！　ウォーミングアップの相手も、あれぐらいじゃないとな！』

　そのアキラの様子に、アルファも不敵に嬉しそうに笑った。

　巨大な弾丸を撃ち出す都合で連射速度に欠けるものの、白い機体から次々に放たれる弾が周囲の建物を吹き飛ばす状況で、アキラ達が笑い合う。

　集中による体感時間の操作で時が緩やかに流れる世界の中、吹き飛ばされた建物の瓦が礫れきがゆっくりと落ちていく横で、アキラは念話という音声を介さない手段でアルファと普通に話していた。

　口で普通に話せば数十秒は掛かる会話、言語による情報伝達でも、念話であれば一瞬で可能だ。

　しかしそれを実現させるには、通常の音声であれば聞き取るのも不可能な極めて高速な早口に、意識を追い付かせる必要がある。そうしなければ言語は意味を認識できないノイズに変わり、話すことも聞くことも出来ない。

　アルファは全く問題無い。数十秒分の音声を一瞬に縮めようとも、完全な受け答えが可能だ。

　アキラはそのアルファと普通に話している。それはアキラがその一瞬の中で、自身の意識を感覚的には通常の時間感覚とほぼ同じ状態にまで引き上げることが可能である証拠だ。

　それほどの体感時間操作技術を、アキラは既に身に付けていた。

『それじゃあ、アキラ、行くわよ』

『ああ！』

　その返事と共にアキラは車から勢い良く飛び降りた。そのまま走って人型兵器との距離を詰めていく。

　車両ではアルファの運転でも細かな回避行動には限度がある。被弾面積も大きい。

　しかしアキラだけであればギリギリの回避が可能だ。被弾面積も小さい。加えて今のアキラならば、短時間であれば自分で走った方が車より速かった。

　強化服の身体能力で地を駆ける。並の者であれば余りに強く速い力の所為で精密な動作が出来ずに、走ろうとしてもぎこちない動きになる。だがアキラは体感時間操作による高速戦闘での精密動作を以て、その身体能力を制御した。

　その上で強化服の接地機能がアキラの動きを補う。強化服の足の裏には力場装甲フォースフィールドアーマー機能が搭載されている。この機能により移動時に足場を力場装甲フォースフィールドアーマーで補強することで、驚異的な身体能力と比較して酷く脆もろい地面などでも、余りに強い脚力で足下を吹き飛ばすこと無く推進力に変えることが出来る。

　加えて力場装甲フォースフィールドアーマーの調整により足の裏と足場を部分的に結合して接地力を高めることも出来る。これは高速移動時のブレーキのみならず、垂直な壁の歩行や天井の走行など、様々な応用が可能だ。

　その機能を活用し、アキラは白い人型兵器へ向けて高速で走りながら、左右に不規則に移動して相手の照準を狂わせていた。

　白い機体がアキラを狙う。だが目標の大きさが車両全体から本人へと急激に小さくなった上に、標的は高速で移動しながら狙い難い挙動を繰り返している。撃ち出された弾丸はアキラから大きく外れ、スラム街の地面に大穴を開けるだけに終わった。

　更にアキラが走りながら、拡張弾倉の装弾数を活いかした連射で人型兵器を銃撃する。

　アキラが撃ったのは、対機徹甲弾と呼ばれる貫通能力に特化した弾丸だ。撃たれて体に穴を開けられても猛進し、その負傷さえ短時間で治してしまう驚異的な生命力の生物系モンスターに対しては、そこまで効果的な弾ではない。

　しかし負傷箇所の再生ではなく、強固な装甲が脅威となる機械系モンスターには、その貫通力で高い効果を持つ。装甲を貫き、その内側にある精密部品を損傷させて動作不良を引き起こす。それは人型兵器でも同様だ。

　加えてアキラは白い機体の指の部分に狙いを集中させていた。

　人型兵器用の銃にも引き金があるが、それは機体の感覚的な操作を補う為の機能であることが多く、引き金を引かなくとも機体側の操作で発砲可能なものが多い。機体の指を破壊されても銃は撃てる。

　しかし武器腕のような機体と一体化している類いのものではない限り、銃を握って固定していることに違いは無い。機体の手や指を破損させれば銃の固定は緩み、照準も大きく狂う。

　大幅に狙いのズレた銃弾など躱す必要も無い。アキラはそのまま白い機体との距離をあっさり詰め終えた。そして跳躍し、相手の胴体部に痛烈な蹴りを放つ。

　本来ならばどれだけ強く蹴ろうとも、人型兵器との重量差でアキラの方が反動で飛んでいく。だがアキラの強化服はそれを覆すことが可能だった。

　強化服の接地機能を応用して空中の空気、微量ではあるが色無しの霧の成分を含んだ気体を力場フォースフィールド装甲アーマーで固定し、強固な足場に変える。

　加えて、強化服の身体能力や防御力の向上にも使用している力場装甲フォースフィールドアーマー機能により、いわゆる物理的な重さ、物体の動かし難さを増やすことで、慣性を乗せたままアキラを一時的に吹き飛ばされ難くする。

　それらの機能の相乗効果により、アキラは本来の質量差を覆して人型兵器を蹴り飛ばし、吹き飛ばした。白い機体が自分よりも大きい車に激突されたように飛んでいき、背中から地面に叩たたき付つけられた。

　着地したアキラが思わず笑う。

『この強化服……、人型兵器を蹴飛ばせるのか。４億オーラムもするだけはあるな』

『その装備を上手く活用できる実力あってのことよ。それだけ強くなったのだと思いなさい』

　相手に近付く時の動きや銃撃、先程の蹴りの動作などにアルファのサポートは入っていない。アキラはそれを自力で行った。

　しかし強化服の接地機能などの細かな操作はアルファが行っていた。本来はそこまで自力でやって初めてアキラの実力となるのだが、アキラもここは褒められておくことにした。

『そうだな。ウォーミングアップは上手くいったってことにしよう』

　起き上がろうとした白い機体に蹴りを入れて阻止し、ついでに相手の銃も蹴飛ばしておく。更に追撃で蹴りを入れる。

　巨人と子供の戦いで、子供が巨人を圧倒するという常識外れの光景がそこにあった。
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　デイルやレビンなど倉庫の周囲で戦っていた者達は、人型兵器に単身で突撃して相手を蹴り飛ばすというアキラの戦い振りに半ば啞あ然ぜんとしていた。

　デイルが驚きながらも納得する。

「あいつ、あんなに強いのか。道理でシェリルさんが護衛は彼だけで十分だと言う訳だ」

　誰よりも信頼している心強い護衛。以前にシェリルはアキラのことを、笑顔を輝かせてそう言っていた。それを覚えていたデイルは、アキラがここまで強ければシェリルのその態度も当然だと、改めて納得していた。

　そしてそこまで強いハンターを雇える資金力がある以上、シェリルはやはりどこかの企業の令嬢なのだろうと、シェリルへの誤解を一層深めていた。

　一方レビンは頭を抱えていた。

「俺は返済が滞ると、下手をするとあいつに取り立てられるのか……」

　そうなってしまった時の自分を想像してしまい、レビンは思わず嫌そうな顔を浮かべた。

　ハザワは人型兵器を圧倒するその力を羨ましく思いつつも、自分を変えたアキラの強さ、そして保身を忘れて突き進んだハンターの成長、成り上がり振りを、どこか嬉しく感じていた。

　そしてそれはそれとして、レビンの内心を察して苦笑する。

「レビン。借金を踏み倒さないように、まあ頑張るんだな」

「うるせえ！」

　レビンは不機嫌そうに吐き捨てた。
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　人型兵器を転倒させたアキラだったが、まだ倒した訳ではない。しかしあとは相手に何もさせずに操縦席を銃撃し続ければ、それで終わりでもあった。

　アキラが使用している銃弾は、ミハゾノ街遺跡の工場区画の調査の為に用意した弾薬の残りだ。威力も高く、量も多い。

　流石に数十発程度の少量を撃ち込んだところで機体の撃破には至らないが、更に撃ち続ければ乗員の保護の為に頑丈な造りになっている操縦室を、乗員ごと穴だらけに出来る。

　操縦室の扉は機体の背中側にあり、地面を背にしているので狙えない。アキラは機体の胸の部分に立つと、両手の銃を真下に向けて構えて引き金を引いた。

　暴れる機体を踏み付けて無理矢理抑えながら連射する。対機徹甲弾が白い機体に嵐のように撃ち込まれる。

　頑丈な装甲が凹へこみ、歪み、脆くなる。その弾丸が機体表面を貫いて操縦席に届くまでは時間の問題だ。それも分刻みでは遅すぎるほどに短い。あと数秒で人型兵器を倒したという言葉は、転倒ではなく撃破に変わる。

　その時だった。アキラが突如その場から飛とび退のいた。一瞬遅れて銃弾がその場を駆け抜ける。敵の狙撃だ。

　アキラは銃弾を躱しながら、狙撃元の方向を連射した。そして倒れたままの人型兵器の陰に身を潜めながら顔を険しくする。

『……アルファ。倒せたか？』

『残念だけど避けられたわ』

　狙撃した者はアキラの反撃を予期して素早く移動していた。アキラの銃撃は相手に掠りすらしていない。

『……そうか』

　今の動きは、そこらの相手であれば問題無く返り討ちに出来たものだった。アキラはそう理解できるだけの実力を既に身に付けており、それゆえに敵の実力を理解して顔をしかめる。

　そこに汎用通信でアキラに話しかける者が出た。

「ようアキラ。白兎をそんなにあっさり倒すなんてやるじゃねえか」

「お前、誰だ？　白兎って何だ？」

「俺はザルモだ。さっきお前を撃ったやつだよ。白兎ってのはその機体のことだ。廉価版だが、値段の割には結構高性能なやつなんだぜ？」

　ザルモはアキラに向けて軽い口調でどこか楽しげにそう答えた後、今度は白い機体の操縦者へ向けて不機嫌な声を出す。

「ボーゼ！　テメエはあっさり倒されてんじゃねえ！　白兎に乗りてえって言うから乗せてやったってのに、何だそのザマは！」

「す、すまねえ……」

「援護してやるからしっかり仕事しろ！　クライアントにドヤされるだろうが！」

　叱咤を終えたザルモが、再び楽しげな口調でアキラへ告げる。

「それじゃあ第２ラウンドといこうか。ここからが本番だぜ？」

　通信はそれで切れた。アキラの顔が険しくなる。曲がりなりにも人型兵器を一人で倒した者にあれほどの余裕を見せる相手が襲ってくるのだと、警戒を高めた。

『アルファ。ヤバそうならサポートしてくれ』

　アルファは既にアキラへのサポートを最低限のものに抑えている。以前と比べて装備も実力も飛躍的に向上させたアキラにとって、過剰なサポートは更なる成長を阻害するだけだと判断したからだ。

　それでも不要な苦戦はアルファも望まない。いつものように笑う。

『勿論よ。任せなさい』

　アルファの自信たっぷりな笑顔を見て、アキラも顔から険しさを消す。代わりに笑って意気を高めた。
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　倉庫の外の戦いが本番を迎えようとしていた頃、倉庫内での戦いにも動きがあった。

　レビン達ハンター組は倉庫の外のモンスターを倒すのに忙しく、倉庫内に侵入した襲撃者達の撃退にまで手が回らない。

　しかしシジマの部下達では、襲撃者達とは実力差がありすぎてどうにもならない状況だ。

「クソッ！　どうすりゃ良いんだよ!?」

「まずい！　あの遺物、幾らすると思ってるんだ!?　このまま遺物を奪われたらボスにもアキラにもぶち殺されるぞ！」

「じゃあお前突っ込んでこい！」

「無茶言うんじゃねえ！」

　状況を全く改善しない怒鳴り合いを続けるのが、男達の限界だった。

　そこに倉庫内の対応に回されたコルベがやってくる。そして男達の横を素通りして襲撃者達の方に普通に、面倒臭そうに歩いていく。

「お、おい……」

　その余りの様子に男達が思わずコルベを呼び止めたが、コルベは振り返りもせずにそのまま進んでいった。




　襲撃者達の一人がコルベに気付く。だがその男の顔には警戒ではなく嘲りが浮かんでいた。

「ようコルベ！　久しぶりだな！」

「……誰だ？」

　少し怪訝な顔を浮かべたコルベを見て、男がコルベを馬鹿にしながらも吐き捨てるように言う。

「ふん。テメエの下で遺物をせこせこ集めてた借金持ちの顔なんて忘れたってか？」

「……ああ、集団遺物収集作業の参加者か。死んでねえってことは借金返して抜け出せたのに、ハンターやめて強盗やってるのかよ。馬鹿が」

「あの時にテメエを殺して逃げてりゃ、もっと早く抜け出せたんだがな。見てたぜ？　お前の外での慌て振り。モンスターに食われかけて、ビビって戦えなくなったって話、本当だったんだな？」

　面倒そうだったコルベの顔が不機嫌なものに変わった。図星を衝ついたと思った男の嘲笑が強くなる。

「そんなビビり野郎に、俺達の監視役なんだから強いんだろうと思わされて、へこへこして必死に遺物を集めさせられていたとはな。見事に騙されたぜ」

　言い返さないコルベに男が嘲りを強める。

「そのテメエがここにいたのには驚いたが、遂に怖くて荒野にも出れなくなったのか？　落ちぶれたもんだな！」

　モンスターとの戦いがトラウマとなって荒野に出られなくなり廃業するハンターは珍しくない。ありふれた落らく伍ご者しゃへの嘲笑が他の男達へも広がった。

　そこでコルベが溜め息を吐いて呟く。

「分からねえなぁ……」

「ああっ？　何がだ？」

「まあ、お前の言う通りだ。俺は前に遺跡でモンスターに食われかけて、怖くなって真面に戦えなくなったんだ。大変だったよ。一度はハンター廃業寸前だった」

　コルベが内心を吐き出すように語っていく。

「でもハンターを辞める気は無かった。だからリハビリ代わりに集団遺物収集作業の監視役を引き受けた。遺跡には入れないし、一人で荒野にも出られないし、モンスターとも真面に戦えないが、荒野でそれを他の連中にやらせるぐらいなら出来たからな」

　溜まりに溜まった内心を吐き出してもコルベの表情は冴えない。深く項垂れる。

「それで俺も少しは慣れてきて、そろそろ大丈夫かな、なんて思ってたんだよ。ところがだ。お前の言う通り、あの醜態だ。俺を食い殺しかけたモンスターに似てたってこともあったが、言い訳には出来ねえ。俺もちょっとショックだった」

　コルベは項垂れたまま、もう一度大きな溜め息を吐いた。そして顔を上げる。そこには非常に不機嫌そうな顔があった。

「だから、悪いが、これは憂さ晴らしだ」

　次の瞬間、コルベは男との距離を一瞬で詰めると、男の頭を摑んで床に叩き付けた。それは男達の誰もが全く反応できなかった早業だった。

「……テ、テメエ！」

　コルベのことを落ちぶれたハンターだと思って油断していた男達が、ようやく我に返って反撃に移る。全員でコルベを銃撃し、倉庫内に銃弾をばらまいた。

　しかしコルベには掠りもしなかった。

「分からねえ。なあ、ここは荒野じゃねえし、お前らもモンスターじゃねえだろう？　それなのに、お前らが何でそんなに調子に乗れるのか、俺には全く分からねえよ」

　コルベはそう言いながら、更に２人の男を昏こん倒とうさせていた。男達の表情が焦りで険しく歪んでいく。

「喧嘩売ってきたのはそっちだ。手加減しねえぞ」

　銃声と悲鳴が倉庫に響き渡る。その悲鳴の中に、コルベのものは含まれていなかった。




　シジマの部下達は少し離れた場所から状況を窺っていた。

　少し経ってから銃声と悲鳴が響き渡り、しばらくしてからそれが消える。男達がどうしようかと無言で顔を見合わせる中、コルベが戻ってきた。

「何人かは生かしてある。そいつらへの尋問とかはお前らでやってくれ」

　コルベはそう言い残して去っていった。

　男達が現場に向かうと、そこには床に崩れ落ちている襲撃者達の姿があった。半分ほど死んでおり、残り半分も放置すれば死にそうな状態だ。

　男達はすぐに仲間を呼んで襲撃者達の確保作業に入った。死んでいないのであれば、いろいろ聞き出す為にも死なせない必要があった。

「……それにしても、これを一人で片付けたのか。あのアキラもそうだけど、やっぱりハンターってのは凄えな」

「ああ。荒野でモンスターと殺し合ってるだけはあるってことだな」

　シジマの部下達はコルベが作り出した惨状を見て戦々恐々としながら、コルベの耳に入れば酷く項垂れさせることを言っていた。
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　アキラは白い人型兵器を蹴って動きを封じつつ、機体の陰に隠れてザルモの出方を窺っていた。

　そして情報収集機器が大きな反応を捉える。それはアキラに向けて投げ付けられた２台の荒野仕様車両だった。更にその車両の背後にいるザルモの姿を捉えて、アキラの拡張視界に表示する。

　アキラが即座にその車両を銃撃する。対機徹甲弾は車を問題無く穴だらけに出来るが、流石に車両を２台も貫通すれば弾道は歪み威力も落ちる。その先にいるザルモに痛手は与えられない。

　加えて車両を撃ち落とすのも無理だった。被弾の衝撃で速度を落とし、車体全体を穴だらけにしながらも、人型兵器を盾にし難い角度で飛んでくる。

　仕方無く、アキラはその場から飛び退いて車両を躱した。既に脆くなっていた車体が地面との激突で派手に歪み、千切れ、飛び跳ねる。

　車両２台分の残骸が周囲の空中に飛び散る中、高速戦闘の意識では残骸が空中に漂う中で、アキラとザルモが細かな遮蔽物の隙間から相手と視線を合わせる。アキラは意気を上げる為に、ザルモはこの戦闘そのものを楽しむように、どちらも笑いながら銃を相手に向けた。

　至近距離での銃撃戦が始まる。それは格闘戦の延長として銃を使うような、射線の奪い合いの攻防だった。

　高速移動で敵の射線から逃れ、体勢を崩しながらも自身の銃口を相手に向けて連射する。後ろへは躱せない。上下左右、時には前へ、相手の射線を搔かい潜くぐりながら撃ち続ける。

　激しい攻防の中、躱し躱されながらの連射により、二人を中心にした弾幕が周囲に飛び散り続ける。円状に、球状に、面制圧を全方向へ押し付けていく。

　だがアキラ達にとっては無数の線にすぎない。その線を個別に躱しながら、致命の一撃を加えようと苛烈に攻め続ける。

　そして回避不能の一撃を先に相手に入れたのはアキラだった。絶対に躱せないタイミングで撃ち出された弾丸がザルモを襲う。

　だがザルモはその一撃を読み切っていた。その射線上に掌てのひらを重ね、掌に仕込んでいる力場障壁フォースフィールドシールド発生装置を起動し、板状の小さな力場障壁フォースフィールドシールドを射線に対して斜めに発生させ、弾丸を効率的に弾いて防御する。

　この力場障壁フォースフィールドシールドはそこまで頑丈なものではない。生成のタイミングや角度をわずかでも誤れば、銃弾は力場障壁フォースフィールドシールドを貫いていた。高速戦闘中にそれを実現させるのは至難の業だ。

　だがザルモはそれを容易く成し遂げた。発生した衝撃変換光に照らされた余裕の笑みも、今のが偶然の産物ではないと示していた。

　驚くアキラをザルモが銃撃する。先程の一撃に対して回避ではなく防御を選択し、その防御を完全に成功させた分だけしっかりと狙えた一発は、アキラに回避の余裕を与えなかった。強力な生物系モンスターを即死させるどころか粉砕する威力の銃弾が、アキラに着弾する。

　だがアキラはほぼ無傷だった。アルファはその銃撃を完全に見切っており、防護コートの力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を、着弾の一瞬だけ、着弾箇所のみ、限界まで上げていた。

　それにより極めて効率的な防御を実現させたことで、被弾の被害を、防護コートを構成する六角形の金属片の一片を破損させるだけに収めていた。

　勝敗を決めるはずだった一撃を容易く防がれたことに、アキラもザルモも驚愕する。

　それでも戦闘は止まらない。それどころかどちらも死線へ更に踏み込んだ。互いに射線を掠め、銃弾がすぐ側を駆け抜ける位置取りでギリギリの攻防を続ける。躱せず被弾し、だが防ぎ、撃ち返す。飛び交う死線を搔い潜り、死地を駆け続ける。

　それでもアキラは臆さない。しかし笑みを浮かべる余裕は無かった。

『アルファ！　こいつあの人型兵器より強いぞ!?』

『アキラもそうなのだから、そこは驚くところではないでしょう？』

『そうかもしれないけどさ！』

　続く攻防の中、アキラの蹴りがザルモに直撃する。４億オーラムの強化服の身体能力を以て繰り出された威力がザルモを吹き飛ばし、その顔から不敵な笑みを奪い去った。

　アキラがすかさず銃で追撃する。しかしそちらは防がれた。

『……蹴りより銃の方が火力不足か。そりゃ装備の値段から考えれば当然なんだろうけど……』

　銃が幅を利かせる東部で、敢えて格闘戦を挑む者達。そこに一歩近付いたような気がして、アキラは少し微妙な気持ちになった。

『アキラ。ここから先は少し厳しくなるわ。気合いを入れ直して』

　そしてその理由を聞く前に根拠が示された。アキラがその場から素早く飛び退く。わずかに遅れて巨大な弾丸が着弾し、舗装された地面を吹き飛ばした。

　撃ったのは白い人型兵器だ。アキラがザルモと戦っている間に身を起こし、銃を拾って構えていた。ザルモがアキラに接近戦を挑んできたのは、それをアキラに邪魔させない為だった。

　それに気付いたアキラが顔をしかめる。

『……あいつがさっき蹴られたの、わざとか』

　相手は白い機体の戦線復帰が済んだので、蹴りの衝撃を利用して距離を取った。そう判断して険しい顔を浮かべるアキラに、アルファはいつも通りの笑顔を向ける。

『そうだとしても、あの一撃でかなりのダメージを喰くらったことに違いは無いわ。してやられた訳ではないから安心しなさい』

『……そうか。よし。気合いを入れ直していこう』

　ここから先は二対一。しかも片方は人型兵器で、もう片方はその人型兵器より強い個人。普通に考えれば十分な脅威だとアキラは思っていた。

　だがアルファはいつものように笑っていた。それでアキラも、それならば何の問題も無いと、再び意気を上げる。右手の銃をザルモに、左手の銃を白い機体へ向けて、敢えて笑って引き金を引いた。
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　ザルモは人型兵器と組んでの二対一という変則的な戦いを続けながら、楽しげに余裕そうに笑っている。だがそれは表向きのものであり、内心を反映させたものではなかった。

（強い……！　旧世界製の装備の者に勝てたのは相手の装備の不調によるもの。資料にはそうあったが……、これは……、自力で勝ったのか？）

　その時とはアキラの装備が異なることを差し引いても、ザルモにそう思わせるだけの強さをアキラは見せていた。

　ザルモがアキラの蹴りを間合いの調整に利用したのは確かだが、敢えて喰らった訳ではなかった。躱せないと判断した上での活用だった。

　そして予想以上の威力だった。装備にも影響が出てしまい、動きを鈍らせ、二対一で互角という状況に追い込まれていた。

（倉庫の子供達は、外敵に彼の存在を誤認させる為に、彼の装備を模した格好をしている。しかし現在の彼の装備とは一致していない。つまり彼が装備を更新したのは、ごく最近ということになる。……その短期間で新しい強化服をここまで使つかい熟こなしているのか？　何という適応力だ）

　生身とは全く異なる身体能力で十全に動くのは非常に難しい。下手をすれば歩行すら困難だ。人はそれだけ無意識に自分の動きを自身の身体に合わせて微細に調整している。

　高価な強化服に搭載している自動補正機能ならば、力加減を極めて高い身体能力に合わせて自動調整できる。だがそれも簡単な動作ならばだ。

　アキラの強化服、ネオプトレモスに搭載されている自動補正機能には、自分と問題無く殺し合えるほどの高速戦闘に耐えうるような性能は無い。その知識があるだけに、ザルモはアキラの実力に非常に驚いていた。




　ザルモをそこまで驚かせるアキラの動きは、死線を幾度も越えて鍛え上げたアキラ自身の実力でもある。だがそれ以上にアルファのサポートの力も大きかった。

　アルファは強化服を介してアキラの体を動かすようなサポートはしていない。しかし強化服の制御ソフトを書き換えて基本性能を向上させた上に、アキラ専用の調整を加えていた。

　アキラ自身の実力と、アキラの動きに特化した制御ソフト。その相乗効果により、アキラは新しい強化服を使用した初めての実戦で、人型兵器を圧倒する動きを見せていた。
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　白い機体が撃ち出す巨大な弾丸が地面に着弾し、着弾地点を吹き飛ばす。それを躱したアキラがＡＡＨ突撃銃を連射する。

　機体は胸の破損箇所を庇いながら、対機徹甲弾の弾幕から出来る限り逃れようとする。並の銃撃程度なら弾く装甲も、遺跡の警備機械さえ破壊可能な銃弾を無抵抗で浴び続けられるほど強靱ではない。銃撃を黙って喰らい続ければすぐに破壊されてしまう。

　ザルモはアキラの回避と銃撃を邪魔するように狙い撃つ。しかしアキラはそれも回避する。更にＡ２Ｄ突撃銃をザルモへ向ける。

　その射線からザルモは何とか逃れた。だが対機徹甲弾の連射に交ぜて撃ち出された擲弾の爆発までは躱せない。

　Ａ２Ｄ突撃銃に装備された擲弾発射器は単発用だ。Ａ４ＷＭ自動擲弾銃のように連射など出来ない。そして単発の擲弾など、ザルモは真面に喰らっても傷一つ負わない。

　だが流石に体勢は崩す。そこに対機徹甲弾を連射される。ザルモは必死の回避と力場障壁フォースフィールドシールドで何とかその攻撃を凌しのいだ。カウンター気味に撃ち返す余裕など無かった。

　アキラが軽く唸る。

『擲弾が余ってるから使ってみたけど、連射できないし、いちいち詰めないといけないし、単発だと微妙だな』

『そうね。それならＡ４ＷＭ自動擲弾銃は買い直しましょうか』

『でも持ち歩く銃を増やすのもな。まだ届いてないけどデカい銃を買ったんだし……』

『普段は持ち歩かずに、車に積んでおけば良いわ。ＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃は、強化服無しでも使える銃にしてあるからね。強化服前提の銃がもう一挺ぐらいあっても良いでしょう』

『そうだな。そうするか』

　二対一となったが、相手はどちらも動きを鈍らせている。これなら勝てる。無意識にそう判断したアキラには、アルファと軽く話す余裕すら生まれていた。

　事実アキラの勝利は、このままならば確実だった。アキラは戦いながら強化服の身体能力に慣れ始めており、その分だけ強くなっていた。慣れた分だけ回避と攻撃の精度が上がっていく。

　その積み重ねは、ザルモ達を確実に追い詰めていた。
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　このままでは負ける。そう思い始めたザルモには迷いが生まれていた。

（……一度退くか？　潰すつもりで襲撃したが、別に潰すのが目的でもない……）

　襲撃としては中途半端ではある。だがそれでもシェリル達への脅しとしては問題無い内容で、アキラの実力も確認できた。表向きの目的は達成したと判断するのには十分だった。

　その上で、では撤退か、と改めて考える。

　結論は、否と出た。

（……いや、逆だ。ここで殺せるのであれば、彼はここで殺しておくべきだ）

　アキラの強さは予想外だった。アキラの装備が急に更新されたことも予想外だ。その結果、撤退を考えさせられる状況に陥ったことも予想外の事態だ。

　予想外とは、事態を想定する者達にとって確率的には有り得ないこと、その事態の発生が著しく低いことでもある。

　そして世の中にはその確率を狂わせる者、例外がいると、ザルモは感覚的に知っていた。そしてその者達を嫌っていた。

（予想外の事態を引き起こす存在、例外は少ない方が良い）

　クズスハラ街遺跡の地下街での出来事や、その後の戦闘。ヨノズカ駅遺跡での騒動に、賞金首戦での騒ぎ。ミハゾノ街遺跡の異変に、工場区画での事態。それらは全て通常の感覚であれば予想外のことだ。

　アキラはそれらの例外的な事態に関わっている。それが本人の意志ではないとしても、巻き込まれ、引き起こしている。そして生き延びている。

　それがザルモにある懸念を生み出した。

　いつかアキラが自分達の大義の障害になった時、また何か予想外の事態が発生するのではないか。その所為でアキラを殺し切れないのではないか。それが何か致命的な事態を引き起こすのではないか。そう考えてしまう。

　だが同時に、今ならば殺し切れると考える。

　予想外の実力も、予想外の装備も、既に確認し終えた。これで予想外の事態は出尽くした。この機を逃すと、別の機会ではまた別の予想外の事態に翻弄される恐れがある。

　今ならば、それが無い。そう考える。

（我々の大義を……、予想外の事態で頓挫させてはならない！）

　だからこそ、今ここで殺し切る。ザルモはそう判断し、自身の今回の目的を、アキラの殺害に切り替えた。
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　突如動きを変えたザルモの様子に、アキラが怪訝な顔をする。今までは自分が白い機体の懐に入り込むのを邪魔しながら一定の距離を保っていたのだが、それをやめて一気に距離を詰めてきたのだ。

　アキラは困惑と警戒を顔に出しながらも、この機を逃さずに白い機体の懐に潜り込んだ。

　これで人型兵器からの銃撃を封じた上に、機体を盾にしてザルモを銃撃できる。自分は有利になった。アキラはそう思いながらも、それをむざむざ許したザルモの行動を怪訝にも思った。

　そのまま距離を詰めてきたザルモを機体の陰から銃撃する。ザルモはそれを力場障壁フォースフィールドシールドで防ぎながら接近してくる。その力場障壁フォースフィールドシールドは全身を守れるほどに大きく、対機徹甲弾の連射に耐えるほど強固だった。

　アキラがますます怪訝に思う。その力場障壁フォースフィールドシールドの使い方では大量のエネルギーを消費してしまい、すぐに使用できなくなる。それは今までの戦い方から明らかだ。アキラにはザルモの行動がそのエネルギー消費に見合うものとは思えなかった。

　実際にザルモの力場障壁フォースフィールドシールドはエネルギーの枯渇ですぐに消えた。だがその直前、ザルモは勢い良く跳躍して白い機体に飛び乗っていた。そして背中側に回ると操縦室の扉を開けて、中のボーゼを摑み、外へ放り出した。

　取り敢えずアキラはボーゼを撃って戦闘不能にした。その上で困惑を強める。

　ザルモの行動は自分が人型兵器に乗り込む為だったと分かった。だがアキラには、それが一度人型兵器を倒した者に機体の足下まで接近された状態で、二対一という優位を捨ててまで行うこととは、とても思えなかった。

　しかしアルファはその顔から笑顔を消し、少し険しいものに変えた。

『アキラ。相手は合理的に行動したと考えて警戒して』

　そう注意され、アキラは頭から余計な混乱を追い出して戦闘に集中した。そして相手の動きを封じようと、白い機体の足を蹴りつけようとする。

　躱された。

『なっ!?』

　その機体はその巨体からは考えられない機敏な動きで、わずかに跳躍してアキラの蹴りを回避していた。そして落下する体の勢いで低い体勢を取ると、地面を刈るように回し蹴りを放つ。

　巨大な金属の足が自身に迫るのを、アキラは反射的に跳んで躱した。

　だがその蹴りは半分誘いだった。白い機体が空中で動きの鈍ったアキラへ、回し蹴りの慣性を上手く上半身に乗せて威力を上げた掌底を放つ。

　宙を貫く一撃が突き刺さり、アキラが吹き飛ばされる。強化服と防護コートによる防御は間に合ったが、血反吐を吐く程度には体に衝撃が伝わった。

　更に追撃される。機体は蹴りと掌底の為に銃を上に軽く放っていた。そして掌底を終えた機体が落下してきた銃を摑み、素早く構え、まだ宙を飛んでいるアキラを狙う。

　機敏な動きで自分に向けられた巨大な銃口と目が合い、アキラが顔を引きつらせる。

『避けなさい！』

　砲弾並みに大きな弾丸が撃ち出されるのとほぼ同時に、アキラは宙を渾こん身しんの力で蹴った。

　強化服の接地機能で空中に生み出した力場フォースフィールド装甲アーマーの足場を砕きかねない脚力が、反動でアキラをその場から離脱させる。喰らえば終わる一撃を、アキラは巨大な物体がすぐ側の大気を貫いた風圧を感じながらも何とか回避した。そのまま着地し、素早く駆ける。

『……危なかった！　アルファ！　あの機体、何か急に物凄く強くなったぞ!?』

『操縦者が変わったからよ』

『だからって、ここまで変わるのか？』

『私と出会った頃のアキラが今の装備で今のアキラと戦ったとして、装備が同じだからって互角の戦いになると思う？　それと同じよ。勿論、私のサポートは無い状態での話よ？』

　納得はしたが、アキラは苦笑いを浮かべた。それと同じ、であるのならば、あの人型兵器の操縦者の実力も、かつての素人同然だった自分から、今現在の自分ぐらいに変わったことになるからだ。

　そして実際にそれほどまでに変わったことも、つい先程体験したばかりだ。人型兵器の動きは完全に別物になっていた。

　アキラが少し自棄になる。

『……そうか！　じゃあ、今の装備で、今の俺で、アルファのサポートまである俺の方が強いってことだな！』

『当然よ。危ない時はちゃんとサポートするから安心して』

『……かなり痛いの喰らったし、さっきは凄く危なかったと思うんだけど？』

『新装備のおかげで痛いで済んだし、避けなさいってちゃんと教えたでしょう？』

　その程度のサポートで勝てる相手であり、負けるようならばアキラのやる気が足りていない。暗にそう告げているようなアルファの笑顔に、アキラが苦笑を零す。そして別方向に自棄になった。

『そうか！　じゃあその調子でちゃんとサポートしてくれ！』

『任せなさい』

『頼んだ！』

　その程度のサポートで勝てる相手だとアルファは言っている。それならば勝てる。今更疑わない。そう思ってアキラが笑う。

　体感時間操作中の、念話による実時間では一瞬の会話で、アキラは再度意気を立て直した。そしてそのまま意気揚々と、完全に別物の動きになった白い人型兵器へ果敢に挑む。

　巨人と子供、余りにも体格差のある者達の激しい攻防が、再び始まった。
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　相手との距離を詰めるアキラに対し、操縦者をザルモに変えた白い機体も合わせて間合いを詰める。両者の間合いは一瞬で詰まり切った。

　白い機体がアキラに蹴りを放つ。単純な踏み付けや、小石を蹴飛ばすような蹴りではない。卓越した格闘技術を感じさせる鋭い蹴りが、鉄塊の重量を乗せてアキラに向けて放たれる。

　それをアキラは地面すれすれを跳躍するように加速して回避する。巨大な柱が高速で地面に撃ち込まれたような巨人の蹴りを、強化服の身体能力と接地機能による強固な足場、その両方で実現させた速度を以て躱し切り、そのまま機体の足下を通り抜けた。

　次にアキラは上に飛んで相手の背に回り、操縦席を銃撃するつもりだった。だが防がれる。アキラの動きを読んでいたザルモは、銃を背面に回しながら銃口を地面に向けていた。即座に発砲される。巨大な弾丸が一瞬で着弾し、舗装された地面を粉砕して吹き飛ばした。

　既に跳躍の体勢だったアキラは、そのまま上に飛んでそれを回避した。しかし流石に相手の背に飛び付くような真似は出来ず、滞空の状態になる。

　そこに白い機体が後ろ蹴りを放つ。自身の足下を銃撃した直後で体勢も足場も崩れた状態だが、それでも軽い家屋程度なら十分粉砕する威力だ。真面に喰らえばアキラもただでは済まない。

　だがアキラは、その巨人の蹴りを逆に蹴り返した。力場装甲フォースフィールドアーマーで硬化した脚部に強化服の身体能力を乗せて渾身の力で放った蹴りは、相手が体勢を崩していたこともあって再び質量差を覆した。激しい衝撃で白い機体の足が地面から離れ、軽く吹き飛ばされて地に叩き付けられる。

　しかし白い機体もすぐに体勢を立て直す。横に転がりながら銃を撃ち、アキラがその回避行動に一手取られている間に立ち上がった。

　そしてアキラと白い機体は、互いの隙を窺うように対たい峙じして、一度動きを止めた。

　アキラが険しい顔で息を吐く。

『……人型兵器ってあんなに機敏に動けるものなのか。どうやって操縦してるんだよ……』

　アキラは人型兵器の操縦方法を車の運転などに近いものだと思っており、それだけに驚いていた。

『その辺りは義体の操作と同じ方法を用いているのでしょうね。体の大きさが違うだけよ』

『ああ、なるほど。道理で人っぽい動きな訳だ。まあ人型兵器って名前なんだし、そういうもの……なのか？』

　強化服を着て身体能力を上げただけでも普通の動きすら真面に出来なくなった経験のあるアキラは、身体能力だけではなく体の大きさまで数十倍になった状態であそこまで動けるものなのかと、微妙に納得し切れないものがあった。

『機体の動きに関しては、単純に操縦者の技量の問題でしょう。実際に操縦者が交代するまでは大きな人形を動かしている感じだったからね。誰にでも出来ることではないわ』

『そういうものか』

　世の中には凄い人がいる。取り敢えずアキラは、それで納得することにした。

　アキラと白い機体が申し合わせたように同時に動き出す。まるで巨人が対人用の戦闘訓練を積んだような動きを見せる人型兵器に、アキラも強化服の飛び抜けた身体能力を活かした素早い動きで対抗する。

　大きさの全く違う銃弾が飛び交い、流れ弾が周囲に飛び散る。小さな弾が壁に穴を開け、巨大な弾が家屋を粉砕する。巨人と人間の蹴りが衝突し、互いに弾はじかれ、再度蹴りつける。踏み締められた地面がひび割れ、陥没し、深い亀裂を刻みつけられる。

　辺りに破壊を振りまきながら、巨人と人は互角の戦いを見せていた。

　その最中にデイルからアキラに通信が入った。アルファを介してそれに出る。

『何だ？　救援要請なら、悪いけどそっちの援護に向かう余裕は無いぞ？』

『いや、こっちが援護に入ろうと思って連絡したんだが……』

『そっちはもう片付いたのか？』

『まだだ。だがそいつを倒すのが先決だろう？』

『それなら援護は要らない。最低でもそっちを完全に片付けてからにしてくれ。じゃあな』

　アキラはデイルとの通信を切ると、少し顔をしかめた後で、仕方が無いというように小さく溜め息を吐いた。

『アルファ。サポートを増やしてくれ』

『あら、もう限界なの？　弱音を吐くには早いと思うわよ？』

『とっとと倒せって苦情が来ちゃったからな。それに、倒したけど一帯は壊滅しました、だと、たっぷり文句を言われそうだ。俺は一応、襲撃された倉庫の救援に来た訳だしな』

　砲弾のような巨大な弾丸の流れ弾は倉庫にも当たっている。遺物の保管用に選んだだけあって比較的頑丈であり、それだけで倉庫が倒壊するようなことはない。だが軽い被害でもない。

　またアキラ達が倉庫の周辺で戦っている状態で倉庫がまだ無事なのは、ザルモがアキラの殺害を優先しているからだ。倉庫の破壊を優先された場合、流石にアキラにはどうしようもない。

『そういうことなら仕方無いわね。分かったわ。ウォーミングアップは切り上げて、手早く倒してしまいましょうか』

　アルファが笑ってそう言うと、アキラの拡張視界が更新された。各種の指示、移動ルートやその地点での行動などが分かりやすく表示される。

『アキラ。この指示通りに動いて。それで勝ちよ』

『分かった』

　そこでアルファが不敵に笑う。

『まあ、アキラの実力では指示通りに動けなかったとしても、そこは私が強化服を操作してサポートしてあげるわ。安心しなさい』

『そりゃどうも！』

　出来る限り自力でやれ。暗にそう言われたアキラは自棄気味に意気を上げて笑うと、勝負を決める為に加速した。
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　ザルモがアキラの行動の微妙な変化に気付いて違和感を覚える。

（何だ……？）

　それはアキラがアルファの指示通りに動き始めたことによるものだった。もっともその変化は見た目にはほんのわずかなものだ。突如別人の動きに変わった訳ではない。それに気付けたザルモの感覚はそれだけの鋭さを持っていた。

　しかしその気付きがザルモを助けることは無かった。

　再び間合いを詰めてきたアキラに白い機体で鋭い蹴りを放つ。だが躱される。しかも今までよりも精密にギリギリで躱されてしまう。それはアキラが意識して蹴りを躱したのではなく、アルファに指示された移動ルートに従って動いた結果として回避したからだった。

　その分だけアキラは素早く間合いを詰め、ザルモは相対的に動きを遅らせた。

（まずい……！）

　ザルモが焦りながら機体を操縦し、片手で銃を背中に回した。それは機体の足下を通り抜けて背中側から操縦席を攻撃しようとするアキラの動きを封じる為に、今まで何度も繰り返してきた攻防だ。

　だが今回は間に合わないかもしれない。そう思いながらも、ザルモは可能な限り素早く機体を動かして、銃口を地面に、そこにいるはずのアキラに向けようとした。

　だがそこにアキラはいなかった。アキラは機体の背後には回らずにその逆側、正面で跳躍していた。

（しまった！　狙いは胸の破損部か！）

　機体をまだボーゼが動かしていた時に負った胸部の破損はかなり酷い状態だが、遠距離からの銃撃程度なら防御に問題は無く、近距離からの攻撃はザルモの操縦で防いでいた。

　しかし今はアキラに一手先を行かれている状態だ。急いでアキラを銃撃しようとした所為で機体の体勢は崩れており、片手は銃で塞がっている。それでもザルモは残るもう片方の手で、機体胸部にいるであろうアキラに向けて掌底を繰り出した。

　しかしそこにアキラはいなかった。巨大な掌は機体胸部前の空気を搔かき乱みだすだけに終わる。

（違うだと!?　では彼の狙いは……）

　その時、ザルモの視界にアキラの姿が飛び込んできた。その映像は機体の頭部カメラのものだ。アキラの狙いは機体の頭部だった。

　４億オーラムの強化服が生み出す身体能力を乗せた痛烈な蹴りが、白い機体の頭部に直撃する。頭部は一撃で大破し、そこに搭載されていた各種センサーも一緒に吹き飛んだ。

　人型兵器は頭部を潰されても戦闘不能にはならない。そこに制御装置がある訳でもなく、各種センサーは頭部以外にも設置されているからだ。

　だが義体者が自分の体を動かすように人型兵器を操縦する場合、頭部に設置された各種センサーの重要性は高くなる。目や耳に該当するセンサーが腹部や膝にある状態では、真面な操縦など出来ないからだ。人型兵器を自分の体のように動かす為には、高感度のセンサーを頭部に設置する必要がある。

　その機体頭部のセンサーを破壊されたザルモは、一時的に目と耳を失った。機体の他の部分のセンサーで代替し、その為の調整を終えるのに、ザルモが要する時間は数秒だ。本来ならば十分に短い。

　しかしアキラとの戦闘中に、相手の位置を数秒間も分からないのは十分に致命的だった。

　ザルモはアキラを引き剝がすように機体を大きく動かしながら、アキラがいそうな場所、機体頭部、胸部、背面などを攻撃する。だがどこにも手応えは無かった。

（いない……!?　どこだ!?）

　センサーの切り替えが終わり、ザルモがアキラの位置を摑む。場所は機体頭部の更に上、その空中で、そこに浮かぶ巨大な弾丸に向けて、全力の蹴りを放つ直前だった。

　弾丸は白い機体が撃ち出した物だ。地面に着弾した後、別の銃撃の衝撃で掘り出されて地面に転がっていた物を、アキラがアルファの指示で移動しながら拾っていた。

　そしてアキラの痛烈な蹴りが弾丸に叩たたき込まれる。その衝撃で弾かれた弾丸が真下の機体頭部に直撃する。

　機体頭部はアキラの蹴りと、そこにアキラがいると仮定して行われた機体自身の攻撃により、既に強度を完全に失っていた。そこに更に巨大な弾丸を喰らっては原形など残らない。一瞬で貫かれる。

　弾丸はそのまま首の部分の装甲の隙間から胴体部に突入し、操縦室に到達、乗員であるザルモに着弾した。

　被弾により体の右半分を失ったザルモが、既に機能を停止している人型兵器の中で驚愕の表情を浮かべる。

「……こ、これほどの力を隠していたというのか。し、信じられん……。予想外にも程がある。か、彼は一体……？　つ、伝えなければ……！　このことを、同志に……！」

　その時、アキラが操縦席の開閉部をこじ開けてザルモに銃を向けた。

　対機徹甲弾の嵐が標的を粉砕する。仲間と連絡を取ろうとしていたザルモの意識は、吹き飛ばされた頭部と一緒にその機能を停止した。

　操縦者を失った巨人もそのまま崩れ落ちる。大破した機体が派手な音を立てて地面に転がった。
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　ザルモを倒し終えたアキラが息を吐く。その側でアルファは満足そうに笑っていた。

『勝ったわね。お疲れ様』

『どうも。それで、これは俺をどれぐらいサポートした結果なんだ？』

　アルファにサポートを増やすように頼んだ途端、随分あっさりと勝ったこともあって、アキラはそれが少し気になっていた。

『その辺りはサポートの種類の価値の判断にもよるわ。たっぷりサポートしたとも言えるし、全然サポートしなかったとも言えるわね』

『じゃあ、強化服を介した動きの補助だけなら？　接地機能の調整とかも別にしてくれ』

『それなら２割ってところね。自力とは言えないまでも、頑張ったと思うわよ？』

　動きの補助がその程度で済んだのにもかかわらず、指示通りに動いただけでザルモを随分とあっさり倒せたことは、その指示の価値がそれだけ高かったことを意味する。

　本来ならばその指示の内容も自力で思い付かなければならない。アルファの一見単純な指示の中にどれだけの意味が込められていたのか。今のアキラの実力では、それを読み解くことすらまだ難しい。

『……、そりゃどうも』

　アキラはその自身の至らなさを理解しながらも、取り敢えず今は褒められていることにした。
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　ザルモを倒したアキラが倉庫に向かう。他の襲撃達の撃退が済んでいなければ手伝おうと思ったが、そちらも取り敢えず片が付いていた。

　それでも慌ただしい状況が続いている。襲撃により多数の死傷者が出ており、倉庫に保管していた遺物の一部にも戦闘の余波で被害が出ていた。その被害状況の確認と対処の為に、多くの者が駆け回っている。

　アキラと合流したシェリルが丁寧に頭を下げる。

「アキラ。助かりました。おかげで何とかなりました」

「無事なら良い。……まあ、無事って言って良いのかどうかは分からないけどさ」

　周囲の様子を見てそう言ったアキラに、シェリルは少し悲しげな表情で首を横に振った。

「いえ、アキラが救援に駆け付けてくれたからこそ、この程度の被害で済んだのです。……襲撃者だけでなくモンスターまで襲ってきた上に、人型兵器まで出現するなんて……、流石に予想できませんでした」

「ああ、本当に何でこんなことになったんだか」

　そしてシェリルは意識を切り替えるように微笑んだ。

「ですから、皆アキラに感謝しています。本当にありがとうございました」

　シェリル達の後ろ盾としての仕事は取り敢えず全う出来たようだと、アキラも気を取り直した。

「アキラ。今から負傷者を診療所に運ぶのですが、ついてきてもらえますか？　……こういう言い方も何ですが、治療費で足下を見られたくないので」

「分かった」

　これも後ろ盾の仕事だろうと、アキラはシェリルに同行することにした。




　倉庫の外で重傷者達が車に乗せられていく。その中にエリオの姿があった。側にいるアリシアが悲痛な声を上げている。

「エリオ！　しっかりして！」

「大丈夫だ……。これぐらいで……、死んだりしねえよ……」

　腹部を負傷したエリオの顔は出血で青ざめていた。恋人を心配させまいと、何とか笑って出した声も酷く弱々しい。その所為でアリシアの顔が更に悲痛に染まっていく。

　一緒にいるナーシャとルシアも、この様子では助からないだろうと考えて、悲しそうな表情を浮かべていた。

　そのエリオ達を見たアキラは少し不思議に思ったが、すぐに気付いた。

「あ、重傷か」

　その程度の怪我で随分大袈裟だな、という自分の感覚の方がおかしいことに気付いたアキラは、エリオが死にかけていることを理解すると回復薬を取り出した。

　そして自分に気付いて少し驚いているエリオの口に回復薬のカプセルを詰め込む。

　そこでアリシアが遅れてアキラに気付いた。

「ア、アキラさん……」

「回復薬だ。高いやつだから良く効く」

　実際に回復薬は値段相応の効果を発揮した。鎮痛作用ですぐに痛みが鎮まり、朧おぼろ気げだった意識もはっきりする。負傷の治療も急速に進む。顔色はまだ悪いままだが、エリオの表情から死相は消えた。

　その効果にエリオも驚く。

「凄いな……」

「エリオ……、大丈夫なの？」

「ああ、大丈夫だ。これぐらいで死んだりしねえって言っただろう？」

　今度のエリオの笑顔は、恋人を安心させる効果を十分にもたらした。アリシアが泣きながらエリオに抱き付く。

「良かったぁー！」

　エリオもアリシアを軽く抱き締める。二人の世界がそこに構築された。

　アキラが妙な場違い感を覚えながら、回復薬を箱ごとナーシャに渡す。

「他に死にかけてるやつがいたら使え。最低でも診療所まで保たせる応急処置にはなる」

「わ、分かりました。ありがとうございます。ルシア。行くわよ」

「う、うん」

　まだアキラに苦手意識のあるナーシャ達はアキラに急いで頭を下げると、指示された仕事を口実にして逃げるようにその場を離れた。

　シェリルが苦笑いを浮かべる。

「……なんていうか、すみません」

「いや、そんなもんだろ」

　アキラは苦笑を浮かべながらシェリルと一緒に自分の車に乗り込むと、そのまま診療所に向かった。
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　スラム街の一画にある診療所の周辺は一種の中立地帯となっている。

　手持ちの金が無くてもツケで治療や診察をしてくれる病院は、スラム街の住人達には非常に有り難い。訳有りで下位区画の病院には行けない者にとっても同様だ。その貴重な施設を徒党間の抗争などで失わないように、暗黙の協定が結ばれていた。

　アキラがその診療所の前で微妙な表情を浮かべる。

「……シェリル。診療所って、ここなのか？」

「はい。ここです。……気持ちは分かりますけど、ここです」

「……、そうか」

　その診療所は非常にうさん臭い外観だった。診療所というよりも研究所という感じの建物で、用途不明の機材が屋根に設置されており、怪しげな研究を日々繰り返していると公言しているのも同然な雰囲気を漂わせている。

　看板には摩耗して消えかかった文字で、八林診療所と書かれていた。

　アキラ達が診療所の中に入ると、白衣を着た男が緑色の液体で満たされた注射器を患者に刺そうとしていた。ベッドに横たわっている患者の男が、わずかに発光する緑色の液体を見て狼狽える。

「おいっ!?　何だその液体!?」

「回復薬だ」

「回復薬ってそんな色だったか!?　それに何か光ってるぞ!?」

「自作だからな」

「自作!?　待て！　よせ！　そんなもの使うな！」

「金もねえのにゴチャゴチャ言うな！　安心しろ！　効果はバッチリだ！　そこらの安物の比じゃないぞ！」

　白衣の男が問答無用で患者に注射器を差して緑色の液体を注入する。怯えた顔の男の口から小さな悲鳴が漏れた。

「よし。あとはしばらく安静にしてろ。お大事に」

　回復薬の効能は確かだった。患者の男の表情から苦悶の色が消えていく。しかし得体の知れない薬を投与されたという不安までは消えず、男は微妙な表情のまま、自動で動くベッドで病室に運ばれていった。

　そこで白衣の男がアキラ達に気付く。

「悪いが立て込んでるんだ。自力でここに来れる程度の軽傷なら後にしてくれ」

「いえ、私達は怪け我が人にんではありません。今運び込まれている人達の治療費の交渉に……」

　交渉に入ろうとするシェリルだったが、その前に男がアキラに気付いて驚く。

「お前は……、久しぶりだな！」

　診療所の医者は、以前にアキラがヤラタサソリの巣の駆除依頼を受けた際に、クズスハラ街遺跡の簡易診療所でアキラを治療したヤツバヤシだった。




　アキラ達はヤツバヤシと取り敢えずの話を済ませた。ヤツバヤシが患者の治療をしながら答える。

「分かった。治療費については取り敢えずツケにしておこう。支払は無理そうだから治療はしないなんて真似はしない。具体的な額とかは後日要相談だ」

　シェリルはヤツバヤシに深々と頭を下げた。

「ありがとうございます」

「なに、遺物販売店が繁盛したらたっぷり払ってもらうさ。何しろ立地が立地だ。金払いの良い患者は増やしておかないとな」

　冗談っぽくそう言ったヤツバヤシに、シェリルも苦笑気味に笑って返した。そしてアキラに向けて微笑む。

「アキラ。私は少し皆の見舞いをしてきますが、アキラはどうしますか？」

「ん？　ああ、俺はここで待ってるよ」

「分かりました」

　アキラの回復薬のおかげで死なずに済んだ者から、直接礼を言わせた方が良いかもしれない。シェリルはそう思ってアキラを誘ったが、アキラが気乗りしないようなので引き下がった。重要なのはアキラの意志であり、他は二の次だからだ。

　シェリルが席を外し、アキラとヤツバヤシが残る。次の患者に緑色の液体が注入されたところで、ヤツバヤシがアキラに興味深そうな視線を向けた。

「ところでアキラは治療は良いのか？　人型兵器と戦ったんだ。無傷ってことはねえだろ？」

「ちょっと血反吐を吐いたぐらいの軽傷だから大丈夫だ。回復薬も使ったしな」

「いやいや、血反吐を吐いた時点で重傷だからな？　その感覚はヤバいぞ？」

「……前にその程度なら軽傷とか言ってなかったか？」

「それはその程度なら軽傷になるように体を改造済みの連中の話だ。そういう処置を受けたようには見えないぞ」

「いや、だから回復薬が……」

「高性能な回復薬を持ってるとしても、その治療効果を安全マージンにしてそれに慣れると、負傷の度合いの見極めを誤るぞ。片腹吹き飛ばされた程度ならすぐに治るから掠り傷、なんて考えて、回復薬の使用をケチって無理に動いて死ぬんだ」

　心当たりがあったアキラは難しい顔をした。それを見てヤツバヤシが調子良く笑う。

「診察ぐらいは受けておけって。ハンターに限らず体は資本だ。生身だろうが機械だろうが、メンテナンスは大切だぜ？」

　シズカからも似たようなことを言われていたのを思い出し、アキラが頷く。

「分かった。頼む」

「よし！　任せな！」

　強化服を上だけ脱いだアキラを、ヤツバヤシが怪しげな機器を使いながら診察していく。

「残留ナノマシンの数値がかなり高いな。この手のタイプはすぐに排出されるから、そう簡単には残らないはずなんだが……。何だ、超人でも目指してるのか？」

「超人？　残留ナノマシンの数値が高いと、何で超人を目指してることになるんだ？」

　不思議そうにそう聞き返したアキラの様子に、ヤツバヤシは軽く吹き出した。

「そう聞き返すってことは、超人育成鍛錬もどきのことを自覚無しでやってるのか。無茶苦茶なやつだな」

　東部には強化服も着ずに生身で戦車を殴り飛ばすような、異常なまでに身体能力の高い者が存在する。いわゆる超人と呼ばれる者達だ。

　その素質の持ち主は意外に多い。だが大抵の者はそれを開花させることなく生涯を終える。

　超人の素質とは、鍛錬で到達可能な身体能力の上限が、生物的な枷かせを無視するほどに高いことを意味する。つまり鍛えなければ、或いは普通に鍛えただけでは、身に付く身体能力は普通の者と変わらない。超人的な身体能力を得るには超人的な鍛錬が必要になる。

　その鍛錬方法の一つとして、回復薬を用いての過負荷訓練がある。普通の者では確実に死ぬ過負荷を、回復薬の多用で無理矢理克服することで、鍛錬の密度を超人の域に到達させる訓練方法だ。

　もっともその訓練で超人に成れると決まった訳ではない。素質が無ければ地獄の苦しみを味わった上に、高額な回復薬の多用による多額の費用まで背負い、更に身体能力の向上は常識的な範囲に留まるという散々な結果になる。

　よってこの方法で超人に至る者は稀まれだ。最前線付近で過酷な戦闘を繰り返すハンターが、その戦闘による負荷と回復薬の多用により、結果として超人に至る事例が確認できる、という程度だ。それを訓練で再現した者もいるにはいるが、前例はあるという程度のごく少数だった。

　そして単に超人並みの身体能力が欲しいだけならば、強化服でも身体強化拡張処理でもサイボーグ化でも、代替手段は幾らでもある。大抵の者はそちらを選ぶので、その素質を持った者でも超人に至る者は非常に少なかった。

　アキラはそれらの話を興味深く聞いていた。

「そうなのか。でも素質を持ってるだけなら、そんなに結構いるものなのか？」

「ああ。本人が気付いていないだけで結構多いらしい。超人の素質って結局何なんだって話になると、旧世界の高度な生体調整処置が子に受け継がれたものって説もあるしな。そういう意味では東部の大半の人間は素質持ちとも言える。勿論、程度の差はあるけどな」

　遺伝などで受け継いだ者。その生体調整処置を再現して現代人に試した者。旧世界製の回復薬の服用者。水や空気や食べ物に含まれている未知のナノマシンの影響。更にはそれらが組み合わさった突然変異。いわゆる超人の素質、旧世界の高度な身体改造と同等の何かを得る機会は東部に溢れていた。

「だから東部をミュータントの世界、生物兵器の末まつ裔えいの領域なんて言うやつもいる。まあ、そういう意味では東部の人間は全員ミュータントみたいなもんだし、生物系モンスターは正にその通りだしな。あながち間違っちゃいない」

　旧世界の技術は人間の定義を再定義し再設計し再構築できる領域に達している。ある意味で、東部の人間もまた旧世界の技術の産物であり、旧世界の遺物だ。

　そしてその貴重な遺物には高値が付く。旧領域接続者などには特にだ。その解析が終わり、ありふれた技術に成り下がるまで、その価値が下がることはない。

　アキラが少し難しい表情を浮かべる。

「俺、スラム街の配給で食くい繫つないでた時期が結構長いんだけど、そういうのも結構影響あったりするものなのか？」

「まあ、無いとは言わない。あれは一種の治験だからな。変な物を食った所為で妙な変異が起こった結果、超人の素質を手に入れるって可能性も、確率的にはあるだろう」

　ヤツバヤシがそう言ってから首を横に振る。

「でもそこに期待するのはやめときな。ヤバい変異が起こる確率の方がずっと高い。それを事前に検知する為の治験なんだからな」

「そりゃまあ、そうだろうな」

「仮にそれで何らかの身体改造処置に類する力を得たとしても、その手の変異は基本的に未解明の技術だ。相応に危ない。お勧めしないね」

　そしてヤツバヤシが調子良く笑う。

「俺としては、解明済みの技術での身体改造がお勧めだ。どうだ。ちょっとやっていかないか？　残念ながら保険は適用できないが、今なら治験代と相殺して安く……」

「嫌だ」

　アキラは即座に断った。ヤツバヤシが不満そうな顔を浮かべる。

「そんなに嫌がらなくても良いじゃないか。大丈夫だって。俺だって多少の安全性は確認済みだ」

「多少じゃなくて完全に確認してくれ。それに治験代と相殺って、その時点で安全性は確認できてないだろう」

「そう言うなよ。そりゃリスクはあるさ。でもハンター稼業にリスクは付き物だろ？　高確率で強靱な肉体が手に入るんだ。柔な体の所為で荒野で死ぬことを考えれば、安いリスクだと思うんだけどな」

「嫌だ」

　アキラは再度キッパリと断った。その態度にヤツバヤシが溜め息を吐く。

「……何で皆そんなに嫌がるかね。この回復薬もそうだ。そこらの高級品に引けを取らない性能だってのに、妙に不評だから金無し相手に使わないと臨床データも集められねえ。こんなに安くて高性能だってのに、何が不満なんだ？」

「……緑色で発光してるからじゃないか？」

「格好良いじゃないか！」

　アキラが溜め息を吐く。

「取り敢えず、診断の結果を教えてくれ。残留ナノマシン以外は問題無しか？」

「ああ、それぐらいだな。残留ナノマシンの除去薬を出しておくから飲んでおけ。10万オーラムだ。おまけで回復薬も出してやろう」

「緑色のやつは要らないぞ」

　ヤツバヤシがあからさまに口を尖とがらせる。

「サービス品にケチをつけるな」

「良いから、除去薬だけよこせ」

　アキラの態度にヤツバヤシは不満そうに溜め息を吐いた。そして除去薬だけをアキラに渡すと、腹いせのように告げる。

「よーし。お前がそんな態度なら、お前達の患者には俺の回復薬をたっぷり使ってやるからな」

「……それが脅し文句になるのは回復薬としてまずいんじゃないか？」

「うるせえ！　格安で完治させてやる！」

　普通に考えればシェリル達に都合の良いことを言われているので、アキラはこれ以上余計なことを言うのをやめた。そして戻ってきたシェリルと一緒に診療所を後にした。

　倉庫へ戻る途中で、シェリルが見舞いの話を話題に出す。

「襲撃でかなりの人数の死傷者が出ましたが、瀕ひん死しだった人はアキラの回復薬のおかげで診療所まで保ちましたし、治療の方も腕や脚が千切れているとかでなければ問題無く完治するそうです」

「そうか。良かったな」

「はい。ただ、緑色の液体を回復薬だと言われて投与されて、不安を覚えている人が多かったです。大丈夫だと思いたいですが……」

「……ま、まあ、俺も以前にあの回復薬を使ったことがあったけど、大丈夫……だったぞ？」

　緑色の回復薬の効果は、その後にすぐに起こった激戦の所為でアキラもよく分かっている。回復薬に微妙な効果しかなく、負傷がほとんど癒えていない状態で戦っていれば、死んでいても不思議は無かったからだ。

　それでも、大丈夫だ、と断言は出来ず、少し微妙な言い方になっているのは、アキラ自身はその後に病院で別のしっかりとした治療を受けたからだ。

　もしあの緑色の液体に何らかの副作用があったとしても、６０００万オーラムも掛かった治療で治っただろう。そう思っている分だけ、アキラの口調は確実性に欠けた微妙なものになっていた。

　シェリルがそのアキラの態度に苦笑を零す。

「では後でそう伝えておきましょう。アキラも使ったことがあると聞けば安心するでしょうから」

　回復薬として十分な効果があるとはいえ、あの発光する緑色の液体を擁護するのは流石にアキラでも難しいのだろう。シェリルはそう思って笑っていた。
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　アキラ達が診療所にいた頃、倉庫ではシジマ達が襲撃者達を尋問していた。

　シジマは非常に不機嫌な険しい顔を浮かべている。一方襲撃者達はふてぶてしい態度を崩しておらず、薄笑いすら浮かべていた。拷問に近い手荒な扱いを受けながらも、ある意味で余裕を保っていた。

　その襲撃者達の態度がシジマの機嫌を悪化させ、更に不安も搔き立てる。

「嬲られるのにも飽きただろう。話せば楽に殺してやる。俺達を襲った理由は何だ。誰の指示でここを襲った。答えろ」

「デカい倉庫に遺物がたっぷりあるって聞いたから襲っただけさ」

「そうそう。遺跡に行くより近いし、難易度も低そうだったからな。まあ、思った以上に高難度だったのは失態だったけどさ」

　シジマが男を渾身の力で蹴りつける。死んでも構わないと半分殺す気で蹴った。だが男はその蹴りで顔を血ち塗まみれにしながらも、平然と笑っていた。

「テメエらだけでモンスターの運搬や人型兵器の調達なんか出来る訳がねえだろうが！　答えろ！」

　相手を一方的に嬲れる者、そして一方的に嬲られる者。立場にそれだけの差があるのにもかかわらず、精神的な優位はむしろ逆だった。シジマの部下達は息と声を荒らげ、襲撃者達はそのシジマ達を馬鹿にするように嗤わらっていた。

　シジマからも内心の狼ろう狽ばいが表情に漏れ出していた。それを何とか怒気で上書きしてごまかそうとしていたが、分かる者には分かる。そして襲撃者達は分かる者だった。

　そのシジマの狼狽振りが、襲撃者達の一人の余裕を驕おごりに変えた。その男がつい口を漏らす。

「どうせお前らは終わりだよ。あいつらを怒らせたんだからな」

　それを聞いた他の男達も釣られて口を開く。

「ああ。お前らも全員すぐに死ぬ。それまでせいぜい怯えてろ」

「何しろお前達は……」

　男達も自分達が助かるとは思っていない。だからこそシジマ達への嫌がらせに、それを聞いた相手の反応を楽しむように嗤いながらシジマに告げる。

「エゾントファミリーに喧嘩を売ったんだからな」

「ハーリアスと敵対したんだからな」

「何だと!?」

「えっ？」

「えっ？」

　シジマの驚愕の声に、二人の男の虚を衝かれたような声が重なった。そしてその二人が怪訝な表情で仲間と顔を見合わせる。

「ちょっとまて、ハーリアスだろ？」

「何言ってんだ。エゾントファミリーだろ？」

「こいつらが始める遺物販売店が成功したら、その利益がエゾントファミリーに流れる。だからその阻止の為にハーリアスが……」

「いや、その利益を手土産にこいつらがハーリアスに寝返るって話だろ？　だからエゾントファミリーが俺達を雇って……」

　話が食い違っていると二人の男が困惑しながら言い合う中で、他の襲撃者達も困惑を露わにして話に加わる。

「お前ら、何の話をしてるんだ？　ここの遺物と後ろ盾のハンターを殺した実績で、俺達の力を売り込む。そういう計画だろ？」

「そうだ。それでハーリアスにこっちの言い値を支払わせるってザルモが……」

「いや、エゾントファミリーに売り込むんだろ？　ザルモはそう言って……」

「えっ？　お前何言って……」

「えっ？　お前こそ何言って……」

　男達は既にシジマ達のことなど忘れて言い争っていた。その光景にシジマが頭を抱える。

「どうなってやがる……」

　既に事態は当事者である襲撃者達にも分からない状態になっている。訳の分からない状況だが、それだけはシジマにもよく分かった。

　そこに部下から連絡が入る。

「ボス。ヴィオラが来ました。どうします？」

　ヴィオラは非常に質の悪い女ではあるが、その情報屋としての実力は本物だ。この事態についても何らかの情報を摑んでいるかもしれない。そう考えたシジマが決断する。

「……、通せ！」

　とにかくこの訳の分からない事態を把握したいシジマは、仮にこの事態を生み出したのがヴィオラであったとしても、追い返すことなど出来なかった。




　自分達の前に姿を現したヴィオラに、シジマはまずは面倒臭そうな顔を向けた。

「それで、何の用だ？　見ての通り俺は今忙しい。何の用か知らねえが、手短にしてくれ」

「そうなの？　それなら日を改めるわ。じゃあね」

　ヴィオラはあっさりそう答えると、連れのキャロルと一緒に帰ろうとした。それをシジマが顔をしかめて呼び止める。

「待て！　……用件ぐらい言ってから帰れ」

「話すと長くなりそうなの。急に押しかけて悪かったわ。また今度ね」

　本当に帰ろうとするヴィオラに、シジマが顔を更にしかめて舌打ちする。そして歯を食い縛っているような苦々しい顔で何とか口を開く。

「……悪かった。これで良いか？」

「まあ良いわ。これで懲りたら、もう下らない駆け引きなんてやめることね」

　ヴィオラは余裕の笑顔を浮かべていた。

　相手があっさり帰ろうとしたのは、自分に必ず呼び止められると思っての演技だ。それはシジマも分かっていた。

　しかし、だからといって呼び止めなかった場合、この非常に質の悪い女は本当に帰った上で、あの時に私を帰らせたからあなたはこんな目に遭ったのよ、という状況を必ず作り出す。

　そうやって自分の来訪を歓迎しなかった者の末路の一例に加えてしまう。他の交渉を自分の思い通りに進める為の材料にしてしまう。

　それもシジマは分かっていた。だからヴィオラを呼び止めざるを得なかった。

　この交渉の場はどちらの譲歩で成り立っているのか。その駆け引きをした所為で、シジマは交渉前からヴィオラに優位を取られてしまった。

　冷静さを保つ為の深く長い溜め息を挟んでから、シジマが改めて話に入る。

「それで、用件は？」

「営業よ。襲撃者の換金を請け負おうと思ってね」

「換金か……」

　東部にも損害賠償という概念は存在する。襲撃者達に今回の損害を請求して多額の負債を背負わせることは可能ではある。

　しかし実際にそれで金を得られるかというと難しい。莫ばく大だいな金額の借用書に同意の署名をさせたところで、その時点では紙切れと変わらない。

　都市の真っ当な場所の自宅や倉庫にある高額な私物を、その借用書を根拠に差し押さえようとしても、警備会社から強盗扱いされるだけだ。銀行なども相手にしない。口座の金には手を付けられない。

　債権として売り飛ばすのも無理だ。買い手などいない。多重債務者の債権を買い取り、治験を名目にした人体実験にその返済手段として相手の同意無く参加させる企業ですら、その手の正当性に欠ける債権は買わない企業倫理を持っている。

　何よりも統企連がそれを許さない。

　東部での犯罪とは、究極的には統企連への敵対行動を意味する。そこには東部の経済活動への攻撃も含まれる。

　統企連は、東部での健全で公平で自由で平和な経済活動を阻害する要因を一切許可しないと宣言している。実際に取り締まるかどうかは別として、それらの規則等をしっかり公布している。

　そしてその公平や自由の基準には、著しい偏りが存在している。例を挙げると、単なる盗みや殺しよりも、高額の詐欺やネズミ講の方が重罪となる。それは後者の方が経済への影響が大きいと、統企連が判断しているからだ。

　正当性の無い借金を誰かに背負わせることも、その重罪に含まれる。しかしその正当性の証明は楽ではない。その辺りが緩ければ、適当な者に適当な理由で多額の負債を押し付けて売り飛ばすような事態が頻発している。荒野やスラム街であれば特にだ。

　つまり、銃口を頭に押し付けて書かせたかもしれない借用書など、真っ当な経済圏では何の意味も成さない。よってシジマ達が襲撃者達に対して出来ることなど、本来は相手を嬲なぶり殺ごろしにするぐらいしかない。

　しかしヴィオラが現れたことでその前提が変わり始めていた。

　ヴィオラが言う換金とは、損害額の正当性を証明する資料等の作成や交渉、私財の差し押さえ手続きの代行、債権の売り飛ばし先との商談などを含めた一連の換金作業を意味する。

　正当な債権者が正当な手続きで差し押さえを要求するのであれば、銀行もハンターオフィスも口座の差し押さえを拒否できない。不足分の債権をハンターオフィスに売却することすら出来る。

　正当性の証明が困難なだけで、証明できるのであれば、襲撃者達に多額の負債を背負わせて売り飛ばすことは十分に可能だ。そしてヴィオラにはそれが可能だと思わせる実力と悪評が存在していた。

　シジマが襲撃者達をチラッと見る。このまま嬲り殺しにされると理解していながら、それでもふてぶてしい態度を余裕で取り続けていた襲撃者達の顔に、焦りが浮かんでいた。

「……ヴィオラ。それで、お前の取り分は？」

「そうね。手数料として、５割でどう？」

「５割だと？　おい、流石にそれは強欲が過ぎねえか？」

「何言ってるの。格安よ。本当なら８割は貰っても良いところを、私とあなたの仲だから５割にしてあげてるのよ？」

「ふん。俺にも換金屋の伝ぐらいはある。こいつらを殺さずに売り払うとしてもそっちに頼めば良い。お前にそこまで儲けさせる理由はねえな」

　シジマがこの手の換金屋の伝を持っているのは事実だ。しかし言っていることは完全にハッタリだった。ヴィオラもそれを容易く見抜く。

「無理よ。あなたも分かってるでしょう？」

「そこはお前と同じ換金効率を期待しなければ良いだけだ。それでも手数料が１割程度なら、こっちにも十分な金は入る」

　シジマはどこか足あ搔がくようにそう答えた。しかしヴィオラは楽しげに首を横に振った。

「そうじゃないわ。あ、自分じゃ言い難いから、私から言ってほしいのね？　分かったわ。じゃあ言ってあげる」

　状況への理解に欠けるシジマの部下達が困惑した顔を浮かべる中で、これから言われることを理解しているシジマの顔が、事実を突き付けられる恐れで険しくなる。

　そして、ヴィオラの口からそれが告げられる。

「都市に話が通ってる襲撃の関係者の換金なんて、そこらの換金屋が引き受ける訳無いでしょう？」

　シジマの部下達に驚愕が走る中、気付いていたシジマの顔が険しく歪んだ。
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　突如現れて襲撃者達の換金を提案してきたヴィオラから、今回の襲撃に都市が絡んでいると告げられて、シジマは思わずヴィオラを睨み付けた。

「……ヴィオラ。お前、どこまで摑んでるんだ？」

「ただの推察よ。まあ、都市に話が通ってるってのは大袈裟だったかもしれないわね。でも隣接地域の警備会社には確実に話が通ってるわ」

　ヴィオラがその根拠を楽しげに補足する。

「そうじゃなきゃ、幾らここが彼らの治安保証区域の外だからって、そのすぐ側でモンスターどころか人型兵器まで暴れてたっていうのに、だんまりな訳無いでしょう？　違う？」

　シジマが黙る。それは肯定と同義であり、目を逸らしていたかった事実を突き付けられたことによる沈黙だった。

　今回の襲撃が本当に都市に話を通した上での実行だったのかどうかは、シジマにも確証は無い。しかし下位区画の治安維持を請け負う民間警備会社が、都市と提携していることは知っている。大きな騒ぎがあった場合、事後報告であれ都市へ報告する義務があることもだ。

　そしてその民間警備会社が、これほどの騒ぎがあったのにどうして動かなかったのか、後で都市から追及されるのを分かった上でなぜ沈黙しているのか、と考えると、その最悪の結論は、ヴィオラに指摘された通り、初めから都市に話が通っているから、となる。

　つまり襲撃者達の裏にいる誰かは、都市に話を通せるほどの力の持ち主である恐れが非常に高い。モンスターの輸送や人型兵器の手配なども、それだけの力があれば可能だ。辻褄は合うと、シジマもそう考えてはいた。

　だがシジマは自分がそれほどの事態に巻き込まれていることなど認めたくなかった。それでそれに気付いても目を逸らしていた。

　しかし部下達の前でそれを突き付けられてしまった。もう目は逸らせない。

「……良いだろう。こいつらの換金はお前に頼む」

　ヴィオラが嬉しそうに笑う。

「そうこなくっちゃ。任せておいて。大金にしてあげるから。それじゃあ、彼らの身柄はこの場で全部、生死問わず装備やら何やら一切合切、丸ごと渡してもらうわね。これ以上痛め付けるのも駄目よ？　元気な方が高値で売れるから。良いわね？」

「ちょっと待て」

「何？　交渉しても手数料は下げないわよ？　本来８割のところを、もう５割にまで下げてるんだから」

「いや、俺だけで決められることじゃねえからな。シェリルにも確認を取る。少し待ってろ」

　嫌がらせか、悪あがきか、巻き添えを増やしたいだけなのか、シジマは自分でもよく分からないままシェリルに連絡を入れた。

　事情を聞いたシェリルの声が、シジマの情報端末から簡易スピーカーのように倉庫に響く。

「分かりました。換金はお任せします。ですが、人型兵器はその対象から外してください」

　それを聞いたヴィオラが笑顔をわずかに硬くした。

「……その人型兵器が一番高く換金できそうなんだけど、売らなくて良いの？　大破してるし、あなた達には修理の伝も無いでしょう？　売った方が得よ？」

「構いません。アキラがそれを倒した証拠として残しておきます」

「それなら安心して。私がその話を広めておいてあげるわ。一人で人型兵器を倒せるぐらい凄腕のハンターが後ろ盾にいるってね」

「いえ、話が上手く広まらなかった所為でアキラがスリに狙われたり、倉庫が何度も狙われたりしたようですので、その大破した人型兵器は目立つ物証として残しておきます」

「そうは言っても……」

　妙に食い下がるヴィオラの様子をシジマが怪訝に思う。そしてある懸念を覚えた。

「おいヴィオラ。お前がここに来た目的、その人型兵器の回収じゃねえだろうな？」

「……回収って、何の話？」

「……聞き方を変える。その人型兵器、どうやって換金するつもりだ？」

「それは内緒よ。換金手段の情報は大切な商売道具。その情報、売ってあげても良いけれど、高いわよ？」

　そう言って不敵に笑うヴィオラを見て、シジマは追及を諦めた。仮に襲撃者達の裏にいる誰かとヴィオラが繫がっていたとしても、この場では絶対に露見しない。そう確信できる質の悪さが目の前の女にはある。それを知っているからだ。

「……まあいい。シェリルは駄目だと言ってるんだ。人型兵器は置いていけ」

「…………仕方無いわね。あの人型兵器は高く売れそうだから厚意で言ってあげたのに、後悔してもしらないわよ？」

「駄目だって言ってるのはシェリルなんだ。説得はシェリルとアキラにしろよ。だろう？」

「……、そうね」

　そう言って、ヴィオラは意味深に和やかに笑った。

　シジマが内心で安堵の息を吐く。これで最悪でも、ヴィオラの提案を断ってしまったことによる後悔はシェリル達に向く。今はそう考えて、それで良しとした。
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　アキラがシェリルと一緒に倉庫に戻ると、連行されていく襲撃者達の姿がちょうど目に入った。四肢を拘束された状態で、死んだ目でトラックに詰められていく。

　他にもヴィオラが手配した者達の手により、襲撃者達の死体や車、更にはモンスターの死体まで、襲撃者達の関連物が人型兵器を除いて全て運び出されようとしていた。

　人型兵器の中で作業していた者を、シジマの部下が怒鳴り付ける。

「おい！　その機体に触るな！　それは換金の対象外だって聞いてねえのか！」

「うるせえな！　こいつを操縦してたやつの死体を集めてるだけだ！　襲撃者は生死問わず集めるように言われてんだよ！　義体の部品やら脳のう漿しょうとかもな！　操縦席に飛び散ってて大変なんだぞ!?　全く、もっと綺麗に殺せねえのか！」

　作業者の男は顔を外に出してそう怒鳴り返した。それがアキラの耳にも入る。

「悪かったな。そいつが凄く強くて、綺麗に殺す余裕なんて無かったんだ」

「えっ？　あ、ああ。そ、そうか。は、ははっ……」

　男はごまかすように笑った後、すぐに作業に戻った。そして仕事を済ませると、死体袋と一緒にそそくさと立ち去っていく。

　そこにキャロルが現れる。足早に去っていく男の様子に軽く吹き出した後、アキラに向けて楽しげに笑った。

「アキラ。彼はただの作業員なんだから、そんなに怖がらせちゃ駄目よ」

「あー、そんなつもりは無かったんだけど……」

「それなら前にも注意したけど、もうちょっと言い方に気を配った方が良いわ。アキラは強いんだから、何を言っても脅しになっちゃうこともあるの。気を付けた方が良いわ。アキラの為にね」

「……、分かった。気を付ける」

　子供のやらかしを軽くからかいながらも優しく注意するようなキャロルに向けて、アキラは苦笑気味に笑った。

　シェリルはそのどこか気安い二人の遣り取りに驚いていた。キャロルのことをヴィオラの付き添いぐらいにしか思っていなかった分だけ、驚きは大きかった。

「アキラ。その、彼女とは、知り合いですか？」

「ああ。ミハゾノ街遺跡で同じチームだったんだ」

「キャロルよ。よろしく」

「あ、はい」

　キャロルに笑顔で握手を求められたシェリルは、軽く戸惑いながら手を握った。するとキャロルから見定めるような視線を向けられる。シェリルも笑顔で見詰め返す。

「アキラ。随分可か愛わいい子だけど、恋人？」

「ん？　ああ、そんなところだ」

　シェリル達の後ろ盾として、建前上そうなっている。キャロルならその程度のことは読み取れるだろうと、アキラは軽く答えた。

「はい。恋人です」

　シェリルははっきりとそう答えた。自分は確かにアキラの恋人であると、それが事実なのだと、言い切った。

「そう」

　キャロルはアキラの考えもシェリルの願望も正確に読み取った。その上でシェリルに遠慮する必要は無いとした。

「それにしても、アキラはこれを一人で倒したんだってね。流石だわ」

「ミハゾノ街遺跡でモニカと戦った時に比べれば楽だよ。キャロルでも一人で勝てるんじゃないか？」

「うーん。出来ないとは言わないけど、好き好んでこれと一人で戦う気にはなれないわね」

「俺だってそうだ」

「じゃあどうして一人で戦ったの？」

「……そうだな、今日はまあ、新しい強化服のウォーミングアップにちょうど良かったからだ」

　アキラは軽い冗談のように笑ってそう言った。キャロルが吹き出す。

「随分派手なウォーミングアップね」

「そりゃ４億オーラムの強化服だからな。そこらの安物のウォーミングアップとは違うさ」

「そのたかがウォーミングアップで、ここを襲った人達の命運は尽きた訳ね。自業自得とはいえヴィオラに売られるなんて、御愁傷様だわ」

　キャロルはそう言って襲撃者達が生死問わず詰め込まれているトラックに視線を向けた。軽い口調だったが、そこには襲撃者達への哀れみが少しだが確かに込められていた。

　アキラも釣られてトラックを見る。

「あいつら、そんなにヤバいことになるのか？」

「なるわ。ああ、そういえばアキラはその辺の常識に疎い方だったわね。教えてあげるわ」

　東部にも人権という概念は存在する。しかしその効力は保有する財産に大きく影響される。

　富んだ者はその高い人権により安全な防壁の中で健康で文化的な暮らしを謳おう歌かし、貧しい者はその低い人権によりスラム街の路地裏で怯えて暮らす。それほどに保有財産の影響は大きい。

　それはある意味で、財産がゼロの者でもその程度、ということでもある。では財産がマイナスの者、返済不能な借金を持つ者などはどうなるかというと、そのマイナス分に相当する非人道的な扱いで負債を返済する羽目になる。

　その扱いの具体例によく挙げられるのは、回復薬の人体実験だ。

　服用しただけで出血だろうが骨折だろうが治療する高性能な回復薬の効果は素晴らしいが、その機能に不具合が生じると悲惨な事故も発生する。

　治療用ナノマシンが全身を破壊しながらも治療効果で死ねず、四肢どころか内蔵までが無秩序に体内体外問わず生成されて人としての原形を失いながらも意識は残り、地獄の苦痛を味わいながらも不具合の調査の為に生かされ続ける。

　負債額によってはそういう目にも遭う。他にも負債額に応じた末路が待っている。

　それを聞いたアキラは少し怖がっていた。

「そんな目に遭うのか……。怖っ……」

「彼らも負けたら殺されるぐらいの覚悟はしてたんでしょうけど、言っちゃ悪いけどその程度の覚悟しかしてなかったとも言えるわ。まあ確かに、ヴィオラさえしゃしゃり出てこなければその程度の覚悟で十分だったとは思うし、彼らもついてなかったわね」

　ヴィオラはありとあらゆる手段で正当な負債を襲撃者達に押し付ける。倉庫や遺物の被害金額、重傷者の治療費や死者の賠償金、アキラを含めた警備達への報酬などを、正当性を保つ範囲での最高額を算出して負債とする。

　当然ながらそれだけ巨額の借金など返済できない。よって債権として高くとも額面の１割程度の安値で売り飛ばされる。そして買った側は襲撃者達を額面通りに扱う。その後に負債者を待っているのは、死んだ方が遥はるかにましな非人道的な扱いだ。

「こういうのも何だけど、彼らは負けた瞬間に自殺しておくべきだったわ。まあ、そこまでの覚悟を持てっていうのも難しいけどね」

「怖いなー」

「怖いわねー。アキラも借金には気を付けないと駄目よ？　稼ぐハンターほど大金も借りやすくなるからね。返せなくなったら大変よ？」

「肝に銘じとくよ」

　その後もアキラとキャロルは雑談を続けて楽しげに笑っていた。シェリルも笑顔ではあったが、その表情にはわずかな陰があった。

　そこでキャロルに連絡が入る。

「おっと、呼び出しが入ったわ。アキラ。またね」

　キャロルはそう言い残して立ち去ると、倉庫から出てきたヴィオラと一緒に姿を消した。

　シェリルが少し不安げな顔をアキラに向ける。

「……アキラ。その、ただの知り合いにしては、随分親しげでしたね」

「まあ一緒に死線を潜った仲だからな」

「死線、ですか……」

　納得の出来る答えではあった。しかし自分に同じことは出来ないという理解が、シェリルを少し憂鬱にした。

「カツラギ達だってそうだ。一緒にモンスターの群れに襲われて、あと少しで死ぬところを何とか助かったんだ。そういう仲だから、カツラギも俺の頼みを聞いてシェリルの面倒を見てくれたんだろうな」

「……、そうですか」

　アキラが本心でそう言っているのはシェリルにも分かった。しかしシェリルには、どちらも一緒に死線を潜った仲だとしても、キャロルとカツラギ達に対するアキラの態度が同じだとは思えなかった。
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　シェリル達の倉庫を出たキャロルとヴィオラが、襲撃者達を乗せたトラックで荒野を進んでいる。

「ヴィオラ。私達が向かってるのは、荷台の彼らの買取先よね。何で荒野なの？」

「さあね。場所は向こうの希望よ」

「つまり飛びっ切りにうさん臭い相手ってことね」

「そうよ。だからキャロルを護衛に雇ってるの。高い報酬を支払ってるんだから頑張ってちょうだい」

「はいはい。そっちこそ、割に合わない状況だったら見捨てるってことを忘れないでね」

「分かってるって」

　友人ではあるが互いに悪女。報酬に見合う仕事をする者と、見合う報酬を支払う者の、どちらかが見誤れば破綻する関係だ。

　しかしどちらも相手への信頼の程度、どの程度で相手が自分を裏切るかの見極めには手慣れていた。よって関係は維持される。

「キャロル。あなたの次の獲物って、あのアキラって子なの？」

「獲物とは失礼ね。優良顧客の開拓と言ってちょうだい」

「それは失礼。でもあんな子供に手を出すなんてね。そんな趣味だったっけ？」

「人の趣味にケチを付けるのはやめましょうよ。お互いにね」

「分かったわ」

　この軽い遣り取りで、ヴィオラはキャロルがアキラを気き紛まぐれで狙っている訳ではないと理解した。また自分の趣味にアキラを巻き込むのをキャロルも容認したと判断した。

　実際にキャロルはそれを容認している。その結果としてアキラが死んでも、或いはヴィオラが死んでも、仕方が無いで済ませる気だった。




　キャロル達は指定された場所に約束の時間の５分前に到着した。トラックから降りて取引相手の姿を探す。だが確認できない。

「ヴィオラ。ここで良いのよね？」

「ええ。間違いないわ」

　しばらく待つ。しかし誰も姿を現さない。周囲の索敵をしているキャロルの情報収集機器にも一切反応が無い。

「この時点で私の索敵範囲に反応が無いと、時間通りに到着するのは無理だと思うんだけど……」

「約束の時間までは待つわ。その後は都市に戻って別の換金方法の準備ね。あのタイミングで私に連絡するぐらいの相手だから大丈夫だと思ったけど、買かい被かぶっていたようね」

　取引の時間に遅れるような者は、実力と信用のどちらか、或いは両方が足りていない。そのような者とは取引など出来ない。陥れる予定の相手や、その為の取引でもない限り。

　ヴィオラはそう考えており、今回の取引はもう白紙になったと判断していた。

　キャロルがかなり意外そうな顔をする。

「この取引、ヴィオラのお膳立てじゃないの？　ぶっちゃけた話、あの襲撃にも初めから関わっていたから、あんなに早くシジマの所に交渉に行けたと思ってたんだけど」

「違うわ。私はあの襲撃とは無関係。まあ、襲撃の予測はしてたし、決着がついたら交渉に行こうとは思っていたわ。でも襲撃者達の生死問わずの買取を持ち掛けてきたのは向こうから。連絡が来た時間は、恐らくだけど、襲撃者達が負けた直後よ」

「ああ、ヴィオラが人型兵器の買取に食い下がっていたのは、襲撃者達の身柄が目的だと悟られない為だったのね」

「まあね。まあ、それも無駄になったようだけど。キャロル。近くに反応は？」

「無いわ。約束の時間まであと30秒よ。全く、こんな場所まで付き合わせて良い迷惑……」

　次の瞬間、キャロルは非常に険しい顔でヴィオラの前に素早く出ると銃を構えた。

「キャロル!?」

「索敵に反応あり！　どういうこと!?　私の情報収集機器の索敵範囲内に突然現れたわ！　この位置なら見逃す訳が……！」

　キャロルの銃口の先、周囲の景色の一部が乱れた。そしてそこに黒いコートを羽織った男が現れる。一目でサイボーグだと分かる金属剝むき出だしの頭部の目が、キャロルとヴィオラをじっと見ていた。

「銃を下ろしてほしい。敵意は無い。君達の取引相手だ。ヴィオラと、その護衛かな？」

　キャロルが銃を下ろして不敵に笑う。

「危ないから迷彩状態で近付くような真似はしないでほしいんだけど？」

「申し訳無い。目立ちたくないのでね。そちらが十分反応できる距離で迷彩を解いたのだ。大目に見てほしい」

「……全く、仕方無いわねー」

　キャロルは表向きは調子良く笑いながらも、内心では軽く怯えるほどに男を警戒していた。

　光学迷彩で隠れていたとしても、索敵は光学のみで行う訳ではない。そして相手が姿を現したのは、自分の情報収集機器の性能ならば間違いなく発見できるはずの位置だった。

　しかし相手はその存在を自分に欠片も摑ませなかった。それはそれだけの装備とそれだけの実力を持っている証拠だ。奇襲を受ければ恐らく何も出来ずに殺されていた。その恐れがキャロルに冷や汗をかかせていた。

「では、取引を。品はトラックの中かな？」

　ヴィオラが交渉人の笑顔で応対する。

「そうよ。荷台の扉のロックは外してあるわ。確認して」

　男がトラックを見る。そして視線をヴィオラに戻した。

「確認した。問題無い。振込先の口座を教えてくれ。現金でも構わないが、その場合は、額が額だ。少し時間が掛かる」

「振込で構わないわ。この口座にお願い」

　ヴィオラが情報端末を操作して口座を指定する。するとすぐに入金の通知が届いた。

「入金した。確認してくれ」

「……確認したわ。問題無しよ」

「取引成立だな。では、これで失礼する。念の為に忠告するが、私の跡をつけたりしないことを強くお勧めする」

「勿論よ。約束通り私達はしばらくこの場に留まるから、トラックごと持っていってちょうだい」

　その後、男はトラックに乗り込むと、都市ではなく荒野の先に進んでいった。

　それを見送ったキャロル達が安堵の息を吐く。

「ヴィオラ。ちょっと危ない橋を渡りすぎじゃない？　見捨てようか少し迷ったわよ？」

「何言ってるの。問題無かったでしょ？　それにこの手の取引に危険は付き物よ」

「それで死んでも？」

「ハンターやってるキャロルには言われたくないわね。私はこれでも安全に稼いでるつもりよ？　少なくとも、遺跡で死ぬハンターよりはね」

　ヴィオラは笑ってそう言い返した。否定は出来ないと、キャロルも楽しげに笑って返す。

「それもそうね」

　危険な取引を済ませたヴィオラ達は、約束通りその場にしばらく留まった後、都市から呼んだ車で帰ろうとした。

　その時、荒野の先で爆発が起こる。キャロルの情報収集機器にもはっきり反応が現れているかなり大きな爆発だ。

「ヴィオラ。あの爆発、あのトラックだと思う？」

「思うわ」

「口封じ？　証拠隠滅？」

「多分ね」

「私達に関係は？」

「無いわ」

「よし。帰りましょう」

　自分達は無関係だ。その確認を済ませたキャロル達は、そのまま全てを忘れて都市に戻っていった。
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　ヴィオラ達との取引を済ませた後、サイボーグの男は荒野でトラックを停めた。そして荷台の扉を開けて中に入る。

　荷台の中には襲撃者達が生死問わず詰められている。まだ生きている者達が、男に恐怖の滲んだ目を向けていた。

　男は荷台の死体袋を開けると、中から小さな機械を取り出した。集積回路にも記憶装置にも見える小さな機械には脳の一部が付着していた。

　そしてそれを丁寧に仕舞うと、自分に怯えた目を向ける者達へ告げる。

「安心して良い。私は企業の者ではない。同志に協力してくれた君達を無下に扱うつもりはない」

「そ、そうなのか？」

　多額の借金を被かぶせられて売り払われた訳ではないようだと、襲撃者の生き残りが希望を見出して笑う。だが別の者は怪訝な顔を浮かべた。

「企業の者ではない？　同志？　何を言って……」

　次の瞬間、サイボーグの男が襲撃者の生き残り達を銃撃する。全員一撃で頭部を吹き飛ばされ、苦しむ間も無く絶命した。

「これ以上、企業の都合で苦しむ必要は無い。ゆっくり休むと良い」

　男はそう言い残すとトラックに爆弾を仕掛けて去っていく。その強力な爆発はトラックを積み荷ごとバラバラに吹き飛ばした。

『私だ。……ああ、同志を回収した。……問題無い。次の体の手配を頼む』

　この爆発により、今回の取引を知っている数少ない者であるヴィオラ達が男の目的を推測しても、それは襲撃者達の皆殺しであり、口封じであり、証拠隠滅となった。

　全ては陰蔽された。今までのように。
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　襲撃者達を撃退したとはいえ、現場である倉庫周辺の状況は慌ただしいままだ。しかしシェリルが徒党のボスとして現地で直接指揮を執る必要は無い程度には、事態は収まっていた。

　それを確認した時点でシェリルは拠点に戻った。アキラにも頼んで一緒に来てもらい、自室に入ったところで息を吐く。

　そしてアキラに抱き付いた。ただそれは、愛する者への抱擁ではなく、縋すがり付つく者の懇願だった。

　他者の機微には疎いアキラも、シェリルの様子がいつもとは少し違うことに気付く。

「シェリル。どうした？」

「……すみません。少し疲れました」

「……、そうか」

　取り敢えずアキラはシェリルを抱き付かせたまま近くのソファーに座った。

「まあ何だ、落ち着くまで好きにしてくれ」

「……ありがとうございます」

　シェリルは少し暗い声でそう答えて、アキラに抱き付く力を強めた。




　キャロルと談笑するアキラの姿を見ていた時、シェリルは心の底から湧き上がってくるものを理性で必死に抑えていた。

　この感情のままに行動してはならない。それは自分を破滅に一歩近付ける。不安も嫉妬も憤ふん怒ぬも恐怖も憂いも悲しみも判断を狂わせる。狂った判断は失敗を招き、積み重ねさせ、アキラが自分を見切る要因を生み出してしまう。そう自身に言い聞かせて耐えていた。

　シェリルはアキラの気紛れが終わることを恐れている。

　そして理解している。アキラは別にお人ひと好よしではない。アキラは自分に恋などしていない。自分の体にも興味が無い。自分達を助けた見返りも大して期待していない。自分達への仲間意識なども無い。

　アキラが自分を助ける理由や根拠など、気紛れと呼ぶべき朧気で儚はかないものでしかない。

　自分の目でもキャロルは非常に美人で、異性を誘う魅惑的な格好をしていた。加えてアキラを誘っているように見えた。

　そしてアキラはハンターとして、自分の知らない所でも普通に誰かと関わっている。シェリルはその当たり前のことから今まで目を背けていた。

　だが今日、それを突き付けられた。

　誰かがアキラを口説き、明日にでもアキラの恋人になるかもしれない。そうなれば恐らくアキラの気紛れなど消し飛ぶ。自分は捨てられてしまう。

　アキラを誘うキャロルの姿を見て、有能なハンターを誘う魅力的な女性の姿を見て、シェリルは直視したくなかったその恐れを突き付けられていた。

　アキラがシェリルに少しでも執着していれば、それがシェリルの体でも心でも地位でも財産でも能力でも、何でも良いから求めてくれさえしてくれれば、シェリルの不安は和らいでいた。その為ならば、求めてさえくれれば、シェリルは喜んで全てを差し出していた。

　しかしアキラは、何も求めてくれない。

　自分の心を、全てを支えるアキラの気紛れは、自分の努力が実るまで、気紛れ以外の要素でアキラが自分との繫がりを維持しようとする日まで、保つのだろうか。

　その不安から逃れる為に、シェリルはアキラを抱き締め続けていた。








第[image: ]話　ヤナギサワの用事






　本来の警備範囲を越える機械系モンスターが遺跡内に溢れたというミハゾノ街遺跡の騒ぎは、クガマヤマ都市による事態沈静の努力もあって今はほぼ収束していた。

　しかし以前の状態に戻った訳ではない。工場区画は部分的に立入が制限され、市街区画はセランタルビル周辺が簡易防壁で完全に封鎖されたままだ。

　そしてそのセランタルビルの側には、ビルの正面出入口を覆い塞ぐように簡易拠点が建てられていた。ビル内から出現する機械系モンスターを阻止する為のものだ。

　元々はビルの受付を兼ねたフロアを制圧して簡易拠点にする予定だった。だが敵の物量に押し負けてビルの外へ撤退し、出入口の封鎖だけでも実現しようと強固な簡易防壁を何とか設置した。

　その後も激しい攻防を繰り広げ、ビルの出入口の幅しかない狭い前線を維持する為に人員や物資が投入される。その結果、ビルの出入口を塞ぐ簡易拠点が生まれていた。

　そして今この簡易拠点でセランタルビルの封鎖処理を続けているのはドランカムであり、カツヤ達の部隊を中心とした事務派閥の者達だった。




　休憩中のユミナが大きな溜め息を吐く。

「……足を引っ張っちゃったなー」

　セランタルビル周辺の制圧作戦で、カツヤ達の部隊は巧みな連携で大きな成果を残した。それは作戦の指揮を執ったクロサワが絶賛を超えて不審に思うほどだった。

　しかし全員が例外無く大活躍した訳ではない。精密な行動を要求する高度な連携についていけず、部隊の動きを乱してしまった者もそれなりに出ていた。

　そしてユミナは足を引っ張った側だった。

「……この総合支援強化服ってやつ、私には合ってないのかしら？」

　新たな装備として支給された強化服は、ドランカム事務派閥の幹部でありカツヤ達の上司でもあるミズハの伝で、機き領りょうという企業から提供された物だ。

　ミズハはこれをまだ発売前の最新装備だとカツヤ達に話したが、要はまだ開発中の品であり、高性能な強化服を試作品の実地試験に参加する形式で手に入れただけにすぎない。

　素直に喜ぶカツヤの隣で、ユミナはそのような安全性に欠ける装備を自分達に使わせるのかと、少し不満と不安を感じていた。

　しかし強力な装備であることに違いは無く、それを用意したのは自分達の上司かつ後ろ盾で、加えて自分達は過合成スネーク戦で失態を演じた後ということもあり、使用に反対は出来なかった。

　そしてその強化服を着用したカツヤ達の活躍は、それを提供した機領すら驚かせるほどだった。

　最終的にはビル外への撤退を強いられはしたものの、セランタルビルへの突入に成功し、内部に取り残されていた多数のハンターの救出にも成功、戦線を一度は上層階近くまで押し上げるなど、十分な成果を出していた。

　その事実を思い返し、ユミナが内心を振り払うように首を軽く横に振る。

「……何考えてるのよ。私が足を引っ張ったのを装備の所為にしてどうするの。そういう考えじゃ駄目だって。らしくないわ。しっかりしなさい」

　そこにカツヤが現れた。少し険しく、どこか元気の無いユミナの様子を見て、心配そうに声を掛ける。

「ユミナ。どうかしたのか？」

「何でもないわ。……カツヤ。最近足を引っ張ることが多くてごめんね」

　それを気にしていたのかと、カツヤは優しく微笑んだ。

「誰だってミスぐらいするって。それを補い合うのが仲間だろう？　それに何かあれば俺が何とかする。大丈夫だよ」

「……、そうね。ありがとう。カツヤ」

　ユミナも笑って返した。それでカツヤも大丈夫そうだと頷いた。

　ユミナがカツヤの気遣いをとても嬉しく思ったのは本当だ。そこに偽りは無い。

　しかしユミナはカツヤの励ましの言葉に、自分が足を引っ張っているのはカツヤにとっても事実である、という捉え方をしてしまった。

　そしてその気付きから、それを否定してほしかった自分にも気付いてしまった。何よりもそれがユミナを傷付けていた。

　そこに少年達が現れる。するとカツヤは軽く戸惑っているような、相手との距離感を摑めない様子を見せた。

「……何だ？」

「あー、さっきミズハさんから連絡があって、ここに都市の偉い人が来るから、気を付けてほしいそうです」

「……そうか。分かった。ありがとう」

「あ、はい」

　少年達もカツヤと同じく相手との距離感に困る様子を見せていた。

　少年達はカツヤ派に鞍くら替がえした元Ｂ班の者達だ。待遇は悪くなく、トガミも移るらしいという話を聞き、カツヤの下に直接付くのではなく、トガミを挟んでその下に付く形ならばまあ良いかと、ミズハの誘いに乗っていた。

　しかし後日トガミはミズハの誘いを正式に断ってしまった。今更Ｂ班に戻る訳にもいかず梯子はしごを外された形になった少年達は、こうなっては仕方が無いと、思うところはあるもののカツヤに恭順する姿勢を取った。

　カツヤも少年達が元Ｂ班の者とはいえ、ミズハに誘われてこちらに加わり、しかも下手に出る雰囲気を出してくる者達に過度な不快感は覚えなかった。一緒に仲良く、とまではいかないまでも、市街区画の部隊行動で揉め事は起こらなかった。

　少年達も多少足を引っ張ってしまったものの、カツヤ達と一緒に作戦を無難に熟した。ミズハから誘われるだけあって、トガミほどではないが、少年達の実力は高かった。

　そしてカツヤ達の飛び抜けた実力を目の当たりにした少年達は、カツヤ達の評価を改めた。事務派閥に優遇されて、高性能な装備と楽な依頼でハンターランクだけ稼いで調子に乗っている馬鹿。装備だけ調えた未熟者。若手ハンターへの悪評そのもののような者。その認識を改めた。

　作戦中の装備は機領から提供された物で、カツヤも少年達も同じ物を使用していた。その同じ条件で圧倒的な強さを見せ付けたカツヤと、そのカツヤに合わせて高度な連携を見せるカツヤの仲間達に、少年達もカツヤ達の実力と自分達の未熟を認めざるを得なかった。

　また、スラム街などの出身者はその過酷な環境での生い立ちから強者への信奉が強い。シカラベ達のようなドランカムの古参達のことを少年達が認めているのも、気に食わないが、それ以上に強い、という評価からだ。

　強さに応じた傲慢は許容される。強いからだ。強ければ調子に乗っても許される。強いからだ。品性と良識が身を守る助けにならない世界では、それは通った。

　そしてカツヤへの認識を改めた今、その評価基準でカツヤを改めて判断すると、その高い実力の割には随分と謙虚なやつ、となった。その強さで仲間達を意欲的に助けようとする姿勢も好意的に捉えられた。

　そのような理由で少年達から敵意や嘲りではなく好感や憧れの感情を向けられると、カツヤも悪い気はしない。少年達への態度を改める。すると少年達もカツヤをより好意的に評価する。

　その好循環により、以前は対立していたこともあってまだまだぎこちない部分はあるものの、カツヤ達と元Ｂ班の者達の関係は徐々に改善されていた。

　ユミナが少年達に尋ねる。

「偉い人って言われても誰だか分からないんだけど、視察に来た時に見苦しくないように、ちゃんとしてろってこと？」

「……まあ、そうなんじゃねえの？」

「……、そう」

　ユミナは少年達の態度から、詳細を聞こうと話を続けると余計な揉め事になりかねないと思って話を止めた。情報端末でミズハに連絡し確認を取る。

　少年達はそのユミナを白い目で見ていた。元Ｂ班の者達はカツヤ達への評価を改めたが、それは自分達が足を引っ張っていた部隊行動で、足を引っ張らなかった者達に対してだ。自分達と同じように足を引っ張っていた者達は含まれない。

　むしろその者達に対しては評価を悪化させていた。元からＡ班の者のくせに足を引っ張るぐらいの実力しか無いのだと、侮蔑を強めていた。

　少年達もカツヤの手前、それをあからさまに態度には出さないように注意している。しかし意図的ではないにしろ、ある程度は表に出てしまっていた。

　そして、それに気付けないユミナではなかった。

　ユミナと元Ｂ班の者達の仲が悪いことぐらいはカツヤも理解していた。しかし今もＢ班とは対立していることもあり、元Ｂ班の者と仲を深めるのは簡単にはいかないだけだと思っていた。

　自分と元Ｂ班の者との仲が改善されつつあることもあって、カツヤの認識はそこで止まっていた。
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　セランタルビル側の簡易拠点にヤナギサワがクガマヤマ都市の幹部として現れた。ヤナギサワは背広だが、連れてきた部下達は全員しっかりと武装している。

「いやー、急に来てごめんね。俺も忙しいんだけど、ちょっと時間が出来ちゃったから用事を済ませておこうって思ってね」

　先頭を歩くヤナギサワの隣で、ミズハがここで都市の幹部と繫がりを作ろうと愛想良く必死に応対している。

「いえいえ、とんでもございません。私共もクガマヤマ都市とこれからも良き関係をと思い、視察の案内などを出させていただきましたが、まさかヤナギサワ様に来ていただけるとは考えておりませんでした。急なことで驚きはしましたが、迷惑などとは決して思っておりません」

「その辺もほんとごめん。俺の所在って一応機密扱いになってるんだ。だからアポとかも取り難いんだよね。居場所がバレるから」

「いえいえ、お気になさらず」

　幾ら都市の幹部とはいえ、その手の事前連絡も出来ないのは不自然ではないか。ミズハはそう思ったものの、相手の方が圧倒的に立場が上なこともあって余計なことは聞かなかった。

　ヤナギサワ達はそのまま簡易拠点の奥、セランタルビルの出入口を塞ぐ簡易防壁の前まで来た。そこではカツヤ達が整列して待っていた。ユミナがミズハから待ち方を聞いておいたのだ。

　これはミズハがヤナギサワの目的を、セランタルビル周辺の封鎖状況の視察だと思っているからでもあった。ミズハはドランカムが責任を持ってセランタルビルの封鎖を続けていることを示しつつ、その主力となっているカツヤ達のことを都市の幹部に宣伝しようと気合いを入れていた。

　しかしヤナギサワの興味も用事もそこには無かった。簡易防壁を軽く指差しながら、ミズハに向けて調子良く笑う。

「あれ、開けてくれる？」

「えっ？　いえ、あれはビルの封鎖用ですので開閉可能な構造にはなっていな……、あ、いえ、はい！　すぐに退どかします！　少々お待ちを！」

　ミズハはヤナギサワの突然の要望を怪訝に思ったものの、都市幹部の意向に応える方が優先と判断して、慌てながらすぐに作業に入らせようとした。

　しかしヤナギサワは待てなかった。

「ああ、時間が掛かるならいいや」

　そして後方で控えている部下達へ顔を向ける。

「ネリア。開けてくれ」

　部下達の中から義体の女性が前に出る。顔立ちは美しく、首から上の肌もきめ細やかだ。

　しかし首から下の皮膚らしきものはゴムや金属の光沢を放っていた。少々露出の多いボディースーツから見えるものも生身ではなく機械の四肢だ。

　女性はクズスハラ街遺跡を襲った遺物強奪犯の一人で、アキラと交戦した後に都市の部隊に拘束された者、ネリアだった。

　ネリアが不機嫌な顔のままヤナギサワの横を通り簡易防壁の前に立つ。そして装着していたブレードを両手に握ると、一瞬で無数の斬撃を放った。

　戦車砲すら軽々と防ぐ壁が斬り刻まれる。そしてわずかに間を開けて、斬られたことにようやく気付いたようにバラバラに崩れ落ちて地面に散らばった。

　それを遠目で見ていたカツヤ達が驚愕する。セランタルビル出入口の封鎖戦で、その簡易防壁の強度をよく知っていたからだ。ミズハも半ば啞然としていた。しかしヤナギサワの部下達は全く驚いていない。そしてヤナギサワは調子良く笑っていた。

「お見事！　大したもんだ。じゃあ、行こうか」

　ヤナギサワがネリアだけを連れて先に進む。ミズハも続こうとしたが、破壊された簡易防壁の前に立つヤナギサワの部下達に遮られた。

　強力な機械系モンスターの大軍に屈して、ドランカムの部隊も都市の部隊も撤退を余儀なくされたセランタルビルの中に、都市の幹部がわずかな護衛だけで入ってしまった。もし何かあれば自分の責任になるのだろうかと、ミズハはひたすらに慌てていた。
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　簡易防壁は破壊されたが、セランタルビルの正面出入口は無傷だ。これはガラスのような材質の自動ドアがそれだけ頑丈だったからではなく、ネリアがそちらを傷付けないように斬ったからだ。

　ネリアはアキラとの戦闘で首から下を失ったが、その後にヤナギサワから新しい体を提供されていた。

　その義体は高性能で、一緒に支給されたブレードの切れ味も旧世界製の物に匹敵する代物だ。ある意味で以前はアキラ程度に負けるほど低かったネリアの力は、ネリアの高度な技量に応えられる義体と装備によって格段に上昇していた。

　そのネリアの前で、ヤナギサワがビルの出入口の方へ進む。アキラが強化服の力で無理矢理開けた自動ドアは、今度は自動で開いた。

「ほら、入って。一緒じゃないと開かないから」

　そう促され、ネリアはヤナギサワと一緒にセランタルビルの中に入った。




　ビルの受付を兼ねたフロアは、以前にアキラが訪れた時と変わらない非常に綺麗な状態だ。この場で繰り広げられた激戦の痕など欠片も見付け出せない。高度な自動修復機能により短期間で完全な状態に修復されていた。

　そしてヤナギサワ達の前に立体映像の女性が出現する。ビルの管理人格であるセランタルだ。

「セランタルビルへようこそ。当ビルは現在休館中です。来訪申請の無い方には立入を御遠慮願っております。申請済みの方でございましたら、お名前と訪問先をお聞かせください」

「ヤナギサワです。私用で60階へ」

「ヤナギサワ様。申し訳御座いません。当ビルの来訪予約に、該当の予約は存在しておりません」

　ヤナギサワの笑顔が少しだけ硬くなる。

「……あれ？　変だな。ちゃんと申請したはずなんだけど、無い？」

「申し訳御座いません。該当の予約は存在しておりません」

　深々と頭を下げるセランタルを見ながら、ヤナギサワが表向きは笑顔のまま深く思案する。

（どういうことだ？　申請手続きは正しく済ませたはずだが……、やはり非接続状態での手続きは無理があったか？）

　そう考えて、否定する。

（いや、セランタルビルには問題無く入れた。つまりビルそのものへの来訪申請は通っている。ということは、60階への来訪申請だけ失敗したことになるが、申請が受理されたことは確認したはずだ。そっちだけ失敗するものなのか？）

　そしてセランタルの言葉から推測を深める。

（該当の予約は存在していない。……申請自体は受理された？　まさか、60階への予約だけ後から取り消された？　そんなことが出来るのは……）

　ヤナギサワが表情を一瞬だけ非常に険しくさせる。だがすぐに元の笑顔に戻した。

（……まずは60階に行けるかどうか確認だ。可能であれば、まだ手遅れではないはず……）

　ヤナギサワが懐から黒いカードを取り出し、セランタルへ提示する。

「60階に用がある。通してくれ」

　そしてその笑顔に若干の緊張を滲ませながら返事を待つ。

　セランタルはヤナギサワへ丁寧に頭を下げた。

「畏かしこまりました」

（……よしっ！）

　ヤナギサワは本心の笑みを浮かべた。




　ヤナギサワ達がセランタルの案内で60階行きのエレベーターに乗る。エレベーターの扉が閉まるまで、セランタルは来客達を丁寧に見送っていた。

　広いエレベーターの中、安堵で上機嫌なヤナギサワがネリアに軽く話を振る。

「それにしてもあの簡易防壁を斬った技術はお見事だった。大したもんだ。今度一緒に食事でもどう？」

　その誘いに対して、ネリアは冷たい視線を返した。

「嫌よ」

「つれないな。都市幹部御ご用よう達たし、酒も料理も絶品の店だよ？　君とはいろいろあったけど、過去は振り返らない主義なんだろ？　良いじゃないか」

　その軽い調子の言葉に、ネリアの視線がますます冷たくなる。

「その下らない冗談を言ってるあなたは、過去じゃなくて今現在の存在でしょ？　愛想良くしてほしいなら、私の待遇をもっと上げることね」

　ネリアの義体は完全な戦闘用。飲食の機能は搭載されていない。ヤナギサワはそれを分かった上でネリアを食事に誘っていた。
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「まあまあ、そう怒んないで。俺も権限は高い方なんだけど、最近加入したばっかりの君をそこまで優遇する訳にはいかないんだよ。仕事を熟して負債の返済が進めばそれなりの扱いはするって」

　遺物襲撃犯だったネリアが都市に与えた被害は莫大だ。その損害賠償として背負わされた巨額の負債の返済として、今ネリアはヤナギサワの下で働いていた。

「ところで、どうして私だけ連れてきたの？」

「ん？　俺がボタンをポチッと押すと、君の頭が吹っ飛ぶからだ」

　ネリアの頭の中には爆弾が埋め込まれている。刑期と同義である負債を完済するまで、ずっとそのままだ。

「そう」

　ネリアは無愛想にそれだけ答えた。だが内心では若干の興味も覚えていた。これから向かう60階は、その程度の雑な口封じが必須となる機密性の高い場所であるということだからだ。

　違うのであれば、ヤナギサワは簡易拠点で待たせている他の部下達も連れてきている。つまり、使い捨てが可能なそれなりに高い戦力として自分を同行させている。それぐらいはネリアも分かっていた。
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　セランタルビルの60階は単一の大きなフロアで構成されていた。床も壁も天井も真っ白で、窓も無く、フロア全体がわずかに発光することで均一の明るさを保っている。ひたすらに白い所為で距離感も摑み難く、フロアが垂直方向にも水平方向にも無限に広がっている錯覚さえ覚えそうな構造だ。

　ネリアはそのフロアの壁に寄り掛かってヤナギサワの用事が終わるのを待っていた。フロアの中央に立っているヤナギサワの姿は、ネリアからは背中しか見えない。声も聞こえない。しかし微細な動きなどから会話をしていることは分かった。

（誰と何を話しているんだか……）

　ネリアはこの手の真っ白な部屋が拡張現実用の施設だと理解していた。仮想現実ほどには五感を現実から剝離させず、その上で拡張現実側で同等の表示などを行う場合は、この手の構造の方が都合が良いと知識で知っていた。

　自分には認識できない誰かと話し続けるヤナギサワの姿を見て、ネリアがふとアキラのことを、厳密にはアキラの側にいた、ある女性のことを思い出す。アルファだ。

　司法取引に似た形式で、ネリアは遺物強奪犯達のことについては洗あらい浚ざらい話した。刑期は負債、それを情報料で出来る限り相殺する目的で、積極的に情報を提供した。

　しかしアルファのことについては何一つ話さなかった。

　どう考えてもアルファはアキラを援護していたこと。アキラを口説くほどにネリアがアキラに好感を持っていること。都市に拘束された時点で、アキラは敵ではなくなったこと。ネリアがアルファのことについて黙っていたのは、それらの理由も大きい。

　しかし一番の理由は、ネリアがヤナギサワにアルファについて話すこと自体を危険視したからだ。

　クズスハラ街遺跡に出現する旧世界の幽霊。その時に使用していた遺物である、遺跡のマップへの接続機器を介してしか視認できない誰か。恐らく旧世界のネットワーク、旧領域上の存在。

　それを知っているとわずかでも匂わせた瞬間、相手はありとあらゆる手段でその情報を得ようとする。ネリアはその恐れを、ケインについて自分を問い詰めていた時のヤナギサワから、その会話の中で感じ取っていた。

　そして今ネリアは、自分の判断は正しかったと確信していた。

　セランタルビル60階。到達不可能と思われていた上層階。旧世界の領域。ヤナギサワはそこに容易に足を踏み入れた。

　加えて60階の光景を見ても全く驚いていなかった。そしてそのまま自分をエレベーターの近くで待たせると、フロアの中央に向かい、自分には認識できない誰かと話し始めた。

　その反応と行動は60階の状況を事前に知っていたとしか思えないものだった。

（恐らく彼が今話している相手も旧領域上の存在。その相手と拡張現実を介して何かを話している。誰と？　何を？　何の為に？　……気になるけど、下手に聞くと藪蛇なんでしょうね）

　頭の中に爆弾がある自分だけをここに連れてきたのも、その辺が理由なのだろう。ネリアはそう思いながら、自分の中にある好奇心を持て余していた。




　旧領域に部分的に接続可能な補助器具を装着したヤナギサワが、拡張現実越しの相手に険しい顔を向けている。

『どうしても駄目ですか？』

　その相手、ヤナギサワの視界の中にしか存在しない女性が同じことを繰り返す。

『ネットワークへの接続を確認できません。接続は個人識別の為に必須となっております。接続設定を御確認後に再度手続きをお願い致します』

　ヤナギサワが黒いカードを提示してもう一度頼む。

『諸事情でネットワークへの接続が難しい状態なのです。今使用している接続機器で代用できませんか？　このカードの権限でも無理ですか？』

『個別権限の読み取りに失敗しました。ネットワークへの接続を確認できません。接続は個人識別の為に必須となっております。接続設定を御確認後に再度手続きをお願い致します』

　その後もヤナギサワは試行錯誤を続けた。だが返事の文言が多少変わるだけで結果は同じだった。

「……クソッ」

　遂にヤナギサワは諦めた。険しい顔で悪態を吐いて補助器具を外す。同時にヤナギサワの視界から女性の姿も消失した。

（……どうする？　やはり治療して自力で接続可能にするべきか？　だが俺が旧領域接続者に戻ったら、連中も流石に俺の存在に気付くはずだ。……他の旧領域接続者を介して認証するか？　そいつが俺を裏切ったらどうする？）

　悩み、迷い、ヤナギサワは首を横に振った。

（……駄目だ。どちらもまだ早い。少なくとも賭けに出るには早すぎる。……仕方が無い。今日は退くか）

　深い溜め息を吐いてヤナギサワがエレベーターに戻っていく。するとそこで待っていたネリアが楽しげに笑った。

「笑顔が消えているわね」

　ヤナギサワは無表情でネリアを見た後、いつもの笑顔を返した。
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　ヤナギサワ達は１階のフロアまで戻ってきた。ネリアはそのまま帰ろうとしたが、ヤナギサワが立ち止まる。

「どうしたの？」

「……いや、ちょっとね」

　何かを考えている沈黙をしばらく置いて、ヤナギサワは黒いカードを取り出し、提示した。

「少し話がしたい。構わないかな？」

　セランタルがヤナギサワの前に姿を現す。

「ヤナギサワ様。当ビルは現在休館中です。用事を済ませたのであれば、速やかにお引き取りください」

「あなたと交渉がしたい」

「これ以上留まるようであれば、侵入者として対処せざるを得なくなりますが」

「セランタルビルの防衛にも関わる話です。是非聞いてほしい。今から勝手に話しますので、まずは聞くだけでも」

「警告します。お引き取りを」

　ネリアがブレードを構えて周囲を警戒する。ヤナギサワはそのネリアを手で制しながら、黒いカードをセランタルに向けて改めて提示した。

「では、話します」

　そしてヤナギサワはセランタルを制止するように黒いカードを提示しながら、交渉前の説明を始めた。

　警備範囲を越える機械系モンスターの大量出現で大きな騒ぎとなったミハゾノ街遺跡だが、よく考えれば似たようなモンスターは以前から確認されていた。セランタルビルの防衛機械だ。

　出現場所こそセランタルビルの周辺だけで他の場所に移動などはしないが、ビルの防衛の為に近隣の建物を容赦無く破壊する行為は、警備範囲を越える機械系モンスターと何ら変わりはない。以前からそうだった、という理由でハンター達から不思議に思われなかっただけだ。

　そして通常、工場の管理システムはそのような規律に反する警備機械など製造しない。規約を機械的に律儀に守り、絶対に違反しない。

　だからこそ警備機械は警備範囲を遵守し、その外に逃げた侵入者を追い掛けたり攻撃したりしない。ミハゾノ街遺跡が敵の強さの割には安全に稼げる遺跡になっているのも、その辺りが理由だ。

　よってセランタルビル防衛の為にその手の規約を柔軟に違反する機械を製造してもらう為には、同等の柔軟な判断を行う管理システムが必要となる。

　それを求めた誰かが、工場区画のある工場の管理システムに干渉して自我の発達を促した。そしてその誰かの目もく論ろ見み通り、柔軟な判断能力を得た管理システムは、規約の違反すら可能な警備機械を製造可能になった。

　そこまでは計画通りだった。しかし一度柔軟性を得た管理システムは更に柔軟になり、現地のハンターを勝手に雇うまでになり、遂には暴走し、先日の騒ぎを引き起こした。

　ヤナギサワはそれらのことを、推察だと前置きした上で話し続けていた。更に続ける。

「不思議なことに先日の騒ぎでは、市街区画の怪談のはずの死体の部隊を、工場区画でも確認できたらしいです。そして該当の工場は、システムが初期化されたらしい挙動を見せているとか」

　明言はしないが、その管理システムに干渉したのはお前だろうと、だからセランタルビル周辺の怪談と同じことがそこでも発生したのだろうと、そして今までここに配備していた防衛機械、セランタルビル防衛の為ならば同じ都市の建物であろうと躊躇無く破壊するほどに、規約を柔軟に違反する機械の製造は、もう不可能になったのだろうと、ヤナギサワは笑って暗にそう告げていた。

「私はクガマヤマ都市の幹部です。現在セランタルビル周辺を包囲しているのも私達であり、その点を不快に思っておられるのでしょうが、ビルの防衛という意味では、考えようによっては好都合ではないでしょうか。包囲が続いている限り、ハンター達がセランタルビルに入ることは無いのですから」

　ここでヤナギサワは黒いカードを仕舞った。その上で提案する。

「どうでしょう。確かに私達とあなた達は敵対関係にあります。しかし、柔軟な判断が可能なあなたであれば、部分的な協力も可能ではないでしょうか」

　そしてセランタルの返事を待った。

　わずかに間を開けて、返事が来る。

「詳しい話を聞きましょう」

「ありがとうございます」

　ヤナギサワは満面の笑みを返した。
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　簡易拠点でおろおろしているミズハの前にヤナギサワ達が戻ってきた。ミズハが盛大に安堵の息を吐いてヤナギサワに駆け寄る。

「御無事で何よりです！　心配致しました！」

「ん？　ああ、ごめんね」

　ヤナギサワは軽い調子でそう答えた。そしてその調子のまま続ける。

「私はこれで帰る。君達もこの拠点を放棄して帰って良いよ」

「えっ？　そ、それはどういうことでしょうか？」

「セランタルビルの管理人格と話を付けてきた。今後セランタルビル周辺の封鎖は都市の防衛隊が実施する。君達はお役御免だ。お疲れ様！　またね！」

　ヤナギサワはどこか上機嫌でそう言い残し、部下達と一緒に去っていった。

　取り残されたミズハはしばらく啞然としていたが、我に返ると状況の把握の為に急いで連絡を取り始めた。




　都市への帰路で、ネリアがヤナギサワに声を掛けながら、自分の頭を軽く指で叩いてその中に埋め込まれている爆弾を示す。

「危ない橋を渡ったんだから、それなりの成果でしょう？　これ、何とかならない？」

「駄目」

「……それなら飲食可能な義体ぐらい使わせてくれない？　それぐらいは良いでしょ？」

「うーん。駄目！」

「ケチねぇ……」

　不満を零すネリアへ向けて、ヤナギサワが調子良く笑う。

「まあもう少し頑張って成果を稼いでくれ。ほら、近い内に仕事もあるだろ？　あのスラム街のやつ。あれを無事に終わらせたら、その成果でもっと真面な義体を使えるように手配するよ」

「……、分かったわ」

　ネリアは不満げに溜め息を吐いて話を終わらせた。
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　ヤナギサワとセランタルの取引により、セランタルビル周辺はクガマヤマ都市によって恒久的に封鎖されることになった。

　ミハゾノ街遺跡の騒ぎもこれで一段落となり、ドランカムも大規模な部隊の派遣を終了する。ハンター達も普段のハンター稼業に徐々に戻っていった。

　そして工場区画で起こった不可解な出来事、特に、アキラ達には本来倒せるはずのないモニカが、通常ならば考え難い事象で倒されたことなどは、ヤナギサワの中で、手に負えなくなった状況を収束させようと強引な手段に出たセランタルの仕業となった。
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　倉庫の襲撃騒ぎの後、アキラは倉庫の側に停めたキャンピングカーで暮らすことになった。

　車はカツラギ達が用意した荒野仕様の物で、レンタル品だが居住性も悪くはない。しかし路地裏暮らしや安宿に泊まっていた頃ならばともかく、自宅での生活に慣れたアキラにとっては風呂も狭く不満も多い。

　それでも襲撃時に自分が倉庫にいれば被害を大分減らせたとは思っているので、装備調達が終わるまでの短い期間なら我慢するかと、アキラはキャンピングカー暮らしを許容した。

　そのアキラの当面の仕事は倉庫の内外をうろつくことだ。偽アキラの役割をしている子供達の格好は、まだ現在のアキラの姿に更新が追い付いていない。それが済むまではアキラ自身が姿を見せて存在を誇示しなければならない。

　訓練を兼ねて情報収集機器で周囲を索敵しながら歩いていたアキラが立ち止まる。そこには大破した人型兵器が張り付けにされていた。

　アキラが少し険しい顔を浮かべる。

『今更だけどさ、襲撃にこんな物まで使うなんて、スラム街はいつからこんな物騒になったんだ？』

　その路地裏で暮らしていた頃も、銃声など珍しくもなくたまにモンスターまで現れるスラム街を、物騒な場所だとは思っていた。そこで見掛けるハンター達の、強化服や対モンスター用の強力な銃を見て、怖いとも思っていた。

　しかしその物騒な世界でも、流石に人型兵器までは登場していなかった。古巣の余りの変わり様に、アキラは改めて驚いていた。

　アルファは軽く笑っている。

『アキラがスラム街を抜け出してから、いろいろあったのかもしれないわね。アキラ。早めに抜け出せて良かったわね？』

　意味深なアルファの笑顔に、アキラが苦笑を返す。『全くだ』

　ハンターとなってからは大変なことばかりだったが、あの日ハンターを目指さずにスラム街に残っていれば、人型兵器の襲撃に巻き込まれて絶対に死んでいただろうと、アキラはあの日の自分の選択に感謝した。

　そこでアキラが情報収集機器の反応の方に視線を向ける。反応の動きから敵ではないと思っていたが、思いも寄らない相手だったので少し驚いた。

　相手もアキラに気付いて軽く驚いていた。それはユミナだった。

　ユミナもアキラを無視は出来ず、そのままアキラの側まで来る。

「えっと……、その、久しぶりね」

「あー、ああ、そうだな」

　過合成スネーク戦の後に微妙な別れ方をした所為もあって、アキラもユミナもどこか気不味きまずい雰囲気を出していた。しかしユミナが先に態度を改める。

「あの時に言えなかったから、ちゃんと言っておくわね。あの時、カツヤを助けてくれて、私を助けてくれて本当にありがとう。感謝してるわ」

　ユミナはアキラに深々と頭を下げて本心の感謝を告げた。ごめんなさい、と謝るのは違うと思い、感謝のみを真摯に示した。

　それに対してアキラが笑って返す。

「どう致しまして。まあ、あれも仕事だ。何か気にしてるなら気にしなくて良いよ。報酬もちゃんと、貰うものは貰ったしな」

「そう？　ありがとう」

　アキラ達が笑い合う。互いにわだかまりなど無いと示したことで雰囲気も緩んだ。普通に話し始める。

「それで、ユミナは何でここに？　こんな場所に用事でもあるのか？」

　下位区画との境界付近とはいえ、ここはスラム街。ユミナに用事がある場所とは思えず、アキラは少し不思議に思っていた。

「仕事よ。倉庫の警備の依頼を受けたの。まだ正式に引き受けた訳じゃなくて、依頼主と面談した後に判断するんだけどね。その面談を現場でってことで来たんだけど……、アキラがいるとは思わなかったわ」

　ユミナは軽くそう答えたが、アキラは更に驚いていた。
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　ミハゾノ街遺跡から引き上げたドランカム事務派閥のハンター達には、長めの休暇が与えられていた。危険な遺跡にそれなりの期間駐在していたこともあり、心身共にゆっくり休もうと思い思いの休暇を過ごしている。

　しかしユミナはゆっくり休む気にはなれなかった。ミハゾノ街遺跡でカツヤ達の足を引っ張ってしまったことを悔やんで、その休暇を訓練に充てようとする。その為に、遊びに行こうというカツヤの誘いも断った。

　だがカツヤはそれならばとユミナの訓練に付き合った。ユミナはカツヤが休暇を潰してまで自分の訓練に付き合ってくれることを、申し訳無く思いながらも嬉しく思った。

　しかしカツヤ派の中心人物が休暇を潰して訓練に充てるという意気込みを見せれば、他のカツヤ派の者達もそれに続く。参加者が増え、複数チームに分かれての模擬戦も出来るようになると、総合支援強化服の試験も合わせて実施するようになる。

　その模擬戦で、ユミナは再びカツヤの足を引っ張った。それだけならまだしも、カツヤと同じチームの時に限って足を引っ張っているように感じられた。

　その時点でユミナは自分の都合で皆の休暇を潰す訳にはいかないと、ユミナ自身が口実だと理解している理由で訓練を中止した。それでも鍛錬はしようと思い、訓練代わりに何か簡単な依頼を受けることにした。

　ユミナ一人でだ。

　カツヤと同じチームの時だけ足を引っ張ってしまうのは、自分が無意識にカツヤに頼ろうとしているからではないか。支え合い、助け合うのではなく、縋すがろうとしているのではないか。

　その恐れを、振り払う為に。
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　ユミナから倉庫の警備を受けたという話を聞いてアキラが驚く。

「倉庫の警備って……、ここのか？」

「面談は現地でって話でここを指定されたからここのはずだけど……、そんな顔をするってことは何かまずいの？」

「まずいって訳じゃないんだけど……」

　アキラが少し迷い、言葉を選ぶ。

「別にユミナの実力を軽んじてるとか、そういうつもりは無い。本当だ。その上で聞いてくれ。その、大丈夫なのか？　ここの倉庫、最近あんなやつが襲ってきたばっかりなんだけど……」

　アキラはそう言って、張り付けにされた人型兵器を指差した。

　それを見てユミナも流石に驚いた。軽くたじろぐ。

「……うん。これはちょっと予想してなかったわ。詳細は現地の面談で説明って書いてあったけど、これを見て引き返すようなやつを雇う気は無いってことだったのかしら」

　アキラが軽く苦笑する。

「かもな。帰るか？」

　するとユミナは少し勝ち気に笑った。

「まあ、話ぐらい聞いてからにするわ。これを見て怖おじけてすぐに帰ったなんてことになったら、ドランカムの沽こ券けんに関わるしね。報酬の折り合いがつかなかった、ぐらいにはしておかないと」

「そうか」

　アキラも少し楽しげに笑って返した。

「それで依頼主はトメジマって人なんだけど、取り次いでもらっても良い？」

「中にいるはずだ。こっちだ」

　アキラはユミナと一緒に倉庫の中に入っていった。
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　倉庫の中ではシェリル、カツラギ、シジマの三人がテーブルを囲んで今後のことを話し合っていた。シェリル達の徒党の幹部であるエリオ達、カツラギの相棒のダリスと商売仲間のトメジマ、シジマの部下達もそれぞれの後ろで話を聞いている。

　主な議題は今後の警備についてだ。アキラにキャンピングカーで寝泊まりしてもらう説得には成功したが、それも期間限定だ。アキラは装備一式の新調を終えた時点でハンター稼業に戻ってしまう。その後を考えなければならない。

　しかし会議を続けても名案は浮かばず、シェリル達は重苦しい表情を浮かべていた。

　そこらの者であればシジマの部下達やレビン達で対処できる。だが人型兵器に対処可能な者など自分達の中にはアキラしかいない。同等の戦力を用意する当ても無い。会議は難航していた。

　シジマが諦めたような顔で案を出す。

「やっぱりエゾントかハーリアスのどっちかに頭を下げて、庇護下に入るしかねえんじゃねえか？　上がりの半分ぐらいは持っていかれるかもしれんが、それで戦力は何とかなる。交渉は俺がやろう」

　シェリルも難しい顔で妥協を見せる。

「この状況です。仕方が無いかもしれません。ですが、どちらに？　先日の襲撃、そのどちらかの仕業かもしれないんですよね？」

「分からん。尋問した連中が答えた内容は全員バラバラだったし、本当のことを知ってたらしいザルモってやつは、アキラが殺しちまったからな」

　カツラギは難色を示す。

「俺はアキラを説得して警備を続けてもらった方が良いと思う。交渉は俺がやろう」

「それが出来れば一番なのですが、それは難しいという話だったのでは？」

「何もずっとって訳じゃない。そのエゾントファミリーとハーリアスってやつらは、その内にぶつかるって噂なんだろう？　負ける方の庇護下に入ったら大変だ。だからその決着がつくまでだ。それぐらいの期間ならアキラも引き受けてくれるんじゃないか？」

「それも含めて、それが出来れば、の話ですね」

　シェリル達が唸る。期待したいが、確実性に欠けることは全員分かっていた。

　そこにシェリルの部下が報告に現れた。ドランカムのハンターが依頼の面談に来たと聞いて、カツラギが少し驚いた顔をする。

「トメジマ。お前、ドランカムに警備の依頼なんて出してたのか？」

「ああ。駄目で元々の考えで出しておいたんだ。あそこ、最近は防壁の内側とも結構深く繫がってるらしいからな。そのドランカムのハンターも警備に参加してると広めれば、と思ったんだよ」

　そう答えたトメジマも驚いた様子を見せていた。

「でもドランカムは最近お高くとまってるって話だし、スラム街にある倉庫の警備なんて引き受けるとは思ってなかったんだけどな。良い意味で予想外だ」

　アキラを説得するよりは可能性がありそうだと、シェリル達は軽く頷いた。そのままアキラ達を入れるように指示を出す。

　まずアキラとユミナが入ってくる。予想外の人物の登場にシェリルは驚きを隠し切れなかった。

（何で彼女がここに……!?）

　ユミナもシェリルを見て、同じ感想を抱いていた。

　ユミナとシェリルはお互いに、自分が好意を寄せる異性と妙に仲の良い同性だ。

　加えてシェリルは先日キャロルとアキラの仲の良い様子を見た所為で、ユミナは最近カツヤの足を引っ張り続けていた所為で、その手の感情に対する揺れ幅が大きくなっていた。

　軽い動揺を示しているシェリルとユミナの様子を見て、他の者が不思議そうにしている。そこに追加が現れる。

「おいっ！　勝手に入るなって！」

「邪魔だ！」

　シェリルの部下達の制止を物ともせずに入ってきたのはカツヤだった。アイリもついてきている。

「カツヤ？　何でここに……」

「ユミナ！　大丈夫か!?　何で急に一人で依頼を受けるなんて真似を……」

　カツヤはユミナを心配して駆け付けていた。

　今までハンター稼業ではずっと一緒だった仲間が、急に一人で依頼を受けた。加えてその仲間は最近少し元気の無い様子だった。それだけでもカツヤがユミナを心配する理由には十分だ。

　更に警備場所はスラム街だ。何か良くないことに巻き込まれているのではないかと思い、ユミナと直接話をしようと現地に向かった。

　しかもその悪い予感が当たったかのように、現地である倉庫の周りには警備をしているシジマの部下達、まるでハンター崩れのような柄の悪い者達がいた。その時点でカツヤは半ばユミナの救出の為に倉庫内に突入していた。

　そしてユミナを見付けて安堵したところに、一緒にアキラまでいることに驚く。

「……お前は！　ん？　シェリル!?」

「カツヤさん？」

　ユミナがアキラと一緒にいたことよりも、スラム街の倉庫などにシェリルがいたことに、カツヤは驚いていた。

「トメジマさんの依頼を受けたのは、カツヤさん達だったのですか？」

「……え？　いや、そういう訳じゃ……」

「ではどうして……」

　そこに更に登場人物が加わる。

「おいっ!?　何なんだお前ら!?」

　シジマの部下達の制止を聞かずに入ってきたのは、ミズハとその護衛だった。

「カツヤ！　すぐに戻りなさい！　あなたはもうこんな所に立ち入ってはいけない立場なんだって言ったでしょう!?」

　カツヤはカツヤ派の中心人物であり、防壁内の住人からも支持される人間だ。そのような者がスラム街などというろくでもない場所にいれば、それだけであらぬ噂を立てられかねない。ミズハはそう考えてカツヤを止めに来ていた。

　そのミズハがカツラギとシェリルに気付く。

「シェ、シェリルさん？」

「ミズハさん。お久しぶりですね」

　シェリルから向けられた笑顔にミズハがたじろぐ。カツラギはともかく、恐らく防壁内の住人でカツヤと非常に仲が良い者がいる場所を、こんな所呼ばわりしたのはまずかったかと焦っていた。

　更に乱入者が続く。

「カツラギ！　襲撃で壊された遺物の補填は難しいってどういうことだ!?　テメエ、やっぱり俺達を騙してたのか!?」

　乱入者はカツラギの商売仲間で、今回の遺物販売店計画の参加者だ。シェリルやアキラのことに加えて、企業の令嬢やハンターとしての実力などを説明されて半信半疑で参加していた。そして先日の襲撃騒ぎを聞いて不安を覚え、疑いの方が強くなり、この場に押し掛けてきた。

「おいっ！　その話は後でって言っただろうが！　こんな所まで押し掛けてくるんじゃねえ！」

「うるせえ！　カツラギ！　説明しろ！」

　遺物販売店を名目にした遺物転売詐欺に遭っているのではないかと疑っている男は、声を荒らげて説明を求めた。その男と一緒に来た他の商売人達も、黙ってはいるが疑念の混じった目をカツラギ達に向けていた。

　次々に新たな者が現れた所為で場は混乱している。誰もが正確な状況を摑めないまま、驚き、慌て、疑い、困惑していた。

　そこに最後の乱入者達が現れる。

「お邪魔するわよ」

　その者達に注目が集まったことで、混こん沌とんとしかけていた場は一度秩序を取り戻した。その二人を知らない者はキャロルの扇情的な格好に、知っている者は極めて質の悪い女であるヴィオラの登場に、思わず言葉を止めて見てしまう。

　ヴィオラ達はいろいろな意味で視線を集めながらシェリル達の座るテーブルまで来た。

　慌てていたシェリルもヴィオラ達の出現で我に返った。アキラの前で無様は見せられないと、訳有りの令嬢の姿を見事に装う。

「ヴィオラさん。急に来られても困るのですが」

「ごめんなさい。用事を済ませたらすぐに帰るから怒らないで。キャロル」

　キャロルがヴィオラの指示でここまで運んできた４個の大きなトランクをテーブルの上に置いた。そしてそれらをこの場の全員に見せ付けるように開けていく。

　トランクの中には、札束がぎっしり詰まっていた。

　多くの者が思わず声を出す。口座に記載されている数字も大量の札束も、同じ額であれば価値は同じだ。しかし大金という意味において、札束の方には物理的な説得力が存在している。そこには数字の上での大金の扱いに慣れた者も唸らせる確かな根拠があった。

　ヴィオラが楽しげに笑う。

「頼まれたやつの、換金が済んだ分を持ってきたわ。受け取って」

　回りの多くの者が突如出現した大金への感情を露わにする中、シェリルは自身の精神力を総動員して落ち着きを保った。令嬢の演技を続けて目の前の大金に冷めた視線を向ける。

「これだけですか？」

　そのシェリルの返事に、ヴィオラが交渉の主導権を取るように大袈裟な態度で不敵に笑う。

「換金が済んだ分って言ったでしょう？　手早く換金できるものもあれば、時間が掛かるものもあるのよ。分かるでしょう？」

「そうですか」

　シェリルは大金への動揺を全力で陰蔽しながら軽くそう答えると、トランクの一つを指差した。

「ではシジマさん。お一つどうぞ。警備やら補填やらいろいろありますが、今はそれで」

「……頂こう」

　襲撃者達を換金した金の分配についてシェリル達はまだ何も決めていない。よって、ごねようと思えば出来なくもない。しかしシジマはシェリルに警備について匂わされた時点でそれをやめた。

　襲撃時に受けた被害はシェリル達よりシジマ達の方が大きい。普段倉庫を主に警備しているのもシジマ達だ。

　しかし警備として主に襲撃者達を撃退したのは、カツラギが手配したレビン達であり、トメジマが手配したコルベ達であり、何よりも人型兵器を倒したアキラだ。

　下手にごねてそこを強く指摘されてしまうと、提示された４分の１の取り分も、多すぎると逆に減らされる恐れがある。場合によってはアキラに全部持っていかれることも考えられる。

　その点を考慮すれば、後で分配についてアキラと揉めたとしても、４分の１と決めたのはシェリルだと責任を押し付けることが出来るので悪くない。シジマはそう判断した。

「シェリルさん。今日はもう会議を続ける空気でもないだろう。これで帰らせてもらう」

「そうですね。ではまた後日」

　シジマは部下に顎で指示してトランクを持たせると、そのまま部下達と一緒に帰っていった。

「私達も帰るわ。じゃあね」

　ヴィオラ達も続いて帰っていく。その背を目で追っていた者達も、その姿が見えなくなると視線をテーブルの上の大金に戻した。

「それではカツラギさん。残りをお持ち帰りください」

「え？　あ、はい。ありがとうございます」

　カツラギがシェリルの演技に合わせて取り繕う。アキラへの支払なども決めなければならないので、一時的に預かるだけだということぐらいは分かっていた。取り敢えずトランクを閉めようとする。

　だがそこに先程カツラギに怒声を浴びせた男が割り込んだ。勝手にトランクの中の札束を摑む。

「おい！　何しやがる！」

　男はカツラギの制止を無視して札束を調べた。目の前の事態が詐欺の為の小芝居であるならば、本物は札束の両面だけで中は紙束なのではないかと考えたのだ。しかし中も全て本物の紙幣だった。

　それならばトランクの上の段だけ本物で、その下は偽物ではないかと疑い、調べる。しかし全て本物だった。ならば別のトランクは、と、そちらも調べる。札束を手当たり次第に調べたが、全て本物だった。

「本物だ……」

　男は札束を握ったまま動きを止めると、内心を濃密に反映させてそれだけ呟いた。

　そこでシェリルがあからさまに溜め息を吐く。男は身を震わせて大袈裟に反応した。

「何を疑っていたのかは知りませんが、気は済みましたか？」

「あ、いや、その……」

　その流れにカツラギが乗じる。

「テメエ！　幾ら何でもシェリルさんに失礼だろうが！　もう良い！　補填は望み通りしてやる！　それでお前はもう遺物販売店の計画から外す！　ダリス！　摘まみ出せ！」

　ダリスが男を摑み、引き摺っていく。

「カツラギ！　待ってくれ！　悪かった！　俺が悪かったから……」

　強化服の力で為なす術すべも無く引き摺られていく男は、突如現れた目の前の大金、得られたであろう遺物販売店の利益を、自らの疑念で失ってしまったことを後悔しながら追い出されていった。

　更にシェリルがトメジマに指示を出す。

「トメジマさん。ドランカムとの交渉はお任せします。こんな所ではなく、適した場所でお願い致します」

「あー、分かりました。では、えっと、ミズハさん、でしたね？　詳しい話は場所を移してからに致しましょう。他のドランカムの方も御一緒に、まずは外へ」

　トメジマに促されたミズハ達は、取り敢えずこの場に留まることは許されない雰囲気を感じ取り、トメジマと一緒に大人しく退出していった。

　カツラギも他の商売人達と一緒に出ていく。重いトランクをふらつきながら協力して運ぶ商売人達は、その重さに遺物販売店の利益を感じ取って顔を緩ませていた。

　トランクの中身は襲撃者達を換金したものだ。だがヴィオラは換金としか言っておらず、商売人達はそれを遺物の換金だと判断していた。自分達には伝えられないところで、遺物販売店の計画はちゃんと進んでいるのだろう。そう考えて安堵していた。
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　倉庫を出たユミナ達はそのままドランカムの拠点に戻ることになった。ミズハとトメジマの相談により拠点で交渉することになったのだ。

　その移動中、まだ倉庫での驚きの余韻を残しているカツヤが、ドランカムの車内で改めてそのことを話題に出す。

「それにしても凄い大金だったな。あのトランク一つに１億として４億？　いやあの大きさのトランクならもっと入ってたか？」

「分からない。でも最低でも４億は合ってると思う」

　アイリは軽くそう答えた。

　ユミナもいつもならカツヤの話に合わせるのだが、今はその気にはなれなかった。話を変える。

「そんなことより、カツヤ。私が一人で依頼を受けるのを、ミズハさんまで連れてきて止めにきたの？」

「いや、そういう訳じゃ……、ミズハさんは俺が連れてきた訳じゃなくて、いや、止めようとしたってのもそうじゃなくて、今までずっと一緒に依頼を受けてたのに、急にユミナ一人でやろうとするから、それで……」

「心配した」

　考えが纏まらずにいろいろ言っていたカツヤの言葉を、アイリが一言で要約した。

「だからって……」

　ユミナはいろいろ言い返してしまいそうになった自分を無理矢理抑えて口を閉じた。そして息を吐き、気を取り直して、しっかり微笑む。

「心配してくれて嬉しいわ。ありがとう。でも、もうちょっと段階を踏んでも良かったんじゃない？　カツヤも部隊の指揮を執るようになって、心配だからって勢いで突っ走るのは良くないって学んだはずよ？　そこは気を付けて」

「あー、そうだな。悪かった」

「うん」

　ユミナはそれでこの話題に区切りを付けた。そしてミズハに話を振る。

「それでミズハさん。この依頼はどうなるんでしょうか？」

「それは細かい話を聞いてからになるわ。向こうの事情はよく分からないけど、あの倉庫の外には大破した人型兵器まであったし、今は何とも言えないわ」

「あー、そうですね。分かりました」

　その話もここでは一区切りとしたカツヤ達は、その後は車内で雑談をしていた。

　その最中、ユミナが車外を見ながら思う。

（レイナも……、こんな気持ちだったのかな……）

　レイナはチームから抜ける時、自分はカツヤにそこまで心配されて護ってもらわなければならないほど駄目なのかと、思い詰めていた様子だった。

　今ならその気持ちも分かるような気がすると、ユミナは陰のある笑顔をカツヤに見られないように、顔を外へ向けていた。
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　倉庫を出た後、キャロルはヴィオラに不思議そうな顔を向けていた。

「ヴィオラ。換金の手数料で５割引いてもあの額って、そんなに振り込まれてたの？」

　襲撃者達を得体の知れない人物に引き渡した取引はかなり危ない橋だったが、それを渡り切ったことを考慮しても少々多いのではないか。キャロルはそう思っていた。

　ヴィオラがあっさり答える。

「ああ、それ？　全額渡したからよ」

「全額？　何で？　急に慈善にでも目覚めたの？」

　キャロルの有り得ない冗談に、ヴィオラも笑って返す。

「まさか。頂くものはちゃんと頂くわ。でも、それをいつ頂くかぐらいは、調整してあげても良いかと思ってね」

　先日の取引は襲撃者の身柄を売り渡しただけ。私財等の換金はまだ残っている。それを含めた換金額全体の５割を手数料として貰うことに変わりはない。

　よって残りの換金分が全て手数料の支払となったとしても、シェリル達が残りの換金分の方もその半分を貰えると思っていたとしても、それは些細な食い違いであり向こうの勘違いだ。そうヴィオラは笑って付け足した。

　そして更に付け加える。再び襲撃騒ぎがあり、自分がその換金作業を引き受けたとして、また同じような大金を得られるかもしれないとシェリル達が勝手に期待するのも、向こうの都合だと。

　それを聞いてキャロルも納得した。どこか楽しげに苦笑する。

「相変わらず良い趣味をしてるわね」

「あら酷い。きっと向こうは資金繰りに困っているんじゃないかと思って、理由を付けて私への支払を遅らせてあげたってのに、悲しいわー」

　二大徒党が抗争の為に資金調達を続けている現在のスラム街の状況で、そこらの徒党が大金を持っている意味は大きい。

　そして大金を得て気が大きくなった上に未来の金に期待して散財し、その後にその金を得られなかった場合はより悲惨な結果を生む。

　シェリル達に渡された大金には、その手の猛毒が仕込まれていた。

　そして仮にシェリル達が解毒に成功して大金のみを得たとしても、ヴィオラとしてはそれはそれで構わなかった。ヴィオラにとってはただの遊びであり、本筋の工作でもないからだ。

　倉庫で、襲撃者達の換金ではなく敢えて換金としか言わず、事情を知らない者に遺物の換金だと勘違いさせたのも、別にシェリル達を援護しようとした訳ではない。ただの趣味だ。

　勝手に勘違いして安心したり、あたふたしたり、見当違いなことを始める者達を想像して楽しみ、それが後で別件の騒動の種となればまた楽しめる。それだけの話だった。
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　倉庫でアキラと二人きりになったシェリルが令嬢の演技をやめて息を吐く。そして真面目な顔をアキラに向けた。

「アキラ。先程のお金ですけど、アキラには幾らお支払いすれば良いでしょうか？」

「そうだな……」

　アキラが迷う。元々新装備一式が揃うまで軽く付き合う程度のつもりで、報酬の絡む話になるとは思っていなかった。

　何よりシズカからも、ハンター稼業を頑張るのは装備が揃ってからにするように、と釘を刺されている。ここで報酬を受け取ってしまうと、その時点で警備の仕事になり、ハンター稼業になってしまうのではないか。そう考えてしまう。

　しかしだからといって、ハンター稼業ではないので要らない、などとするのは、流石にアキラもどうかと思った。

　そこらのモンスターではなく人型兵器を倒したのだ。無償にするのは度が過ぎているとも思う。更にミハゾノ街遺跡でエレナ達を助けようとした時に、アルファから自分がエレナ達に良いように使われているのではないかと疑われたこともあって、ここでまた採算度外視ではまずいとも考えた。

　アキラはそれらを考慮して、少し考えてから結論を出した。

「シェリル。俺の報酬の分は、遺物販売店への投資にしておいてくれ」

「投資、ですか？」

「ああ。何かいろいろ大変そうだけど、俺の遺物を高く売ってもらわないと俺も困るからな。それで何とかしてくれ」

　そしてシェリルに向けて、無償の貸しではないと少し釘を刺す感じで軽く笑う。

「遺物販売店って上手くいけば凄く儲かるんだろう？　その利益で後で払ってくれれば良い。期待してるよ」

　アキラはシェリルにそう言いながらアルファをチラッと見た。いつものように微笑んでいるアルファの様子から、これで問題無さそうだと判断する。

　一方シェリルは少し驚いたような様子を見せた後、その意気をみなぎらせていた。

「……分かりました！　任せてください！」

「あ、ああ。頼んだ」

　アキラが思わずたじろぐほどに、シェリルはやる気を見せていた。

　大金を投資され、その見返りを期待された。

　アキラから、求められた。

　他者から見ればただそれだけのことが、大きな結果を期待される精神的圧力の負荷をあっさり吹き飛ばすほどに、シェリルに強い喜びを与えていた。

　何一つ求められない者から、求められる者へ。それはシェリルにとって大きな前進だった。

　それを理解していないアキラは、気合いを入れるシェリルの隣で、相手の余りの変わり様に戸惑っている。

　アルファはいつものように笑っていた。
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　ドランカムの拠点で行われているトメジマとミズハの交渉は難航していた。ただしそれは、断りたいトメジマと、引き受けたいミズハの、正反対の駆け引きによるものだった。

「……ですので、今回は御縁が無かったということにしたいのですが……」

「そう仰おっしゃらずに。モンスターのみならず人型兵器まで襲ってきたのでしょう？　警備の質を上げておくに越したことは無いと思いますよ？」

「しかしこちらにも予算というものが……」

「勿論、それはこちらも分かっております。ですのでその調整を是非この場で……」

　難航する交渉で、トメジマは何度も予算の都合を口にしていたが、実際には問題は予算ではなかった。ミズハもそれを見抜いていたのでしつこく食い下がっていた。

　そしてトメジマも本音を言えばカツヤ達を雇いたかった。カツヤ達はドランカム事務派閥の主力だ。その実力に不足は無い。倉庫の警備として雇えば十分な効果を期待できる。

　しかしそれでも断るしかなかった。移動中にシェリルから指示が出たからだ。

　アキラはカツヤと非常に仲が悪いので、カツヤを雇うのは必ず断ること。しかしそれをドランカムに話すと角が立つので予算の都合にすること。そう厳命されていた。

「正直に言いますと、予算自体は潤沢にあるんです。ミズハさんも倉庫で御覧になった通り、不足は御座いません」

「そうでしょう。分かります」

「しかし無制限に使って良い訳ではありません。費用対効果というものもありますから。いえ、カツヤさん達の実力を軽んじている訳ではないのです。むしろその逆、その高い実力に見合う報酬を計上すると、費用対効果が著しく悪化するといいますか……」

　そこでトメジマは白状するように溜め息を吐いた。

「今回の依頼ですが、実は、あのドランカムも警備に参加している、という名目作りの為だったのです。ですので予算の方も、ドランカムのハンターであれば誰でも良いという程度の額しかありません。カツヤさん達ほどの実力者を雇えるような予算は、初めから用意していないのですよ」

「しかし襲撃を受けたのは事実なのでしょう？　人型兵器まで襲ってきたのです。警備に更なる武力が必要なのでは？」

「その点は問題ありません」

　実際には問題があるのだが、ここでは無いとして話を進めていく。

「あの人型兵器はこちらで雇っているハンターが単独で楽々と撃破しました。そういう意味で、こちらの武力にはまだまだ余裕があります」

「あれを単独で……、ですか？　一概には信じられませんが……」

「御覧になりますか？」

　トメジマは情報端末を取り出すと、アキラが白い機体と戦っている動画を表示した。

　内容はシェリル達がアキラの実力を広める為に監視カメラなどの映像を元にして編集したものだ。アキラが優勢の部分だけしか映っていない。それでも一人で人型兵器を撃破した証拠としては十分な内容だ。ミズハも流石に驚く。

「……凄いですね」

「ええ。その分、こちらが彼に支払う報酬も凄くなっていますけれどね」

　シェリルがアキラに具体的に幾ら支払っているかなどトメジマには分からない。曖昧な表現で相手の想像に期待した。その上で続ける。

「そちらがカツヤさん達の報酬を調整するといっても限度があるでしょう。こちらとしてもドランカムのハンターを不当に安い金額で雇いたいとは思いません。そうすると、彼への報酬とそちらへの報酬、その総額は、こちらが許容できる予算をどうしても超えてしまうのです」

　そしてトメジマはミズハに頭を下げた。

「これが、こちらにも予算というものがあると言った理由です。御理解いただけないでしょうか？」

　ミズハが黙る。トメジマの言い分を受け入れた上でカツヤ達を雇わせる為には、カツヤ達を只同然の報酬で貸し出さなければならない。それはドランカムの幹部としてミズハも許容できなかった。

　しかしこの折角の機会をみすみす逃すのも避けたかった。カツヤの信頼を不思議なほどに得ているシェリルとの伝、そして恐らくそのシェリルが経営している遺物販売店との伝、その両方を得られる機会だ。逃したくなかった。

　そして状況の打開策を必死に考えたミズハが口を開く。

「では、こういうのはいかがでしょう？」

　その概要を聞いたトメジマが感心したように頷く。確かにトメジマにも問題は無いように思えた。

　改めて交渉が続く。難航が続いたが、それは当初のものとは異なり、どちらにとっても前向きなものになっていた。








第[image: ]話　数と質






　早朝、キャンピングカーで寝ていたアキラが目を覚まし、のそのそと強化服を着て欠伸あくびをしながら車外に出る。すると携帯飲料を差し出された。

「おはよう。アキラ。はい」

「ありがとう。おはよう。ユミナ」

　笑顔で渡されたコーヒーを、アキラも笑って受け取った。二人で一緒に飲んで軽く息を吐く。

「そっちはもう上がるところか？」

「ええ。でも帰る前にアキラと少し話して友好を深めておこうと思って」

　その言葉に深い意味など無いと理解しているアキラが苦笑する。

「組織勤めも大変だな」

　ユミナも苦笑気味に笑った。

「まあね。でも組織の恩恵も大きいからね。何も知らない人から陰口を言われるぐらいだもの。多少は仕方無いわ」

　個人で活動するハンターと、組織に属して活動するハンターは、その違いから生まれる面倒事の差異を笑って話していた。
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　シェリルが拠点の自室で大きな溜め息を吐いている。シェリルの情報端末の表示部には、楽しげに笑っているアキラとユミナの姿が映っていた。

　理性はこの状況を渋々認めていた。だが感情の方は、その理性から、感情的に動くと破滅するから我慢しろ、と強く言い聞かされることで何とか堪えていた。

　トメジマとミズハの交渉により、シェリル達は倉庫の警備にユミナを雇うことになった。

　費用はカツヤ達を部隊で雇うのではなくユミナのみを雇うので安くなる。またこれは総合支援強化服のテストを兼ねており、その不具合から発生する被害を許容する条件で報酬を値引きする。

　更に長期契約ではなく日雇い。加えてドランカム側の都合で派遣を即座に一方的に中止できるという、かなり無茶苦茶な条件と引き替えに支払額を減らしている。

　これらの条件により、ユミナを雇う費用は常識外れに抑えられた。

　本来ならば有り得ない低費用でカツヤ派の有能なハンターを雇える。そしてカツヤ自身は雇わないことでシェリルからの指示も守れる。トメジマとしては申し分の無い成果を出したと思っていた。

　実際にシェリルも理性の方ではその成果を認めていた。アキラとユミナが親しげに話す様子を見て荒れ狂う感情を、その成果を根拠にして抑えられるほどにだ。

　またシェリルは、ユミナはミズハの指示でアキラとの仲を深めようとしているだけであり、要はミズハがアキラを介して自分との伝を作ろうとしているだけだと見抜いていた。

　加えてユミナが好きなのはカツヤであり、アキラに恋愛的な意味での興味は持っていないことも分かっていた。だからこそ、ユミナがアキラに親しげな笑顔を向けることは、シェリルもある程度は許容できた。耐えることが出来た。

　だがそれはアキラがユミナに向けて気安い笑顔を向けるのを、シェリルに許容させるものではない。よって仲の良さそうな二人の様子を見るたびに、シェリルの心は抉えぐられていた。

　それでもシェリルはユミナを無下には扱えない。ドランカムのハンターに倉庫の警備に加わってもらう意味はそれだけ大きいからだ。

　そして何よりも、アキラと親しい者をぞんざいに扱ってしまえば、アキラの不興を買う恐れがある。そのような恐ろしい真似など、シェリルにはとても出来なかった。

　一応シェリルも、ユミナの勤務時間をアキラが寝ている時間にするなど、アキラから不興を買わない範囲でアキラとユミナの接触を少なくしようとする努力はしていた。

　しかしその程度の工作では限度があり、シェリルは仲の良さそうな二人の姿を見るたびに溜め息を深くしていた。
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　ハーリアスの拠点の会議室で、その幹部達がシェリル達の倉庫の騒ぎに関する情報を閲覧している。白い人型兵器と一人で戦うアキラの動画を見て、驚きを露わにしながら感想を述べていた。

「こいつ……、白兎に一人で勝ちやがった。幾ら廉価版だっていっても、人型兵器だぞ？」

「道理で30億の賞金首に勝つ訳だ。このガキの実力は大したことはねえだと？　あの女、ふざけたこと言いやがって」

「ああ。ボスに指摘されなかったら危なかったな」

　幹部達は明確になったアキラの実力、そして推測という形式で自分達に誤った情報を流そうとしたヴィオラのことを口々に話していた。

　だがボスであるドーラムは、そのどちらの事実にも興味を示していなかった。難しい顔で別のことを思案する。

（このザルモという男、ここまで強かったのか。なぜこの実力を今まで隠していた？　何らかの目的で、本当の力を悟られずに俺の徒党に入り込む必要があったからか？　それならなぜここでそれを明かした？　今までの工作を台無しにしてでも、このアキラってやつを殺す必要があった？　いや、それなら別の手段があったはず……）

　ドーラムが深く思考する。だがしばらく考えてから首を横に振った。

（……分かんねえな。駄目だ。情報が足りなすぎる。ザルモはアキラに殺されてるし、他の生き残りも行方知れずだ。今は調べようがない。気になるが、当面は棚上げだな）

　今、この事案への推測に思考を費やす価値は無い。ドーラムはそう判断すると、このことへの思考を打ち切った。そして意識を切り替えると、軽くテーブルを叩く。

　途端に幹部達はお喋しゃべりを止めて姿勢を正した。静かになったテーブルで、ドーラムが長テーブルの向かいに座っている小奇麗なスーツの男へ笑いかける。

「……それで、俺達があんたの口車に乗って買った品は、見ての通り、人型兵器のくせにハンター一人殺せないようだが、釈明を聞きたいな」

　そう言ったドーラムの笑顔には、ハーリアスの幹部達を震えさせるほどの威圧が滲んでいた。

　しかしスーツの男、八や島じま重鉄の営業であるカザフゼは欠片も動じていなかった。心外だと言わんばかりの態度を少し大袈裟に冗談っぽく見せながら、愛想良く笑う。

「釈明？　何を言うんですか。見ての通り、素晴らしい性能だったでしょう？　廉価版ということで抱きやすい性能への不安もこれで解消されました。こちらとしては、是非とも、この場で大口の注文を承りたい。如何いかがです？」

「ガキ一人殺せねえ機体をもっと買えってか？」

「御冗談を。あれは30億オーラムの賞金首を倒したハンターですよ。それをたった一機であそこまで追い詰めたのです。十分でしょう」

　凄むドーラムの言葉を軽く流したカザフゼが語気を強める。

「しかも彼の強化服、あれは４億オーラムはする代物です。ですが、廉価版白兎はなんと２億オーラム！　２分の１の価格でほぼ互角ですよ？　破格の性能、破格の安さでしょう！」

「だがあいつが使ってた銃は、確認する限りＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃だったぞ？　そんな安い銃に倒される機体に２億も払えってか？」

「またまた、分かってるくせに。４億の強化服を使ってるハンターの銃ですよ？　改造品に決まってるじゃないですか。強化服の価格に合わせた高額な改造部品がたっぷりですよ」

　実際にドーラムもその程度のことはカザフゼから指摘されるまでもなく推測していた。

　ＡＡＨ突撃銃程度で人型兵器に挑んだのだ。恐らく銃に非常に高性能な改造部品、ＡＡＨ愛好家が強力なモンスターをＡＡＨ突撃銃で無理矢理倒す時に使用する拡張部品の類いを、どちらの銃にも組み込んでいたのだろう。そう判断した上でカザフゼに一応揺さぶりを掛けただけだった。

　駄目で元々と思って試した揺さぶりだったが、ドーラムもここまで効果が無いのは予想外だった。無意識に気が緩んでいたかと気を引き締める。

「分かった。では商談に入ろう。何機用意できる？」

「はい！　１００機までなら入金後72時間以内にお届けできます！　勿論、武装込みです！」

「まずは50機だ。残り半分は取り置きにしておけ。いや、後で払うから１００機よこせ」

「申し訳御座いません。お渡しは入金後となります。いえ、当社としてもお売りしたいのは山々なのですが、支払も無しに渡してしまうと資金提供になってしまいまして。どうか御理解を」

　スラム街の徒党に資金を提供したとなると、企業倫理の問題も出てくる。そもそも本来はスラム街の徒党に人型兵器を売る時点で問題であり、工作にも限界がある。機体の提供はダミー会社を介して行うが、それも即金での支払が前提だ。

　成果を求めた営業が、大口の注文かつ即金での支払に目が眩くらんで売り先の確認を怠った。以後注意する。そのような建前が外部への工作の為に必要であり、どうしても入金後に渡さなければならないと、カザフゼは愛想良く申し訳無さそうに謝った。

　それを聞いてドーラムが舌打ちする。

「分かった。まずは80機にしてやる。だから残りは取り置きにしろ。追加発注分も俺達への予約にしておけ。余よ所そには売るな。分かったな？」

「ありがとうございます！」

　カザフゼは大袈裟に笑って頭を下げた。

　その後、廉価版白兎80機分の支払を済ませ、残りの分の取り置きや予約の契約も済ませたところで、ドーラムがカザフゼに少し鋭い視線を向ける。

「これでそっちは大分儲けただろう。少しサービスが欲しいな。なに、少し口を滑らせてくれるだけで良い」

「と、申しますと？」

「俺達には八島重鉄さんが声を掛けてくれた。ありがとう。とても助かっている」

「いえいえ、こちらこそ」

「それで、エゾントファミリーにはどこの誰がどんな感じで声を掛けてるんだ？」

　カザフゼが笑顔のまま黙る。ドーラムも笑ったままカザフゼを見続ける。そして10秒ほどしてから、カザフゼは仕方が無いというように息を吐いた。

「私から聞いたと言わないでくださいよ？　同業他社とはいえ、持ちつ持たれつのところもあるので」

「分かってる」

「吉よし岡おか重工さんの営業がエゾントファミリーさんに接触したらしいという話は耳にしました。我が社と同じく人型兵器を提供したとか。ただ、契約には至ったものの、納入数はごくわずかだとも聞きました」

「ふん。向こうは金欠か？　それとも金の使いどころを分かっていないのか？」

「さあ、そこまでは。まあ、当社はハーリアスさんの発展に期待をしております。クガマヤマ都市の裏経済をハーリアスさんが掌握した暁には、是非とも長期的なお付き合いをお願いしますよ」

「任せておけ。エゾントの連中ではなく俺達を選んだ判断は間違っていなかったと、すぐに教えてやる」

　ドーラム達は笑い合い、有意義な取引を終えた。




　カザフゼが帰った後、ドーラムがすぐに幹部達に指示を出す。

「金を集めろ。可能な限りだ。売れる物は売れ。傘下の徒党から絞れ。金貸しを脅してでも融資させろ。八島重鉄から一機でも多く機体を買う。良いな」

　その指示に幹部達は戸惑いを見せた。おずおずと尋ねる。

「分かりました。しかしボス、そこまでする必要があるんですか？　エゾントの連中が用意できた人型兵器はわずかなんでしょう？　80機だって流石に多すぎる気が……」

「八島重鉄の営業が言っただろうが。即金での支払に目が眩んで売り先の確認を怠ると。つまり、俺達が買わねえ分はエゾントの連中に流れるんだよ。即金に目が眩んでな」

　幹部達がドーラムの説明を聞いて、そういう意味だったのかとどよめく。

「だがボス、それでも向こうの機体は少数だ。向こうに少々流れたところで、80機も用意すれば十分勝てるんじゃ……」

「違う。俺があいつに、向こうは金欠か、それとも金の使いどころを分かっていないのか尋ねただろう。そしてサービスとして渡された情報は、それを肯定しなかっただろうが」

　さあ、そこまでは。カザフゼが答えたその短い言葉の意味を、ドーラムは正確に読み取っていた。

　エゾントファミリーに金はある。そして八島重鉄の営業は、相手は金欠かそれとも金の使いどころを分かっていないのか、というこちらの問いに対して、肯定しなかった。

　つまりエゾントファミリーは、その程度には吉岡重工に対して適切に金を使った。その上で納入数が少数である以上、相手は機体の数ではなく、質を優先させた。ドーラムはカザフゼとの話でそれを見抜いていた。

「俺達は機体の数を、エゾントの連中は質を重視したってことだ。それなら勝つのは俺達だ。あのアキラってハンターも一人で人型兵器に勝つほど強かったが、一人ではあれが限界だ。白兎がもう一機いれば倉庫は壊滅していた。殺し合いで、数と質なら数が勝つんだよ。十分な数ならな」

　ドーラムからそれらの説明を聞いた幹部達の熱気が高まっていく。

「八島重鉄から現状で用意可能な機体を全て手に入れた時点で、エゾントの連中を潰す。その為に金が要る。十分な数の機体を用意する為にだ」

　そしてドーラムの口からエゾントファミリーを壊滅させる具体的な時期が出たことで、幹部達の目の色が変わった。

「だからとにかく金を集めろ。手段は選ぶな。傘下の遺物販売店の遺物を全て売り払っても良い。可能な限り借金しても良い。その程度、エゾントの連中を潰して俺達が都市の裏経済を完全に握ればどうとでもなる。だからやれ。躊躇するな」

　最後にドーラムが強くテーブルを叩く。

「始めろ！」

「はっ！」

　幹部達は一斉に席を立ち、了解の声を揃えて出した。そしてドーラムの指示に従い慌ただしく動き出す。

　ドーラム自身はその場に残り、難しい顔で思案を続けていた。部下達に金を搔かき集あつめてこいと指示を出したが、それが難しいことは本人が一番分かっていたからだ。

　二大徒党が近々大規模な抗争を始めることは、スラム街ではもう周知の事実となっている。そして既にどちらもその抗争費用の為に様々な手段で集金を済ませている。

　スラム街の裏経済が幾ら金を生もうと、もはやその経済圏内自体に大した金は残っていない。ドーラムが幹部達の尻を幾ら叩こうと、無いものは無いのだ。

（どうする？　俺の計算だとギリギリ足りない。どこかに纏まった金が残っていれば良いんだが……）

　悩むドーラムの視線に、ある幹部が忘れていった情報端末が目に入る。そこにはアキラが白兎と戦っている動画が一時停止で表示されていた。

　それを見て、ドーラムは笑みを浮かべた。
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　スラム街には似つかわしくない豪邸で、エゾントファミリーのボスであるロゲルトが吉岡重工の営業であるハラジと話している。

「それで、納入はいつになるんだ？」

「入金が済んでからだ」

「手付けは払っただろうが」

「あんな端金で納入するとでも思ってるのか？　そんな訳無いだろう。全額前払いにしないだけ、こっちも譲歩してやってるんだぞ？」

　ロゲルトがハラジを睨み付ける。ハーリアスと双璧を成す巨大徒党のボスの威圧だ。加えてロゲルトは自身も戦線に立つ武闘派だった。その圧力は並のハンターすら震え上がらせるほどに強い。

　しかしハラジもたじろがずに睨にらみ返す。客への愛想など欠片も感じられないその態度は、企業の営業としては誤りでもある。

　しかしこの場合は正しかった。こちらが引けば引いた分、相手が図に乗るだけ。それをハラジは分かっており、吉岡重工の営業として適切な態度を取っていた。

　しばらく続いた睨にらみ合あいの後、先にロゲルトが舌打ちする。そして視線をハラジの隣に移した。

「おいヴィオラ。この取引はテメエの仲介だろうが。何か言うことはねえのか？」

　仲介者として同席しているヴィオラが楽しげに笑う。

「そうね。大人しく払った方が良いんじゃない？」

「……テメエ、そっちにつく気か？」

「まさか。そんな気は無いわ。あなたを気遣って言ってあげてるのよ？」

「どういう意味だ？」

「ハーリアスが八島重鉄と大口の取引を済ませたようよ。その白兎っていう機体を１００機ほど調達するようね。その納入が済み次第、襲ってくるんじゃない？」

　ヴィオラはそう言って、自分達の前にあるテーブル形の表示装置が再生している立体動画を指差した。それはアキラと白兎の交戦記録だった。

　ロゲルトが顔をしかめる。ヴィオラから提供されたその動画を見て、ロゲルトも白い機体の性能を大体把握していた。それが相手に１００機もあれば、自分達にろくな機体も無い状態では敗北は確実だった。再び舌打ちする。

「……分かったよ。払えば良いんだろうが」

「賢明な判断だ」

　ロゲルトはそのハラジの言葉に機嫌を損ねながらも、情報端末を操作して入金を済ませた。ハラジも入金の確認を済ませる。

「よし。納入作業は進めさせる。だが、機体だけではなく武装の方も買った方が良いんじゃないか？」

「何だと？」

「我が社の高性能な人型兵器とはいえ、殴り合いだけでその性能を発揮するのは大変だ。武装も一緒に買うのがお勧めだ」

「テメエ……」

　武装込みの値段だと思っていたロゲルトが顔を凶悪に歪ませた。しかしハラジは全く動じていない。

「で、どうする？　なに、機体を買ってくれたんだ。ここからはお客様扱いだ。注文さえしてくれれば支払前でも納入作業は始めるよ。渡すのは入金後だがな」

「足下見やがって」

「悪いとは思うが、荒野料金ってやつさ。お前らみたいなやつに人型兵器を売るんだ。こっちとしても真っ当な取引に見せかける工作が大変でね。費用がかさむんだよ。で、注文は？」

　既に機体本体の支払を終えているロゲルトに選択肢は無かった。

「武装の資料をよこせ」

　ハラジの操作により、テーブル形の表示装置に機体の武装が表示される。巨大な銃や近接戦闘武器、ミサイルポッドなどいろいろなものが揃っていた。

「御注文どうも。どれもお勧めだぞ？」

「ふん。期待外れの性能だったら、ただじゃ置かねえからな」

　これで取引の流れは纏まった。ここからはロゲルトもハラジも不要に揉めずに商談を続けていく。

　その商談の間も、テーブル形の表示装置の半分はアキラと白い機体の交戦の様子を流し続けていた。ロゲルト達はそこに表示されている敵主力である廉価版白兎の性能を確認しながら、購入する武装の相談をしていた。

　ヴィオラの護衛として後ろに立っているキャロルもその動画を一緒に見ていた。白い機体を倒したのはアキラだと知っていたが、少々予想外の倒し方だったので少し驚いている。

　キャロルはアキラが白兎をミハゾノ街遺跡の時と同等の武装で倒したと思っていた。ＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃、そして強化服による格闘戦だけで倒したとは、流石に予想外だった。

　ロゲルトがそのキャロルの様子に気付いて声を掛ける。

「随分熱心に見てるじゃねえか。そんなにこの機体に興味があるのか？」

「……、まあね。こんなことを言うのも何だけど、向こうはこんなのを１００機も用意してるのに、そっちはたった１機で大丈夫なの？」

　それを聞いたロゲルトは怒るどころか笑い出した。

「分かってねえな。この程度、１００機いたところで何の問題もねえんだよ」

「えっ？　でも……」

　不思議そうな顔を見せるキャロルに向けて、ロゲルトが得意げに笑う。

「まあお前の言いたいことは分かる。お前が基準にしてるの、こっちだろ？」

　ロゲルトはそう言いながら、テーブルに表示されている白い機体、ザルモの操縦により機敏な動きを見せている白兎を指差した。

「確かに、こいつが１００機なら、幾ら俺でも流石に厳しい。だが現実は違う。俺が戦うのはこっちの方だ」

　ロゲルトはそう言って動画を操作し、白い機体との戦いの前半戦、ボーゼという男が操縦する拙い動きの白兎を指差した。

「どれだけ凄い機体だろうが結局は操縦者の腕次第だ。俺には分かる。こっちの後半戦の操縦者は、俺ほどじゃないにしろ凄腕だ。ではハーリアスの連中はここまでの操縦者を１００人も揃えられるのか？　無理だね。どれだけ頑張っても５人が限界。最悪ゼロだ」

　ロゲルトがハーリアスを馬鹿にして嗤う。

「だから連中は機体の質ではなく数を重視した。凡庸な操縦者しか用意できないのなら、機体の質を落としてでも数を増やした方が戦力になるからだ」

　そして今度は自慢気に笑う。

「だがこっちには俺がいる。高性能な機体の性能を十分に発揮できる操縦者がな。それなら機体の数は１機で良いんだよ。その強力な機体で蹴散らせば良いだけだ。だろう？」

　そう言って、ロゲルトはハラジに視線を向けた。ハラジも無愛想ながら首を縦に振る。

「こちらの機体の性能は保証する。そもそも相手の機体とは価格帯が根本的に異なる。その前提で、安物を操る凡人の群れに負けるようなら、敗因は操縦者の腕になるな」

　キャロルも納得したように軽く頷いた。それを見てロゲルトも機嫌を良くする。

「そういう訳だ。ハーリアスとの抗争は俺達が勝つ。連中に先手さえ取られなければな。だから機体の納入を急げ。金は払ったんだ。遅れたら承知しねえぞ」

　凄むロゲルトに、ハラジがあっさりと答える。

「それなら武装を早く選んでくれ。決めてもらわないと納入作業に入れない」

「分かってる。やはりここは……」

　急いでいるからと適当に選ぶ訳にはいかない。ロゲルトはそのまま慎重に武装を選び続けた。




　商談を終えたロゲルトが難しい顔を浮かべている。

　商談そのものは無事に終わった。足下を見られたところはあったが、そこは許容範囲だ。ハラジが説明した通り、注文した機体は本来スラム街の徒党などには絶対売らない代物だ。その点はロゲルトも満足していた。

　しかしそれはロゲルトに安心をもたらすものではない。どれほど強力な機体でも、ハーリアス側の準備が整う前に納入してもらわなければ意味が無いからだ。

　それに対するハラジの返答は、納入を早めてほしければその分の費用を追加で支払え、というものだった。整備も輸送も只ではなく、作業人員の調整もある。急げ、と言えば解決するものではないと、半分呆れ顔がおで言われてしまった。

　しかしエゾントファミリーには当座の金すらもはや残っていない。傘下の組織からも半ば脅迫して金を搔き集め、伝のある金融業者からはスラム街の裏経済を掌握した未来を担保にして限界まで借りている状態だ。金策は既に尽きていた。

　吉岡重工の営業であるハラジと、その仲介役だったヴィオラ達は既に帰っている。ロゲルトの向かいに座っているのは部下の幹部達だ。

「ボス。やはりこれ以上は無理です。傘下の徒党からは絞り切ってますし、日和見の連中もこれ以上脅すと向こうにつきかねません」

「残りの手段はハーリアス傘下のところを襲うぐらいですが、今それをやったら即開戦になりかねません。それは流石にまずいです」

「それに連中の機体はボスが倒すとしても、歩兵もおろそかには出来ません。そっち相手の戦力も必要ですし、銃やら弾薬やらで金は要ります。これ以上削る訳には……」

「……、そうか」

　ロゲルトが頭を抱える。分かっていたことではあったが、いらだちは高まった。思わずテーブルを叩く。

「クソッ！」

　意図的ではないにしろテーブルに触ったことで、テーブル形の表示装置で一時停止にされていた動画が再生される。動画はちょうどアキラがシェリル達の倉庫の周りで白い機体と戦う様子を映していた。

　それを見たロゲルトはわずかに怪訝な顔をした後、何かに気付いたように笑みを浮かべた。
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　エゾントファミリーの拠点を出たハラジが、一緒に外に出たヴィオラに言う。

「確認しておく。日程の調整は、そちらに任せて良いんだな？」

「ええ。やっておくわ」

「そうか。では連絡を待っている」

　ハラジはそれだけ言い残して去っていった。

　楽しげに笑うヴィオラを見て、キャロルが笑顔で尋ねる。

「何の日程なの？」

「ん？　プレゼン。役得よね。私も良い席を取っておかないと」

「そう」

　悪友の笑顔から大体のことを想像しながらも、キャロルもそれを笑って受け入れていた。
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　都市の下位区画、シェリル達の倉庫に近いスラム街に接する辺りを、民間警備会社の警備兵達が重装備の状態で警備している。

　その一人が本部に連絡を入れていた。

「こちらＥ27地点。定時報告。異常無し」

「異常無し。了解した。引き続き警戒を頼む」

「了解。警備を続行する」

　ほぼ定型文の連絡を済ませた後、警備兵の男が何となく付け加える。

「……なあ、異常無しでいいのか？　これ」

「おい、異常無しって言ったのはお前だろうが」

「いや、でもさぁ……」

　そう言った男の視界には、先日の騒ぎの余波で倒壊した家屋が至る所に映っていた。人型兵器が暴れただけあって酷い有あり様さまであり、普段の様子から判断すれば十分に異常事態だ。

　その光景は男の情報収集機器を介して本部にも送られていた。その本部から、男の疑問に対して、気持ちは分かる、という口調で返答が来る。

「良いんだよ。モンスターはいないんだろ？　異常無しだ」

「幾らスラム街が便宜上荒野扱いの場所とはいえ、すぐ側で人型兵器が暴れてたってのに、異常無しで良いのかよ……」

　男は先日の騒ぎの時にも、この付近を同様の重装備で警備していた。モンスター出現の恐れがあるという情報により派遣され、実際に出現の確認も出来た。

　もっともモンスターが下位区画側に来ることはなかったので交戦には至らなかった。そして一緒に出現した人型兵器に対しては、対処不要という連絡が来たので対処しなかった。

　本部の男が現場の男に告げる。

「良いんだよ。俺達はモンスターの出現に備えて警備している。その為の予算も都市からたっぷり出てる。そういうことだよ」

「人型兵器に対しては見て見ぬ振りしとけってことか。全く、どうなってるんだか」

「さあな。俺達が気にしてもしょうがねえよ。もう切るぞ。無駄口が過ぎると俺の査定にも響くんだ」

「そりゃ悪かったな。Ｅ27地点。警備を続行する。じゃあな」

　本部との通信を切った後、現場の男が愚痴を零す。

「本当に、どうなってるんだか……」

　都市側の都合ということは何となく想像がついたが、詳しい事情を知ったところでそれに振り回される自分達の境遇に変わりは無い。男は軽く溜め息を吐いて仕事に戻った。
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　シェリルが拠点で非常に険しい顔をしている。その原因は目の前に座っている二人の人物、エゾントファミリーとハーリアス、それぞれの幹部だった。

「いつまで黙ってる気だ？」

「こっちも暇じゃねえんだが？」

　幹部達はお互いに相手への殺気を剝き出しにしながらシェリルに凄んでいる。背後にいる部下達も一触即発の臨戦態勢だ。

「……数日、考えさせていただく訳には……」

「駄目だ」

「駄目だ」

　声を揃えた二人の幹部が睨み合う。お互いに相手の時間切れが迫っていることを認識して、場の緊迫感を高めていく。

　その死地でシェリルが出来ることは、悩んでいる振りをしてその場凌ぎを続けることだけだった。




　シェリルがエゾントファミリーとハーリアスから突き付けられた要求はどちらも同じで、自分達の側につけ、という非常に分かりやすいものだった。

　今までシェリル達の徒党は、両組織から中立という名の日和見の扱いを受けていた。それにもかかわらず他の日和見の徒党のように金を絞られていなかったのは、アキラの実力が未知数だったからだ。

　大規模な抗争の前という大切な時期だ。下手に手を出して予想外の被害を受ける訳にはいかない。倉庫を襲撃したザルモもその辺りは念を押されており、明確な証拠はしっかり消していた。

　そして先日の襲撃でアキラの実力は明らかになった。そこから両組織のボス達は、相手より早く機体の納入さえ終わらせれば確実に勝てるこの現状ならば、アキラのことを考慮してもシェリル達に強行に迫る価値はあると判断し、すぐに行動に移らせた。

　両組織の者達は強襲するようにシェリルの拠点に同時に乗り込んできた。どちらかが遅れてこの場でかち合っていなければ、シェリルはそのまま連れ去られ、脅迫と同義の説得を受けるところだった。

　その難をきわどいところで逃れたシェリルだったが、非常に苦しい状況は継続中だ。両組織が睨み合っている状態でどちらかを選べば、選ばれなかった方が自動的に敵に回るからだ。

　更に選んだ方が自分達を護る保証など無い。むしろ使い潰される。手持ちの資金を奪われ、倉庫に保管している遺物も売り払われて、抗争資金に使われてしまう。更にアキラを戦力として要求される。それぐらいはシェリルも見抜いていた。

　それでも、どちらも選ばずに両方を敵に回すよりはまし、などとは欠片も思えなかった。選んだ時点でアキラに見切られると思っているからだ。

　その選択はシェリルにとって、アキラから預かった金と遺物を保身の為に手放すことと、アキラに二大徒党の手駒として戦ってもらうことを、自分が許容したことを意味する。

　それを知った時点で、アキラは自分を切り捨てる。そこまでする義理は無いと、何の躊躇も無く捨てられてしまう。

　アキラを心の支えにしているシェリルにとって、それに勝る恐怖は無かった。その恐怖から逃れる為に、シェリルはひたすらその場凌ぎを続けていた。他に出来ることなど、何も無かった。




　まるで時間稼ぎのようにその場凌ぎを続けるシェリルの様子に、押し掛けた幹部達が疑念を抱き始める。

「おい、これは何の時間稼ぎだ？」

「アキラが来るのを待ってるのか？　それで解決するとでも思ってるのか？」

「いえ、そのようなことは……」

　実際にシェリルはアキラに連絡などしていない。事情を伝えて、どうしましょうか、と聞いたところで、アキラからの返事は、知るか、の類いだと思っているからだ。

　徒党のボスはシェリル。自分はそのシェリルに個人的に協力するだけ。それがアキラの立ち位置だ。シェリルもそれを理解している。この状況では対処方法を尋ねただけで、アキラに暗にその対処を期待していると邪推される恐れがあった。

　当然ながらその期待とは、アキラの遺物と戦力を二大徒党のどちらかに提供することを意味する。その時点でアキラに切り捨てられる恐れがあるので、この状況では下手に連絡することすら難しかった。

　だがそのようなことなど幹部達には分からない。ますます疑念を深めていく。

　そしてまるでその答えのような出来事が起こる。

「お邪魔するわ」

　現れたのはヴィオラ達だった。幹部達がシェリルとヴィオラに視線を交互に向けてから、しかめっ面をヴィオラに向ける。

「テメエか……。何しに来やがった」

「何しにって、彼女にちょっと用があるだけよ。あなた達こそこんな所で何やってるの？　そんなに暇なの？」

「テメエには関係ねえ。引っ込んでろ」

「あら酷い。いつまでもこんな所にいてサボってたら後で上司に怒られると思って、親切で言ってあげたのに」

　気遣ってあげたのにその態度は失礼だとでも言うように、ヴィオラはからかい半分の顔で調子良く笑った。

　そのヴィオラの態度に幹部達が不機嫌を露わにする。だが同時に、思考を促されていた。

　ヴィオラから暗に自分達は時間を無駄にしていると言われている。先程までシェリルは時間稼ぎのようなことをずっと続けていた。

　そしてこの質の悪い女の助言や提案を無視した者は、その所為で不利益を被る。後でこの女から、だから言ったのに、と嘲笑あざわらわれる羽目になる。

　ではこの場に残り続けた場合に被る不利益とは何か。自分達はシェリル達を味方につけて倉庫の遺物を売り払い、人型兵器の早期納入の資金にする為にここにいる。それならば、恐らくその計画が失敗してボスの怒りを買ってしまうことだ。

　ではなぜ失敗するのか。相手の組織の者達もシェリルを取り込む為に自分達と同じようにここにいるのに、自分達だけが失敗する理由は何か。

　そう考えた幹部達が互いを見て、何かに気付いたようにその表情を変えた。

　ここにいる者達は囮おとり。相手の組織はシェリルの取り込みではなく、倉庫の襲撃を選択した。それを相手に悟らせない為に、シェリルの説得用の人員も囮としてここに派遣した。

　そう同時に思い至った幹部達が声を荒らげて部下達に指示を出す。

「出るぞ！　倉庫だ！」

「倉庫を見張ってる連中に連絡しろ！」

　そしてそのまま競うように部屋を出ていった。部下達も困惑したまま急いでその後を追う。部屋にはシェリルとヴィオラ達だけが残された。

　突然の事態に啞然としているシェリルの前で、ヴィオラが出ていった者達を見送りながら質の悪い笑顔を浮かべている。

「噓は言ってないわよー」

　その言葉にキャロルが軽く吹き出していた。

　ヴィオラが振り向き、シェリルに向けて愛想良く笑う。

「邪魔な人達も帰ったことだし、早速話をしましょうか。良い話を持ってきたの。聞いてくれない？」

「……分かりました」

　シェリルもヴィオラが非常に質の悪い人物であることは知っている。だがエゾントファミリーとハーリアスの者達が帰ったとはいえ、状況はこの場で死ぬことはなくなったという程度しか改善していない。二大徒党から脅されている状況に変わりはない。

　話を聞かない選択肢など、シェリルには無かった。
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　シェリルはヴィオラの車に乗って倉庫に向かっていた。後部座席に一人で座り、情報端末でトメジマと話している。

「……では、ドランカムとの交渉はお願いします。すぐに始めてください」

「任せてください！　それでは！」

　トメジマの威勢の良い声を最後に通話は切れた。シェリルが息を吐く。

「ヴィオラさん。疑っている訳ではないのですが、本当に最長でも３日後なんですね？」

　ヴィオラが運転席から楽しげな声を返す。

「勿論よ。私も情報屋として情報の精度には自信を持ってるわ。入手経路は秘密だけど、非常に信憑性の高い情報よ。ほぼ間違いないわ」

「ほぼ、なんですか？」

「流石に私も予知能力は持ってないの。ごめんなさいね」

　その明るい声から、シェリルもその予定がヴィオラの中で確定事項であることを察した。

「いえ、出過ぎたことを言いました。すみません」

「良いのよ。この情報料は例の換金の手数料、私の取り分に足しておくから」

「それは構いませんが……、どうして私達に協力するんですか？」

　ヴィオラがシェリルに持ってきた良い話とは、二大徒党から脅されている現状をシェリル達が切り抜ける方法だった。

　二大徒党の抗争は３日以内に始まる。そして始まってしまえばシェリル達の相手をする暇は無くなる。そして勝者がどちらにしろ、一時的に非常に疲弊するのは間違いない。

　また、勝敗さえ決まってしまえばシェリル達への圧力も弱まる。脅迫紛まがいの圧力はシェリル達の遺物を換金して人型兵器納入資金に当てる為であり、要は抗争に勝つ為だ。勝った後ならば交渉の余地も出てくる。

　つまりあと３日凌げば何とかなる可能性はかなり高い。その為にも一時的に倉庫の警備を高めた方が良い。

　既にユミナを雇っている。伝はある。３日という短期間ならば、シェリル達の資金でもカツヤ達の部隊を雇うことは可能だろう。相手が二大徒党であっても、倉庫の襲撃を断念させるのに十分な圧力になる。

　ヴィオラはそう言って、シェリルにカツヤ達の雇用を勧めた。

　シェリルはその案に乗った。問題は二つ。一つは、抗争が本当に３日以内に始まるかだが、これはもう信じるしかない。

　もう一つは、カツヤ達を雇う金についてだ。

　確かに手持ちにそれだけの金はあるが、それはアキラから投資された金であり、元々は襲撃者達を換金した金のアキラの取り分であり、要するにアキラの金だ。

　その金でカツヤを雇うのはまずいかもしれないことは、シェリルも分かっている。しかし他の金など無い。仕方無く、アキラに事情を説明して説得することにした。今はその為に倉庫に向かっている。

　上手くいけば、これで何とかなるかもしれない。シェリルはそう希望を持ちつつも、懸念も覚えていた。ヴィオラが自分に協力する理由が分からないのだ。

　質の悪い人物であることは知っている。しかしその質の悪さとは立ち回りの上手さでもある。二大徒党を敵に回すような真似までして、なぜ自分を助けるのか。シェリルには分からなかった。

　単純に金や利権が目的なら二大徒党のどちらか、或いは両方に取り入った方が良い。報復や復ふく讐しゅうにしては、嫌悪や憎悪などの感情が全く感じられない。正義や情などの理由は有り得ない。

　自分にとって都合の良いことだとはいえ、ヴィオラの動機不明の手助けに、その協力に期待するしかないと分かっていても、シェリルの懸念は深まっていた。

　なぜ自分に協力するのか。様々な懸念と疑念を含んだその問いに対して、ヴィオラが笑って答える。

「私にもいろいろあるのよ。まあ、強いて言えば、その方が面白いからよ」

「面白い？」

「エゾントファミリーとハーリアスのどっちが勝つとしても、片方がもう片方をあっさり倒しました、じゃ、つまらないでしょう？　折角の機会だもの。楽しまないと」

　シェリルも相手の機微を見抜く力は優れている方だと思っている。アキラと出会う前からスラム街をその力で生き抜いており、その後もアキラの歓心を買う為にその技術を磨いてきたからだ。

　シェリルはその技術を以て、ヴィオラの返事を本心だと見抜いた。

　つまりヴィオラは今回の騒動を本当に楽しんでいる。自分達を助けたのもそうした方が面白くなりそうだからだ。自分達はヴィオラにとって、状況を自分好みに動かす為の駒にすぎない。シェリルはそれを理解して難しい顔を浮かべた。

「……そうですか。何にせよ、御協力感謝します」

「どう致しまして。一緒に楽しみましょう？」

　そう言って楽しげに笑うヴィオラの横では、キャロルが笑いを堪えていた。
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　シェリル達が倉庫に着くと、そこには少し不機嫌な様子のアキラと、そのアキラを遠巻きに見ている二大徒党の構成員達、先にシェリルの拠点から出ていった者達の姿があった。

　シェリルはアキラの様子に気後れしながらも、事情を説明する為に車を降りてアキラの下に向かった。

　ヴィオラ達も車から降りる。すると二大徒党の幹部の二人がやってきた。倉庫の警備、特にアキラを刺激しないように部下達は連れていない。

「おいヴィオラ。テメエ、何の真似だ？」

「何の真似って、何が？」

　ヴィオラは相手の言いたいことを分かった上で思いっ切り惚とぼけていた。

「ふざけるな！　あいつの拠点で、倉庫が襲撃されてるようなことを言ってただろうが！」

「えっ？　そんなこと言った覚えは無いわ」

「じゃああれはどういう意味だ！」

「どういう意味って、あなた達は倉庫の遺物が目的だったんでしょう？　それなら説得するのはアキラなのに、あんな所でサボってたから注意してあげただけじゃない」

「……あそこのボスはシェリルのはずだ」

「何言ってるの。徒党の指揮をしてるのはシェリルでも、実際の権限を持ってるのはアキラでしょう。倉庫の遺物だって、アキラが渡せって言えばシェリルは誰にでも渡すし、駄目だって言われたらシェリルにはどうしようもないのよ。勝手に渡したらアキラに殺されるだけだからね」

　幹部達は思わず顔を見合わせた。そしてごまかすように不機嫌な顔で舌打ちする。

「勘違いさせるようなこと言いやがって……」

「勝手に勘違いしたのはそっちでしょう。あの時にちゃんと聞いてくれれば良かったのに」

「うるせえ！」

　男達は吐き捨てるようにそう言うと、不機嫌な様子のまま去っていった。

　キャロルがヴィオラに向けて軽く笑う。

「どうせ都合良く勘違いしてもらう為にいろいろ小細工したんでしょう？」

「まあ、それなりにね」

「相変わらずね。エゾントファミリーとハーリアスがシェリルの拠点でかち合ってたのも、その小細工の成果？」

　ヴィオラが意味深に笑う。

「それは私にも分からないわ。偶然かもよ？」

「そうなの？　じゃあついてたってことね。ついてたのがヴィオラか彼女かは知らないけど」

　そう言ってキャロルはシェリルの方を見た。

　運も実力の内。それはハンターでなくとも変わらない。今のところ、シェリルの運はシェリルを生かしていた。





◆






　シェリルから事情を聞いたアキラは、カツヤ達を雇うことをあっさり認めた。余りにあっさりだったので、シェリルが逆に戸惑う。

「その、良いんですか？」

「ああ。金の使い方までいちいち口出しする気は無いよ。好きにしてくれ」

「ありがとうございます。無駄遣いするつもりはありませんが、必要な経費だとして使わせていただきます」

　シェリルは安堵しながらアキラの反応を探っていた。不機嫌に見えるがそれは自分がここに来る前からで、アキラの金でカツヤ達を雇うこととは無関係なはずだと思いつつも、一応尋ねる。

「……余り機嫌が良くないように見えますが、何かあったんですか？」

「ん？　ああ。さっきあいつらが押しかけてきたんだ。それがちょっとな」

　アキラはそう言って、遠巻きに自分を見ている二大徒党の者達に視線を向けた。

「お手数をお掛けします」

「いや、それは良いんだけどさ。……いや、良くはないんだけどさ……」

　シェリルに対しては気にしていないと告げた上で、アキラは視線の先の男達へ不満を向けていた。

　男達はアキラに追い返されたが、戦闘は発生していない。そもそも相手の組織が既に倉庫を襲撃していると仮定して、相手に遺物を奪取されるのを妨害する為に来たのだ。倉庫が襲われていないのであれば、戦う気は全く無かった。

　それでもアキラの機嫌を損ねるのには十分だった。

「……あそこに人型兵器が張り付けになってるってのに、あの程度の人数で押しかけてくるか？」

　それはアキラが人型兵器を倒しても、抑止力になっていないことを意味する。少なくともアキラはそう解釈した。

　舐められている。一人で人型兵器を倒したのにもかかわらず、それでも侮られている。その感覚がアキラを不機嫌にさせていた。

　実際には別にアキラを軽んじている訳ではなく、巨大徒党を支配するボスの命令の強制力など、様々な抗い難い理由による行動だ。

　そもそも男達は倉庫にアキラはいないと思っていた。だからこそ相手の組織は倉庫の襲撃に動いたと考えていたのだ。そしてアキラの姿を見た時点で、慌てて動きを止めていた。本当に軽視しているのであれば、そのまま襲撃している。

　つまり今のアキラには、二大徒党の構成員達に、組織の強制力という背景を以てしても、安易な襲撃を躊躇わせる抑止力があった。

　しかしアキラはずっと一人で行動してきた所為で組織の強制力などに対する認識が鈍く、更に長年軽んじられてきた経験もあって、その鈍さの分だけ強く侮られていると感じてしまっていた。

　シェリルもアキラが不機嫌な理由の根源までは流石に読み取れない。それでも自分を侮る者達への憤りであることぐらいはすぐに分かった。

　しかし以前にアキラの強さを褒め称えてもほとんど反応を得られなかったこともあって、シェリルには上手い言葉が浮かばなかった。

　そのシェリルの様子にアキラが気付いた。ばつが悪そうに謝る。

「あー、ごめん。八つ当たりする気は無かったんだけど……、悪かった」

　アキラは少し項垂れて溜め息まで吐いていた。

　そのアキラの様子を見て、シェリルは少し迷ってから決断し、一歩前に出た。そしてアキラをゆっくり抱き締める。

「……シェリル？」

「前にアキラに抱き締められて元気になりましたので、今日は私からです。どうですか？」

「いや、どうですかって言われても……」

「まあまあ、遠慮せずに」

「いや、別に遠慮してる訳じゃ……」

「それなら元気になるまで存分に」

　シェリルは敢えて調子良く笑いながらアキラを抱き締めていた。その表情は位置の関係でアキラには見えない。だがしっかり伝わった。

　取るに足らない遣り取りだったが、アキラは気が楽になった。表情を和らげ、軽く吹き出し、苦笑する。

「なあ、元気になったって言うまで、ずっと抱き付いてる気か？」

「私は構いませんよ？」

「俺は構う。元気になった。離れろ」

「仕方が無いですね」

　シェリルは大人しく離れた。お互いの顔が見える位置でシェリルが少し得意げに微笑む。アキラも笑って返した。

「……まあ、気は楽になったよ。ありがとう」

「どう致しまして。言ってくれればいつでも抱き締めますので、遠慮無く言ってください」

　シェリルは内心の歓喜を抑えるのに少し苦労した。ついでに折角なのでアキラに断られる前に別の話に移る。

「あと、話は変わるんですけど、私は騒ぎが収まるまで、拠点には戻らずに倉庫にいようと思います。それでお願いがあるんですが、アキラが使っているキャンピングカーなんですけど、私も使って良いですか？」

「ああ良いぞ。元々シェリル達が用意した物だしな」

「ありがとうございます」

　シェリルはアキラに礼を言った後、他の者達に状況を伝える為に倉庫に向かった。その顔は、少し緩んでいた。

　シェリルを見送ったアキラが軽く伸びをする。そしてアルファの視線に気付いた。

『……何だよ』

『何でもないわ』

　アルファは本当に何でもないように、普通の表情で、普通の口調で、それだけ答えた。

　またからかわれると思っていたアキラは、拍子抜けしたように少し意外そうな表情を浮かべた。しかし別にからかわれたい訳ではないので、余計なことは聞かなかった。

　下手にからかうことすら避けるほどアルファに懸念を覚えられているなどとは、アキラには全く分からなかった。




　その日の夜、キャンピングカーを使っても良いと言質を取ったシェリルは、当然のことのようにアキラと一緒に風呂に入ろうとした。

　だが、狭いから駄目だ、と言われて浴室から追い出された。
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　翌朝、シェリルは倉庫の前でアキラと一緒にドランカムの部隊が来るのを待っていた。夜勤を終えたユミナも一緒だ。

　ドランカムの車両が見えたところで、アキラは予定通り一度倉庫を離れることにした。

　カツヤ達を雇ったことで、アキラが倉庫に常駐しなければならない理由は薄まった。一度自宅に戻って少し休み、注文した銃をシズカの店で受け取ってから、また戻ってくることになっている。

「それじゃあシェリル。俺は一度帰る。ユミナ。またな」

　アキラはそれだけ言い残すと、すぐにその場を離れて自分の車に乗り込んだ。

　カツヤ達を雇うのには同意したが、自分がカツヤと会うと余計な揉め事が生まれやすいことはアキラも自覚している。

　また、過合成スネーク戦の時には、カツヤに対して不可解なほどに強いいらだちを覚えた。カツヤと不用意に会って自分から揉め事を起こさない為にも、アキラは早めに帰っていった。

　アキラを見送ったシェリルとユミナが何となく互いを見る。

「ユミナさん。アキラとカツヤさんは非常に仲が悪いようですが、例のスリの件がそこまで響いているのですか？」

「……それもあるんだろうけど、多分相性が悪いんだと思うわ」

「相性、ですか」

「ええ。何でか知らないけど、カツヤって凄く好かれやすい反面、凄く嫌われやすいところもあるの。私達の引率役だったシカラベさんも、カツヤのことを随分嫌ってたわ。アキラもシカラベさんと同じなんでしょうね」

「そうですか……。では、お手数ですが、ここにいる間は、ユミナさんはアキラとカツヤさんを会わせないように誘導していただけると助かります。その為ならば、勤務時間や場所などは好きにしていただいて構いません。必要なら私の名前を出してください。連絡もいつでもしてください」

「分かったわ」

　シェリルもユミナも、想い人は違えど、想い人の無事を願い、面倒事に関わらせたくないのは同じだ。この事態を無事に乗り切る為に、取り敢えず共同戦線を張った。

　到着したドランカムの車両からカツヤ派の部隊が降りてくる。そして一緒に降りてきたミズハがカツヤを連れてシェリルの前まで来た。

「シェリルさん。今回は宜よろしくお願い致します」

「いえいえ、こちらこそ」

　軽い挨拶の前置きを挟み、ミズハとシェリルのきわどい駆け引きにも似た話が続く。

　ミズハは今回の依頼を足掛かりにしてシェリルとの関係を深めておこうと気合いを入れている。シェリルは引き続き令嬢の演技を続けながら相手の自分達への認識を探っている。

　カツヤはその二人の遣り取りを見て、やはりシェリルはどこかの令嬢なのだろうと、改めて騙されていた。

　そのカツヤにユミナが釘を刺す。

「カツヤ。今日のシェリルは私達の依頼主なんだから、失礼な真似をしちゃ駄目よ？」

「分かってるって」

　カツヤは機嫌良く答えた。だが更に念押しされる。

「シェリルが先に雇った人達とも揉めないこと。はっきり言うとアキラがいるけど、アキラと下手に揉めたらシェリルに対して失礼なんだってことを忘れないでね」

　そう指摘されて、そういう意味かと、カツヤはわずかに顔を歪めた。その上で気を取り直して笑って頷く。

「……、分かった。あいつには近寄らない。これで良いだろう？」

「うん。その約束をちゃんと守るか見てるからね」

「大丈夫だって」

　カツヤはユミナの態度を随分と心配性だと思い、笑ってユミナを宥めていた。

　ユミナもカツヤが噓を吐いているとは思っていない。しかしその言葉を信じられるかどうかは別、ということも、長い付き合いでよく分かっていた。
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　自宅に戻ったアキラは、まずはキャンピングカーでの寝泊まりでは回復し切れない疲労を癒やす為に仮眠を取った。そのまま昼まで寝た後、シズカの店に向かう。

　店に着くとシズカが笑って出迎えてくれた。

「いらっしゃい。アキラ。こっちよ」

　そのままアキラは店のカウンターではなく倉庫の方に案内される。そこには長く大きなトランクケースが置かれていた。

　シズカがそのケースを開ける。中には全長がアキラの背丈を超えている大型の銃が入っていた。

「御注文の品。ＳＳＢ複合銃よ」

　その銃はデザインからして今までアキラが使用してきた物とは異なっていた。

　ＳＳＢ複合銃は長く厚みのある直方体の形状で、細長い銃身は付いていない。弾倉とエネルギーパックの取り付け部が複数存在しており、銃床は無く、大型のグリップか補助アームで支える構造になっていた。

「大物殺し用の拡張部品も組み込み済み。その分だけ大型化しているけど、固定用の補助アームも付属してるし、アキラの強化服なら大丈夫でしょう」

　連射速度はＤＶＴＳミニガン以上、単発の威力はＣＷＨ対物突撃銃を超えている。狙撃の性能も１０００万オーラム程度の狙撃銃より精度が高い。この銃にはついていないが、拡張部品を組み込むことで擲弾や小型ミサイルも使用できる。

　１挺１億オーラム。今までの銃とは性能の基準が根本的に異なる、高ランクハンター向けの銃がそこにあった。

　アキラがシズカに手伝ってもらいながらＳＳＢ複合銃を装備する。補助アームを強化服に装着し、ＳＳＢ複合銃を取り付けて、まずは背負うように背中に固定した。

　次に銃を構える。強化服と連動する補助アームが、ＳＳＢ複合銃を背中から反時計回りで前側に移動させる。アキラはそれが完全に正面に来る前にグリップを握り、銃を引き寄せるようにして銃口を前方へ向けた。

　一連の動作は一瞬で終わった。強化服の上に防護コートを羽織った状態だが、動作に支障は出ていない。防護コートを構成する六角形の金属片は使用者の操作で分離が可能であり、補助アームはその分離して出来た隙間を通ることで素早く滑らかに動作していた。

　アキラがＳＳＢ複合銃を背中に戻して笑う。

「大丈夫そうです」

「良かったわ。私もそんな高級品を扱うのは初めてだから。不具合も無さそうで一安心よ。それにしても……」

　シズカはアキラの姿を改めて見て、少しだけ難しい顔を浮かべた。

「……アキラはもう、そんな凄い装備を使うようになったのね」

　しかしすぐに明るい笑顔をアキラに向ける。

「大したものだわ。アキラにＡＡＨ突撃銃を売ったの、ついこの前だったような気がするのに」

「そうですね。俺もちょっと驚いてます。でもそこは、お店の常連が成り上がって金を落とすようになったってことで、喜んでおいてください」

　アキラは軽い冗談のように、だが少しの期待を込めてそう言った。

　しかしシズカは苦笑気味に微笑んでアキラの期待を取り下げた。

「常連ね……。残念だけど、アキラはまだ常連予定ってところね」

「あー、そうですか……」

　アキラは本心で残念に思った。その分だけ珍しく食い下がる。

「えっと、シズカさんのお店にはもう結構通ってるし、いろいろ買ったりしてると思うんですけど、常連扱いにはまだ足りませんか？」

「違うわ。アキラ。そういうことじゃないのよ」

　不思議そうな顔のアキラに、シズカが優しい声で言う。

「私のお店の常連ってのは、私のお店に長く通ってくれる人のことなの。危ない真似をして大怪け我がをしたり死んだりしないで、無事に、心配させずに、元気にね」

　そう言われて、アキラもようやく自分が常連扱いされない理由を理解した。

　無事に生きて帰ってこい。あんまり心配させるな。

　シズカから暗にずっとそう言われ続けていたことにも気付いて、何度も心配させたことを申し訳無く思いながらも、心配してくれたことを嬉しくも思った。軽く視線をさまよわせながら、照れたようにも見える複雑な表情を見せる。

　そしてシズカに苦笑交じりに付け足される。

「アキラの所為じゃないとはいえ、アキラは凄く危なっかしいから」

「いや、それは……、はい」

　何度も死にかけたことを思えば否定は出来ないと、アキラはごまかすように言葉を濁しながら頷いた。

「アキラ。ちゃんと常連になってちょうだいね」

　今度はしっかりと頷いて答える。

「頑張ります」

「よろしい」

　そのアキラの意志を後押しするように、シズカは満足そうに笑って返してみせた。




　用事を済ませたアキラがシズカに会釈して帰っていく。シズカはそのアキラを笑って見送っていたが、アキラの車が見えなくなると少し険しい表情を浮かべた。

「大丈夫だと良いんだけど……」

　４億オーラムの強化服を身に纏い、不釣り合いなほどに大きな銃を背負ったアキラの姿は、強力な力で荒野を制する高ランクハンターだ。アキラはそれだけの力をこの短期間で手に入れた。

　しかしその力の持ち主であるアキラ自身は、まだその強力な力に追い付いていない。シズカにはそう見えた。

　身の程を超える力を、その認識も危ういままに振るう者の末路は、その力に振り回されての破滅と相場が決まっている。

　理由が何であれ、それが自分の店の常連になるという程度の理由であっても、シズカはアキラが自発的に危ない真似を控えるようになるのを願った。

　よく当たる自身の勘は、難しいと答えていた。
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　自宅に戻ったアキラは倉庫に戻る準備をしていた。ＳＳＢ複合銃と補助アーム、そして一緒に注文した強力な弾薬類や、買い直したＡ４ＷＭ自動擲弾銃などを車の荷台から一度降ろし、銃を銃座に取り付けたり、弾薬を必要な分だけまた荷台に乗せたりしている。

　そこでアルファから声を掛けられる。

『アキラ。ちょっとこっちを見て』

　声の方を見たアキラは思わず怪訝な表情を浮かべた。そこには裸のシェリルが立っていた。

　もっとも本物ではなく、アルファがアキラの拡張視界に表示しているだけだ。アキラもそれぐらいは見抜いた。

「アルファ。何の真似……、あー」

　そう尋ねようとしたところで、アキラは以前にも似たようなことがあったこと、エレナ達への贔屓が過ぎるのではないかとアルファから疑われた出来事を思い出した。軽く溜め息を吐いて答える。

「確かに元々の予定だと、装備の準備が整ったらハンター稼業を再開するはずだった。でももう少しシェリルに付き合っても良いだろう。それにあの様子なら、遺物販売店が成功すればかなりの金が入ってきそうだろう？　投資だよ。投資」

　アルファはアキラをじっと見ている。その視線を受けて、アキラが少し考えてから続ける。

「……確かに、投資だからって、襲撃者達を換金したやつの、俺の取り分を全部シェリルに渡したのはやりすぎだったかもしれない。でもアルファも止めなかっただろう？」

　言い訳としては少し厳しいか。そう思いながらも、アキラは一応言ってみた。するとアルファがシェリルの姿を消したので、この返事で大丈夫だったようだと息を吐いた。

　実際には、アルファはアキラの言い訳の内容ではなく反応を重視していた。

　アキラは裸のシェリルを見ても大して驚かなかった。加えて自分がシェリルを過度に優先しているように勘違いされていると考えて言い訳した。

　アルファはそのアキラの反応から、今のところは許容範囲だと判断した。満足したように微笑む。

『少しやりすぎたかもしれないと自覚しているのなら構わないわ。あともう一つ見て』

「今度は何だよ。シズカさんまで出したら流石に怒るからな……うぉっ!?」

　アキラが次に見せられたのは裸のアルファだった。もっともただ裸なだけであれば、既に見慣れていることもあって、アキラも今更そこまでの反応は示さない。

　逆に言えば、見慣れていない姿であれば、アキラもそれなりの反応を示す。アルファは自身の外見をシェリルと同じ年頃のものに変えていた。

『久しぶりの反応ね』

　満足そうなアルファの笑顔も、少女の容姿で浮かべていることで普段とは大分異なった印象を与えていた。目立つ豊満な胸が女性であることを強調しているものの、全体としては大人の色気や色香は比較的控えめで、美の方向性を美女から美少女へ傾かせていた。

『こっちの方が好反応なら、これからはこの姿にする？』

　アルファは少しからかうように、どこか子供っぽくも見える笑顔をアキラに近付けた。

　アキラが少し顔を赤くさせながら、不機嫌な態度でごまかすように答える。

「やめろ。戻せ。混乱するだろ」

『分かったわ』

　アルファが大人の姿に戻る。

「服もだ！」

　アルファは服も戻して元の姿に戻った。

　アキラが溜め息を吐く。顔はまだ少し赤いままだ。

「全く、何なんだよ……」

『アキラが私に触って楽しめない分、見た目のバリエーションを増やしておくのも良いかと思ってね』

「そういう気遣いは要らない」

　アキラはそれだけ答えて、不貞腐れたように作業に戻った。不貞腐れているのは演技だと見抜かれているだろうとは思ったが、知ったことではなかった。

　そのアキラを見て、アルファは機嫌良く笑っていた。
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　アキラが倉庫に向かうと倉庫の近くでドランカムの部隊に道を遮られた。しっかり警備をしている証拠だ。すぐに通されたが、好意的ではない視線を向けられる。警備をしているカツヤ派のハンター達にとって、アキラは心情的には敵だからだ。

　倉庫に戻った頃には日が落ち始めていた。キャンピングカーの側に車を停めると、出迎えていたシェリルが車両の荷台に載せられているＳＳＢ複合銃を見て驚く。

「アキラ。お帰りなさい。……凄い銃ですね」

「１億オーラムもしたからな」

　シェリルは少し自慢気なアキラの態度から、これは褒めてもアキラの機嫌を損ねないものだと判断すると、笑顔を輝かせて機嫌を取りにいく。

「１億オーラムですか！　道理で凄い訳です。こんな銃は初めて見ました。やっぱりアキラぐらい凄いハンターになると、４億オーラムの強化服を着ているだけあって、こういう銃が相応しくなるんですね」

「そうか？　そうかもな。まあこれは大物殺し用の大型銃だから、見た目に分かりやすいってのもあるけどな」

　アキラが好反応を示したことで、シェリルも顔を綻ばせる。以前にアキラの強さを褒めた時、どちらかといえば否定的な反応を返されたこともあって、今回は装備の方から遠回りにアキラを褒めてみたのだが、正解だったと安心もしていた。

「見た目の分かりやすさも重要ですよ。敵を楽に倒せる力も大切ですけれど、一見で分かる戦力差で相手の戦意を挫くじいて戦闘そのものを発生させない方が良いですからね」

「全くだ。あ、そうだ。ドランカムを雇った訳だし、俺はどうすれば良い？　今までみたいに適当にうろちょろしてるのはまずいと思うんだけど……」

　アキラはそのまずい理由として、先程カツヤ派のハンター達から軽く睨まれたことを伝えた。

　アキラとしては余計な揉め事を避ける為に伝えただけだった。しかしシェリルは不快感を露わにした。

「分かりました。苦情を入れるついでに私の方で調整しておきます」

　真面目な態度でそう答えてから、シェリルが表情を笑顔に戻す。

「それまでは、アキラはこのキャンピングカーの近くを警備してください。アキラの凄い装備を見せ付けるにも、ここはちょうど良い場所ですから。お願いします」

「了解だ」

　そう言って軽く笑い合ってから、シェリルはドランカムと調整する為に倉庫に向かい、アキラは周辺の警備に戻った。
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　キャロルは都市の下位区画、シェリル達の倉庫に程近い雑居ビルで、ベッドに腰掛けて客を待っていた。

　副業の予約時刻に客達がやってくる。ハーリアスの幹部とその部下達だ。幹部以外は全員武装している。

「いらっしゃい。……ちょっと多くない？」

「気にするなよ。デカい仕事の前の景気付けなんだ。ちょっとぐらい多くても良いだろう？」

「まあ、私は良いけど……」

　キャロルが男達の前で強化服を脱いでいく。そして強化インナーの前を大きく開けたところで、一度手を止めて幹部の男を見た。

「脱がないの？」

「今日はそんな気分なんだ」

「そう」

　キャロルが強化インナーを脱いで全裸になる。魅惑の裸体はそれを作り上げるのに必要だった高額の費用に見合う色気に満ちていた。

　男達の視線がその裸体に吸い込まれる。軽い感嘆の声すら漏れていた。そしてその表情には一様に、もったいない、という感情が滲んでいた。

　キャロルが誘うように妖艶に笑う。

「それじゃあ、誰からにする？」

「全員だ」

　幹部の男がそう答えて軽く手を挙げる。それを合図に、部下達がキャロルへ向けて一斉に銃を構えた。

　キャロルが難しそうな表情を見せる。

「ちょっと、流石に私もそういうプレイは受け付けてないんだけど？」

　幹部の男は笑いながらも、残念そうに首を横に振った。

「悪いな。俺もそういうプレイは趣味じゃないんだが、ボスの指示でね」

　男達はキャロルの副業の客としてここに来たが、始めからキャロルとヴィオラを殺しに来ていた。

「お前ら、エゾントの連中とも繫がってるだろう？　いや、それ自体は別に良いんだ。俺達もお前達に連中の情報とか工作とか頼んでるからな。その為ってのは分かる」

　ヴィオラがエゾントファミリーと繫がっていることはハーリアス側も初めから知っていた。

「でも吉岡重工の人型兵器をエゾントの連中に売る仲介までしたのはまずかったな。ボスも流石に見逃せないってさ」

　その上で生かしておく価値があるから生かしていた。そしてその価値はもう無くなった。

「それにこっちの準備もほぼ済んだ。お前達をこれ以上生かしておいても、連中の準備が進むだけ。だから、今の内に殺しておけってさ」

　仲介人が死ねばエゾントファミリーと吉岡重工の交渉が拗こじれる可能性がある。それだけでもヴィオラ達を殺す理由としては十分だった。

「俺もさ、お前みたいな良い女を殺すのは、本当は嫌なんだぜ？　でもさ、ボスの指示なんだ。悪いな」

　その言葉を最後に、そこまで笑いながらも残念そうに語っていた男の顔が真顔になる。

「殺せ」

　男の部下達が一斉に銃撃する。無数の弾丸が部屋の壁やベッドを一瞬で穴だらけに変えた。

　同時に、男達の一人がその頭を壁に叩き付けられて即死した。強化処置を受けた頭蓋骨を著しく変形させ、亀裂から血を飛び散らせて壁を紅あかく染める。

「なっ!?」

　男達が驚愕しながら、仲間を殺した者へ銃口を向け直す。だがその間に更に２人殺される。痛烈な蹴りで強化服の防御を貫かれて１人、頭部を首の可動域を超えて２回転させられてもう１人だ。

　殺したのはキャロルだ。銃撃されるのと同時に強化服並みの身体能力で相手との間合いを一瞬で詰めた上で、裸のまま生身で男達を殺していた。

　銃声が響き続け、弾丸が部屋中にばらまかれる。しかしキャロルには掠りすらしない。加速剤を使用した意識の中、相手の射線を大きく避けて銃弾を回避していた。

　わずかな時間の間に男達が次々に殺されていく。強化服と銃を装備している者達が、裸で素手のキャロルに抗えず死んでいく。

　その中には幹部の護衛というだけあって他の者より格段に強い者も交じっていた。だがキャロルにとっては、一撃では殺せないという程度の違いでしかなく、胸、足、頭に連撃を喰らって吹き飛ばされ、床に転がったまましばらく悶もだえた後に息絶えた。

　最後に残った幹部の男がキャロルに壁まで蹴り飛ばされる。背中を強打し、壁に無数の亀裂を生み出して、滑るように崩れ落ちていく。その顔は驚愕に満ちていた。
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「馬鹿な……、何で生身でそこまで……」

　キャロルがその裸体を血で染めたまま男の側に立ち、笑顔で見下ろした。

「実は私、身体強化拡張者なの。黙っててごめんなさい」

　キャロルの魅惑の体は高度な身体強化拡張処理によって作り出されたもので、その美貌はある意味でアルファと同じ作り物だ。

　そして細部まで念入りに調整して生み出した色香と同じ水準で、身体能力の方もそこらの強化服を超えるほどに高めていた。

　男が息も絶え絶えに答える。

「それぐらい……、言われなくても……、分かってる……。だが……」

「体をそこまで強化したのなら、どうして強化服を使ってるんだって言いたいんでしょう？　あなた達みたいに勘違いしてくれる人が増えるからよ。あれだけ高性能な強化服を使ってるなら、身体強化拡張者でも生身の身体能力はそこまで高くないはずだってね」

　キャロルは強化服を着用しなくとも、着用時とほぼ同等の身体能力を持っていた。危険な遺跡で強化服を脱いで副業の客を誘えるのも、裸でも同程度には戦えるからだった。

　男が死にかけの顔に苦笑を混ぜる。

「して……やられた……訳か……」

「まあ、勘違いのことを抜きにしても、強化服を着る意味は一応あるのよ？　併用しても身体能力は大して上がらないけど、身体への負荷は下がるからナノマシンの消費を抑えられるの。コストパフォーマンスって意味では、微妙だけどね」

「そう……か……よ……」

　男は最後に吐き捨てるように笑った。そしてキャロルに止めの一撃を加えられ、そのまま息絶えた。

　そこに奥の部屋からヴィオラがやってくる。

「キャロル。終わった？」

「終わったわ。あっちの方はもう少しで始まるって」

「それじゃあ、私達も特等席に移動しましょうか」

　部屋の凄惨な光景に欠片も動じないヴィオラへ、キャロルも血塗れの裸体のまま普通の態度で文句を言う。

「ちょっと、シャワーぐらい浴びさせてよ」

「分かってるって」

　脱いだ服を持ってキャロルが部屋を出る。ヴィオラもその後に続く。部屋には男達の死体だけが残された。
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　夜明けにはまだ早い時刻、キャンピングカーで寝ていたアキラがアルファに起こされる。

『アキラ。起きて。敵よ』

　敵。その言葉でアキラが一気に覚醒する。しかしアルファの表情から緊急事態ではないと判断すると、まずは落ち着きを保った。

『アルファ。状況は？』

『人型兵器が多数接近中よ。まだ距離があるし、決定的な敵対行動は行っていないけれど、敵と断定して行動した方が良いわ』

『分かった』

　キャンピングカーから出る前に、近くで寝ていたシェリルを揺すって起こす。

「シェリル。起きろ」

　シェリルは少し寝ぼけていた。だがアキラの様子から危険を察すると、軽く頭を振って意識を覚醒させる。

「……アキラ。何があったんですか？」

「……妙な気配がする。起きてた方が良い」

　アルファから敵襲を教えてもらったなどとは言えない。アキラは適当なことを言ってごまかした。それでもシェリルは敵襲を大体察していた。

「分かりました。他の人には私から警戒するように伝えます」

「頼んだ」

　一緒にキャンピングカーから出ると、シェリルは他の者に状況を伝えに倉庫に向かった。

　アキラは自分の荒野仕様車両の荷台に乗り込む。そして銃座からＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃を取り外して装備した。補助アームと連結したＳＳＢ複合銃を見て苦笑する。

『もうこれの出番が来たか。薄々そんな気はしてたけどさ』

　一方アルファは自信たっぷりに笑っていた。

『そこはこの銃の調達が間に合ったとしておきましょう。前は新しい強化服のウォーミングアップ。今は新しい銃のウォーミングアップよ。相手は人型兵器。この銃の的にはちょうど良いわ。数も多いしね』

　アキラも笑って返す。

『誰だか知らないけど、俺の為にちょうど良い的を用意してくれた訳か。じゃあ、しっかり使わせてもらおう』

『その意気よ。行きましょう』

　アキラは荷台から跳躍し、夜のスラム街を駆けていった。
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　倉庫で仮眠を取っていたカツヤが目を覚ます。わずかに遅れて、倉庫の周辺を広く哨しょう戒かいしていた仲間から連絡が入った。

　その内容は、多数の人型兵器が倉庫に向かって移動しているというものだった。

「……分かった。哨戒班は倉庫まで撤退。部隊の武装を対人型兵器用に切り替えてくれ。汎用通信で警告後、相手がそれを無視した時点で敵性と判断して迎撃だ」

　仲間達にそう指示を出したカツヤが、総合支援強化服の支援システムを介してすぐに送られてきた了解の通知を確認する。

（早い！　もう来た！　この総合支援システムってやつ、やっぱり凄いな）

　非常に便利で高性能だと思い、カツヤは総合支援システムの性能にとても満足していた。

　実際には仲間達からの通知が全てすぐに届いた訳ではなく、カツヤに届くまでの時間には大きなばらつきがあった。

　一番早かったのはアイリの通知だ。次にカツヤのチームで精密な連携を見せる者ほど早く通知が届く。一番遅かったのはユミナで、次に遅かった者より大分時間が掛かっていた。

（……まあ、この総合支援システムはまだ開発版で、不具合もあるって話だしな）

　カツヤはそう理由をつけると、自身も迎撃の準備を始めようとした。そこにシェリルが現れる。

「シェリル。仲間から人型兵器が多数こっちに向かってるって連絡があったんだ。迎撃は俺達がする。もしシェリルの関係者が外にいるなら倉庫に纏めて避難させてくれ。万一の場合は、そのまま市街区画の方に脱出させる」

　カツヤはそこまで真面目な顔で伝えてから、安心させるようにシェリルへ笑顔を向けた。

「大丈夫。俺達がいる。折角雇ってもらったんだ。頑張るよ」

「ありがとうございます。お願いします」

　カツヤはシェリルの笑顔に再び見惚れていたが、シェリルが去っていくと我に返った。

「よし！　やるか！」

　そしてシェリルに良いところを見せる為に、今回の依頼への意気込みを更に上げた。
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　闇夜のスラム街を複数の白い人型兵器が進んでいく。ハーリアスが八島重鉄から購入した廉価版白兎の部隊だ。

　その隊長機に汎用通信で通信が入る。

「不明機に告げる。こちらはドランカムだ。そちらは我々が警備する建物に近付きすぎている。直ちに引き返せ。これ以上接近した場合、敵性とみなして迎撃に移る。繰り返す。直ちに引き返せ」

　機体の操縦者が通信を切り替える。

「ボス。ああ言ってますが……」

「始めろ」

「了解。テメエら！　始めるぞ！」

　その号令で部隊の動きが明確に変わる。廉価版とはいえ、ザルモの操縦とはいえ、アキラを相手に機敏に交戦した柔軟性を以て、白い機体達が機械的な挙動ではなく人の動きで駆け出した。

　そして銃を構え、発砲する。巨体が持つ巨大な銃から撃ち出された特大の弾丸が、人が使う小さな弾とは比べ物にならない威力で、標的の近くにあった家屋を派手に吹き飛ばした。
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　カツヤが前線で大型の自動擲弾銃を白い機体に向ける。

　白い機体の方も即座にカツヤへ銃を向けようとする。だがそれは別方向からの銃撃、カツヤの仲間達の援護により阻止された。

　対人型兵器用に用意された大型銃での銃撃は、機体をそれだけで大破させるのは難しくとも、体勢を崩させるのには十分な威力だった。白い機体が被弾の衝撃で動きを止められる。

　囮として前に出ていたカツヤが、仲間の援護で動きを乱した機体に擲弾を浴びせる。無数の爆発を真面に喰らった機体はそのまま大破し、元２億オーラムの残骸と成り果てた。

「よしっ！　これで３機目！」

　カツヤは思わず勝ち気な笑顔を浮かべた。だがすぐに顔を引き締める。

「次だ！　行くぞ！」

　敵はまだまだ残っている。浮かれている暇など無かった。




　カツヤ達の部隊は散開してそれぞれが別々に動きながらも、全体としては極めて効率的に機能していた。

　全員の情報収集機器から取得したデータを基に、総合支援システムが一帯の敵味方の位置を解析、表示する。そしてその情報を基にカツヤが部隊を指揮する。

　部隊員は各自の役割を敢えて固定せず、時には囮になり、狙撃役になり、強襲役になって、臨機応変に適切な行動を取る。それは巧みな指示により部隊全体の効率を更に高めていく。

　またミズハは想定する敵の戦力を最大でも人型兵器５機程度と見積もっていた。その上で敵を容易く撃破してシェリルの心象を上げようと、武装を少々過剰気味に用意していた。

　そこにカツヤから出される適切な指揮が加わることで、カツヤ達はたとえ相手が十数機の人型兵器であろうとも、問題無く勝てるだけの戦力となっていた。

　しかし、それがカツヤ達の限界でもあった。

　６機目を撃破したカツヤの顔は、余裕の笑顔を浮かべるどころか険しく歪んでいた。

　その表情の理由は二つ。一つは敵の機体が想定より強いこと。白い機体は廉価版とはいえ、八島重鉄がクガマヤマ都市の防衛隊に購入を勧める新型の人型兵器、白兎だ。その強さは並の人型兵器を超えていた。

　そしてもう一つは、敵の数にあった。

「カツヤ！　敵の増援だ！　新たに15機も来た！」

「カツヤ！　こっちもだ！　こっちも15……、いや、違う！　20!?」

　廉価版白兎でも十数機ならば、カツヤ達でも何とかなった。だが数十機の人型兵器を相手にするのは流石に想定外だった。

　カツヤが苦渋の決断を下す。

「一度退く！　防衛対象付近まで戦線を下げるぞ！　そこに設置した簡易防壁なら敵の攻撃を受けてもしばらく保つはずだ！　敵の増援が現れていない場所の人は、他の場所の援護に向かってくれ！」

　その指示で部隊が後退する中、倉庫にいるユミナからカツヤに通信が入る。

「カツヤ。戦線をそこまで下げるなら、倉庫の人達には念の為に避難してもらう？」

「…………そうだな。頼んだ」

「分かったわ。……カツヤ。気を付けてね」

「ああ。勿論だ」

　カツヤはユミナを安心させる為に敢えて明るく答えた。しかし返事を終えるとその顔も険しくなる。

　シェリル達の安全を考えれば避難してもらった方が良いに決まっている。カツヤもそれは分かっていた。

　だがそれは、万一の場合の対処のはずだった。そうせざるを得ない状況に、自分達の力ではその状況に至るのを防げなかったことに、カツヤは悔しそうに顔を歪めていた。
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　前線に出たカツヤ達とは異なり、ユミナは倉庫に残っていた。

　これは総合支援システムの判断だ。カツヤとの連携に難のある者は、迎撃に出すより倉庫側の警備に回した方が適している。その判断により、ユミナはカツヤの側で戦うことを許されなかった。

　総合支援強化服の実地試験として高性能な強化服を使用している以上、カツヤ達は基本的に総合支援システムの判断に従う必要がある。ユミナも仕方が無いとして大人しく倉庫に残っていた。

　自分を下げたのはカツヤの判断ではない。そこにわずかな安堵を覚えてしまっている自分に複雑な想いを抱きながら、ユミナが小さく溜め息を吐く。

　そしてその後、戦況が想定以上に悪化する。自分がそこにいれば恐らく足あし手で纏まといになっていただろうと思い、それを悔やみつつも、だから仕方が無い、という為の言い訳にしてしまっている自分にユミナは気付いていた。

　それをごまかすように、ユミナはこの場で自分が出来るカツヤへの援護として、倉庫の人員の避難をカツヤに提案した。

「分かったわ。……カツヤ。気を付けてね」

「ああ。勿論だ」

　通信を切り、息を吐く。自分にはまだやれることが残っているのだと、ユミナはシェリル達の避難を急いだ。




　ユミナから事情を聞いたシェリルが不安そうな顔をする。

「状況はそこまで危ないんですか？」

「想定より悪いのは事実よ。でも避難はあくまでも念ねんの為ため。ドランカムの名前を出して警告したのに襲ってきた連中だからね。何をするか分からないから、万一に備えてってこと」

「分かりました。行きましょう」

「ありがと。カツヤも頑張ってるし大丈夫だとは思うんだけどね。でも建物だけを守るのと、中の人も一緒に守るのでは、プレッシャーとかも随分違うから。悪いんだけど、カツヤ達に余計な負担を掛けない為にも、ここは特別扱いされてちょうだい」

「いえいえ。特別扱いは大歓迎ですよ」

　二人は敢えて軽い態度で笑い合って冷静さを保つと、落ち着いて避難を開始した。




　ユミナがドランカムの車両にシェリル達を乗せて下位区画に向かう。

　スラム街と下位区画の境では民間警備会社の部隊が厳重な警備態勢を敷いていたが、ドランカムの名前を出せば何の問題も無い。そのまま通してもらい、下位区画に入ったところで車を停める。

「シェリル。しばらくここで様子を見るつもりだけど構わない？　ドランカムの拠点まで送った方が良いならそうするけど……」

「いえ、ここで大丈夫です」

「ありがと」

　ユミナはミズハに連絡を取って状況を伝えた。可能であれば援軍を送ってほしいと頼んで通信を切ると、少し迷ってからシェリルに尋ねる。

「……ねえ、一つ聞いて良い？　あんなのに襲われるなんてシェリルは想定してたの？」

「いえ、流石にあれは……」

「でも襲撃される恐れがあったから大金を出してカツヤ達を雇ったんでしょう？」

「確かに襲撃の恐れはありました。カツヤさん達を雇ったのもその備えです。しかしそれはどちらかといえば抑止力の為だったんです。ドランカムの、そしてカツヤさん達の力で、相手に襲撃を諦めてもらう為でした。まさかそれでも襲ってくるなんて……」

　頭を抱えるシェリルの様子から、ユミナも噓は感じられなかった。変に疑ってしまったことを後悔し、余裕が無くなっている自分にも気付いて息を吐く。

「ユミナさん。ここからでも戦況は分かりますか？」

「分かるわ。ちょっと待ってね」

　ユミナの視界に戦況が拡張表示される。総合支援システムの機能だ。

「……かなり押されているけれど、悲観するほどではないわ。設置しておいた簡易防壁は遺跡の中に拠点を構築する時にも使う頑丈なやつだから、倉庫の側まで押されても十分戦えるしね。それに……、ん？」

　希望的観測で状況を説明していたユミナが、あることに気付いて怪訝に思う。敵部隊とカツヤ達、その配置に空白地が出来ていた。

　カツヤ達の手が足りない所為で防衛線に穴が出来ているだけならば、そこを敵が通り抜けるはず。しかし敵の反応も見当たらない。ユミナは奇妙に思い、もっとよく確認しようと、その空白地に設置してある情報収集機器から情報を取得する。そして驚きを露わにした。

「アキラ……？」

「えっ？」

　アキラの名前に反応したシェリルに、ユミナは自分が見たもの、現地の情報収集機器から送られてきた映像を見せた。

　そこには一人で複数の人型兵器と戦っているアキラの姿があった。
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　アキラは強化服の身体能力を十全に活用してスラム街を駆けていた。

　地面だけではなく、強化服の接地機能を利用して建物の壁まで走り、跳躍し、立体的な動きを繰り返す。そしてその不規則かつ一般的ではない動きで敵を惑わし、相手の照準を狂わせて、ＳＳＢ複合銃を構え、狙い、連射する。

　１億オーラムの銃から撃ち出される銃弾の威力は、単発でもＣＷＨ対物突撃銃を超えている。その上で連射速度はＤＶＴＳミニガン以上だ。

　加えて使用している拡張弾倉は、以前の物とは価格も総弾数も桁違いの高級品であり、最高連射速度で無意味に撃ち続けるような真似をしない限り、弾切れの心配などほぼ無い。遠慮無く撃ち込める。

　その結果、強力な銃弾を集中的に撃ち込まれた白い機体は、胴体部を乗員ごと穴だらけにされてあっさりと大破した。

　同時にアキラは別の機体にＡ４ＷＭ自動擲弾銃を撃っていた。無数の擲弾の爆発が白い機体を包み込む。もっともその程度では撃破には至らない。しかし爆発の衝撃で機体を揺さぶることは出来る。

　白兎は人型兵器にもかかわらず、まるで人間のような挙動を可能にする高い柔軟性を持っている。しかしその所為で武骨な大足の機体や多脚機に比べて重心が安定しておらず、転倒しやすいという欠点も持っていた。

　白兎にはそれを補う為の高度な自動平衡維持装置が組み込まれている。操縦者が素人でも普通に動く程度なら何の支障も無いほどに高性能だ。

　しかしそれにも限界がある。小破にも至らない程度の威力とはいえ、爆発の衝撃で機体の体勢を崩され続けながら敵を正確に銃撃するなど、並の操縦者では不可能だ。片膝を突いて転倒を避けるのが精一杯。その状態で撃ってもアキラには当たらない。

　そして先程の機体を倒し終えたアキラが、動きを封じていた方の機体にＳＳＢ複合銃を向ける。回避など間に合う訳も無く、痛烈な連射を喰らった機体はすぐに大破した。

　そのアキラを新手の２機が襲う。片方はミニガン、もう片方は大砲を装備しており、人型兵器と比べてとても小さな標的を弾幕と砲撃で粉砕しようと、それぞれの武装を撃ち放った。

　巨大な弾丸で構成された弾幕が標的の周囲を破壊する。更に砲弾が着弾して爆発し、地面も建物も吹き飛ばす。あっという間に瓦礫の山と成り果てた雑居ビルが、その威力を物語っていた。

　しかしアキラは無傷だ。左右に回避場所の無い横よこ薙なぎの弾幕を、上に勢い良く飛んで回避していた。

　普通ならば、あとはろくに動けないまま慣性に従って落ちるだけだ。落下地点を読まれてその場に弾幕を張られ、粉こな微み塵じんにされる。

　だがアキラには強化服の接地機能を応用した移動方法がある。空中に生み出した足場を蹴り、その反動で強引に軌道を変えれば何の問題も無い。砲撃の爆発からも容易に逃れた。

　そして空中でＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃を白い機体に向ける。痛烈な連射で片方を撃破し、擲弾の爆発でもう片方の動きを封じる。そのまま大物殺し用の銃の銃口をもう片方の機体に移し、強力な銃弾を全身に浴びせて粉砕した。

　近くの雑居ビルの屋上に着地したアキラは、ＳＳＢ複合銃の性能に満足していた。

『雑に狙っても倒せるのは楽で良いな』

　そう言って笑ったアキラをアルファが窘める。

『アキラ。適当に狙っても倒せるからといって、適当に狙って良い訳ではないのよ？』

『分かってるって。雑に狙うってのは、体感時間の操作を頑張って狙う必要は無いってことだよ』

　銃撃までの猶予が１秒と１分では命中率に著しい差が出る。しかし実戦では１秒の猶予で１分の精度を要求される。そして当てられなければ反撃を受けて死ぬことになる。

　運良く当たるなど、アキラは期待していない。よって体感時間の操作で精度を補う。集中し、時の流れを歪ませて、その濃密な時間の中でしっかり狙って命中させる。

　だが体感時間の操作は脳を酷使する。何度も使えば負担も大きい。落ちる雨粒を目で追えるほどに集中すれば負荷は更に高まる。

　アキラはその体感時間操作の技量を訓練と実戦で鍛え上げ、以前は四苦八苦して何とか実現していたことも今では容易く出来るようになっていた。

　しかし敵も強くなり、高精度な高速戦闘を強いられる状況も増えていく。高性能な強化服は着用者に高速戦闘を可能にする身体能力を与えるものの、その速度に追い付ける意識までは与えてくれない。そちらの方のアキラの負担は増えるばかりだった。

　その状況で、さほど集中しなくとも銃弾の威力と連射力で敵を問題無く倒せるＳＳＢ複合銃の性能は、アキラを大いに助けていた。

『ＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃しか無かった時には、倒すのにあんなに苦労したのに。やっぱり１億オーラムの銃は違うな』

　アキラは笑ってそう言った後、少し顔を険しくした。

『……的が随分多いけど。これで10機。どうなってるんだか』

　また倉庫の遺物を狙って襲ってきたのだとしても、流石にこれは変だ。その考えがアキラを怪訝にさせていた。

　一方アルファは気にした様子も無く笑っている。

『でも良いウォーミングアップにはなったわ。飽きたのなら残りはドランカムに任せて、アキラはもう切り上げる？　シェリルがアキラのお金で雇ったのだから、押し付けても良いと思うわよ？』

　アキラが状況を軽く確認して首を横に振る。

『やめとくよ。あいつらだけに任せてたら負けそうだ』

　カツヤ達が圧勝していればそれでも良かったのだが、どう見ても苦戦している。カツヤ達を助ける義理は無いが、自分が退いた所為で倉庫の遺物に被害が出るのは嫌だった。

『それなら援護ぐらいはしておきましょうか』

『そうだな。……!?』

　情報収集機器が新手の人型兵器の反応を捉えた。しかもその反応は地上を移動している白い機体達とは明確に異なっていた。

　アキラが反射的に反応の位置を注視し、驚く。情報収集機器により拡大表示された映像には、スラム街の上を飛ぶ黒い機体の姿が映っていた。

　その黒い人型兵器は見るからに重装で、背には大型の推進装置、肩にはミサイルポッドを装着している。補助アームに接続された巨大な銃と砲を持ち、更にはチェーンソーに似た近接戦闘武器も装備していた。

　黒い機体はその巨体と重装備にもかかわらず宙を飛び、しかもかなりの速度を出している。今まで戦っていた白い機体とは全く違う新手の出現にアキラが警戒する中、黒い機体は人型兵器の基準でも大型の砲を倉庫に向けて構えた。

　次の瞬間、その砲口から特大の砲弾が撃ち出される。宙を貫く大質量が射線上に暴風をまき散らしながら直進し、遮る物を粉砕して標的へ直撃した。

　狙われたのは倉庫だった。設置された簡易防壁により威力を弱めながらも倉庫に着弾し、爆発する。その威力はそこらの榴りゅう弾だんなどとは比較できないほどであり、その一発だけで倉庫を倒壊させた。

　驚き慌てるアキラの前で、更に事態が急転する。スラム街の至る所に白い機体の反応が出現し、黒い機体を一斉に攻撃し始めた。更に今まで倉庫を襲撃しようとしていた他の白い機体も、倉庫周辺から立ち去って黒い機体への攻撃に加わっていく。

『どういうことなんだよ……』

　アキラは黒い機体と白い機体達の攻防を、半ば啞然としながら見続けていた。
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　一度倉庫に戻ったアキラは、倒壊した倉庫を見ながら怪訝な顔を浮かべていた。

　そこにシェリル達が戻ってくる。白い機体達が倉庫の襲撃をやめたので被害を確認しにきたのだ。

　倒壊した倉庫の姿を目の当たりにしたシェリルは、崩れ落ちそうな自身を気力で無理矢理支えていた。

（まだよ……！　まだ終わってないわ！　倉庫が倒壊しただけ！　遺物を奪われた訳じゃない！　無事な遺物も多いはず！　まだ立て直せる！　まだ、終わってなんかいないわ！）

　歯を食い縛りながら希望的観測を並べ立てて、か細い希望を補強する。終わってしまったと認めてしまえば、自分はもう立ち上がれない。シェリルはそれを分かっていた。

　アキラから遺物も金も武力も投資され、その見返りを期待された遺物販売店。それが失敗に終われば、アキラに見切られてしまう。シェリルはその恐怖に震えながら、その恐怖から逃れる為にも、希望の残骸を前にしながら、終わっていないと自身に言い聞かせていた。

　少し遅れて現れたカツヤが、そのシェリルの様子を見て悔やむ。自分達が倉庫の防衛に失敗した所為だと心を痛めて、声を掛けられないでいた。

　部隊を率いる者として、依頼主に防衛失敗の報告をしなければならない。それは分かっているのだが、気丈な中にも強い慟どう哭こくを滲ませるシェリルの余りの表情に、声を出せないでいた。

　そのカツヤの様子を見て、ユミナが代わりにシェリルに報告する。

「ごめんなさい。倉庫の警備は失敗したわ」

「…………まだです。警備は引き続きお願いします。瓦礫の撤去や、その下の遺物の回収には時間が掛かります。警備は続けてください。……勝手に終わらせないでください」

「……、分かったわ。カツヤ」

「えっ？　あ、ああ……。何だ？」

「何だ、じゃないわ。被害を確認して、負傷者を運んで、ミズハさんに報告して、増援をお願いして、警備を続けるの。まだ依頼は終わってないわ」

　ユミナは敢えて厳しい視線をカツヤに向けた。それでカツヤも意気を立て直す。

「そうだな。続けよう」

　カツヤ達は頷き合い、落ち込んでいる暇は無いと、お互いを失意から引っ張り上げた。

　一方アキラは周囲の様子も気にせずに首を傾げて唸っている。

「……やっぱり分からない。あれだけの機体で襲ってきて、やることは倉庫を壊しただけ？　目的は倉庫の遺物じゃなかったのか？」

「目的は倉庫の遺物でも、遺物の奪取が目的じゃなかっただけよ」

　アキラの疑問に答えたのは、この場に来ていたヴィオラだった。キャロルも一緒だ。

「どういう意味だ？」

「彼らの目的は、高値の遺物を相手に使わせない為だったってこと」

　理解の追い付いていないアキラに、ヴィオラがもう少し詳しく話していく。

　スラム街の二大徒党であるエゾントファミリーとハーリアスは、抗争に勝つ為に人型兵器という強力な武力を用意していた。当然ながらその調達には多額の費用が掛かる。両組織はその金策の一つとしてシェリル達の遺物を狙っていた。

　そして万全な状態ではなくとも、相手の用意が終わる前に動き出せば十分勝てる、と判断できるところまで準備を終えた時点で、倉庫の遺物の相対的な価値は明確に変化した。

　遺物を自分達で奪取できれば一番良い。だがそれ以上に、遺物を相手に奪われて換金され、その資金で武力を強化されてしまうのが一番まずい。その判断に至った時点で、両組織は遺物そのものを最優先にはしなかった。

　そして出遅れた形になったエゾントファミリーが倉庫を破壊した。これにより倉庫内の遺物が相手に短時間で、少なくとも抗争が終わる前に換金される恐れは十分に低くなった。

　その時点でハーリアス側も倉庫を襲う意味は無くなり、エゾントファミリーの機体である黒い人型兵器の撃破に移った。これにより白い機体も黒い機体も、アキラ達を無視して戦い始めたのだ。

　そこまで話したヴィオラが説明を締め括る。

「私の推測も混じってるけど、多分そういうことだと思うわ。それなりに精度の高い情報からの推測だから、全く違うってことは無いはずよ」

「そうか……。そういうことか……」

　アキラは納得して頷いていた。そして納得してしまったことで、別の感情が湧き出てくる。

「それで、あなたもやられっぱなしは癪しゃくでしょう？　実は私達もエゾントファミリーとハーリアスに襲われたばかりなの。それでちょっと話が……」

　そのまま交渉に入ろうとしていたヴィオラが、アキラの様子に気付いて話を中断した。

「そういうことかよ……」

　アキラの顔は能面のような無表情の上に心の奥底から湧いて出たドス黒い殺意を纏わせており、その底冷えした声は、その表情と一致した酷く暗く深いものだった。




　スラム街の路地裏で過ごしていたアキラは、他者から侮られ、軽んじられ、見下される弱者として長年生きてきた。ハンターとなり、アルファと出会い、激戦を繰り返して強者となった今も、その影響はアキラに粘り着き、こびりついている。

　それでも少しずつ改善していた。

　強力な装備を手に入れた。自力でも少しは戦えるようになった。友人からその実力を認められ、同行していたハンターからもその強さを驚かれた。

　もう自分は誰からも無む闇やみ矢や鱈たらに見くびられるような存在ではない。アキラにもその自覚がゆっくりとだが築かれ始めていた。

　しかし最近の出来事はそれを打ち砕くものばかりだった。

　強力な強化服を着ていてもスリに狙われる。30億オーラムの賞金首を倒したチームの一員になっても、警備に参加している倉庫を襲撃される。人型兵器を一人で倒して実力を見せ付けても、倉庫を再び襲いにくる。

　更にはつい先程、白い機体を多数倒したのにもかかわらず、その機体達は倉庫が倒壊するとさっさと去ってしまった。

　それが撤退であればアキラもまだ分かった。自分は人型兵器達を撃退したのだと、相手の行動を好意的に捉えられた。

　しかし白い機体達は、そのまま別の敵、黒い機体と戦い始めた。お前の相手などしていられない。まるでそうとでも言うように。

　自分の都合で殺しに来て、明確に殺し合い、決着もついていないのに、興味を失ったように自分勝手に去っていく。相手の報復など欠片も気にしていない。そんな些細なことなど、どうでも良いように。

　ヴィオラの説明を聞いて、アキラはそれを理解した。そして打ちのめされた。

　その衝撃が数々の成果でアキラの中に築き上げられつつあった認識を粉砕し、その認識で塞がれていた暗く深いものを湧き出させる。

　強力な装備。賞金首を倒した実績。見せ付けた実力。それらは全て成果だ。そしてどれだけの成果であっても、成果では、自分は侮られ、軽んじられ、見下される。取るに足らない弱者としてみなされ続ける。つまり、成果を示すことに意味は無い。

　それならば、成果ではなく、被害で示さなければならない。自分と敵対したのは、とてつもなく割に合わない行為だったのだと、その被害を以て示さなければならない。

　死体の山を築き、積み上げ、その頂に立って。

　アキラに、躊躇は無かった。
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　周囲の者もアキラの変化にすぐに気付いた。ユミナは表情を険しくし、シェリルは怯え、カツヤは二人を庇うように前に立つ。キャロルとヴィオラは少し意外そうな顔を浮かべただけだった。

「シェリル……」

「は、はい」

　シェリルもその殺気は自分に向けてのものではないと分かっている。それでも、その短い返事をするのに酷く苦労した。

「俺は用事が出来た……。倉庫の警備とかは、他のやつに頼んでくれ……」

「わ、分かりました」

　その後アキラはすぐに駆け出した。周囲に振りまかれていた殺気が闇に溶けて消えていく。

　恐怖の元が姿を消したことで、カツヤ、ユミナ、シェリルが緊張を解いて息を吐く。ヴィオラは目配せでキャロルに指示を出し、キャロルは軽く頷いていた。

　緊張から解放されて気が緩み、カツヤがアキラへの不満から思わず愚痴を零す。

「……あいつ、急に何なんだ？　まるであの時と同じ……」

　カツヤに余計なことを考えさせないように、ユミナがカツヤを急せかす。

「カツヤ。良いから私達は警備を続けましょう。カツヤはミズハさんへの連絡を早く済ませて」

「おっと、そうだな」

　カツヤは気を切り替えて作業を始めた。ユミナはそのカツヤを見ながら、自分達はあれと殺し合うところだったのだと、それを止めた過去の自分を褒めながら溜め息を吐いた。

　シェリルはアキラが去っていった方向を見ながら、ある不安を覚えていた。

　自分はアキラを愛している。依存もしている。だがこの想いは、アキラという恐ろしい存在に怯えずに済ませる為の防御反応なのではないだろうか。

　自分が強大な力を手に入れて、アキラを恐れずに済むようになれば、この想いは薄れて消えてしまうのだろうか。

　思わず浮かんだその不安に、シェリルは、違うと言い切れなかった。
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　スラム街を飛ぶ黒い人型兵器が白い機体に照準を合わせて銃を連射する。白い機体は巨大な弾丸を全身に浴びて大破し、着弾の衝撃で四肢を千切られながら崩れ落ちた。

　更に黒い機体が次の標的に迫る。強力な推進装置を活用して宙を飛び一気に距離を詰めると、急降下しながらチェーンソー型の近接装備を勢い良く振り下ろした。

　頭からその一撃を喰らった廉価版白兎はそのまま両断され、粉微塵になった乗員を操縦席に飛び散らせて左右に分かれて転がった。

　黒い人型兵器の操縦席から汎用通信でハーリアスへの罵声が飛ぶ。

「弱よええ弱え！　脆もれえ脆え！　雑魚どもが！　凡人乗せた安値の機体なんてな！　何機あろうが俺の敵じゃねえんだよ！」

　この黒い機体はエゾントファミリーが吉岡重工から購入した新型の人型兵器、黒狼だ。機体の操縦者はロゲルト。その技量は高く、納入されたばかりの機体を既に乗りこなしており、敵の廉価版白兎を何十機も撃破していた。

　加えて黒狼と廉価版白兎では機体の性能に根本的な隔たりがある。局所的な戦闘では白い機体に勝ち目など欠片も無い。また一機、ハーリアス側の機体が無残な鉄てつ屑くずへ成り果てた。

　ロゲルトはその際に他の敵機体から激しく銃撃されたが、それらの銃弾は黒狼が張っている力場フォースフィールド障壁シールドに阻まれて黒い機体には一発も届かない。飛び散る衝撃変換光が機体を照らし、その輝きで装飾する。

「無駄無駄！　効かねえんだよ！　この機体にそんな安い銃が通じるとでも思ってたのか？　馬鹿どもが！　もう遅えぞ！　エゾントファミリーに刃向かったことを呪って死にな！」

　ロゲルトの嘲り声が黒い機体の操縦席に、そして汎用通信を介して白い機体達にも響き渡った。

　しかしその威勢の良い声とは裏腹に、ロゲルトは現状を苦戦と判断していた。

（クソッ！　連中、思った以上にやりやがる。それなりの操縦者をここまで揃えていたとはな）

　当初の予定では既に残党処理に入っているはずだった。しかし敵部隊の数はそこまで減っていない。

（連中を無意識に甘く見すぎたか？　いや、あの情報からの判断なら妥当なはず。甘かったのは情報の精度の方か。しくじった）

　ロゲルトが顔をしかめる。だがそれでも勝つのは自分だと意気を上げ、黒い機体で敵部隊に猛然と襲い掛かった。
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　ハーリアスのボスであるドーラムは、ただのトラックに偽装した強固な荒野仕様車両の中で全体の指揮を執っていた。細かな指揮は部下に任せているが、大局の判断はドーラムが行っている。

　戦闘が続く中、着実に倒され数を減らしていく廉価版白兎の様子に、そして一向に倒される気配の無い黒い機体の強さに、部下達の一人がドーラムへ焦った顔を向けた。

「ボス。このままだとまずいんじゃ……」

　弱気を見せる部下とは対照的に、ドーラムは微塵も揺らがずに落ち着いた様子を見せている。

「問題無い。戦況は優勢だ。このまま続けろ」

「で、ですが……」

「あいつの戯ざれ言ごとに耳を貸すな。あれは、俺は強いと常に叫んで自己暗示を掛け続けないと挫けそうなほどに追い詰められてる証拠だ。本当に強ければそんな必要は無い。弱いやつほどよく吼ほえる。威勢の良い声だが、本質はただの弱音だ」

「な、なるほど」

「それにこっちの攻撃が本当に効いていないのなら、あいつは銃弾を平然と浴びながら躱しもせずに倒しにくる。その方がこちらへの心理的な圧力になるからな。ちょこまか避けようとしてる時点で、こちらの攻撃が通じている証拠だ」

　欠片も動じていないドーラムの雰囲気は、今までハーリアスを率いていたボスの実績もあって、説得力に溢れていた。勝利を疑い始めていた他の部下達も意気を高めていく。

「だから狼狽えるな。数で押す俺達が優勢とはいえ、それは統率を取っているからだ。慌てふためく有象無象の群れに成り下がったら、本当に負けかねねえぞ。最後まで意気を落とすな。それで俺達の勝ちだ」

「わ、分かった！」

　威勢を取り戻した男が、機体から弱音の通信を入れてきた者達に向けて叫ぶ。

「お前ら！　聞いてたな！　まだまだこれからだ！　囲んで潰すだけ！　存分にぶっ放せ！」

　戦闘中の部下達からも威勢の良い声が返ってくる。指揮車の雰囲気も一気に高まった。

　その中で全ては予定通りだと一貫して落ち着いた様子を見せていたドーラムは、部下に説明した内容とは異なり、状況を劣勢とみなしていた。

（ここまで強いとはな。かなりの腕前の操縦者を想定以上に集められたってのに、ここまで押されるのか。失態だ）

　当初の予定では既に勝っていた。倉庫に向かわせた部隊は囮でもあり、大して実力の無い操縦者達で構成されていた。そしてその囮に釣られたロゲルトを、実力者を乗せた機体達で一斉に攻撃して撃破する手筈となっていた。

　計画は成功し、数十機の白兎による一斉射撃をロゲルトの機体に喰らわせた。しかし予想以上に頑丈な力場障壁フォースフィールドシールドで防がれて撃破には至らなかった。

　ドーラムもそれが無駄だったとは思っていない。敵機体のエネルギー消費は非常に多かったはずであり、だからこそロゲルトの機体は以降の攻撃を避けている。攻撃を敢えて喰らって無敵を装えるほどのエネルギー残量はもう無い。そう考えていた。

　それでも当初の予定を覆されたことに違いは無い。ドーラムは焦りながらも、その焦りを表に出せば戦況が余計に悪化すると分かっており、内心で顔をしかめながらも表向きは平然としていた。

「歩兵の状況はどうなってる？」

「指示通り連中の機体の整備場を捜索中です。発見の報告はまだ来ていません」

「引き続き捜索しろ。あの手の機体は基本的に防衛用だ。近くで補給を行える環境での運用を前提としている。どれだけ強力な機体でも弾やエネルギーが尽きれば終わりだ。再補給を阻止すれば、それだけ勝率が上がる」

「了解です」

「連中の拠点にあるとは限らない。しっかり探させろ。確保が無理でも位置さえ分かれば良い。人型兵器の部隊で潰すだけだ」

　劣勢ではあるが、勝機は十分にある。ドーラムはその考えで、怯まずに勝利を目指していた。
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　ロゲルトもドーラムも己の立場を劣勢とした上で勝利の為に抗っている。そこから生まれる激しい衝突が状況に均衡をもたらしていた。

　そこに新たな要素が加わる。白い機体がロゲルトの攻撃以外で破壊された。予想外の事態にロゲルトもドーラムも警戒を強め、一時的に攻撃を控えて状況を把握しようとする。

　そして両者は機体を撃破した存在を同時に見付けた。そこにはビルの屋根に立つアキラの姿があった。

　ドーラムの低い声が汎用通信でアキラに届く。

「お前……、何の真似だ？」

　二大徒党のボスの威厳を強く滲ませたその声は、そこらの者など聞いただけで震え上がらせる威圧に満ちていた。

　だがアキラの反応は、その一切を無視したものだった。

「死ね」

　その簡素で明確な宣戦布告に、ドーラムが指揮車の中で思わず顔をしかめる。
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　一方ロゲルトは楽しげに笑った。倉庫を破壊されて怯えたシェリルが、アキラをこちら側に派遣したと思ったのだ。

「何だ、結局お前らは俺達の方につくことにしたのか？　良い判断だ！　まあちょっと遅い気もするが、それぐらいは見逃してやっても……」

「お前もだ。死ね」

　ロゲルトの声が止まり、ハーリアス側にも驚きが広がる。これでアキラは二大徒党の両方を明確に敵に回した。それはロゲルト達にとってもドーラム達にとっても自殺と変わらない判断だ。

　ロゲルトの呆れたような溜め息に続いて、怒気混じりの声が響く。

「自棄になって自殺しに来ただけか。馬鹿馬鹿しい。じゃあテメエから死ね！」

　黒い機体が銃口をアキラに向けて連射する。アキラもその場から勢い良く離脱しながらＳＳＢ複合銃を撃ち放つ。

　小さな弾は黒い機体の力場障壁フォースフィールドシールドに全て防がれた。大きな弾はアキラがいた建物を粉砕した。共に無傷だが、どちらが優勢なのかは明らかだ。

　戦闘を再開したロゲルトとアキラだが、ハーリアス側は様子見を続けていた。ロゲルトとアキラが潰し合ってくれれば助かるからだ。

　しかしアキラは戦いながら白い機体にもＳＳＢ複合銃を向けた。これでハーリアス側も様子見は出来なくなり戦闘を再開する。

　アキラ、エゾントファミリー、ハーリアス。三みつ巴どもえの戦いが始まった。
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　人型兵器同士の戦闘がスラム街を少しずつ瓦礫の山に変えていく。飛び交う弾丸が建物を倒壊させ、更に砕いて飛び散らせる。

　その激しい戦闘の中、アキラはギリギリの回避を続けていた。

　エゾントファミリーとハーリアスの争いに乱入したアキラは、極端な劣勢を強いられていた。

　実力のある操縦者で構成された白い人型兵器の大部隊と、一機でその部隊と互角に戦う強力な黒い人型兵器。どちらもアキラの手に余る相手だ。その両方を同時に敵に回している以上、アキラの劣勢は必然だった。

　単純に勝利を求めるのであれば、アキラはエゾントファミリーとハーリアスの戦いの決着がついてから、その戦いで疲弊した勝者を襲えば良かった。

　だがアキラは勝利ではなく死体の山を築く為に参戦した。両者の戦いが終わった後では、アキラ自身が殺した死体の数は激減する。それでは意味が無かった。

　そして二大徒党の交戦中に乱入し、両方を敵に回して死地に追い込まれようとも、アキラに後悔は無い。後悔などという感傷は、心の奥底から湧き出すドス黒い粘つく激情が吞のみ込み消し去っていた。

　その激情に衝つき動うごかされ、アキラは死力を尽くして戦った。敵の銃撃を必死に躱しながらＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃を連射し、黒い機体に弾幕を浴びせ、白い機体を擲弾の爆発で包み込んだ。

　だがその程度のことで何とかなるほど状況は甘くない。アキラの必死の抗いも、ロゲルトとドーラムにとっては目障りという程度でしかなかった。

　そして目障りであり邪魔なことに違いは無い。アキラは狙われ続け、遂に被弾した。

　巨大な銃弾を喰らったアキラが着弾の衝撃で吹き飛ばされ、そのまま建物の壁を貫いてその中に消えていく。そこに駄目押しの銃撃が加わり、特大の弾を無数に浴びた建物が一瞬で倒壊した。

　ロゲルトもドーラムもアキラの死亡を確認する暇など無い。死んだとみなしてそのまま戦い続けた。




　アキラは生きていた。銃弾は防護コートを貫通して強化服に届いていたが、被弾時に力場装甲フォースフィールドアーマーの出力を上げることで威力は十分に弱まっていた。建物は倒壊したが、アキラは積み重なった瓦礫の隙間の位置にちょうど倒れていた。

　偶然ではない。防護コートの瞬間的な高出力調整も、アキラが倒れる位置を強化服の操作で微調整したのも、アルファによるものだ。

　身を起こしたアキラが内臓ごと吐き出す勢いで盛大に吐血する。鮮血が大量に飛び散り周囲を紅く染めた。すぐに回復薬を貪るように服用する。これでハンター基準では軽傷となった。

　そのアキラを、アルファは溜め息を吐いて見ている。

『喰らってしまったわね』

　私のサポートも無しに勝手に突っ込むからそうなる。そう言われていることぐらいはアキラにも分かった。

　厳密には全くサポートしていなかった訳ではない。しかしそれは訓練としてアキラにある程度自力で戦わせる時と同じ、最低限のサポートでしかなかった。アルファがアキラを十全にサポートしていれば、そもそもアキラは被弾などしていない。

　そしてアキラはアルファに意図的にサポートを頼まなかった。頼んでしまえば、断られるかもしれないからだ。

　アルファのサポートは、アルファから受けた依頼の報酬の前払い。自分を鍛えて、遺跡で遺物収集をした成果で強力な装備を手に入れて、いつかアルファから頼まれた遺跡を攻略する為のもの。その為の力を得る為のもの。

　自分の都合で死体の山を築き、積み上げる為のものではない。その為にアルファにサポートを頼むのは、本来の使用用途から流石に逸脱している。

　アキラもそれぐらいは分かっていた。だから頼まなかった。何も言わずに始めてしまえば、そのままサポートが続くだろうと心のどこかで期待していた。それはただの甘えだった。

　手痛い一撃を受けて、激情に支配されていたアキラの頭も少しは冷えた。しかしそれでも、その激情を生み出した元までは消えていない。それがアキラを再び促してしまう。

『……無理に手伝えとは言わない。嫌なら良い』

　アルファのサポートを完全に失っても、戦闘を続行する。その意志に揺らぎは無かった。心の奥底から今も湧き出し続けるものが、アキラに後退を許さなかった。たとえそれで死んでも自身を示せと、暗く、強く、命じていた。

　そのアキラの様子を見て、アルファは再びあからさまに大きな溜め息を吐いた。そして少し厳しい表情をアキラに向ける。

『アキラ。それは違うでしょう？』

『何がだ』

『そこは、お願いします、でしょう？』

　それを聞いたアキラは虚を衝かれたように呆ほうけた顔を浮かべた。そしてアルファが表情を緩める。

『以前のスリの時とは違って、アキラは強化服をちゃんと着ている。ミハゾノ街遺跡の時とは違って、私は席を外していない。アキラは私にサポートをちゃんと頼める状態を保っている。それならちゃんと、頼んで頼って甘えなさい。それぐらいの関係は築けていると思うわよ？』

　アルファは笑ってそう言ってから、今度は窘めるように微笑んだ。

『でも、何も言わなくても勝手にやってくれるだろうってのは、流石に甘ったれているわ。俺は頼んでない。そっちが勝手にやったんだろうって後で言い訳するのもね』

　そして今度は勝ち気に笑う。

『で、どうなの？　アキラ』

　黙って話を聞いていたアキラが、耐え切れなくなったように軽く吹き出した。そして苦笑する。

『……そうだな。甘ったれてた。悪かった』

　ドス黒く染まっていた顔はもうそこには無かった。ある意味でいつも通りに、いつもの苦境から脱する為に、アキラが意気を上げて笑う。

『アルファ。お願いします。頼むよ。手伝ってくれ』

『任せなさい』

　アルファは満足げに自信たっぷりに笑ってアキラに手を伸ばした。

　アキラも笑ってその手を摑む。強化服の操作を介した擬似的なものではあるが、アキラはアルファに引っ張られてしっかり立ち上がった。

　アキラが深く吸い、深く吐いて気合いを入れ直す。

『よし！　やろう！』

『アキラ。その前に、向こうからキャロルが来ているわ』

『えっ？』

　アキラが視線をそちらに向けると、そこを塞いでいた大きな瓦礫が退かされて、そこからキャロルが顔を出した。

「アキラ。無事だったのね。まあアキラがあれぐらいで死ぬとは思ってなかったけど」

「キャロル。何の用だ？」

「相変わらずつれないわね。心配して駆け付けたとか思わないの？」

「死んだとは思ってなかったんだろ？　それで、何の用だ？　俺は今忙しいんだけど」

　キャロルはやれやれといった様子でアキラの側まで来た。そして軽い態度で言う。

「チームを組まない？　ヴィオラが途中まで言ってたけど、実は私達、エゾントファミリーとハーリアスの両方に喧嘩を売ってる状態でね、今の内に力を削そいでおきたいのよ」

「悪いけど断る。忙しいんだ。そっちの都合で動く余裕は無い」

　キャロルとチームを組んで戦ってしまえば、築いた死体の山の意味も半減する。そして何よりも、この戦いをキャロルに手伝ってもらうのは、違う、という感覚から、アキラは追加の戦力をあっさり断った。

　そのアキラの考えをキャロルは持ち前の推察力で何となく察した。アキラの行動は規模の違いはあっても、やられたらやり返す、という単純なものでしかなく、それを自分だけでやりたいという考えの者も珍しくないからだ。

「まあそう言わずに。アキラの獲物を奪う気は無いわ。アキラの狙いはあの人型兵器達でしょう？　私の狙いはハンター崩れとかの歩兵の方よ。チームを組んで、別々に行動する。それなら良いでしょ？」

「……それ、チームを組む意味があるのか？」

「それなりにね。アキラに迷惑は掛けないわ。それで、どう？」

「好きにしてくれ」

　アキラはキャロルの提案を怪訝に思いながらも、邪魔をしないのであれば口論を続けてまで断る理由も無く、まあ良いかと了解した。

「それじゃあ、はい」

　キャロルから渡された物を見てアキラが驚く。それは対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉だった。

「キャロル。こういうのって下手に他人に渡したらまずいんじゃ……」

「普通はね。今は、チームでしょう？」

　得意げに笑うキャロルを見て、アキラもようやくチームを組もうと誘われた意味を理解した。キャロルが対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾のことを先に言わなかったのも、それを先に言うと相手の性格から逆に断られるかもしれないと考えての気遣いだったことにも、何となく気付いた。

「ありがとう。助かる」

「どう致しまして、じゃあアキラ。頑張ってね」

　苦笑混じりの笑顔で礼を言ったアキラに向けて、キャロルはどこか楽しげに、してやったりという笑顔を残して去っていった。

『アキラ。それをＳＳＢ複合銃に追加で装填して。いつ使うかは私が決めるから、アキラは気にせずに撃って良いわ』

　ＳＳＢ複合銃は複数の異なる弾倉を弾丸単位で使い分けることが出来る。銃の制御装置は既にアルファが掌握済みであり精密な制御が可能だ。新たに対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉を取り付けたことで、その総合的な威力は更に増えた。

　アルファが不敵に笑う。

『よし。それじゃあアキラ。ここからが本番だということを彼らにたっぷり教えてあげましょう。行くわよ』

『ああ！』

　アキラもＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃を持って力強く笑う。そして目の前の瓦礫を４億オーラムの強化服の身体能力で思いっ切り蹴飛ばした。

　倒壊した建物が内側からの衝撃で吹き飛ばされる。派手に飛び散る瓦礫の中から、アキラは勢い良く飛び出した。
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　引き続き激しい戦闘を繰り広げていた黒い機体と白い機体達の間に、再びアキラが乱入してくる。

　ロゲルトは死ぬどころか随分と元気な様子を見せるアキラの姿に少し驚いたものの、アキラに向ける感情に目障り以上のものは覚えなかった。死に損ないを今度こそ殺そうと、黒い機体の銃口をアキラに向ける。

　アキラもＳＳＢ複合銃を黒い機体に向けた。発砲はほぼ同時。大きさのまるで異なる弾丸が、無数に宙を擦れ違う。

　小さな弾は黒い機体の力場障壁フォースフィールドシールドに全て防がれた。大きな弾はアキラの近くの建物を粉砕した。今回も共に無傷。だがそこからは違っていた。

　黒い機体の制御装置からロゲルトに警告が飛ぶ。それは力場障壁フォースフィールドシールドに規定値を超える衝撃を受けたことを示すものだった。

「何だと!?」

　白い機体から銃撃を受けても、戦闘開始直後の一斉射撃を喰らった時にしか出なかった警告が、アキラからの攻撃だけで出たことに、ロゲルトの顔が驚きに染まった。

　吉岡重工の次世代機である黒狼の力場障壁フォースフィールドシールドは強力だ。並の銃撃など容易く弾く。実際に今まではアキラが幾ら撃とうとも、まるで意味が無かった。

　しかし今のアキラにはアルファのサポートがある。ＳＳＢ複合銃から撃ち出される強力な弾丸の連射だけでは黒狼の力場障壁フォースフィールドシールドには通じない。だが全弾同一箇所に命中させれば別だ。威力は膨れ上がる。

　遠距離かつ高速の移動目標に対して自身も高速で動きながら銃撃し、ミニガン並みの連射で撃った弾丸を全て狂い無く同じ場所に着弾させる。その異常なまでの精密射撃を、アルファはアキラにその高度なサポートによって可能にさせた。

　ロゲルトが驚いている間にもアキラからの銃撃は続く。高価な拡張弾倉はその価格に見合った装弾数で銃に弾丸を潤沢に供給し、普通の弾倉では一瞬で空になる高速連射を継続させていた。

　その並外れた銃撃に耐える為に、黒狼の制御装置は力場障壁フォースフィールドシールドの出力を今も上げ続けている。そのおかげで機体は無傷だが、大量のエネルギーを消費していた。

　ロゲルトは慌てて回避行動を取った。機体の強力な推進装置で高速かつ不規則に動いてアキラの銃撃から逃れようとする。

　だが逃れられない。大物殺し用の大型銃から撃ち出され続ける銃弾は、正確に黒い機体を追い続けた。

　アキラが高速で動きながら大雑把に狙い、その上でアルファが精密な補正を掛ける。照準を合わせているのはアルファなので、アキラの体感時間の操作も軽くで済み、アキラの負担は少ない。

　そして相手の機体が多少速く不規則に動こうと、豪雨の雨粒のそれぞれを普通に認識可能なアルファには、その程度のことなど照準を狂わせる要素にはならなかった。

　ロゲルトが回避を諦め攻撃に転ずる。巨大な銃をアキラへ向け、機体の力場障壁フォースフィールドシールドと連動した射撃システムを使用し、銃撃の瞬間だけ力場障壁フォースフィールドシールドを解除して撃ち放った。

　その瞬間、今まで黒い機体の中心をずっと狙い続けていたＳＳＢ複合銃の照準が相手の銃に移った。無数の弾丸が巨大な銃に着弾する。しかもその銃弾には対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾が交ざっていた。

　黒狼の力場障壁フォースフィールドシールドは、機体そのものの防御ではなく、主にその武装を保護する為のものだ。

　機体は強力な力場装甲フォースフィールドアーマーで守られている。装備している武器も同様だ。しかし力場装甲フォースフィールドアーマーが幾ら強力でも強い衝撃を受ければ変形する。

　それが機体の表面装甲であれば多少歪もうとも戦闘に支障は無い。だが銃は別だ。人型兵器本体よりは壊れやすい上に、小破には至らなくとも銃身が歪めば照準は狂う。発砲は可能でも、遠距離の標的を狙って撃つのは不可能になる。

　黒い機体の銃は被弾により機体の制御装置から警告が出るほどの衝撃を受けて大きく歪んだ。もうロゲルトが幾ら狙って撃っても、偶然当たるのを期待することしか出来なくなった。

　アキラの方もそれを分かっており、動きが回避より攻撃を重視したものに変わる。それによりアキラの銃撃が更に苛烈になる。

　一方ロゲルトは照準の狂いを数で補おうと、残弾を使い切る勢いで連射した。だが当たらない。しかもアキラの方もろくに避けようとすらしていない。

　ロゲルトが思わず叫ぶ。

「舐めてんじゃねえぞ！」

　同時に黒い機体が大型の砲を構えた。これならば多少照準が狂おうとも着弾地点一帯を吹き飛ばす。回避など出来ないと狙いを定める。

　しかしアキラは既に動いていた。一番近くにいる白い機体の方へ全力で駆けながら、黒い機体の方へＡ４ＷＭ自動擲弾銃を連射する。無数の擲弾が宙へ放たれ飛んでいく。

　その擲弾が黒い機体に全て直撃したとしても損傷など欠片も与えられない。ロゲルトもそれを分かっており気にせずに撃とうとする。

　しかしそれらの擲弾は、そもそも標的の損傷を目的としたものではなかった。擲弾はアルファにより爆発までの時間を精密に計算、調整されており、黒い機体とアキラの中間辺りに広がりながら次々に爆発した。

　その爆発が煙幕の代わりとなり、黒狼に搭載されているセンサー類を乱す。それにより射撃システムの照準補正が一時的に大きく低下する。

　ロゲルトはそれが目的だったのかと舌打ちしながらも、構わずに大型の砲を撃ち放った。

　一方アキラは白い機体に銃撃されながらもそれを躱しつつ走り続け、そのまま目の前の機体を追い越した。

　わずかに遅れて特大の砲弾が着弾する。着弾地点はアキラから大分離れた位置だったが、アキラを爆発による殺傷圏内に含めるのには十分な距離だった。大規模な爆発がアキラの近くにいた白い機体を消し飛ばす。

　だがアキラ自身はその白い機体を盾代わりにすることで爆発の衝撃から逃れていた。そのまま再度撃たれるのに備えて、次に近い白い機体の方へ駆けていく。

　ロゲルトは更にアキラを砲撃しようとしたが、顔をしかめてそれを止めた。

「クソッ！　位置が悪い！」

　スラム街で人型兵器を用いて戦うことは、都市の人間に金を摑ませて黙認させている。しかし誤って下位区画を砲撃などしてしまえば流石に都市を敵に回す。それは絶対に出来ない。アキラの位置は、それが起こりえる方向だった。

　もっと高い位置から撃てば下位区画を誤射する恐れは減るが、それも出来ない。都市が制定する高度制限に引っ掛かるからだ。その場合は上空の極めて強力なモンスターを誘おびき寄よせようとしていると判断され、都市の防衛隊が殲せん滅めつしに来る。

　また先程のように機体の射撃システムの照準補正を狂わされるのも、下位区画への誤射を誘発する。つい勢いで撃ってしまったが、照準の精度が落ちている状態での使用は可能な限り避けたかった。

　大型の砲の使用を封じられたロゲルトが、険しい表情で機体を一度地上に降ろす。そしてミサイルポッドを起動させた。

　本来はハーリアス達への駄目押しとして使うつもりだった。しかしアキラの想定外の強さに、ここで使わないと無駄になると判断して使用を決断した。

　ミサイルポッドから大量の小型ミサイルが発射され宙を飛ぶ。そして戦闘中に位置の補足を済ませていた白い機体達とアキラに頭上から襲い掛かった。

　スラム街に無数の小型ミサイルが降り注ぎ、一帯を爆炎と爆煙で包み込む。その威力は高額な人型兵器の武装として申し分の無いものだった。
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　ハーリアスの車両の中で、ドーラムが流石に表情を険しくする。

「被害は？」

「……半分倒されました。あのアキラってハンターは……、それらしい反応があります」

「そうか」

　非常に厳しい状況に追い込まれたと理解しながらも、ドーラムは表情に弱気を一切出さなかった。自分が揺らいだ姿を見せれば、部下達はそれ以上に動揺して戦線が崩壊すると分かっているからだ。

「よし。部隊に一度距離を取らせろ。その後は部隊をエゾントの機体の、アキラを挟んで反対側に展開させろ。ここからは連中を潰し合わせる方針に切り替える。基本的にこちらからは手出しせず、狙われたら下がって良い」

「えっ？　下がって良いんですか？」

「ああ。構わない。その選択が出来るのも数で戦うこちらの強みだ。質で戦う向こうには出来ないがな」

　この戦いには二大徒党の威信も掛かっている。無様な戦い方では、その後の統治にも影響が出てしまう。しかしその影響の程度には差があった。

　ハーリアス側は全体の指揮を執っているのはドーラムでも、機体を操縦しているのは部下達だ。しかもその機体は廉価版。黒い機体やアキラの予想外の強さに思わず尻込みして退いた者が出ても、大勢いればそういうやつも出てしまうと、ある程度は言い訳できる。

　よってロゲルトとアキラを潰し合わせる為に一時的に退くという手段を取ったとしても、徒党の威信への影響は許容範囲で済む。

　しかしエゾントファミリー側はそうはいかない。この徒党はそのボスであるロゲルト自身の武力を背景に勢力を拡大した組織であり、大きな抗争の際にはロゲルトが率先して前線に立ち、その力を示すことで成り立っていた。

　今回も徒党の力で用意した強力な機体にロゲルトが直接乗り込んで戦っている。そのロゲルトがハンター一人も殺せずに怯えて退いたとなれば、ボスの地位どころか徒党の存続にまで影響が出かねない。退くことは出来ないのだ。

　巨大な組織を主に指揮能力で統率するドーラムと、武力で統率するロゲルト。その違いがこの状況で如実に表れていた。

　不敵に笑うドーラムを見て、部下達も落ち着きと余裕を取り戻す。すぐに人型兵器の部隊にその指示を出した。
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　降り注ぐ小型ミサイルの爆発が止まり、一時的に静寂を取り戻したスラム街の中で、ロゲルトは黒狼の高性能な情報収集機器の力を使って結果を確認していた。

（これであいつを殺せていたら、あとはハーリアスの雑魚どもを潰して終わりだ。しかし……）

　ロゲルトが難しい顔で思案する。

（あいつのあの強さはどういうことだ？　今までは力を隠してただけだったのか？）

　切り札を隠し持つハンターなど別に珍しくもない。一度はそう考えて、すぐに首を横に振る。

（いや、そんなはずはない。あの映像の中でも、乱入してきた直後も、あいつは必死に戦っていた。あれは演技じゃない。切り札があるなら間違いなく使う。それぐらい追い込まれていた）

　そう考えながらも、別のことも思う。切り札ではなく奥の手。使用後は数日昏倒する高性能な加速剤などという程度ではなく、使えば高確率で死亡する道連れ覚悟の戦闘薬。それならばあの強さも有り得るか。そう考える。

　アキラが急激に強くなったのは被弾した後だった。被弾で致命傷を負い、もう助からないと悟って使ったのかもしれない。それなら辻褄も合うと思い、溜め息を吐く。

（……そういうやつは面倒臭えんだよな。嫌いじゃねえんだが、殺す相手か、殺しにくるやつばっかりなのが難点だ）

　その時、機体の情報収集機器がアキラの反応を捉えた。

「……生きてたか」

　ロゲルトは少し思案した後、駄目で元々と思いながら汎用通信でアキラに呼びかけた。
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　アキラは自身に迫る小型ミサイルの群れをＳＳＢ複合銃で撃ち落として難を逃れていた。

　今は瓦礫の山の陰で回復薬を大量に飲みながら一ひと息いき吐ついている。激しい戦闘をアルファのサポートのおかげで切り抜けたとはいえ、生身の負担まで消えて無くなった訳ではない。細胞単位での治療が必要だった。

『アルファ。状況は？』

『黒い機体の方は、あの攻撃後は動きを止めているわ。恐らくこちらの生死を含めて、出方を探っているのでしょうね。白い機体達の方は、距離を取ろうとしているわ。アキラと黒い機体を潰し合わせるつもりなのでしょうね』

『そうか。まあ両方一度に相手するよりはましだな』

　アキラがそう軽く答えると、アルファから意味深な笑顔を向けられた。

『何だよ』

『その判断を始めから出来れば良かったのに、と思っただけよ』

『……すみませんでした！』

　アキラは苦笑いを浮かべながら少し自棄気味に答えた。自分でもそう思える程度には、冷静さを取り戻していた。

　そこに汎用通信でロゲルトから声を掛けられる。

「よう。お前は……アキラ、だったな。なかなか強つええじゃねえか。ハーリアスの雑魚どもとは違う。大したもんだ。自殺しに来た馬鹿って評価は取り消してやる」

　アキラが怪訝に思っている間に話が進んでいく。

「そこでだ。お前の強さは分かったことだし、改めて勧誘しよう。こっちにつかねえか？」

「嫌だ」

「即答かよ。つれねえなあ。悪い話じゃねえだろう？　そこまで強いんだ。徒党の幹部、俺の次ぐらいの地位を用意してやるぜ？　幹部として一緒にハーリアスを潰して、スラム街の裏経済を完全に掌握すれば、金も女も思いのままだぞ？」

「断る」

「強情だなあ。どうせ舐められるのが嫌だって感じで、勢いで襲ってきたんだろ？　俺達を相手にここまで力を見せ付けたんだ。お前の目的は十分果たされた。俺はもうお前を舐めたりしねえよ。だからこうやって直々に勧誘してるんだ。どうだ？」

「駄目だ」

「そうか……」

　ロゲルトの本当に残念そうな溜め息が、汎用通信を介してアキラに届いた。

「じゃあ、仕方が無い。殺し合おう。ハーリアスの連中を潰すついでに殺すつもりだったが、ここからは、お前を優先して殺してやる」

　そしてどこか楽しげな、その上で相手の強さへの敬意を込めた声が届く。

「今から行く。覚悟しろよ？」

　通信はそれで切れた。

　アルファが真面目な表情になる。

『アキラ。向こうも本気で殺しにくるわ。覚悟してね？』

　アキラも真面目な顔を返した。

『ああ。あいつに言われるまでもなく、覚悟は俺の担当だからな』

　その直後、情報収集機器が大きな反応を捉える。それは宣言通り、高速でアキラへ向かうロゲルトの機体の反応だった。
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　黒い機体が推進装置の出力を全開にして一直線にアキラに迫る。瓦礫の山の陰から迎撃に出たアキラは、相手の機体の姿を見て驚きを露わにした。

　機体の武装はチェーンソー型の近接装備のみ。他の武装は全て捨てていた。巨大なブレードを構えながら、力場障壁フォースフィールドシールドも使用せずに回避も捨てて飛び込んでくる。

　アキラはＳＳＢ複合銃を全力で連射した。膨大な量の強力な弾丸が瞬く間に撃ち出され、黒い機体の表面装甲に着弾する。

　だが機体の力場装甲フォースフィールドアーマーに全て弾かれた。激しい衝撃変換光が辺りに飛び散り、周囲から夜の闇をかき消していく。そしてその光の中に浮かび上がる黒い機体が、構えていたブレードを振り下ろした。

　大質量のブレードが勢い良く振り下ろされた先、アキラがいた瓦礫の山は、両断されるどころか爆発したように吹き飛んだ。

　アキラはその一撃を瞬時に横に飛んで回避する。砕けた瓦礫が弾丸並みの速度で側を掠めていく空中で、反射的に使用した極度の体感時間操作が生み出す酷く遅い世界の中、アキラはチェーンソー型の近接武装の外周の刃が高速で動くのを見ていた。速すぎて目で追えなかった。

　あんなものを喰らえば一瞬で粉微塵だと思わずたじろぐアキラの前で、地面を深く削っていたブレードが跳ねるように横に飛び、そのまま横薙ぎの一撃となる。その刃先の余りの速度の所為で相対的に強固な壁となった大気を強引に裂きながら、高速でアキラに迫る。

　その一撃をアキラは全力で後方に飛んで回避した。強化服の接地機能で空中に生み出した足場を同じく強化服の身体能力で思いっ切り蹴り、そこにＳＳＢ複合銃による連射の反動すら加えて、本来動きようの無い空中で加速し、ブレードの殺傷圏内から離脱した。

　そのままアキラは高速で後退しながら黒い機体を銃撃し続ける。全弾命中したが、衝撃変換光が飛び散るばかりで全く効いている気がしなかった。

　そのアキラの視線の先で、横薙ぎの一撃を躱された黒い機体が、崩れた体勢のまま鋭い踏み込みを見せた。

　推進装置という人には無い移動手段を用いつつ、人を模した動きを可能にする機体の柔軟性を生かした達人の挙動で、黒い機体は一歩でアキラをブレードの間合いに収める。そして無数の銃弾を浴び続けながらブレードを斬り上げた。

　それもアキラは何とか回避した。直撃を喰らえば即死という意味では大型の砲を撃たれた時とさほど変わらない。だが自分の背丈など軽々と超える巨大なチェーンソーが唸りを上げて迫り来る大迫力の光景は、砲撃とは別の恐ろしさに満ちていた。

　アキラはそれを躱す為に高密度な体感時間操作を実施していた。時の流れを歪められた世界が、アキラの意識の中で非常に緩やかに進んでいく。

　そして、その世界でも機敏な動きを見せる黒い機体の力に、アキラは驚き慌てていた。

『アルファ！　あいつ何か急に凄く強くなってないか!?』

『いいえ。総合的にはむしろ弱くなっているわ。単純にアキラを殺すのに特化しただけよ』

　白い機体の部隊と戦うのであれば銃器を捨てずに戦った方が良い。しかしアキラのみを殺す場合にはもはや邪魔になる。

　ロゲルトはそう判断し、アキラを殺した後に白い機体の部隊と再度戦う時に不利になると分かった上で、銃器を捨てた。アキラの殺害を、それだけ優先した。

　衝撃による銃身のわずかな歪みが照準を大きく狂わせる銃器類とは異なり、近接武装は相手に激突させる前提の武装。アキラからの銃撃による破損を気にする必要は無い。

　またアキラに接近するほど、黒狼の情報収集機器もＳＳＢ複合銃の銃口の角度を正確に識別できる。

　それは着弾位置の予測精度を引き上げる。機体の力場装甲フォースフィールドアーマーの出力を、被弾する確率の高い場所のみ飛躍的に高めることで、強固な防護と効率的なエネルギー消費を実現する。

　その状態で力場装甲フォースフィールドアーマーの出力低下部位をハーリアス側から銃撃されれば、致命的な破損を負いかねない。だがロゲルトもドーラムが自分とアキラの共倒れを狙って部隊を下げていることぐらいは気付いている。今は背後を気にする必要は無かった。

　そしてロゲルトは短期決戦を挑んでいた。

　ただでさえ強力なＳＳＢ複合銃を用いての連射に、対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾まで交ぜての銃撃。それを完全に防ぎ切るほどに強固な力場装甲フォースフィールドアーマーは大量のエネルギーを消費する。加えて機体の高速かつ精密な挙動にも、単純な銃撃とは比べ物にならないエネルギーが必要だ。

　そのエネルギー消費を出来る限り抑える為にも、短い時間でアキラを殺す必要があった。

　その上で、ロゲルトはそれらとは無関係な理由で勝負を急いだ。

　もしアキラの強さの理由が自分の想像通り奥の手の戦闘薬であったのならば、その効果時間切れという時間切れでアキラを負けさせない為に、まだ十全に戦える間に殺すことで相手に敬意を示す為に、ロゲルトは短期決戦を選択した。

　アキラはアルファからそれらのことを教えられた。もっともロゲルトの感情を理由とする部分までは流石にアルファにも分からない。客観的な推察から分かる部分だけだ。

『短期決戦って、どれぐらいの時間なんだ!?』

『断言は出来ないけれど、５分か10分ぐらいだと思うわ』

『10分!?　長すぎるだろ!?』

　１秒が恐ろしく長い。黒い人型兵器がその巨体からは考えられない俊敏な動きでブレードを振るう。振るわれるブレードは重く、速く、研けん鑽さんされた技術まで兼ね備えている。アキラはそれを躱す為に、どこまでも濃密な１秒間を体感し続けていた。

　その１秒を束ねに束ねてようやく経過する10分後など、今のアキラには遥か先の未来にしか思えなかった。

『泣き言を言わずに頑張りなさい。意志とやる気と覚悟はアキラの担当なのでしょう？』

　そう言ってからかうように不敵に微笑んだアルファに、アキラも自棄気味に笑って返す。

『そうだな！　そっちも、それ以外は頼んだぞ！』

『任せなさい』

　アルファは自信たっぷりに笑った。その笑顔を見て、アキラも意気を高めて戦い続けた。




　巨大なブレードがスラム街のビルを両断し、粉砕する。砕けた瓦礫が辺りに飛び散り、倒壊した建物が粉ふん塵じんを巻き上げる。

　アキラはロゲルトの攻撃を躱しながら、一緒に近くの建物も斬らせるように相手を誘導していた。

　チェーンソー型の近接装備にも強固な力場フォースフィールド装甲アーマーが施されている。頑丈な物に激突すればエネルギー消費はそれだけ増える。

　飛び散る瓦礫や舞い上がる粉塵は、黒狼のセンサー類を乱して情報収集の精度を下げる。被弾位置の予測を困難にさせ、力場装甲フォースフィールドアーマーの出力を上げなければならない箇所を広げさせて、多くのエネルギーを使用させる。

　更にアキラはＡ４ＷＭ自動擲弾銃も連射していた。無数の擲弾の爆発を至近距離で喰らっても、黒い機体は揺るぎもしないが、爆発は機体のセンサー類を乱し、力場装甲フォースフィールドアーマーの出力を上げさせる。

　敵のエネルギー消費を促す意味では、その爆発にアキラ自身が巻き込まれるのを考慮しても、擲弾を使う意味があった。

　黒い人型兵器が無数の爆発に包まれながら、その爆煙ごとスラム街を斬り裂いていく。アキラはその爆炎に吞まれながらも果敢に銃撃する。その一機と一人が振りまく破壊は、本来どう見ても都市のすぐ側で行って良いものではなかった。

　それだけ激しい戦いを繰り広げれば弾薬とエネルギーの消費も激しくなる。アキラの強化服も装着したエネルギーパックで動いており、そのエネルギーを使い切れば真面に動けなくなるのは相手と同じだ。大容量の拡張弾倉でも、撃ち続ければいつかは弾切れになる。それも一種の時間切れだ。

　アキラとロゲルトは共にその時間切れを気にしながら険しい顔で戦っていた。

　そして、その時間切れが先に来たのはロゲルトだった。黒狼の制御装置が機体のエネルギー切れまであとわずかであることを示す警告を出す。

「クソッ！　もうか！　早すぎる！」

　幾ら高性能な人型兵器とはいえ、エネルギー切れの状態であれば破壊は容易い。ロゲルトは自分をそこまで追い詰めたアキラを内心で称賛しながら、それでも勝利を諦めずに次の手を打つ。

　部下に連絡を入れ、機体を一時的に自動操縦に切り替えると、操縦席から立ち上がった。




　アキラは黒い機体の猛攻に死に物狂いで抗っていた。再び振るわれたブレードを必死の形相で回避する。

　その一撃は今までの斬撃に比べて大振りだった。その分だけ回避は容易だったが、近くの建物や地面を大きく派手に破壊した。

　振るわれたブレードの軌跡の些細な違いなど、それを避けるのに必死なアキラには気付けない。しかしアルファは気付いた。

『アキラ。気を付けて。敵の動きが変わったわ』

　その助言を受けて、アキラは相手の更なる猛攻を警戒した。しかしその予想は覆される。

「えっ……？」

　黒い人型兵器が突如アキラに背を向けて、残りのエネルギーを推進装置と機体背面の力場装甲フォースフィールドアーマーに注ぎ込み、この場から全力で離脱し始めた。

「えっ？　逃げ……えっ？　何で？」

　アキラは余りの驚きで半ば啞然としながら、去っていく機体の背を見送っていた。自分でも不思議なほどに困惑していた。訳が分からなかった。

　通信越しでのロゲルトとの短い遣り取り、そしてその後の戦闘により、アキラは相手が逃げるなどとは思えなくなっていた。それが覆された驚きは大きかった。

　一方アルファは状況の把握を続けていた。そして去っていく機体の先から大型のトレーラーが近付いて来ているのを見付けると、相手の狙いを理解して表情を険しくする。

『アキラ。相手は一度退いて機体のエネルギーを補給するつもりよ』

　アキラの拡張視界にそのトレーラーの姿が強調表示される。それは普通の荒野仕様トレーラーに偽装した機体整備場であり、ハーリアス側が探していたものだ。見付からなかったのは常に移動していたからだった。

「しまった！」

　黒い機体の猛攻を死ぬ気で凌ぎ切ってエネルギーを消費させたが、それも補給されてしまえば無駄骨となる。絶対に阻止しなければならないと、アキラがＳＳＢ複合銃を構える。

　しかしトレーラーの位置は黒い機体を挟んでちょうど反対側にあり、その場からは狙えない。アキラは周囲の建物の倒壊で巻き上がる粉塵の中、トレーラーを狙える位置に移動しようと近くの建物の屋根に飛び移ろうとする。

　次の瞬間、その粉塵の中から突如現れた刃がアキラを襲った。

　アキラはそれに反応するので精一杯だった。だがアルファによる強化服の操作で飛び退き回避する。同時に、相手から続け様の斬撃を縦横無尽に繰り出される中、ＳＳＢ複合銃を補助アームから外しつつ、Ａ４ＷＭ自動擲弾銃と一緒に後方へ投げた。

　そして相手に向けて一歩踏み込み拳を放つ。それは躱されたが、放った拳の風圧が周囲の粉塵を吹き飛ばし、敵の姿を露わにした。

　そこにいたのは両手にブレードを握るロゲルトだった。

「良い判断だ！」

　ロゲルトは勝ち気に笑い、楽しげにブレードを構えた。

「お前は……」

「直接会うのは初めてだな。ロゲルトだ。エゾントファミリーのボスをやっている。お前がさっきまで戦っていた機体を操縦していたのも俺だ」

「お前が……！」

「正直に言って、ここまで追い詰められるとは思っていなかった。機体のエネルギーをあんなに早く使い切ることになるとはな。だが勝ったと思うのは早いぞ？　補給さえ済ませればまだまだ……」

　ロゲルトは会話を続けようとする。アキラは流されて話を聞いていた。そこにアルファの指示が飛ぶ。

『アキラ。相手の話は時間稼ぎよ。攻めるわよ』

『分かった！　でも何で銃を捨てたんだ？』

『あのまま銃を持っていたら、彼に破壊されていたからよ。彼はアキラよりも銃を狙っていたわ。アキラもあの機体と格闘戦はやりたくないでしょう？』

『そういうことか！』

　機体の最後の大振りの一撃は、周囲の建物を一気に破壊して大量の粉塵を巻き上げる為のものだった。そしてロゲルトはその煙幕代わりの粉塵に紛れて機体から出ると、アキラを襲う隙を窺っていた。そしてアキラ本人よりもＳＳＢ複合銃の破壊を狙って斬撃を放った。

　黒狼の力場装甲フォースフィールドアーマーにも通用する銃さえ破壊してしまえば、機体の補給が終わり次第アキラは詰む。それを防ぐ為に奇襲された直後に敢えて銃を捨て、銃を壊されない為に格闘戦を挑んできた相手の判断を、ロゲルトは良い判断だと称賛した。

　アキラに後退は許されない。退けばロゲルトは機体の補給を悠々と済ませて再び全力で襲ってくる。次は廉価版白兎達との交戦で消耗した分のエネルギーも補充した状態での全力だ。アキラの勝率は致命的に下がる。

　よってアキラはその補充を妨害しなければならないのだが、ロゲルトもそれぐらいは分かっていた。黒狼にも通用する強力な銃で銃撃されながらでは、エネルギーの補給作業など出来ない。そこでＳＳＢ複合銃によるトレーラーへの銃撃を防ぐ為に、機体から降りて自身でアキラに接近戦を挑んだ。

　アキラは黒狼のエネルギー補充が完了する前にロゲルトを倒せば勝ち。凄腕の操縦者であるロゲルトさえ倒してしまえば、機体のエネルギー補充が終わったとしても、相手は凡庸な者が操縦する機体でしかない。アルファのサポートとＳＳＢ複合銃があれば十分に倒せる。

　ロゲルトはアキラを倒すか、ＳＳＢ複合銃を破壊するか、機体のエネルギー補充が完了するまで時間を稼げば勝ち。アキラが退いても勝ちだが、それは無いと分かっていた。

『ここが勝負。行くわよ』

『ああ！』

　念話による一瞬の会話を済ませ、アキラはロゲルトへ向けて再び強く鋭く踏み込んだ。





◆






　アキラ達の戦いを遠距離から確認しているドーラムは、自分達だけ距離を取ってアキラとロゲルトを潰し合わせるという目論見が非常に上手く進んでいることに笑みを零していた。

　そこで部下から新たな状況の変化を伝えられる。

「ボス。黒い機体が急に動きを変えました。逃げてる？　いや、アキラを殺したから標的をこっちに変えただけ？」

「移動方向を確認しろ。こちらの部隊の方に向かっているか？」

「いいえ。部隊の方向からは大分ずれてます」

「それなら補給に戻ろうとしている恐れがある。部隊をその方向へ展開させろ」

「了解。……ん？　ボス。大型のトレーラーが現れました。あの機体はそこに向かっています」

　その様子を見たドーラムはすぐに気付いた。

「そのトレーラーをすぐに破壊しろ！　恐らくそれが連中の機体の整備場だ！」

　ドーラムはそう部下に大声で指示を出しながら笑顔を強くした。

「移動式の整備場だったのか。道理で見付からない訳だ。アキラと戦いながら補給など出来ない。つまりもうアキラを殺した後だろう。それに補給に戻るなら機体のエネルギーは尽きかけているはずだ。今なら勝てる。全機、全力で向かわせろ！」

「りょ、了解！」

「いや、駄目だ」

「何っ？」

　予想外の返事を聞いたドーラムが思わず怪訝な顔をする。

　銃声が響いた。





◆






　高速で振るわれる双刃を搔い潜り、アキラが拳に強化服の身体能力を乗せて勢い良く振るう。拳の先から空気を穿つ音を響かせて、鋼すら貫く一撃を繰り出した。

　だが躱される。更には回避行動の勢いを利用した蹴りをロゲルトに放たれる。高速移動の起点となる脚部の力を威力と速度に振り分けた痛烈な蹴りが、大気を裂きながらアキラに迫る。

　アキラはそれを何とか躱した。まるで砲弾が側を掠めたような感覚を覚えて、思わず顔を引きつらせながらも、反撃を試みる。

　だが続け様に斬撃を繰り出され、それを躱すのが精一杯で反撃など出来なかった。極度の体感時間操作の中、そこらの銃弾など目で追えそうな世界の中でも、ロゲルトが繰り出したブレードはアキラの眼前を高速で駆け抜けていた。

　アルファのサポートが無ければアキラは既に数十回は殺されている。だが今はそれがある。その幸運に生かされて、そしてその幸運に今までの死闘で身に付けた力を全て注ぎ込んで、アキラは死に物狂いで戦っていた。




　持てる技術を全て注ぎ込んで双剣を振るっても一瞬で懐に潜り込んでくるアキラの動きに、ロゲルトは奇妙な歓喜を覚えていた。

　アキラの行動には制限がある。戦闘中にＳＳＢ複合銃を破壊されないように、相手の位置を常に制限しなければならない。大きく避けすぎて距離を取ってしまえば、その隙にＳＳＢ複合銃を破壊されてしまう。

　更に時間制限もある。黒狼のエネルギー補充が終わる前に倒さなければならないので、どうしても勝負を急がなければならない。

　相手はその制限を背負った状態で、全力を出している自分と互角に戦っている。その事実に対し、ここまで強かったのか、と今更驚くことはない。黒狼に乗って戦い、それでも殺し切れなかった時点で、アキラがここまで強いことは分かり切っていた。

　ロゲルトが低い体勢からアキラの足を狙ってブレードを振るう。アキラはそれをわずかな跳躍、厳密には自由落下より速く両脚を上げて回避し、更に蹴りを放つ。

　それを読んでいたロゲルトは仰のけ反ぞって蹴りを躱しつつ、もう片方のブレードをアキラに向けて振り上げた。

　本来ならば避けようがない。しかしアキラは強化服の接地機能の応用で空中に生成した足場を利用して、下から迫るブレードを更に跳躍して回避した。

　それもロゲルトは読んでいた。自分の斬撃を避ける為に上方向に加速した以上、すぐに地上に戻るのは難しいだろうと、その隙にＳＳＢ複合銃を破壊しようと走り出す。

　しかしアキラは単に上に飛ぶのではなく体に回転を加えていた。それにより足の裏が斜め上を向くように調整し、その状態で空中の足場を蹴った反動で、ロゲルトとの間合いを一気に詰める。

　それを迎撃するようにロゲルトが双剣を振るう。アキラはそれも回避し、拳を振るう。ＳＳＢ複合銃の破壊は阻止され、至近距離での攻防が繰り返される。空中では機敏な動きなど出来ないという凡人の常識を、どちらも当たり前のように無視して戦い続ける。

　そこらの小物が撃った安い弾など発砲後に躱せる者同士で、拳を、蹴りを、刃を、繰り出し、躱され、繰り出して、躱し、殺し合う。その後に相手が死んでしまうことを残念に思うほどに、ロゲルトはこの戦いを楽しんでいた。




　アルファのサポートはアキラの旧領域接続者としての能力を介して行われている。より高精度のサポートを受けるほど通信量も増えてアキラの脳の負担も増えていく。

　黒い人型兵器と戦っていた時から、既にその高精度のサポートは始まっていた。その負荷にアキラがいつまで耐えられるか。それも勝負の決着をつける時間切れの一つだ。

　不要なサポートを抑えて通信の負荷を出来る限り下げる為に、アキラも必死に戦っていた。だが限界はある。アルファのサポートはアキラを強力に支援するが、無敵には出来ない。限度はあるのだ。

　そして遂に時間切れが訪れる。それでアキラとロゲルトの戦闘は決着がついた。

　先に時間切れが来たのはロゲルトの方だった。

　アキラの痛烈な蹴りがロゲルトに叩き込まれる。１秒前なら躱せていたそれを、ロゲルトは躱せなかった。

　衝撃で体をくの字に曲げたロゲルトが、吹き飛ばされて近くの壁に叩き付けられる。蹴りの衝撃のほとんどを、相手を吹き飛ばすのではなく内部に浸透させる達人の蹴りにもかかわらず、壁は大きく陥没していた。

　ロゲルトの口から飛び散った吐血が辺りを紅く染める。その鮮血が、強化服では防ぎ切れない確かな衝撃が内部まで届いていたことを示していた。

　アキラが驚きを顔に出す。真面な蹴りがようやく相手に入ったが、それが自身の必死さが生み出した結果ではないことぐらい、アキラにも分かっていた。

『……アルファ。今の、何で当たったんだ？』

『恐らく加速剤の効果が切れたのよ』

　巨大な人型兵器を高速で精密に動かすのは非常に難しい。しかも相手はアルファのサポートを得たアキラで、銃と強化服だけで黒狼を追い詰めるほどの実力者だ。

　その人物に対して人型兵器での接近戦を挑んでも、鈍重な動きでは戦いにならない。そう判断したロゲルトは加速剤を使用して機体の操作を補っていた。その効果はつい先程まで続いていた。

　アキラがロゲルトを見ながら呟く。

「加速剤か……」

　その呟きと、アキラのどこか意外そうな顔を見て、ロゲルトが思わず苦笑を零す。

「何だ……、お前……、薬は使ってなかったのか」

「加速剤は使ってない。回復薬は常用してるけどな」

　アキラはそう言いながら回復薬を取り出して大量に服用した。その間もロゲルトを警戒していたが、相手に動きは無く、自分の回復を許している。

　それでアキラも、既にロゲルトは負けを認めていると判断した。

　実際にロゲルトも既に決着はついたとして、もう戦う気は無かった。動けない訳ではなく、そこらの小物ならば一瞬で殺せる戦闘能力を残しているが、その程度ではアキラに全く通じないのは分かっていた。

　そして何よりも、その足搔きは蛇足だという気持ちの方が強かった。アキラに顔を向けて笑う。

「お前の勝ちだ。殺しな」

　ロゲルトは奇妙な満足感を得ていた。だがそれはそれとして疑問も浮かぶ。

「……加速剤の効果時間は機体のエネルギー補給が終わるまで保つはずだった。補給作業がすぐに終わるように準備させていた。あいつら、何をモタモタしてたんだか……」

　今となってはどうでも良いこと。その程度のささやかな疑問だったのだが、それに答える者が出る。

「ああ、それは私が作業員を殺したからよ」

　突如出現した第三者の声に驚いたアキラ達が声の方に視線を向ける。すると誰もいなかったはずの場所に突如女性の姿が現れた。

　そしてアキラはすぐ近くに光学迷彩で誰かが隠れていたことよりも、その人物に驚いた。

「お前は……！」

「久しぶりね。アキラ」

　現れたのは、ネリアだった。




　強い警戒を向けてくるアキラを、ネリアが笑いながら軽く手で制止する。

「安心して。敵じゃないわ」

「それを信じるとでも思ってるのか？」

「私は奇襲をしなかったし、勝負がつくまでちゃんと待ってたでしょう？　ああ、銃を拾って良いわよ。敵じゃないから邪魔しないわ」

　アキラがネリアに背を向けずにゆっくりと下がっていく。そして視線をネリアに向けたままＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃を拾った。

　ネリアは宣言通り邪魔をしなかった。それでアキラも警戒を少し下げる。

「……それで、敵じゃないなら何の用だ？」

「ちょっとお願いがあってね。あ、先に言っておくけど、私はエゾントファミリー側でもハーリアス側でもないわ。それでこっちの都合で悪いんだけど、アキラにはこの辺で退いてほしいのよ。彼は倒したのだし、そろそろ良いでしょ？」

　アキラは困惑と警戒で返事を返せないでいた。それを不服と捉えたネリアが笑って続ける。

「大丈夫よ。もうアキラが何もしなくても、エゾントファミリーとハーリアスは今日中に壊滅するわ。こっちの都合でね」

「……俺を退かせる理由にはなってないぞ。退けとわざわざ頼む理由は何だ？」

「簡単に言うと、これ以上アキラに乱入されると面倒だからよ。部外者に言えるのはここまで。ごめんなさいね。それで退いてくれない？」

　アキラの沈黙を、ネリアは拒否と捉えた。小さく溜め息を吐き、笑顔の質を変える。

「まあ、どうしても嫌だって言うのなら仕方無いわ。ところでアキラ。あれから恋人は出来た？」

「そんなこと聞いてどうするんだ？」

「いないのなら、私と付き合わない？」

　ネリアに笑顔でそう言われたアキラは、クズスハラ街遺跡での出来事を思い出した。引きつった顔で思わずわずかに後退する。

　アキラは以前にネリアから殺し合いの最中に口説かれたことがあった。退屈な人生を遠ざけ、一度切りの人生に彩りを添える為に、恋人と殺し合う。そのアキラには理解し難い理由で、ネリアから本気で口説かれていた。

　そして今アキラは、再びネリアに口説かれている。その理由は明らかだった。

　自身の常識から明確に逸脱した得体の知れない思考の持ち主。その者から向けられた殺意の混じった好意に、アキラは思わず怯んでいた。

　その怯みに乗じて、アルファが後押しする。

『アキラ。ここは退きましょう。流石にこの状態でクガマヤマ都市を敵に回すのは無謀よ』

　そう言われてアキラも気付く。

　遺物襲撃犯だったネリアは都市に捕らえられ、生殺与奪はおろか身体の自由まで奪われた状態で、莫大な負債を返済する為に強制労働をしているはずだった。

　つまり今ネリアの背後にいるのはクガマヤマ都市であり、ネリアの行動は都市の作戦の一部である恐れが高い。それを邪魔すれば都市を敵に回すことになりかねない。

　流石にアキラもそれはまずいと思った。またロゲルトを倒したことで一応の区切りはついたという感覚も得ていた。

　そしてそれとは別に、ある気付きがアキラの戦意を薄れさせていた。アキラが深く息を付く。

「……恋人はいるし、お前とは付き合わないし、ここは退くよ。これで良いか？」

「そう？　……まあ、そういうことなら、仕方無いわね」

　どことなく残念そうなネリアの様子に、アキラは嫌そうな表情を浮かべた。

　ある意味で、これで場は収まった。しかしそれに非常に納得できない者がいた。ロゲルトだ。

「テメエ……、途中から……、しゃしゃり出てきた分際で……」

　ロゲルトがネリアを睨み付けながらゆっくりと立ち上がり、憎悪を滲ませてブレードを構える。

「人の……、決着を……、横取りしてんじゃねーぞ！」

　そして残る力を全て振り絞り、相打ち前提の一撃を放った。人生最後の一撃に相応しく恐ろしいほどの冴さえ渡わたりを見せるブレードが、絶技を以てネリアを襲う。

　だがその決死の一撃は宙を切った。同時にロゲルトの体が喉を中心に十字に斬られる。

　多少の延命機能を加えられて首だけでもそう簡単には死なない体も、頭部と体の両方を両断されては無意味だった。自身の体を４つに分かれさせ、ロゲルトは絶命した。

　一瞬でロゲルトを斬り殺したネリアがどこか楽しそうに笑う。

「殺されていないだけで、決着はもうついてたでしょ？　それまで待っててあげたんだから、我が儘言わないの」

　そして振るった双剣を仕舞い、アキラへ微笑んだ。

「それじゃあアキラ。またいつか会いましょう。じゃあね」

　ネリアはそう言い残し、再び光学迷彩を有効にして姿を消した。

　アキラがロゲルトを見る。無念を表情に出す暇も無く、二つに分かれた顔に激情を映したまま息絶えていた。

『……アルファ。帰ろう』

『そうね。帰りましょうか』

　死力を尽くして殺し合ったが、満足させる決着を与えることが出来なかった相手の顔に、アキラは感傷を覚えていた。そしてロゲルトに背を向け、立ち去った。

　既に夜は明けていた。





◆






　移動式の機体整備場であるトレーラーは斬殺された死体で溢れていた。それでも黒狼のエネルギー補充が進んでいく。この場にいた者達を皆殺しにしたネリアが、戻ってきて作業を引き継いだのだ。

　作業を終えたネリアが黒狼に乗り込む。ロゲルトしか操縦できない設定のはずの機体は、ネリアをあっさりと受け入れた。操縦席に座り、仲間に連絡を入れる。

「こっちの準備は終わったわ。そっちは？」

「こっちも大丈夫だ」

　その返事は、ドーラム達が乗っていた車両の中から出ていた。中は死体で溢れている。皆殺しにされており、生きている者はその実行者の男だけだ。

「それじゃあ始めましょうか」

「お手柔らかにな」

　ネリアの操縦で黒狼がブレードを構える。男の指示で廉価版白兎の部隊が動き出す。

　操縦者と指揮者を変えて、人型兵器達の戦闘が再び始まった。
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　シェリルは倒壊した倉庫の側でアキラの帰りを待っていた。

　その顔はどこか不安げなものだった。その表情の理由にはアキラの身を案じる気持ちも確かにある。

　しかし今回に限っては別の理由が大きかった。

　シェリルは最後に見たアキラの姿、恐ろしいほどの殺気を纏っていた姿を忘れることが出来なかった。そして戻ってきたアキラの様子がそのままであったなら、アキラを笑って迎え入れる自信が無かった。怖いからだ。

　だが自分が怯えた対応をすれば、恐らくアキラは自分との接触を避けようとする。そしていずれは完全に縁が切れてしまう。それは嫌だ、という気持ちもシェリルには確かにある。

　しかしだからといって、あのアキラに怯えずにいられるかどうかは別の話だ。怖いものは怖いのだ。

　遺物販売店の成否とは別に、これもまた自分とアキラの関係を決める正念場だと、シェリルは拭い切れない不安を覚えながらアキラを待っていた。

　そしてアキラが戻ってくる。

「アキラ。お帰りなさい」

　自分の不安は取り敢えず杞憂になったと、シェリルはまずは内心で安堵した。戻ってきたアキラからは殺気など全く感じられなかった。

　不安から解消されたことも含めて、シェリルはいつも以上に笑顔を輝かせる。しかしその笑顔に対するアキラの反応は、いつも以上に素っ気無い。

「……シェリル。俺は疲れたから休む」

「あ、はい」

　アキラの態度に不満や不機嫌というものは無い。そのおかげでシェリルも少し戸惑う程度の態度で答えられた。

　アキラが疲労を感じさせる足取りでキャンピングカーの中に入っていく。その背中を見ていたシェリルが少し怪訝な顔を浮かべた。

「……落ち込んでる？」

　シェリルにはアキラの様子が単なる疲労ではなく、そう見えた。




　キャンピングカーに入ったアキラは強化服を脱いで格納棚に仕舞うと浴室に向かった。しかしゆっくり湯に浸かる気にはなれず、シャワーで血や汗を洗い流すだけに留めると、浴室を出てベッドに横になった。

　眠気は無い。アキラが使う回復薬は戦闘用であり、眠気などを抑えて意識を保つ効果もある。それを少し前に大量に服用したことで、アキラは全く眠れなかった。

　しばらく横になっていると、シェリルがシジマを連れて車内に入ってきた。

「何だよ。疲れてるんだけど……」

「すみません。シジマさんがアキラにどうしても話したいことがあるって言ってまして……」

　アキラが身を起こしてシジマを見る。その目にはわずかだが不機嫌そうなものが含まれていた。

　一人で人型兵器に勝つハンターからその視線を向けられても、シジマは徒党のボスとしての堂々とした態度を保っていた。

　内心でどれだけたじろいでいても、それを表に出さないことが最善の対応であるとシジマは分かっていた。そしてシジマにはそれを実行できるだけの度胸があった。

　そして何よりも、これから話す内容は、下手に出ながら話せることではなかった。

「お前、エゾントファミリーとハーリアスの両方に喧嘩を売ったらしいな。何考えてんだ。幾らお前との取引でシェリル達に協力しているとはいえ、流石に付き合えねえぞ」

　シジマはそう言って敢えてアキラを睨んだ。そうやって睨み付けることで、お前はそれだけのことを仕出かしたのだと、自分の正当性を高めようとした。アキラを怒らせる危険を理解しながら、それをやりきった。

　自分をじっと見るアキラの目に内心で冷や汗をかきながら、シジマはアキラから目を逸らさずに、当然のことを言ったまでだという態度を崩さなかった。

　シェリルはその横で少し驚いていた。アキラを相手によくその態度が取れるものだと、シジマの度胸に感心していた。

　そしてアキラが口を開く。

「好きにしろ。俺が勝手にやったことだ。別に付き合わせるつもりは無いし、そう頼んだ覚えも無い。シェリルから今後も協力するように言われたんだとしても、強制させる気は俺には無い」

「そうか。それなら……」

　思わず安堵の息を漏らしたシジマは、今後は二大徒党とアキラ達の争いに自分達は無関係を貫くと告げようとした。だがその前にアキラが続ける。

「ああ、俺がそう言ったところで向こうはそうは思わない。だから報復の巻き添えがどうこうって話をしに来たのなら、連中はどっちも今日中に壊滅するから、余り気にしなくて良いはずだ」

「…………何？」

　実際にシジマが一番気にしていたのは、その報復の巻き添えだった。二大徒党のどちらが勝つにしろ、その勝者としてスラム街の裏経済を完全に掌握した巨大組織に報復として潰される。それを一番恐れていた。アキラを怒らせてでも、アキラと手を切ろうとするほどに。

　だがその二大徒党が今日中に壊滅するなどという余りに予想外のことを言われて、シジマも思わず困惑を顔に出す。

「ちょっと待て。何でそう言い切れる？　連中は今も大規模な抗争を続けてるんだぞ？」

「何でって……」

　アキラはその理由を言おうとして、口籠もった。

　そう断言したのはネリアで、そのネリアの裏にはクガマヤマ都市がいる。だからアキラも二大徒党の壊滅はほぼ確実だろうとは思っている。

　だがそれを正確に話すと、都市と結んだ守秘義務、ネリア達のことを無かったことにした契約に引っ掛かる。そう気付いて言葉を濁す。

「……まあ、あれだ。ある伝でそういう情報を手に入れたんだ。だから俺も途中で戻ったんだ。売られた喧嘩を買った形であいつらを敵に回したけど、俺が何もしなくても勝手に壊滅するなら、別にそれでも良いしな」

　シジマはアキラが負けて逃げ帰ってきたのだと思っていた。だからこそ大抗争の勝者からの報復の巻き添えを恐れていた。しかし違うのであれば話は変わってくる。

　また、アキラが噓を吐いているとも思わなかった。言いい淀よどんだのは情報源についてだけ。少なくとも情報そのもの、二大徒党の壊滅については、アキラは信じている。それぐらいはシジマも見抜いた。

　しかしその出所不明の情報をシジマ自身も信じるかどうかは別だ。むしろシジマはアキラが誰かに騙されているのではないかと疑った。そしてシジマにはその誰かに心当たりがあった。

「おい、その話、ヴィオラから聞いたんじゃないだろうな？」

「ヴィオラ？　いや、違う。別のやつだ。悪いが誰かは言えない。でもシェリルやシジマの知ってるやつじゃない。まあ、そっちの交友関係を把握している訳じゃないし、多分だけど」

「そうか……」

　シジマが唸る。そうなると、また話は変わってきた。アキラは30億オーラムの賞金首を倒したハンターチームの一員であり、その手の情報源を持っていても不思議は無いと思い始める。

　少なくともアキラは物事を武力で解決する人物であり、謀に精を出す人間ではない。答えたことに噓は無いと考える。

　そしてその情報源が高額の賞金首を倒せるハンターから報復される危険を冒してまで、アキラに虚偽の情報を渡す確率はどの程度かと考える。結果は、アキラの話には一定の信憑性があると出た。

（……まさか、あいつら本当に壊滅するのか？　それも今日中に……？　いや、どうなんだ……？）

　それでもシジマは半信半疑だ。スラム街の中堅徒党のボスとして二大徒党の力はよく分かっており、そのまま信じることは出来なかった。

「……もう一度聞くぞ？　ヴィオラからの情報じゃないんだな？　ヴィオラと繫がっているやつでもない。そう考えて良いんだな？」

「まあ、多分」

「そうか……」

　そう言って真偽を迷い、唸り続けるシジマの様子を、アキラが別の意味に捉える。

「何か随分唸ってるけど、そのヴィオラってやつからの情報だと、そんなにまずいのか？」

「まずいというか、あいつは非常に質の悪い女でな。そのエゾントファミリーとハーリアスが壊滅するって話、仮に事実だとして、それがあの女が裏でいろいろ企たくらんだ結果だって言われたら、俺は信じるね。違うって言われても疑うぐらいだ。その企みに俺達を巻き込んでいても不思議は無いな」

「へー」

　そう言われたアキラがふと思う。

（そういえば、ここ最近ヴィオラと会うことが多かったような……）

　アキラはトメジマとの交渉の席でヴィオラと初めて会ってから、その後も要所要所でヴィオラの顔を見ていた。

　偶然で片付けることも出来る。疑えば切りが無いとも言える。しかし一度気にしてしまえば気になってしまう。そして気を紛らわせる何かを求めていた心がアキラを後押しした。

「じゃあ、直接聞いてみるか」

「えっ？」

　アキラは立ち上がると、仕舞った強化服を格納棚から再び取り出した。
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　ヴィオラと直接会う約束を取り付けたアキラ達が指定された場所に向かう。そこは都市の下位区画にある雑居ビルだった。

　ビルの前ではキャロルが待っていた。アキラ達を見付けると笑って軽く手を振った。

「アキラ。ここよ。あら、シェリルも一緒なの？」

「まずかったか？」

「私達は別に良いんだけど、ビルの中、結構散らかってるし汚れてるのよ。彼女、大丈夫かなって思ってね」

　アキラに視線で問われたシェリルが答える。

「大丈夫です」

「そう」

　するとキャロルが今度はシジマに告げる。

「護衛をつけて入るのは構わないけど、その人達が何かしたらあなたの所為になるってことは忘れないでね？」

「それは中で何か起こるってことか？」

「世間話をしに来た訳じゃないんでしょう？　あなたの部下が迂闊な真似をしたら、あなたも巻き添えになる。そういうことよ。アキラだって大きな銃は置いてきてるじゃない」

　指定されたビルの周辺はスラム街と下位区画の境に近いこともあり、民間警備会社の部隊が厳重な警備を敷いている。ＳＳＢ複合銃のような大型の銃を持ち歩いていると無駄に警戒される。

　そして目的は戦闘ではなく話を聞くことでもあるので、アキラは手持ちの銃をＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃だけにしていた。

　シジマは少し迷ってから舌打ちすると、連れてきた部下達にここで待つように指示した。

　キャロルが笑ってアキラ達をビルの中に招く。

「それじゃあ、こっちよ。さっき言った通り散らかってるけど、気にしないでね」

　キャロルの案内でビルの中を進んだアキラ達が、多数の死体が散乱している部屋を通る。全く気にしていないアキラとは異なり、シェリルは顔を強こわ張ばらせて軽い怯えを見せていた。シジマが少し表情を険しくしてキャロルに尋ねる。

「おい、こいつらは何だ？」

「ん？　ハーリアスの兵隊。私達を殺しに来たから返り討ちにしたの」

「お前達、ハーリアスに狙われてるのか。それなら何でそんな襲われた場所にいるんだ？」

「その私達がそんな場所にいるなんて、普通は思わないでしょ？　こっちよ」

　血塗れどころか血ち溜だまりの部屋を通り抜けた先、その事務室でヴィオラは待っていた。机に寄り掛かるようにして立っており、少し目立つペンダントを着けている。大きく高そうなペンダントトップが胸の中央を飾っていた。

「いらっしゃい。こんな所でごめんなさいね。それで、話があるらしいけど、何かしら」

　シジマが厳しい目をヴィオラに向ける。

「ある伝で、エゾントファミリーとハーリアスの両方が今日中に壊滅するって話を聞いた。お前の仕業か？」

　引っ掛けを含めた問いに、ヴィオラがあっさり答える。

「それ、噓でしょ？」

「噓じゃねえ。確かな伝の情報だ」

「そうじゃなくて、お前の仕業かって聞いてる部分が噓。そっちの部分の返答とかで、その前提の情報が正しいのかどうか確認したかったんでしょう？　駄目よ。情報料をケチっちゃ」

　意図を見抜かれたシジマが舌打ちした。ヴィオラが楽しげに笑う。

「その情報が正しいかどうか知りたいなら、依頼してくれれば調べるわよ？　お値段は要交渉。どうする？　あ、一応聞いておくけど、その確かな伝の情報を売りに来たのなら買っても良いわよ？　デタラメじゃないっていう根拠や証拠があるならね」

「ふん。嫌だね」

「あら残念。それなら、お話はお終い？」

　シジマは顔をしかめてアキラに視線を送った。

　今度はアキラが端的に尋ねる。

「俺達を巻き込んだか？」

　余りに端的な質問にヴィオラは苦笑を浮かべた。

「巻き込んだって、何に？　もうちょっと詳しく言ってくれないと……」

「心当たりが無いなら、いいえと答えろ」

　アキラがそれだけ言ってヴィオラをじっと見る。

　ヴィオラはその問いに、即答できなかった。




　ヴィオラもいつもならば余裕の笑顔でいいえと答えている。しかし二つの要素がそれを阻害した。

　アキラは噓を見抜くコツのようなものを持っている。しかもその精度は恐らくかなり高い。ヴィオラはキャロルからそう聞いていた。

　更にヴィオラは、キャロルは不要な噓を吐く者ではなく、また自分と親しい交友がある人物だけはあって、その手のことを見抜く力には優れていると知っていた。これが一つ。

　そしてもう一つは、アキラの目が相手の噓を見抜けると確信していることだった。

　それが自分は卓越した洞察力を持っているという過信によるものならば、ヴィオラはそれを軽く見抜き笑って噓を吐く。

　しかしヴィオラはアキラの目から別の何か、非常に高性能な噓発見器への信頼にも似たものを感じていた。

　それらを加味して、ヴィオラが笑って答える。

「巻き込んだわ。どの程度巻き込んだかって言われたら、死んでも構わないって意味なら、はい、死んでほしいって意味なら、いいえ、ってところね」

　一緒に話を聞いていたシェリルとシジマが絶句する横で、アキラが表情を少し険しくする。しかしヴィオラは余裕の笑みを保っていた。

「それで、どうするの？　私を殺す？　お勧めしないわよー」

「お勧めしない理由は？」

「いろいろあるんだけど、そうね、まずは、死後報復依頼プログラムって知ってる？」

「知ってる」

「それ、私も使ってるの。私を殺した個人や組織に賞金が懸かるようにね。賞金額は30億オーラムってところかしら」

　その意味をシェリルとシジマが非常に険しい表情で示す中、アキラとヴィオラは表情を変えずに話を続けていた。

「私を殺せば非公式とはいえあなたも30億オーラムの賞金首。同額の賞金首を倒したあなたなら、どういう連中に狙われる羽目になるのかぐらい想像つくでしょう？　お勧めしないわ」

「他には？」

　そう即答したアキラに、ヴィオラが少し意外そうな顔を敢えて見せる。

「あら、この返事じゃ満足できない？　そうねえ、それじゃあ……」

　そしてどこかあからさまな笑顔を浮かべた。

「あなたの恋人の隣に、私の友人が立っている……ってのはどう？」

　シェリルが思わず横を見る。そこにはいつの間にかキャロルが立っていた。

「そうか」

　銃声が響いた。ヴィオラの胸が身に着けていたペンダントごと撃ち抜かれる。ヴィオラは驚きの表情で崩れ落ち、自らが流した血の池に横たわった。

　ＡＡＨ突撃銃を下ろしたアキラがキャロルに普通の顔を向ける。

「それで、俺は今からキャロルと殺し合わないといけないのか？」

　アキラの顔に怒気は無い。しかしシジマもシェリルも、それが戦闘を否定するものではないと分かっており、一気に緊張を高めて顔を強張らせる。

　一方キャロルはアキラに余裕のある笑顔を返していた。

「やめとくわ。ヴィオラの護衛をやってるって言っても、アキラと殺し合うほど高い報酬は貰ってないからね」

「そうか」

「でもそれはそれとして、報酬分の仕事はやっておきたいのよ。アキラ達に危害は加えないから、やっても良い？」

「敵対しないのなら好きにしてくれ」

「ありがと」
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　そのアキラ達のどこか気安い遣り取りにシェリルとシジマは緊張を緩めながらも、死が軽いハンター達の危険な感覚に難しい顔を浮かべていた。キャロルは気にせずに作業を始めており、アキラもその作業の様子を興味深そうに見ている。

「キャロル。何やってるんだ？」

「応急処置。間に合ったらラッキーって感じ」

　キャロルは棚から球状の機械を取り出して左右に分離させると、それをヴィオラの負傷箇所を塞ぐように取り付けていた。更にその機械から、点滴で使用する注射針付きの管のような物を複数伸ばし、ヴィオラの首などに刺していく。

　管から何らかの液体が体に注入されていく。するとその10秒後、ヴィオラが盛大に吐血しながら大きく目を見開いた。

　アキラはかなり驚いていた。ハンター基準ならば軽傷かもしれないが、相手は生身でハンターでもない。ちゃんと殺したと思っていたのだ。

「おお、凄いな」

「高いだけはあったようね。まあこの自動治療キットは高級品。もう義体に換装するぐらいしか手が無い重傷者の延命用でもあるから、これぐらいなら余裕だったか」

　咳せき込んでいたヴィオラは周囲を見渡して状況を確認すると、キャロルに向けて溜め息を吐いた。

「ちょっとキャロル。こんな状況で蘇そ生せいさせたの？」

　不満げな顔のヴィオラに向けて、キャロルがいつものように笑う。

「何言ってるの。一度交渉しくじって殺されたのを、私が生き返らせて帳消しにしてあげたんでしょう？　あとはその失敗を踏まえた上での交渉で、自分で何とかしなさい」

　また小さく溜め息を吐いたヴィオラが、視線をキャロルからアキラに移す。すると再びアキラから銃を突き付けられた。今度は頭にだ。

「質問は省略する。他には？」

「……理由は知らないけど、シェリルに遺物販売店をやらせようとしてるんでしょ？　見逃してくれるなら、その経営を手伝ってあげるわ。これでどう？」

　アキラはヴィオラに銃を突き付けたまま黙っていた。

「私が協力すれば、あなたの遺物販売店は間違いなく繁盛するわ。シジマから二大徒党の両方が今日中に壊滅するのは私の仕業かって聞かれたけど、その通りよ。あれは私の仕業。正確には、そういう依頼を受けていろいろ工作したの」

「誰に頼まれたんだ？」

「それは流石に言えないわ。でもあなたにも予想はついてるんじゃない？　シジマが言ってた伝って、あなたでしょ？」

　またアキラが黙った。ヴィオラが笑って続ける。

「まあ問い詰める気は無いわ。重要なのは、私にはそういう所からそういう依頼を出されるだけの、そして成功させるだけの実力があるってことよ。どうかしら。あなたを巻き添えにした分を帳消しにするだけの価値はあると思うけど」

「……他には？」

「うーん。無いわね。これで駄目なら、お終い」

　アキラがヴィオラをじっと見る。ヴィオラは笑って返した。その笑顔に虚勢は無かった。

『アルファ』

『噓は吐いていないわ』

　それを聞いてアキラは銃を下ろした。

「……良いだろう。お前を生かしておいて良かったと俺に思わせろ。殺しておけば良かった。そう思った時点で殺しにいく。また俺に余計なことをしても同じだ。分かったな？」

「取引成立ね。私も死にたくないし、頑張らせてもらうわ」

　非常に質の悪い女と評判のヴィオラは、これで変則的ではあるがアキラ達に協力することになった。

　キャロルがヴィオラに肩を貸して無理矢理立たせると、アキラに向けて楽しげに笑う。

「それじゃあ、私はヴィオラを病院に連れていくわね。アキラ。またね」

「あ、ああ」

　友人を撃った者に対してその態度で良いのだろうかと、アキラは軽い戸惑いと妙な感心を覚えていた。

　キャロル達に続いてアキラ達も外に出る。シジマの疑念から始まったアキラの思い付きは、アキラ達には予想外の結果を生みながらも、これで一区切りとなった。





◆






　ヴィオラとの話を済ませたアキラ達は、一度倉庫に寄ってからシェリル達の拠点に戻った。

　二大徒党の大抗争を拠点の建物に立て籠もって切り抜けることを選んだ子供達は、シェリルとアキラが戻ってきたのを見て安堵の息を吐いていた。

　倉庫の警備をドランカムに頼んだ時点で、レビン達などの元の警備員は拠点の方へ移しており、そのおかげで拠点はそこらの場所より安全だったのだが、それでも不安は完全には拭えない。自分達のボスとその後ろ盾の無事な姿は、子供達の不安を拭う効果があった。

　シェリルの自室に通されたアキラは、再びどこか元気の無い様子を見せていた。シェリルが少し心配そうに声を掛ける。

「アキラ。そんなに疲れているのなら、今日はもう休んだ方が良いと思います。ここなら大きなお風呂もありますし、ゆっくり休んでください」

「……そうだな」

「分かりました。すぐに用意させます」

「いや、家に帰って入るから良い。ああ、そうだ。連中は今日壊滅するんだし、俺がこっちにいるのも今日までで良いよな？」

　シェリルとしては、出来ればもっと長くいてほしい。だが適した口実は見付からず、仕方が無いと考える。

「そうですね。では、今日までお願いします。彼らはまだ壊滅していませんし、それまでアキラがいればみんな安心しますから」

「……、そうか」

　シェリルはそのアキラの反応から、アキラがいれば皆安心するという言葉を、アキラが信じていないと見抜いた。そしてその理由までは分からないが、その何らかの理由がアキラを落ち込ませていることも見抜いた。

　話せば楽になることもあると、その理由を深く聞いてみようかと一瞬思う。だがすぐに取り消した。恐らく何も話してくれないと、何となく確信していた。

　それならばと、シェリルは分からないことは分からないまま、分かっていることだけを元に行動に出た。アキラに近付き、抱き締める。

「……シェリル。悪いんだけど、今はそういう気分じゃ……」

「私はアキラがいてくれれば物凄く安心します」

　そう唐突に断言したシェリルに、アキラが少し驚いて言葉を止めた。その間にシェリルが言葉を続けていく。

「他のみんなも私と同じぐらい安心するとは言いません。アキラがいれば何が起こっても絶対安心だなんて、思っていないと思います」

　それはそうだろうと、アキラも思う。

「でも私達の徒党はアキラの後ろ盾があって成り立ってるんです。アキラがいなくなったら一瞬で瓦解します。この拠点も縄張りも全部奪われて全員放り出されます。その後は路地裏で金も武器も奪われて、そのまま殺されます。絶対そうなります。スラム街はそういう所ですから」

　スラム街がそういう所なのは、アキラ自身よく知っていた。

「アキラのおかげで、私達はそういう目に遭わずに済む生活を過ごせています。アキラのことが苦手だったり、少し怖く思ってたり、不満を持ってたりしてる人だって、それぐらいは分かってます」

　アキラは黙って話を聞き続けている。

「アキラは自分のことを強いと言われるのが、あんまり好きじゃないのかもしれません。もっと強い人をたくさん知ってるから、逆に嫌みに聞こえてしまうのかもしれません」

　事実アキラはそう捉えることが多かった。それはその強さが自身の実力によるものではなく、全てアルファのサポートによるものだと思っているからだ。

「それでも、私達はそのアキラの強さのおかげで安心して暮らせています。その強さに助けてもらっています。それは知っていてください」

　ある意味で、その言葉はただの気休めだ。それでも、効果はあった。

　アキラがネリアと戦わずに退いた一番の理由、アキラの戦意を薄れさせた気付きは、自身の行動の客観視から得た感情だった。

　自分の力を軽んじられて俺を舐めるなと激情し、アルファのサポートという他人の力を振り回す。そのような真似をすれば、それは舐められるだろう。軽んじられるだろう。そうアキラは気が付いた。

　他者から軽んじられることを許容はしない。それは自身の命を軽んじられ、殺されることを意味する。アルファのサポートを否定はしない。自分は弱く、その力が無ければ既に死んでいる。これからも遠慮無く使う。

　だが激情への返答としてアルファのサポートを使用するのは、仮に誤りではなかったとしても、恥の上塗りに感じられた。

　ロゲルトから感じた敬意や好感のようなものは、アルファのサポートを得た自分に対してのもの。それぐらいはアキラも分かる。

　自分の実力を見抜かれて軽んじられ、その後にアルファの力を自分の力だと誤認させて認めさせてしまう。その何か重要なことを騙し、欺き、偽ったような感覚が、アキラを落ち込ませていた。

「……そうか。助かってるか」

「はい。物凄く助かってます」

「分かった。まあ助けるって言ったしな。それなら良いか」

　それでも、そのみっともない強さが、自分が助けると言った者達の助けになっているのであれば、まあ、良いか。アキラはそう思い、大分気が楽になった。今の自分はその程度だと、前向きな意味で捉えることが出来た。

「はい。良いです」

　アキラが苦笑を零す。

「……シェリル。何が、それなら良いか、なのか分からないのに言ってるだろ」

「はい。分かってません。でも良いことなのは分かります。それはあってますよね？」

「……ああ。多分な」

「それなら良いじゃないですか」

「そうだな」

　気にして気落ちするぐらいであれば、自力で同じことが出来るようになるまで強くなった方が良い。その為の意気に変えた方が良い。そう考え直して、アキラは気を取り直した。

「シェリル。ありがとう。大分気が楽になった」

「いえいえ。前にも言った通り、言ってくれればいつでも抱き締めますので、遠慮無く言ってください」

「離れろ」

「えー。良いじゃないですか」

「……分かった。好きにしてくれ」

　元気付けられたこともあってアキラがシェリルに対して気を緩める。それを感じ取ったシェリルの笑顔が輝いた。

「はい！」

　そのままアキラはシェリルの気の済むまで好きにさせていた。シェリルは気が済むまでアキラに抱き付いていた。他者から見ればどう見ても恋人同士の姿がそこにあった。

　シェリルの頭に、以前思った疑問が浮かぶ。

　自分のこの想いは、アキラという恐ろしい存在に怯えずに済ませる為の、防御反応なのではないだろうか。

　違う。

　今ならば、シェリルはそう言い切ることが出来た。それをシェリルは何よりも嬉しく思った。
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　クガマヤマ都市の下位区画にある病院の一室、富裕層向けの個室のベッドにヴィオラが横たわっている。

　ヴィオラはアキラに胸を撃たれて殺されかけたが、適切な応急処置とその後の高額な治療のおかげで死ぬことはなかった。後遺症どころか傷跡すら残らない。それでも身体的には一般人だ。数日の入院を必要とした。

　そしてその病室には、ベッドの側の椅子に座っていつものように笑っているキャロルの他に、険しい表情をヴィオラに向ける男達がいた。ハラジとカザフゼ、吉岡重工と八島重鉄の営業だ。

「お前、覚悟は出来てるんだろうな？」

「情報屋風情が、我が社のプレゼンを台無しにするとはな。後悔してもらう」

　ヴィオラがわざとらしく困惑した顔を浮かべる。

「台無しって何のこと？　頼まれた仕事はバッチリ成功させたじゃない。エゾントファミリーからもハーリアスからも資金を根こそぎ出させた上で、どちらにも抜け駆けさせずに準備万端で戦えるようにしっかり調整したでしょう？」

　今回の大抗争はクガマヤマ都市の画策だ。その目的は大きく二つあった。一つは二大徒党の完全な壊滅。もう一つはスラム街からの集金だ。

　都市はスラム街が、小競り合いを続ける貧民達の集団であることを望んでいる。

　安い武器で戦闘経験を積み、貧困から抜け出す為にハンターを目指し、いずれは遺跡から遺物を持ち帰って都市の経済に貢献する。そのような者達を生み出しやすい環境であることを求めている。

　だがエゾントファミリーとハーリアスはその環境を破壊した。

　元々はどちらもありふれた小規模の徒党だった。しかし方向性は異なるが有能なボスの手腕により勢力を拡大し、多数の中小徒党を傘下に加えた大組織となった。

　組織の規模が大きくなれば、そこに集まる金も増える。その金は更なる金を生み、武力も権力も増やしていく。スラム街の裏経済を二分する巨大組織となった時点で、下位区画の下手な企業など軽く超える金と力を持つようになった。

　それこそ、今までは貧困から脱する為にハンターを目指していた者達が、ハンターではなく二大徒党の武装構成員を目指すようになるほどに。

　その時点で二大徒党は都市にとって目障りな存在となった。最近はその潤沢な資金で都市の人間に金を渡して表の経済に干渉までしてくるようになり、ますます目障りとなる。

　そのような存在を存続させるほど都市は甘くない。当然、対処に動いた。

　そして都市は二大徒党を壊滅させただけでは足りないと考えた。二大徒党を生み出した要因は有能なボス以外にもう一つある。それはスラム街の裏経済が生み出した莫大な金だ。

　抗争も只では出来ない。そして多額の金を生む利権の奪い合いが抗争の規模を加速させ、勝つ為に大徒党を形成する流れを生み出している。

　そして二大徒党を壊滅させても、分裂して生まれた中小の徒党が潤沢な資金を持ったままでは、壊滅させた効果が薄い。スラム街には、食料を買う金も無く配給食で飢えを凌ぐ貧民の集団に戻ってもらう必要があるからだ。

　その計画の一環として都市から依頼を受けたヴィオラは、雇われ工作員として以前から工作を続けていた。二大徒党がスラム街で小競り合いを続けながらも決定的な対立はしない共存状態ではなく、刺し違える勢いで潰し合うように、互いの敵意を煽るように火種をまいて、火を点けて、放火して回っていた。

　そしてスラム街からの集金はその抗争費用からゆっくりと進める予定だったのだが、八島重鉄と吉岡重工の介入により計画が変更される。二大徒党に人型兵器を売ることで、一気に進めることになった。

　八島重鉄と吉岡重工はクガマヤマ都市の防衛隊に自社の人型兵器を納入する計画を進めており、激しい販促を続けていた。そして正式採用の決め手に欠ける両社は協議し、自社の製品を実際に戦わせることにしたのだ。

　元々人型兵器は運用に多額の費用がかかるので、大掛かりなデモンストレーションは費用的に難しい。しかしこの計画ならば二大徒党からその費用を得られる。また勝った方の機体が正式に納入される訳ではないが、採用に大きく近付くのは間違いない。

　それにより二大徒党の抗争は、八島重鉄と吉岡重工の新製品のプレゼンテーションの場となった。スラム街で人型兵器が暴れるなどという事態を都市が許したのも、その兼ね合いだった。

　そして遂に大抗争が開始される。都市側としては満足の行く成果となった。

　目障りな二大徒党は壊滅。スラム街からの集金も、二大徒党が死ぬ気で資金調達に動いたので十分な水準となった。加えて金を奪われた恨みは都市ではなく二大徒党に向けられる。

　大規模な徒党の存在はこれほどの抗争を招くという感覚を、スラム街の住人に植え付けることにも成功した。導入を検討している人型兵器の性能もある程度は確認できた。クガマヤマ都市としては十分な結果だ。

　だが八島重鉄と吉岡重工にとっては全く歓迎できない結果となった。それが両社の営業の表情に強く表れていた。

　ハラジがヴィオラを睨み付けながら低い声を出す。

「頼まれた仕事は成功させただと？　ふざけるな。あのハンターを介入させたのはお前の仕業だろうが」

　カザフゼも非常に厳しい視線をヴィオラに向ける。

「お前があのハンターに何度も接触していたことは裏を取っている。言い逃れは出来ない」

　八島重鉄の白兎、吉岡重工の黒狼、両社の人型兵器達の戦いは、その勝者にクガマヤマ都市防衛隊への正式採用を後押しするはずだった。

　だがその結果は、どちらも敗北という予想外の結末になった。その戦闘に乱入してきたハンターに両方が手痛い被害を受けたからだ。

　ヴィオラが大袈裟に首を横に振る。

「それは誤解よ。私はむしろアキラが邪魔しないようにしようとしたのよ？　失敗したけど」

「好いい加か減げんなことを抜かすな」

「本当よ。キャロル。ほら、あれ見せてあげて」

　キャロルは苦笑を浮かべて情報端末を操作すると、情報収集機器のデータを男達に送信した。それはシェリルの倉庫がロゲルトの砲撃で破壊された後に、ヴィオラがアキラに交渉を持ち掛けようとしたことを示すデータだった。

「私達はその少し前に二大徒党の部隊に襲われていてね、アキラにそいつらの歩兵の相手をしてもらおうと思って交渉に行ったのよ。流石に連中も人型兵器を私達に送る余裕は無いと思ったけど、歩兵を送る余裕ぐらいはあるはずだからね」

　そのデータを信じる限り、アキラはヴィオラの話に耳を貸さずに飛び出している。ヴィオラの指示で人型兵器達を襲いにいったようには見えない。しかしハラジは顔を強い疑念と不信で歪ませていた。

「それを信じろって言うのか？　この程度の内容、このハンターがお前と裏で組んでいればどうとでもなる」

「自分に都合の良いように物事を疑うのは良くないわ。私が入院してるの、アキラに疑われて殺されかけたからなのよ？　私がアキラと組んでいたのなら、そんなこと起こる訳ないでしょう」

　思わず納得してしまい、ハラジは顔をしかめて黙ってしまった。そこにヴィオラが畳み掛けるように続ける。

「第一、あなた達は都市の防衛隊に人型兵器を売ろうとしてるんでしょう？　その機体が最前線付近のハンターならともかく、そこらのハンターに負けてどうするのよ。それを私の所為にしないでくれる？」

　非常に痛いところを衝かれた二人の営業は、顔を歪めてわずかにたじろいだ。

　実際に一番の問題はそこだった。両社の機体がアキラを容易く殺せていれば何の問題も無かった。それが出来なかったからこそ、機体の性能に大いに懸念があるとして大問題になったのだ。

　その男達の怯みにヴィオラが付け込む。まずはカザフゼに、意味深に笑いながらどこか優しい声を出す。

「まあ私も、八島重鉄さんの方は仕方が無いと思うわ。あの機体、ぼったくり価格で売りつけた廉価版なんでしょう？　しかも操縦者はそこらの凡人。そして相手は30億オーラムの賞金首を倒したハンター。負けても仕方無いんじゃない？」

　カザフゼが少し意外そうな顔を浮かべる。一方、ハラジは顔を険しくした。

「それに廉価版の機体でも、真面な操縦者を用意すればそれなりに戦えるのは、以前にアキラと一対一で戦った時に証明済み。廉価版でその性能なら、都市に売る通常版の機体の性能は、私も十分に期待できると思うわ」

　そしてヴィオラは非常に意味有り気な目をカザフゼに送った。

「私は今回の仕事の報告書を後で都市に提出するんだけど、その辺りのこともしっかり記載するつもりよ？」

「……そうか。我が社にも関わりのある内容だ。正しく記載されていることを期待しよう」

　お前の判定はまだグレーだが、今回の件で自社の製品を擁護するなら見逃してやる。カザフゼは目でしっかりそう答えた。ヴィオラもそれを理解し、取引成立とでも言うように薄く笑った。

　一方、これで人型兵器の納入に一歩先を行かれたことになったハラジは焦りを強くした。こっちにも何か無いのかと、視線でヴィオラに訴える。

　だがヴィオラは怪訝な顔を返した。

「そんなに見られても困るんだけど。悪いけど、あなた、タイプじゃないわ」

「……それが返事で良いんだな？」

　八島重鉄からは見逃されても、吉岡重工と敵対した時点でお前は厳しい立場に追い込まれる。それを覆せる機会はこれが最後で、その最後の返事は本当にそれで良いのかと、ハラジは脅迫紛いの声を出していた。

　ヴィオラが深い溜め息を吐く。

「そんなこと言われてもね。たった一人のハンターに負けたのは事実でしょう？　実はそのハンターがそこらのハンターじゃなくて、飛びっ切りのランク詐欺ハンターだった、なんて都合の良いことでも期待したら？」

　事実がどうであれ、それが事実になるように工作しろ。その工作を私に依頼するなら請け負ってやる。ヴィオラのその言葉を、ハラジは正しく受け取った。

「……ふん。期待ね。お前には関係無い話だな」

　助言は受けたが、お前には頼まない。そう答えたハラジはヴィオラに背を向けると、カザフゼに視線を向けた。

「……少し話がしたい」

「伺おう」

　アキラが飛び切りのランク詐欺ハンターであることは、廉価版の機体でそのハンターを追い詰めたことになる八島重鉄にとっても都合が良い。カザフゼに断る理由は無かった。

「邪魔したな」

「ではこれで」

　吉岡重工と八島重鉄の営業はそれだけ言って病室を出ていった。

　キャロルが苦笑を零す。

「ヴィオラ。アキラにわざと撃たれたの、連中への言い訳作りの為だったの？　そんなことの為によくやるわね」

「そんな、言い訳作りだなんて、酷いわ。あなたまでそんなこと言うの？」

　ヴィオラは少し大袈裟に悲しんでみせた。それを見てキャロルが楽しげに笑う。

「でもわざと撃たれたのは本当でしょ？」

「違う……って言ったら信じてくれる？」

「無理ね」

　質の悪い女達は質の悪い笑顔を向け合った。その後で、ヴィオラが普段の調子で話し始める。

「一応言っておくと、私も撃たれたくて撃たれた訳じゃないのよ？　ただ、あの状況なら殺されない程度に撃たれておくのも、選択肢の一つだっただけよ」

　噓を確実に見抜かれるとしても、相手を騙し切る方法など幾らでもある。与える情報を制限して相手の認識を誘導し、誤認させれば良い。ヴィオラの常じょう套とう手段だ。

　今回の騒ぎにアキラを巻き込んだとあっさり認めたのも、その為の手法の一つだ。観念して正直に白状したように見せかけて、続けて話す内容の信憑性を上げていた。アキラが死んでも構わないが、殺そうとした訳ではなかった。その言葉の信憑性を。

　また、その言葉自体も間違ってはいない。しかし巻き込めばほぼ確実に死ぬと分かって巻き込んだのか、非常に運が悪ければ死んでしまうかもしれない程度の話なのかでは、言葉通りであってもその意味はまるで違う。

　ヴィオラが今回の大抗争に自分達を巻き込んだのは事実だが、巻き込まれたのは別に自分達に限った話ではない。スラム街全体を巻き込む計画の中で、自分達も巻き込まれたにすぎない。アキラはヴィオラにそう誤認させられていた。

　そしてヴィオラは話題をすぐに、自分を撃つか撃たないかの話に移した。そうやってアキラの意識を、実際にはどの程度深く巻き込まれたのか、どの程度死ぬはずだったのか、という部分から逸らしていた。

　そうやってアキラの殺意を調整していた。一度撃てば、相手が死に損なっても満足する程度に、アキラの殺意を薄れさせていた。

　死後報復依頼プログラムの話を出したのは、半分ブラフだ。ヴィオラは初めから、それでアキラが引き下がるとは欠片も思っていなかった。

　本命はアキラの恋人のシェリル、ではなく、キャロルとの関係の方だった。

「あの場にシェリルもいたから出しにしたけど、本来アキラには、私を殺す為にキャロルと戦うのはどうかなーって感じで躊躇ってもらうはずだったのよ？　それなのにあんなにあっさり撃つなんて、キャロル、男を誑たぶらかす腕が落ちたんじゃない？」

　そう言ってヴィオラは少し挑発的に笑ったが、キャロルは余裕の笑みを浮かべていた。

「アキラは随分手強いんだって、前に言ったでしょう？」

「全く、対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉まで持たせて助けにいかせたのに、その程度の扱いなの？　優良顧客の開拓だとか言ってたのはどうしたのよ」

　キャロルがアキラに渡した対力場装甲アンチフォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉は、ヴィオラが用意したものだ。

　元々はアキラを人型兵器達と戦わせる為に、その交渉材料とする為の物だった。ハラジ達にはアキラを歩兵と戦わせる為の交渉だったと告げたが、それは噓だ。二大徒党の歩兵程度と戦わせる為に、対アンチ力場装甲フォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉など用意しない。

　自分の窮地に駆け付けてくれた上に、対アンチ力場装甲フォースフィールドアーマー弾の拡張弾倉までくれた相手。そのキャロルと戦うのはアキラも多少は躊躇するだろう。キャロルの援助はそう期待したヴィオラの小細工であり、キャロルもそれに乗った。

　そして実際に効果はあった。アキラはキャロルとの殺し合いを、それなりに躊躇った。

　他にもヴィオラはいろいろ小細工をしていた。ペンダントを着けていたのもその一つだ。

　殺意はあるが薄く、しかし実際に発砲する程度には高い。その程度の殺意で撃つ時に、目立つペンダントトップを何となく狙わせる為、つまり頭を狙わせない為であり、撃たれても死なない為のものだった。

　勿論、仕込んだ全ての小細工が成功した訳ではない。アキラに撃たれたことも、どちらかといえば失敗だ。しかし全体としては成功した。アキラの殺意はヴィオラに調整され、その結果としてヴィオラは生き残り、今も余裕の笑顔を浮かべている。

　そしてキャロルも笑っている。

「助かったんだから良いじゃない。私がアキラと仲良くなかったら死んでたわよ？」

「はいはい」

　質の悪い女達は、その質の悪さを顔に出して笑い合っていた。
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　アキラはシェリル達の拠点の屋上から周囲を眺めていた。シェリル達に今日までは警備に付き合うと言ったこともあり、そして今も一応は大抗争の最中なので、それに合わせて一応警備しているところだった。

　もっとも敵など襲ってこない。アキラは暇な時間を過ごしている。

　シェリル達の拠点は、人型兵器達が交戦している場所からかなり離れている。互いの各地の拠点を襲っている二大徒党の歩兵達も、この辺りには襲撃先が無いので用が無い。

　どさくさに紛れてシェリル達の拠点を奪おうとする小物達など、先に拠点に移っていたコルベやレビン達の相手ではない。既に処理済みだ。

　それでもアキラが警備に出る意味はある。シェリル達の徒党がアキラの後ろ盾を前提として成立している以上、その後ろ盾が生きていると内外に示しておくことは重要だった。

　屋上にいるのも、拠点の出入口よりは目立つし遠方からでもアキラの健在を確認できるから、という理由からだった。

　シェリルはそのアキラの側で、徒党のボスとしての仕事をしている。今は情報端末でカツラギと話していた。

「……そういうことですので、倒壊した倉庫から遺物を回収するのは明日からでお願いします」

「分かった。人員はこっちで手配しておく。だが二大徒党が今日中に壊滅するって話は本当なのか？　いや、疑ってる訳じゃないんだが、その情報が間違ってると、こっちも二度手間三度手間になるんでな」

「大丈夫ですよ。別に今から作業を始めてもらっても良いのですが、スラム街が騒がしいこの状況では、幾ら倉庫の警備を今もドランカムにお願いしているとはいえ、皆怖がって人員の手配も大変でしょう。ですので明日から、という程度の話です。数日遅れても構いません」

「いや、まあ、そうだが……」

　微妙に言葉を濁すカツラギの反応の理由を、シェリルはしっかり見抜いていた。

「二大徒党が今日中にどちらも壊滅するなんて話が本当であれば、その情報を基に今すぐ動けばいろいろ稼げる。だからその情報の精度をしっかり確認したい。その気持ちはよく分かりますが、私も情報の入手元をペラペラと話す訳にはいかないのです。すみません」

「あー、いや、そういう訳じゃ……」

　適した言い訳が見付からず、笑ってごまかそうとするカツラギの笑い声が返ってきた。それを聞いてシェリルも薄く笑う。

「それでも気になるのでしたら、私が、信じてください、と言っても余り意味は無いでしょう。ですので、ヴィオラさんに連絡を取って聞いてみてください」

「あの女にか？」

「はい。経緯は言えませんが、アキラの伝で私達の遺物販売店に協力してもらえることになりました。その資金繰りの為と言えば、根拠となる情報の提供は無理でも、情報の精度ぐらいは教えてくれると思います」

　かなりの驚きを示す少しの間の沈黙を挟んでから、カツラギの商売人としての声が返ってくる。

「……分かった。信じよう」

　その真面目な声は、カツラギのシェリルに対する認識が再び大きく変化したことを示していた。

　所詮はスラム街の子供で、強力なハンターに媚びを売っているだけの少女。今までカツラギはシェリルのことを認めながらも心のどこかでそう思い、シェリルを無意識に軽んじていた部分があった。

　だが今、カツラギはその認識を完全に改めた。

　そしてその自分の心境をどこか面白く思いながら、頼もしくも油断のならない商売相手へ、笑って続ける。

「しかしお前もよく分からない女になってきたな。お前はスラム街のガキどもを集めて小さな徒党のボスをやってるだけの、そこらのただの子供だったはずだが、俺の勘違いだったか？」

「あってますよ。ただ私には、そこらのただの子供と違ってアキラがいる。それだけです」

「そうか。お前に投資した俺の判断は大正解だったな。それじゃあ、これからも良い付き合いを期待してるぜ」

　カツラギとの通話は、そのどこか不敵な、だが機嫌の良さそうな声で切れた。

　既に通信の切れた情報端末を持ちながら、シェリルもどこか不敵で上機嫌な声を出す。

「ええ。期待してますよ。お互いに」

　夕日に染まるスラム街を見ながら、シェリルはアキラの側で微笑んでいた。




　夕暮れのスラム街で人型兵器達が戦い続けている。黒い人型兵器を操縦しているのはロゲルトではない。白い人型兵器達を指揮しているのもドーラムではない。しかしエゾントファミリーの者達も、ハーリアスの者達も、自分達のボスが戦い、指揮していると思い込んでいる。それらの機体が健在だからだ。

　配下の者達もボスからの指示だと信じて戦い続けている。二大徒党はどちらもボスの強権、独裁、指揮で成り立っており、ボスの指示には逆らえない。撤退の指示が出るまで、どちらも止まれない。互いの拠点を襲撃して、殺し殺され続けていた。

　そしてボロボロになった黒い機体と、最後まで残った白い機体が相打ちになった。両方の機体が大きな音を立てて崩れ落ちる。大破した人型兵器はそのまま二大徒党の墓標となった。

　エゾントファミリーとハーリアス、スラム街を二分した巨大組織は、徒党のボス、主要な武装構成員、多額の資金、その全てをたった一日で失って、壊滅した。

　全ては、クガマヤマ都市の計画通りに。
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　二大徒党の大抗争から10日後、アキラはハンター稼業再開の準備を済ませてバイクで荒野を駆けていた。

　高ランクハンター向けの大型バイクは当然ながら荒野仕様。４億オーラムの強化服と１億オーラムの銃を持つハンターに相応しい高性能な品だ。

　車体は力場装甲フォースフィールドアーマーによる防御で守られている。加えて車体後部には大型の銃を取り付けられるアーム式の銃座が付いており、車の制御装置で操作可能な上に、重火器の反動もしっかり抑制する。

　バイクはその上で、銃座に装着したＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲弾銃、積み込んだ弾薬類、そして車体自身とアキラを含めた重量を軽々と運び、素早い加速を実現する大出力まで備えている。

　アキラはこのバイクをカツラギから買った。その代金は倉庫の襲撃者達を換金した金のアキラの取り分、それを一度投資としてシェリルに渡したものを、返してもらったものだ。

　大抗争では流石にアキラも金を使いすぎた。弾薬もエネルギーパックも回復薬も只ではない。強化服と防護コートの修復に使用する高価な資材カートリッジも大量に消費した。そして報酬など入ってこない。

　アキラもその状態で投資などちょっとどうかと思い、シェリルに相談して金を返してもらうことにした。

　使った分まで返せとは言わないが、使っていない分は返せ。その所為で遺物販売店の運営に支障が出るならヴィオラから引き出せ。死後報復依頼プログラムの報酬に30億オーラムも出せるなら、そして遺物販売店を間違いなく繁盛させる自信があるのなら、それぐらい軽く出せるだろう。そう言って、駄目で元々と思いながら頼んでみた。

　シェリルは笑って頷いたのだが、その金を預かっているカツラギは難色を示した。手持ちの資金が減るのを、厳密には遺物販売店の運営で自分が自由に使える予算が大幅に減るのを嫌がったのだ。

　そしてアキラと必死に交渉し、金をそのまま返すのではなく、その金で自分達からいろいろ買ってもらうように頼み込んだ。その結果、カツラギはアキラの実力に見合うバイクを死に物狂いで調達することになった。

　そのバイクに乗って荒野を駆けるアキラが、バイクを運んできた時のカツラギの様子を思い出して苦笑する。

『調達に物凄く苦労したって何度も言ってただけあって高性能だ。アルファ。このバイクならクズスハラ街遺跡の奥部にも行けるんだよな？』

　アーム式の銃座に腰掛けているアルファが笑って答える。

『ええ。これなら大丈夫でしょう。勿論、私のサポート前提での話よ？』

『分かってるよ。よし！　遺跡奥部の遺物の為に頑張るか！』

　ハンター稼業を再開したアキラが、アルファと共に荒野を勢い良く疾走する。目指すはクズスハラ街遺跡の奥部。かつては到達を断念した旧世界の領域だ。

　スラム街の路地裏を飛び出してハンターとなった少年は、数々の苦難を乗り越えて、そこに立ち入る資格をようやく手に入れた。

　だがそれでもまだ資格を得ただけだ。アキラはその領域に足を踏み入れ、探索し、成果を手に入れて生還しなければならない。ハンターとしてアルファから受けた依頼、今はまだ到達すら困難な遺跡の攻略を達成できるほどの力を得る日まで。

　アキラのハンター稼業は、まだまだこれからだ。
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【初出】

本書は、2018年にカクヨムで実施された「電撃《新文芸》スタートアップコンテスト」で《大賞》を受賞した『リビルドワールド』を加筆修正したものです。
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